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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『魔王になったので、ダンジョン造って人外娘とほのぼのする』（著：流優）お試し版が収録されています。







　目次




デスマーチからはじまる異世界狂想曲 13




魔王になったので、ダンジョン造って人外娘とほのぼのする　電子特別お試し版　（著：流優　イラスト：だぶ竜）

























　CONTENTS








大砂漠

予兆

王都

シガ八剣

選抜大会

迷宮中層へ

準備

狗く頭とうの古王

『階層の主フロア・マスター』戦

エピローグ

EX：ゼナ隊の旅路







あとがき










大砂漠







〝サトゥーです。砂漠というとイメージするのはアラビアンナイトです。魔法の絨じゆう毯たんにランプの精、ラクダで旅をし砂すな嵐あらしで吹き飛ばされた先には蜃しん気き楼ろう都市……ロマンですよね。〟






「一つ、二つ、三つ……たった一〇体の巨大ゴーレムの群れなんて嘗なめられたモノね」

　アリサが紫髪を後ろに払い、エメラルドグリーンの杖つえ──世界樹の晶エメラルド枝・ブランチで作った杖を両手で構える。

　その杖の先、陽かげ炎ろう揺らめく砂丘の向こうから、砂さ塵じんを巻き上げて迫る六メートル級ゴーレム一〇体の姿があった。

「──空間デイスイン消滅テグレイト」

　アリサの言葉に少し遅れて上級空間魔法が発動し、杖先から伸びた揺らぎが縦列を作るゴーレムと重なる。

　ギュゴッともヒュゴッとも聞こえる吸引音を響かせて、ゴーレム達の胴体の一部が消滅した。

　──ＭＶＡ。

　──ＭＷＡ。

　──ＭＯＷＡ。

　体を失ったゴーレムが断末魔の声を残して崩壊していく。

　オレが「石製ストーン・構造物オブジエクト」と「地クリエート従者・アース・作製サーバント」の土魔法で作った石ゴーレムだが、どれもレベル三〇あるのに、まるで張りぼてのようにあっけなく排除されていた。

　今のアリサなら一都市の軍隊が相手でも無双できそうだ。

「ふふふん、たわいないものね」

　エメラルドグリーンの杖を軽く振ったアリサが、ドヤ顔で顎あごを反らす。

　魔法少女のような可愛かわいらしい服装の美幼女なのに、なんとなく物語の踏み台キャラのような残念さがある。

「アリサ、すごい～？」

「たわいなし、なのです！」

　アリサのもとに駆け寄ったのは白いショートヘアに猫耳猫尻しつ尾ぽをした猫耳族のタマと茶髪ボブに犬耳犬尻尾をしたポチの二人だ。

　今日は迷宮都市の西にある大砂漠で、新装備の実験をしているので、二人も新装備の全身甲冑スーツ・アーマー「丸まる鎧よろい」を着込んでいる。

　鎧を構成する合金の比率をオリハルコン多めで調整したので、青せい銀ぎん色の試作版と違って金ぴかの派手な鎧になってしまった。内側には耐衝撃性の高い大怪魚トヴケゼエーラの銀皮繊維を使ってある。

　ちょっと目立ちすぎるので、迷宮都市に戻る時は地味な欺ぎ瞞まん装甲付きの試作版丸鎧に着替えさせている。

　なお、今日は近接戦闘をする予定はないので、視界が狭まる兜かぶとはなしだ。

「アリサ、危ないぞ」

「ほへ？　──のわっ」

　アリサが自身の攻撃魔法による余波が作り出した砂津波に吞のまれた。

　どうやら、空間魔法による防壁を展開していなかったらしい。

　オレは常時発動している魔法的な念動力サイコキネシスである「理力の手マジツク・ハンド」を伸ばして、アリサを砂の中から救出してやる。

　タマとポチの二人は素早く逃げてナナの後ろに隠れていた。

「ぺぺっ、口の中がジャリジャリ……ありがと、ご主人様」

　砂まみれのアリサを傍らに降ろし、生活魔法で綺き麗れいにしてやる。

　軽く点検したが、アリサの魔法少女風ドレスアーマーも異常はない。このドレスアーマーも金属部分をオリハルコン製に変更したので、ポチ達と同じく金ぴかの派手な感じになった。

「アリサ、怪け我がはありませんか？」

　朱色の髪を後ろで縛った橙とう鱗りん族のリザがアリサの前に膝ひざをついて気遣う。

　橙鱗族の特徴である首元と手の先にあるオレンジ色の鱗うろこや尻尾は鎧に隠れて見えない。

　うん、尻尾を覆う金属鎧はなかなか難しかった。柔軟性のあるオリハルコン繊維と大怪魚の銀皮繊維で織った布を上手うまく組み合わせて隙すき間まをカバーして実現したのだ。

「だいじょーぶ、ちょっち油断したわ」

　心配そうなリザに、アリサがニカッと笑顔を返す。

「マスター、新装備のフォートレス機能および空間魔法式浮遊盾の動作確認を完了したと報告します」

　高校生くらいの人族に見えるホムンクルスのナナが無表情に淡々と告げる。

　新装備による防御障壁が砂津波を完かん璧ぺきに防いでくれたので、ナナの長い金髪はそよりとも動いていない。

　彼女の新装備に組み込まれたフォートレス機能は、「区画の主エリア・マスター」などの超大型魔物の突撃を受け止める為ために設計した。

　空間魔法の「次元デイメンジヨン杭・パイル」や「隔絶壁デラシネーター」の理論を応用したので、高さ一〇メートル、幅一五メートルの透明な防御障壁を展開し、使用者の筋力によらず大質量を受け止める事ができる。

　ただし、展開後に移動できないので、使うタイミングやシチュエーションなどを選ぶ。

　上記の性質と防御障壁の強度を高める為に重ねたラインが石垣のように見える事からの連想で、フォートレス──城じよう砦さい防御と名付けた。

　元々が拠点防御用の高コストな魔法回路サーキツトなので、旧装備のアンブレラと同様に魔力炉や聖樹石機関による魔力供給が必要となる。

「ご主人様、折りたたみ式のアンブレラも問題ありません」

　前方で日傘風の防御障壁を広げていたルルが報告してきた。

　ストレートロングの黒髪が艶つややかに陽光を受け流し、ルルの超絶的な美び貌ぼうを際立たせる。

　その美しさは金色ベースの荘厳な武装メイド服にも負けていない。

「展開速度や聖樹石回路との接続も問題ないね。折りたたみ機構はどう？」

「はい、問題ないです」

　日傘の延長線上に広がる透明な防御障壁が折りたたまれ、日傘に吸い込まれて消える。

　うん、メイドさんに日傘はよく似合う。

　アリサやミーアも欲しがっていたので、後で量産しよう。

「サトゥー」

　ミーアが横から抱きついてきた。

　見下ろすと、ツインテールにした青緑色の髪の合間から、エルフの特徴である少し尖とがった耳が覗のぞいている。

　彼女の装備もアリサと同様に金色ベースだが、装飾部がアリサの赤に対してミーアが青になっている。

「いい？」

「精霊召喚の実験かい？」

「そう」

　言葉少ななミーアの問いかけを解読し、許可を出す。

　ミーアが新しい精霊召喚専用の属性杖を構えて精霊魔法の詠唱を始めた。

　今使っているのは世界樹の枝と土晶珠を使って作った属性杖だ。使用ごとに土晶珠を消耗するものの魔力消費が格段に節約できる。

「……■■■■■■　砂クリエート精霊・サンド・創造ジヤイアント」

　ミーアの呪じゆ文もんが完成すると、足下の砂が隆起して「流砂のサンド・巨人ジヤイアント」が立ち上がる。

「流砂の巨人」はレベルは四〇ほどだが、物理攻撃──特に斬ざん撃げきや刺突に高い耐性を持つので、ナナのフォートレスと同様に、超大型魔物の壁役に適している。

「必要魔力減少」

　たぶん、ミーアはボルエナンの森で行使した時よりも、砂精霊創造に必要な魔力が少なかったと言っているのだろう。

「砂漠で使ったからかしら？」

　ミーアの報告にアリサが推論を口にする。

「それとも、属性杖を使ったのも加味して？」

「ん、相乗」

「ふーん、それじゃ、大物相手用に砂を持っていこうかしら？」

「お願い」

　アリサの提案に、ミーアが頷うなずく。

「よっしゃー、『格納庫ガレージ』！」

　アリサが空間魔法の「格納庫」を無詠唱で使用し、砂漠の上に白い平面が発生した。

　これは自分専用の亜空間を作り出す魔法で、アリサの場合なら古民家くらいのサイズを作り出せる。入口の開閉時に魔力を消耗するが、「宝物庫アイテムボツクス」スキルと違って物の出し入れには魔力を消費せず、生き物やゴーレムの出入りも可能だ。

「ミーア、砂巨人に命じて『格納庫』に砂を入れさせて」

「むぅ、『流砂の巨人』」

　アリサの間違いを訂正しながら、ミーアが砂を「格納庫」に流し込むよう砂巨人に指示する。

　オレも後で予備用の砂を確保しておこう。

「それじゃ、次はルルの加速砲を試してみようか」

　オレは砂丘の彼方かなたに移動させたゴーレムを指さし、ルルを促す。

　あのゴーレムが試射目標だ。

「は、はい！」

　ルルが妖よう精せい鞄かばんから生物的な黒い巨銃──いや、小型砲を取り出す。

　これはルルが黒竜ヘイロンから貰もらった棘とげを砲身に使った物だ。取っ手や細かなパーツも黒竜ヘイロンの鱗を使用してトータルコーディネートしてある。

　砲身が長なが槍やりほどもあり、普通のライフルの持ち方では保持できないので、腰だめに構えて魔法で固定して撃つのだ。

　アリサが五星物語とかの大砲みたいと言って、しきりに砲身を中折れ式にしたがっていたが、強度が下がるので却下した。

「弾は普通のでいこう」

　オレはそう言って、鋼鉄製の徹甲弾をルルに手渡す。

　ルルが武装メイド服からケーブルを出して、加速砲の後部にあるコネクタに接続した。

「魔力筒に魔力充じゆう塡てんします──『チャージ』」

　──ぴぽ。

　ルルの合い言葉に加速砲から電子音が応こたえ、加速砲の後部に付けられた魔力筒が本体からせり出し、武装メイド服の亜空間に設置された聖樹石炉からケーブルを経由して、魔力が急速充塡されていく。

　魔力筒には三二のゲージがあり、このゲージ数によって砲の威力が変わる。

「魔力チャージは戦闘前にしておいた方が良さそうだね」

「は、はい」

　魔力筒が青い光を放ち始める。

「仮想砲身展開──『スプレッド』」

　──ぴぴぱ。

　加速砲の前方に二〇メートルほどの理力の砲身が展開される。

　ルルがスコープを覗き込みながら、遥はるか彼方に立つゴーレムに照準を合わせた。

「照準完了。砲身固定用次元杭──『ホールド』」

　不可視の次元杭が長く重たい加速砲の砲身を空中に固定する。

　仮想砲身展開前に、次元杭で砲身を固定した方が良さそうだ。オレは交流欄のメモ帳に、手順の変更を記入しておく。

「加速魔法陣、発動──『アクセラレーション』」

　──ぴん。

　魔力筒ゲージ三つ分の魔力が加速砲に充塡され、砲身を中心にした魔法陣が三枚生まれる。

「撃ちます」

　ルルが加速砲の引き金を引く。

　轟ごう音おんと共に砲身から撃ち出された弾丸が、赤い残像を曳ひきながら目標に命中し、粉砕してみせた。

「今までの実弾銃とずいぶん威力が違うわね」

「加速の魔法陣三枚で、亜音速まで加速できるからね」

　前に探索者ギルドで募集依頼を出して入手した「加速アクセラレーシヨン門・ゲート」の魔法を応用してみたのだ。

　仮想砲身は「加速門」による弾丸加速に距離が必要なのと、急激な加速で砲身が焼けてしまう為に、使い捨ての砲身が必要となって追加した。

　五連装魔砲を載せた浮遊砲台も完成間際だが、必要魔力量と威力から考えて、こちらの加速砲を優先したのだ。

「亜音速かー、どうせならレールガンに勝てるくらいのが欲しい」

　趣味人のアリサがいつものように素すっ頓とん狂きような事を言い出した。

「レールガンって、どのくらいの速度だっけ？」

「マッハ二〇くらいって聞いた事あるわ」

　なかなか無茶な事を言う。

「今の二〇倍なんて無理だよ」

　オレはアリサにそう言いながら、ルルの加速砲の点検を行う。

　仮想砲身のお陰で、砲身はほんのり温かい程度、各部の緩みや歪ゆがみもなし。

「ルル、反動はどうだった？」

「全くありません。前の実弾銃とはずいぶん違いますね」

　反動は大丈夫か……レールガン超えを狙ねらってみるのも楽しそうだ。

　まずは、自分で確認してからだけどさ。

「ただ、砲身を腰だめにした状態で撃つので、照準が少し難しいです。それに風の影響を受けやすい気がします」

「照準は宿題にさせてくれ。あと、軌道の安定にはライフリングすればいける、かな？」

　今回は亜音速に至る高加速を実現する為に、ライフリング──螺ら旋せん状の溝を刻まない滑空砲を選んだのだ。

　加速と命中率の向上を狙うなら、仮想砲身にライフリングを付けるようにしようかな？

　それなら、実砲身が焼ける事も摩耗する事もないし。

「それより、ご主人様。ぴぽぴぽ鳴ってる電子音はなんとかならないの？」

「聞き取りやすいだろ？」

「なんだか、気合いが抜けちゃうのよ」

　そういうものだろうか？

　ルルに視線を向けると、躊躇ためらいがちに小さく頷いた。

「なら、音声を再生できないか試してみるよ」

「吹き込む時のセリフ監修はアリサちゃんにお任せ！」

　できるかどうか分からないのに、気が早い奴やつだ。

　もし音声を再生できるなら、呪文詠唱を行う道具なんかも作れそうだね。

「マスター、新理術の『自在フレキシブル剣・ソード』もテストしたいと報告します」

　ナナがそう言って、理術で作られた透明な剣を生み出す。

　これは術理魔法にある「自在フレキシブル盾・シールド」のコードを改変して、盾ではなく剣を生み出すようにした魔法だ。

　受け流しや接近する雑魚ざこ敵の排除用なので、強敵相手には役に立たない。威力は精々オレが作った鉄剣程度しかないが、元が盾用のコードからの流用なのでわりと頑丈だ。

「ゴーレムを出すから、それを相手にしてみてくれ」

「承知と告げます」

　ナナの「自在剣」とゴーレムの戦いを眺めながら、課題を考える。

「地味だわ」

「それに、透明な剣というのは戦いにくそうです」

　アリサとリザが感想を口にした。

「補助用だから、こんなもんじゃないかな？」

　半自律型だから術者の負担が少ないけど、動きがシステマチックで剣筋を読まれやすいのが欠点だ。

　でも、このあたりはトレードオフの関係だから、今くらいのバランスがベターだと思う。




「ちゃくちゃくと強化が進んでるわね」

「『階層の主フロア・マスター』討伐は大変そうだから、できるだけ優秀な武具を装備させてあげたいからね」

　満足そうなアリサに首肯し、仲間達を見回す。

　一月前に初めて「区画の主」と戦った時よりも格段に強くなっている。

　ボルエナンの森でのエルフ師匠達との再修行で、新しい必殺技や連携強化、さらにオレもエルフの技師達に協力を仰いで新装備開発を進めてきた。

　ザリゴン一行を助けたなりゆきで「区画の主」を撃破してから順調にレベル上げを進め、レベルが四七まで上がる間に二〇体以上の「区画の主」を討伐し、オレが倒した分も含めると迷宮上層区画の過半数を駆逐してしまった。

　もうそろそろ迷宮中層に狩り場を移すべきかもしれない。

　迷宮都市の私立養護院や炊き出しも、金銭的な面以外はほぼオレの手を離れたのもあって、仲間達の育成と迷宮攻略に注力できたのも大きかった。

　探索者を志願する子達の支援も始めているけど、そっちも雇用した人達に任せてあるので、オレの負担はほぼない。

　屋敷と一緒にまとめ買いした敷地や建物が余っているので、探索者学校の開設も考えているが、そちらは未着手だ。

　生徒達が実習に使う狩り場の整備が、先に必要そうなんだよね。





◆






「──これで装備確認は終わりだね。アリサとミーアには五種類ずつ呪文を覚えてもらわないといけないんだけど、いいかな？」

「おっけー」

「ん、頑張る」

　新装備の開発に大活躍の試作装置は直方体の魔法回路を転写する事しかできないので、鎧よろいや武器など耐久性が重要な魔法道具マジツク・アイテムを作るのには向いていない。

　なので、試作装置は文字通り試行錯誤用で、最後の仕上げは従来通りアリサとミーアの二人の魔法が必要になるのだ。

「飛翔靴フライング・ブーツ？　こんなのも作ったの？」

　オレが取り出した飛翔靴を見たアリサが目を丸くする。

「いや、それはサルベージ品だよ。こっちの浮遊ボードのテストをするのに、落ちたら危ないから履いておいてもらおうと思ってね」

　続けてサーフボードサイズの魔法道具を取り出し、飛翔靴の横に並べる。

　浮遊ボードは浮遊盾と同様に術理魔法の「自走するフローテイング板・ボード」の魔法を応用した魔法道具で、魔力を流すと空中に浮かぶのだ。

　魔力を流して浮かべてみせると、皆が興味津々の顔を向けてきた。

「うわわ～？」

「空も飛べるのです？」

「いや、腰の高さくらいまでかな」

　元の術理魔法の原理的に、浮遊高度と消費魔力の関係が指数曲線を描くので、それが限界高度なのだ。

　飛翔靴と違って製造に希少な素材を必要としないので、鋳造魔剣と同様に量産が可能だったりする。

　広めるかどうかは未定だが、荷物の運搬や馬車の無振動化などに応用できると思う。

　もっとも、見えないところで既に使われていそうな気もするけどさ。

「楽し～？」

「乗ってみるかい？」

「あい！」

　タマを浮遊ボードに乗せてあげると、他ほかの子達も集まってきた。

「ポチも乗りたいのです」

「マスター、同乗を希望すると告げます」

　せっかくなので、オレが補助をして全員を乗せて体験させた後に、希望者に渡してソロで遊んでもらう。

　オレはその間に次の魔法装置を取り出して砂丘に設置した。

「今度は何？」

「ルルの加速砲を作る前に作製した魔法回路確認用の試作品だよ」

「変な形の門かと思ったわ」

　元の魔法が加速門っていう名前だったから、六角形の枠を作って試してみたのだ。

「門に向かって石を投げ込んでごらん」

「うわっ、面白っ」

　アリサが投げた石が、加速門を越えた瞬間に急加速して飛んでいった。

「カタパルト発進に使えないかしら？」

「サトゥー行きまーす、みたいな？」

「そうそうソレ！」

　古典名作のロボットアニメのセリフをマネしたところ、アリサが我が意を得たりとばかりに何度も頷うなずいた。

　軽く助走を付けて加速門を越える。

　自分の身体からだが前方に引っ張られるような感覚がして、一気に時速六〇キロメートルくらいに加速された。

「ご主人様、アリサから戦場への高速展開用の魔法装置と伺いました。ぜひ、私も実験に協力させてください」

　真ま面じ目めなリザに冗談を吹き込んだアリサを見る。

　ルルの陰から、ごめんなさいのポーズをしていた。リザが本気にするとは思わなかったのだろう。

「それじゃ手伝ってくれるかな？」

　オレがそう言うと、リザが張り切った顔で首肯する。

　リザと一緒に実験を始めると、ポチ、タマ、ナナの順で参加メンバーが増えていき、後衛陣の三人も計測係として参加する事になった。

「いきま～」

　浮遊ボードを抱えたタマが三枚の加速門を通り抜け、亜音速で射出される。

　一枚で十分な速度が得られる加速門だったのだが、どこまで行けるか実験したところ、レベル四七に達して超人的な肉体を得た仲間達なら、身体強化込みで加速門三枚までなら大丈夫という事が分かった。

　さすがに生身で音速を突破するのは危険なので禁止している。

　もちろん、亜音速でも危険なので、全員プロテクター代わりの全身甲冑を兜かぶと付きで装備させておいた。

　ボスンッと音がして、浮遊ボードに乗ったタマが砂丘にぶつかって止まる。

「アリサ～、何め～とる～？」

「ちょっと待って、一一〇九メートルね」

「わ～い、新記録～？」

「そうよ、おめでとう」

　大声で叫ぶタマに拡声器を持ったアリサが、計測器の値を叫び返している。

「さすがタマなのです。ポチも負けてられないのですよ！」

　肩をグルグル回して気合いを入れたポチが、勢いを付けて加速門に飛び込む。

　小さく「ぽひゅん」という音がして、ポチが射出された。

「──あっ」

　空中でバランスを崩したポチが、錐きりもみ状になってそのまま砂丘に突っ込んで埋まった。

　激突寸前にポチの丸鎧に搭載された緊急用の球形防御障壁が発動していたので、怪け我がはないはずだ。

　その証拠に、ポチがわさわさと砂を搔かき分わけて出てきた。

「ぺぺっ、失敗したのです」

　ポチがぶるぶると身体を揺すって砂を落とす。

「ポチ、九五〇メートル。残念賞」

「無念なのです」

「ポチ、どんまい～」

「次は負けないのです！」

　ポチがシュピッのポーズで、タマに再戦を挑んでいる。

　二人に続いてリザとナナも飛んできたが、どちらもタマやポチと体重が違うので、七〇〇メートル付近で着地していた。

「うわ～、なのです～」

　再射出されたポチが、またしても錐もみ状態で砂丘に落下していた。

　凄すごく楽しそうな顔だったので、わざとバランスを崩して錐もみ状態になったに違いない。

「ご主人様～？」

　助走ポーズのタマが、キラキラした目でオレを見上げる。

　きっとポチがやっていたように、錐もみ状態で飛行したいと考えているのだろう。

「ポチのマネをしてもいいけど、回転中にしゃべったら舌を嚙かむから注意するんだよ」

「あいあいさ～」

　タマがにぱーっと笑って、シュピッのポーズで気合いを示す。

　助走したタマが加速門に突撃して、飛行中にわざとバランスを崩すのが見えた。

　よっぽど楽しいのか、タマが笑顔のままボスンッと砂丘に突っ込んだ。

　ポチよりも角度が浅かったせいか、そのまま砂を突き抜けて砂丘の反対側から飛び出て地面をクルクルと転がった。

　砂をぶるんと払って、心配そうに駆け寄ってきたポチと顔を見合わせて、二人で笑い声を上げる。

「にゃはははは」

「あははははは、なのです」

　凄く楽しそうな笑い声だ。




「さて、オレも自分の作業をしようかな──」

　ストレージから二本の巻物、「操サンド・砂コントロール」と「蜃気デザート・楼ミラージユ」を取り出す。

　前に探索者ギルドで収集依頼を出して集めたヤツだ。

「まずは、分かりやすい『操砂』からいってみよう」

　巻物を使用すると、コップ一杯分くらいの砂が自在に動かせる事が分かった。

　続いて魔法欄から「操砂」を使用してみる。

　けっこう広範囲の砂が動かせるようだ。

「うわっ」

「むぅ」

　オレが動かした砂を見て、アリサとミーアが驚きの声を上げる。

　最初からこちらを注目していたルルは、口を驚きの形にするだけで耐えたようだ。

「ごめんごめん」

　オレは三人に軽く謝って、砂で壁や砂像などのオブジェクトを作って実験を続ける。

　砂の壁を作る場合、その規模は「土壁ウオール」の呪じゆ文もんによるモノの半分程度が限界で、砂像もその状態を維持するのに精神集中が必要らしい。

　砂のオブジェクトが気になったのか、他の子達もこちらに集まってくる。

「イマイチね」

「そうだね。こんなのもできるけど、実用性はないかな」

　砂で作った剣を見せ、鞭むちのようにしならせたり、斧おのや槍やりのような形に変えたりしてみせる。

「ねぇねぇ、高周波ブレードみたいなのはできないの？」

　アリサが面白い事を言い出した。

　試してみたところ、高周波ブレードは無理だったものの、外周の砂を振動させながら動かす事で、チェーンソーみたいな事ができた。

「凄いわね。さしずめ、サンド・チェーンソーって感じかしら？」

「ん、水版」

　アリサが「操砂」の技に命名し、ミーアが水魔法版のウォーター・チェーンソー的な魔法を欲しがったので、後で作ると約束する。

「操砂」の魔法はだいたい特性が分かったので、「蜃気楼」の実験に移る。

「空に街～？」

「浮かんでるんです」

「マスター、女の子が降ってこないと告げます」

　アリサの薫陶が効きすぎているのか、ナナが古典名作アニメのネタを振ってきた。

　ミーアが精霊魔法の伝でん書しよ鳩ばとを飛ばしたり、アリサがトランペットの演奏をマネしたり、思い思いのシーンを再現して遊び出したので、軽くスルーして実験の続きに戻った。

「規模が大きくなるだけ、か？」

　魔法欄から「蜃気楼」を実行しても、都市の映像の質感がアップして規模が大きくなったようにしか見えない。

　あれ？　魔力の消費が妙に多い。

「ねぇ、ご主人様──」

　アリサがチョイチョイとオレの袖そでを引く。

「──あの蜃しん気き楼ろうってば実体化してない？」

「本当だ」

　実体のある蜃気楼というのは存在が矛盾している気がする。

「ちょっと見てくるよ」

　オレは天駆で空中に浮かぶ蜃気楼へと近付く。

　本物の蜃気楼のように、近付くと遠くへ逃げていくという事もなく、問題なく侵入できた。

『どう？』

　心配性なアリサが空間魔法の「遠話テレフオン」で話しかけてきた。

「ちょっとアラビアンナイトな感じの建物が多いけど、普通に触れるし、水路に水も流れているみたいだ」

　開いたマップには影魔法の「影の牢獄シヤドウ・ジエイル」のように、「マップの存在しないエリアです」と表示されていた。

　蜃気楼の都市の上空を、天駆で虱しらみ潰つぶしに飛行してみたところ、都市内に誰だれもいない事が確認できた。

　幾つかの家屋や中央の宮殿を確認したが、家具類や調度品の類たぐいは一切ないようだ。

　ログを見ると幾つか称号が増えていた。





＞称号「楼閣の主」を得た。

＞称号「蜃気楼都市の主」を得た。

＞称号「幻王」を得た。

＞称号「異界の主」を得た。

＞称号「異界の王」を得た。






　いつもの事だが、妙な称号が多い。

『でも、巻物って事は中級魔法でしょ？　光魔法じゃなくて空間魔法の一種なのかしら？』

　アリサの言葉はもっともだ。

　魔法欄の「蜃気楼」を選び、詳細情報をＡＲ表示する。

「上級──」

『何？』

「──この『蜃気楼』は上級の複合魔法みたいだ」

　しかも、光魔法、影魔法、空間魔法の三種複合らしい。

　どうりで、魔力の消費が多いはずだ。

『上級？　確か巻物って中級魔法までしか無理なんじゃなかったの？』

　アリサが言う通り、上級魔法、それも三種複合の巻物を作るのは、オレが懇意にしているシーメン子爵の巻物工房では不可能だ。

「迷宮産だったからかもね」

　この「蜃気楼」の巻物が出た砂さ塵じん迷宮は既にないようだけど、他ほかにも巻物が残っているかもしれないから、探索者ギルドだけじゃなく、商人ギルドあたりにも依頼を出して他領や隣国から集めてみよう。

「──あれ？」

　今、蜃気楼都市の奥の方に、子供くらいの人影のようなモノが見えた。

　一瞬だけ、人影の頭部あたりに紫色の何かが見えたので、空間魔法でアリサがやってきたのかと思ったが、彼女の現在位置は元のままだ。

　レーダーやマップにも何も映っていないし、何かを見間違えたのかもしれない。

『どうしたの？』

「いや、なんでもない」

　この大砂漠の暑さと眩まぶしさは尋常じゃないから、そういう事もあるのかもね。

「さてと──」

　その後、ゴーレムなどを使って実験したところ、一度作製した蜃気楼は維持する事ができる事が分かった。

　ただし、維持するには毎分一〇〇ポイント近い魔力が必要になるので、毎分一八〇ポイント魔力が回復するオレ以外には、個人で維持するのは無理だろう。

　入口の開閉は内側からでも術者にしかできないので、牢獄のような使い方もできそうだ。

　ただし、蜃気楼の中から外へは、アリサの空間魔法でも脱出可能だったので、魔族や転移能力持ちを封印するような用途は不可能らしい。

　普通なら大容量の倉庫として使うかもしれないが、オレの場合は容量無限のストレージがある。

　せいぜい、難民の一時収容や退治した盗賊の収監くらいが妥当な使い道だろうか？





◆






「蝶ちよう～？」

　新しい魔法や装備の実験を終え、ストレージから取り出した小型飛空艇で作った日陰で小休止をしていると、タマが真っ赤な蝶を見つけた。

「砂漠に？」

「向こうが透けていますね」

　アリサやリザが首を傾かしげる。

「触れない～？」

「あ！　逃げたのです」

　タマが捕まえようとするが、手がすり抜けた。ＡＲ表示によると、幽砂蝶ゴースト・パピヨンという名前の無害な亡霊の一種らしい。

　見ているうちに、二匹三匹と分離していく。

　タマとポチの二人がそれぞれに幽砂蝶を追いかける。

　逃げ続ける幽砂蝶に狩猟本能の火が付いたのか、獣のように地面に両手をついたポチがお尻しりふりふり狙ねらいを定める。

「とー、なのです」

　幽砂蝶に飛びついたポチが突然視界内から消えた。

「──ポチ！」

　ポチが流砂に捕まったようだ。

　オレはポチの消えた場所に縮地で瞬間移動し、ポチの後を追って流砂に飛び込む。

　レーダーにポチの光点は映っているが、「理力の手」でポチを上手うまく捕まえられなかったからだ。

　──魔力鎧よろい。

　オレは魔力を体表に巡らせ、砂が目や鼻に入ってこないようにしつつ、ポチを追いかけて流砂の中を進む。

　砂色の闇やみはすぐに抜け、オレは開けた場所へと出た。

　魔法欄から術理魔法の「魔灯マナ・ライト」を発動し、周囲を照らす。

　今も砂が落ち続ける空洞の底は水のように砂が流れており、その中に捜していたポチの姿を発見した。

「ポチ！」

　気を失っていたポチを抱き上げ、身体からだに異常がないのを確認する。

「にゅわ～？」

　後ろでボスンッと音がしてタマが落ちてきた。

　どうやら、オレに続いてタマも流砂に飛び込んだようだ。

　オレは空間魔法の「遠話」で、アリサに連絡を取る。

『良かった、リザさんが流砂に飛び込むって言って聞かなくて弱ってたのよ。それで、そっちは無事なのね？』

「ああ、すぐに戻るから待っててくれ」

『ほいほーい』

　地上のマップを見た感じだと、タマに遅れて飛び込もうとしたリザをナナが押さえていたようだ。

「ポチ～？」

「うにゅう──タマ？」

　ポチが目覚めたらしい。

「あ！　ご主人様、なのです！」

　ポチが跳ね起きる。

「痛いところや苦しいところはないか？」

「ポチは大丈夫なのです」

　ポチの答えを聞いて胸をなで下ろす。

「さて、帰ろうか──」

　そう言いかけて、耳をピンッと立てたタマが空洞の奥をじっと見つめているのに気付いた。

「どうかしたのか？」

「何かあるのです？」

「なんだか、変な感じ～？」

　タマがこういう時は、たいてい何かがある。

　同じ方向を見つめると、視界に「結界：都市核シテイ・コア／自閉モード」とＡＲ表示された。

　不可視の結界があるようだ。マップを確認すると、結界の向こうに別マップらしき空白地帯がある。

「ちょっと探検していこうか？」

「あい～」

「はいなのです」

　二人と連れだって結界の方に歩いていく。

　結界に手を伸ばすと、わずかに空気の壁のような感触がある。

　これまでの結界と同様に、オレはすんなりと通過する事ができた。

　オレは魔法欄から「全マップ探査」を選択し、この空白地帯の情報を収集する。

　広い部屋の奥に隠し扉があり、その向こうにある螺ら旋せん階段を下りると、一番下に部屋が一つあるようだ。

　おそらく、都市核の間だろう。

「あうち」

「ぐへっ、なのです」

　後ろから可愛かわいい悲鳴が聞こえた。

　結界の境で、タマとポチが結界にぶつかったらしい。

　前に巨人の里を訪れた時の「山樹の結界壁」みたいな感じだ。

「大丈夫かい？」

「なんくるないさ～」

「これくらいへっちゃらなのです」

　鼻をこする二人の手を引くと普通に中に招き入れる事ができた。

　隠し扉を開き、タマとポチを連れて螺旋階段を下りる。

　万が一の場合を考えて、地上にいるアリサ達は小型飛空艇で空中待機するように指示しておいた。

「きらきら～」

「綺き麗れいな場所なのです」

　螺旋階段を下りきった先にあった部屋は、半径五〇メートルほどのドーム型をしており、中央部の少し高くなった場所に、青白く光る二十面体の水晶のような物が浮かんでいた。

　前にムーノ城の地下で見た都市核とそっくりだ。

　ＡＲ表示によると「都市核：フェーテリアス」となっている。

　都市核までの通路は段数の少ないゆったりとした階段になっており、その周辺の通路以外の場所は青く光る石の水路になっていたが、水は涸かれているようだ。

　都市核はゆっくりと明滅しており、その光は非常に弱い。

　都市核の浮かぶ最上段まで階段を上がっても、都市核からの反応がない。

　ムーノ城の時は、向こうから声をかけてきたんだが──そういえば結界を見た時に「結界：都市核／自閉モード」とＡＲ表示されていたっけ。

「ちょっと、待っていてね」

「あい！」

「はいなのです」

　オレはタマとポチを待たせ、都市核の至近まで寄る。

　そこまで近寄っても反応がなかったので、意を決して触れてみる事にした。念の為ため、名前を空欄にしておこう。

『──●●』

　都市核に触れた途端、エコーがかかった男とも女とも判断し辛づらい声が都市核から聞こえてきた。





＞「フルー帝国語」スキルを得た。






　なるほど、さっきのはフルー帝国の言葉だったのか。

　オレはスキルポイントを割り振って、「フルー帝国語」スキルを有効化アクテイベートしておく。

　しばらく反応がなかったが、都市核の光が少し明るくなったタイミングで、都市核から先ほどの声が発せられた。

『ようこそ、上位領域を支配する王よ。この地を衛星都市として登録されますか？』

　このセリフは前にも聞いた。

　おそらく、都市核のテンプレートセリフなのだろう。

『登録する気はない』

　正直に答えると、都市核の光が気落ちしたように弱まった。

『王よ。この地を平らげください』

『なぜだ？』

『自閉モードを解除するには、王の許可が必要です』

『──既に自閉していないのでは？』

『自閉モードとは地脈ネットワークへの接続を断つ事を指します』

　なるほど、スタンドアローン状態を自閉モードと呼んでいるのか。

『自閉したままだと何かまずいのか？』

『地脈ネットワークと接続していない状態だと源泉が閉ざされる為、自転周期七二で貯留していた魔力が尽きます。また魔力枯渇によって都市核ユニットが自壊いたします』

　都市核が弱々しく明滅する。

　フルー帝国時代以降に新規で都市核が作られたって話は聞かないってアリサが言っていたし、貴重な都市核を魔力枯渇で失うのももったいない。

『分かった、衛星都市として登録しよう』

『承知いたしました──』

　オレの頭部に光が集まり、青い結晶状の王冠が装着される。

　さらに都市核を通して、この地の源泉が外部の地脈と結合されたのが感じられた。

　長い間、放置されていたせいか、結合する時にけっこうな抵抗があった。

　なかなか不思議な感覚だ。

「元気～？」

「明るくなったのです」

　都市核の変化を見たタマとポチが喜びの声を発した。

　言葉が分からないなりに、消えそうな都市核を心配してくれていたようだ。

『他ほかの補助管理者を登録しますか？』

　青い光に満ちた都市核が、力強く明滅しながら尋ねてきた。

『補助管理者とは何だ？』

　都市核に詳細を求めたところ、補助管理者とは爵位持ち貴族の事だと説明された。

『補助管理者には何か特典があるのか？』

『補助管理者には端末が付与され、端末間での通信および権限レベルに応じた都市核の力を使えます』

　端末間での通信？

『どのくらいの距離で通信ができる？』

『都市内とその周辺です。発信側が都市核近傍であれば、領域内に通信を送れます』

　あまり広くない。

　おまけに消費魔力が空間魔法の「遠話」などに比べて莫ばく大だいだ。

　たぶんだけど、術理魔法の「信号シグナル」を使っているんじゃないかと思う。

　無線機ごっこで遊ぶ仲間達が脳裏に浮かんだが、遊びに使うならオレが試作装置で通信用の魔法道具を作った方が合理的だろう。

　試しにタマやポチを補助管理者に指定できるか尋ねたところ、奴隷には資格がないと拒否された。

『奴隷契約を強制解除なさいますか？』

『可能なのか？』

『可能です。実行いたしますか？』

『いや、止やめておく』

　勝手に奴隷解除したら、獣娘達に「捨てないで！」って泣かれてしまいそうだったので、確認だけで済ませておく。

　ついでに都市核の力で「強制ギアス」を解除できないか尋ねてみたが、残念ながらそれは不可能だと即答されてしまった。

『──隔離空間庫との再接続に成功しました。内容物のリストを以下に表示します』

　都市核の前に半透明のボードが表示され、都市核の背後に黄金色の扉が出現した。

「にゅ！」

「扉が現れたのです！」

「隔離空間庫っていう倉庫らしいよ」

　リストを一いち瞥べつしたところ、面白そうな品が多かったので、二人を連れて見物してみる事にした。

「この絵凄すごい～」

「こっちの木馬さんも格好いいのです」

　タマが絵の前で動かなくなったので、ポチと一緒に宝物を検分する。

　溢あふれんばかりの大量の宝石や金貨を始め、少量だが蒼そう貨かさえ保管されていた。

　他にも美術品や工芸品、さらに透明マントや飛ひ翔しよう木馬、飛翔靴などの魔法道具、蒼貨を使用する魔法装置などが詰まっていた。

　あいにくと武器や兵器の類たぐいは存在しない。

　本棚には大量の書物もあったが、その多くは砂漠になる前の行政資料で、オレが求めるような魔法書や魔法装置の設計書などは、ごく少数しかなかった。

『ここの宝物は持ち出していいのかな？』

『もちろんです。所有権は現領主である王にあります』

　許可が出たので、全すべてストレージに収納しておく。

　タマが気に入っていた絵だけは彼女の妖よう精せい鞄かばんの中だ。

『王よ、現状の確認許可を求めます』

　フルー帝国時代の都市核からの受動的なパツシブ・信号波シグナルがないそうで、こちらから能動的な信号アクテイブ・シグナルを発したいと打診された。

　もちろん、その場合、潜在的な敵対者に発見される可能性が生じるという事だ。

『他の都市核も自閉モードなんじゃないのか？』

『その可能性は高いと思われます』

　なら、危険を冒して能動的な信号を送っても、相手に届かないだろう。

『元々の場所は分かるのかな？　分かるならオレが直接出向いて確認してくるよ』

『王よ、感謝いたします』

　提供された地図を見る限り、全部で二四三ヶ所もあるらしい。

　オレが閃せん駆くで直接確認に行くにしても、全部回るには時間がかかりそうだ。

　何百年も放置されていたんだし、お昼ご飯を食べるくらいの時間はいいよね。
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「都市核ねー、ここに新たな国でも作る？」

　地下で見つけた都市核やフルー帝国の財宝の話をしたら、アリサがそんな事を言い出した。

「そんな面倒な事はしないよ」

「えー、つまんないー」

　オアシスを作って砂漠横断の中継地点を作るのも面白そうだけど、都市を運営するなんて面倒は御免被りたい。

「それに、当分は魔力の再充じゆう塡てんに努めるんじゃないかな？」

　一応、オレの魔力の九割と魔力バッテリー代わりに余剰魔力を貯留している鋳造聖剣一本分の魔力を、都市核に充塡してある。

　都市核の貯留魔力量はオレとは桁けた違ちがいなので、まだフル充塡には遠いようだったが、天変地異級の災害でもしばらく防げるだけの防御壁が張れると都市核が言っていたので、あとは普通に地脈や源泉から魔力を溜ためていってもらうつもりだ。

「マスター、手て頃ごろな岩陰を発見したと告げます」

「ありがとう、ナナ。ルル、飛空艇を寄せてくれるかい？」

「はい、ご主人様！」

　一〇〇メートル級の岩が連なる日陰に、小型飛空艇が着陸する。

　お昼ご飯を食べるには砂でジャリジャリだったので、日陰の岩場に「石製構造物」の魔法で神社風の鳥居や建物を作る。

　パルテノン神殿風にするか迷ったが、なんとなく今日は神社な気分だったので、こっちにした。

　少し警戒していたのだが、前にセーリュー伯爵領で石鳥居風の「壊れた転移門トラベル・ゲート」を見た時のような謎なぞ記憶のフラッシュバックはなかった。

「石の鳥居はともかく、社まで石だと変な感じね」

「確かに」

　アリサの感想に同意する。

　続いて、「風壁エア・カーテン」や「空調エアコン」の魔法を使い、境内や社の空調を整えた。

「涼やか～？」

「素敵に快適なのです」

　砂の上でも元気に爆走していたタマとポチも、砂漠は普通に暑かったようだ。

「これは社務所？　裏に縁側が付いてるのね」

「ああ、風ふ呂ろ場ばを社殿に作るわけにもいかないから、それ用に作ったんだ」

　まだ外側だけで、中身は作っていない。

「わたしの従姉妹いとこの実家が神社でさ、小学校低学年くらいまではそこでよく遊んだから、なんか落ち着くわ」

　へー、初耳だ。

「縁側でよく茹ゆでたてのトウモロコシや焼き芋を食べたわ～」

　情緒より食欲なのがアリサらしい。

「奥に水みず風ぶ呂ろを用意するから、汗と砂すな埃ぼこりを落としておいで」

　アリサの髪に付いた砂を払ってやりながら、社務所の奥に「石製構造物」の魔法で浴場と排水路を作ってやる。この魔法は便利すぎると思う。

　風呂というかプールのような感じなので、大きめの衝つい立たてを浴場の周りに並べておく。

「ご主人様も一緒に水浴びしましょう」

「ん、一緒」

「ごめん、ちょっと先にする事があるんだ」

　アリサとミーアが誘ってくれたが、砂を落とすなら湯着は邪魔だろうし、全裸の年長組と一緒に入浴するのはちょっと躊躇ためらわれるのだ。

「えー、せっかくのショタの肉体を──」

「アリサ」

「──もとい。ご主人様にご奉仕するチャンスだったのに」

　欲望がダダ漏れになったアリサを、ミーアが窘たしなめる。

　残念そうなアリサを衝立の向こうにある浴場へと送り出し、オレは生活魔法で身体からだの汚れや砂を落としてから、地下で手に入れた幾つかの書物に目を通す。

『神の力とはなんと強大なのだ──』

　そんな出だしで、領主の日記に大砂漠ができた原因が書いてあった。

『──我ら定命の人の子に、竜神の力を篭こめた「竜りゆう焰えん玉」を扱いきれるはずなどなかったのだ』

　ボルエナンで教えてもらった素材に「竜焰玉」というのはなかった。

　オレの持っているのは「真竜珠」だし、字面的に考えると「竜焰玉」は竜神の吐息ブレスを篭めた玉といった感じのアイテムだろうか？

『全て灰になった。魔王の軍勢も、我らの軍隊も都市も、帝国の大地すら全て焼け果て、地脈すらずたずたになったのだ。もはや、この地に人の住める日は来ないだろう』

　そこで日記は終わっている。

　都市核の間に白骨はなかったし、領主さんも都市核を捨てて去ったのだろう。

　──あれ？

　でも、オレが自閉モードから復帰させた都市核は、地脈と普通につながっていたぞ？

　まあ、いいか──。

　それよりも危なそうな「竜焰玉」をチェックしよう。

　一応、ストレージやマップを検索してみたが、「竜焰玉」という危険物は見つからなかった。

　オレはほっと一息吐つく。

「どうしたの？　ご主人様」

　フルーツ牛乳片手のアリサがトテトテとやってくる。

「この大砂漠ができた頃のお話を読んでいたんだよ」

「なーんだ。フルー帝国の魔法書や秘術でも見つけたのかと思ったのに……」

「魔法書もあったぞ。食後にでも読むか？」

「もちろん、読む読む！」

「読む」

　アリサとミーアが喰くい気味に希望してきた。

　濡ぬれたままのミーアの髪を布で拭ふいてやりながら、今日のお昼のリクエストを聞く。

「素そう麵めんがいい！　それで食後のデザートに半玉のスイカを豪快に食べるのよ！」

　アリサが夏休みの子供のようなリクエストをする。

「肉～？」

「ポチも肉がいいのです」

「二人とも髪を乾かしてから行きなさい」

　びしょ濡れのまま駆けてきたタマとポチを、追いかけてきたリザが拭いてやっている。

　うん、リザも服を着てから来ようね。

「素麵と肉か……チャーシューや錦きん糸し卵たまご、それから細切りのキュウリやトマトなんかも添えようか」

「なんだか冷れい麵めんみたいね」

　うん、冷麵もいいかもしれない。

　明日あしたは冷麵にしよう。

「そうだ！　流し素麵にしましょうよ！」

「竹はあるし、別にいいよ」

「竹？」

　ミーアが首を傾かしげたので、他ほかの子達も含めて流し素麵の説明をしてやる。

　オレはストレージから竹を取り出して、縦に割って節を除去していき、さらにそれを「樹霊珠」で連結した。

「水精霊呼ぶ」

　ミーアが精霊魔法の「水精霊クリエート・創造・ウンデイーネ」で、水の疑似精霊ウンディーネを召喚して、流し素麵用のレーンを流れる水をコントロールさせる。

「おおっ、水がループしてる」

　終端まで流れた水が空中を移動して、再び上端から流れ落ちる。

　これなら取りこぼした素麵も、水と一緒に循環してくれそうだ。

「凄いね」

「ん」

　オレが褒めるとミーアがまんざらでもなさそうな顔で頷うなずいた。

　ルルやリザと一緒に素麵を湯がき、トッピングの準備を行う。

　ミーアから追加リクエストがあったので、お化けキノコの甘辛煮もトッピングに追加する。ちらし寿ず司しに添えたい感じの味だ。

　なぜか、素麵よりもチャーシュー各種の方が多いけど、それを疑問に思う者はここにはいない。

「それじゃ行くよ」

　準備はすぐに終わったので、竹の前に陣取る仲間達に開始を宣言し、上端から素麵を次々に流していく。

　風流な流し方だと、下流まで届かないからね。

「雅みやび」

「風情があると告げます」

　ミーアとナナが楽しそうに素麵を掬すくっている。

「難し～」

「素麵のヒトが滑っていっちゃうのです」

　箸はし使いの甘いタマとポチには難しかったようだ。

「美味です。錦糸卵やキュウリを一緒に巻くとチャーシューの食感が変わって面白いですね」

「タマもやる～」

「ポチも新食感宣言するのです」

　リザが素麵を少し楽しんだ後にチャーシューに手を出すと、タマとポチも素麵よりも肉類を求めてトッピングを盛った大皿に突撃する。

「おっと、ピンク素麵みっけ」

　アリサの言葉にタマの耳がピクリと跳ねた。

「黄色素麵」

　ミーアの言葉にポチも振り返る。

　タマとポチが色つき素麵を見せびらかすアリサの所へ駆け寄る。

「色違い～？」

「味も違うのです？」

「味は一緒だけど、色違いの素麵を食べると、無病息災になるって言われているのよ」

　興味津々のタマとポチに、アリサが適当な事を口にする。

「ポチも無病息災するのです」

「タマも次は取る～？」

　遊びで色つきの素麵を数本交ぜてみたのだが、異世界でも子供達に人気らしい。

　箸を構えるタマとポチに向けて、色つき素麵を交ぜたのを流してやる。

　摘つまみやすいように、「理力の手」を使って二人の手前で素麵を減速させてやる。

「今のポチには止まって見えるのです！」

　止まってるからね。

「げっと～？」
















「ちょいやー、なのです」

　タマとポチが猛もう禽きんのような手つきで、流れない素麵を掬い取った。

　箸は諦あきらめて手づかみだ。

「つるつる～？」

「面白いのです。もっと食べるのですよ」

　気に入ってくれたようでなにより。

「素手はいけません。こちらを使いなさい」

「あい」

「ごめんなさいなのです」

　リザが二人を窘めた後、箸を取り上げてトングを手渡していた。

　オレも流し素麵を食べる方に参加する。迷宮ではパワフルな肉料理が多いから、こういうあっさりなお昼は久しぶりだ。つるりとしたのどごしがいいね。

　普通のめんつゆに飽きた子達に、ゴマダレを勧めつつ、オレは薬味を変えながら素麵を堪たん能のうした。




「やっぱ、暑い時のデザートはスイカよねー」

　流し素麵の昼食を終えたオレ達は縁側に並んで座り、食後のデザートにスイカを食べていた。

　なお、希望者には大玉のスイカを二つに割った物を配り、豪快にスプーンを突き立てて食べている。

　言うまでもないが、アリサのリクエストだ。

「チャーシューもいいけど、スイカも美味おいしいのです」

「ういうい～」

　さっきまで、素麵が見えないほどチャーシューを載せて食べていたポチとタマだったが、食欲は全く衰えていないらしく、今度はスイカに顔を突っ込むようにして食べている。

「二人とも、スイカの種まで食べたら、盲腸に溜たまって身体の中でスイカが生えてくるわよ」

「にゅ！」

「大変なのです！」

　アリサの冗談をタマとポチの二人が真に受けている。

「だから、スイカの種は食べずに、ぷぷぷーっと吐くのがイキなの！」

　──種はこうして口から、ぷぷぷーっと吐くのが夏らしくて青春なのじゃ！

　アリサの言葉と重なるように、いつか聞いた言葉がフラッシュバックする。

　縁側に座ったアリサがこちらを振り返った。

　それに重なって、新緑色の髪をした童女の笑顔が脳裏に浮かぶ。

「ご主人様ったら、種を爪つま楊よう枝じで取ってから食べるなんて、豪快さが足りないわ！」

　──イチロー！　そんな女々しい食べ方をしてはダメなのじゃ！

　アリサの紫髪を砂漠の熱い風が揺らす。

　童女の銀髪を夏の風が優しく撫なでていく映像が重なった。

　次々にフラッシュバックが脳裏を過よぎる。

　なんだ、これは？

「──マスター？」

　たおやかな手がオレを現実に引き戻してくれた。

　オレは軽く頭を振って、奇妙な残像を振り払う。

　ナナの顔を見て思い出した、あれはボルエナンの森の小川で遊んでいた時に見た白昼夢だ。

「いや、なんでもないよ。砂漠の直射日光で疲れたみたいだ」

「ご自愛ください、ご主人様」

　リザが優しい言葉をくれる。

　そこに奥で調理をしていたルルが戻ってきた。

「ご主人様、フルーツポンチにしてみました」

「ん、美麗」

「甘いシロップに浮かぶ丸い果肉が可愛かわいいと告げます」

　乙女なデザートを作ってきたルルを、ミーアとナナが褒める。

　キウイやパイナップルも浮いていて、色鮮やかで見ていてるだけでも涼やかだ。

　シロップも甘すぎず、果物の甘みが良い感じに引き出されている。

「美味しいよ、ルル」

　オレが褒めると、ルルが輝くような笑顔を返してくれた。

　最近のルルは容姿へのコンプレックスと折り合いを付けられるようになったのか、笑顔がいっぱいで眼福だ。

　この間、ボルエナンの里で再修行した帰りに寄ったラクエン島で、レイとユーネイアから貰もらった大量の南国フルーツも贅ぜい沢たくに大皿に盛る。

「バナナ好き～？」

「ポチはリンゴやぱいなっぽーも好きなのです」

「ヨーグルトをかけたキウイも美味しいと告げます」

　どれも食たべ頃ごろで非常に美味しい。

　仲間達と一緒に、たっぷりの南国フルーツを楽しんだ。
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「ちょっと行ってくるよ」

　オレは満腹な子達のお昼寝タイム中に、大砂漠を巡って都市核をチェックしてくる事にした。

「気を付けてね。危ない事しちゃダメよ」

　心配性の母親のようなアリサに手を振って天駆で空に舞い上がり、十分な高度を確認してから閃駆で目的の方向に進路を取った。

「──それにしても広い」

　大砂漠と呼ばれるだけある。

　マップ上でも複数のエリアに分かれており、今までオレが旅した総面積よりも、この大砂漠の方が広いようだ。

　ジェット戦闘機より遥はるかに速い閃駆スキルがなかったら、心が折れていたかもしれない。

「竜焰玉とやらの爆発が作ったのかな？」

　大砂漠との境界には幾重にも連なる高い山脈ができていた。

　爆発の影響で山ができたのか、山で砂漠化が止まったのか気になる。

「砂、砂、砂──」

　ここまで砂しかない砂漠も珍しい。

　魔物は一応いるようだけど、よほど運が悪くない限り遭遇しない程度には数が少ない。

「──おっ、オアシスだ」

　大砂漠の西端付近に、小さなオアシスがあった。

　このあたりは大砂漠ではなく、砂人族という人達が暮らすヴュステルー首長国という国のようだ。

　全マップ探査した情報によると、国土自体はオーユゴック公爵領の四倍近いが、人口や都市の数はシガ王国の伯爵領一つと同じくらいしかない。

　寄り道して新たな異国を見物してみたくなったが、砂漠に埋没している都市核探索の最中なので自重した。

「階層の主」を倒して修行が一段落したら、セーリュー市に遊びに行った後、シガ王国以外の国々を歴訪しよう。




　二四三ヶ所のポイントを巡って、生きていた都市核は一二個だけ、他ほかは都市核の残ざん骸がいらしき結晶体が転がるだけだった。

　原形を残しているモノも多かったので、修理できないかとストレージに収納してある。

　生きていた都市核一二個は最初に見つけた都市核と同様に、全すべてオレの領地として登録して、各々鋳造聖剣一本分の魔力を充じゆう塡てんしておいた。

　また、二四三ヶ所のポイントにあった都市核の間には、全て刻印板を設置しておいたので、砂漠越えをした先の国々を観光する時に役立ってくれると思う。








予兆







〝サトゥーです。食べ物で釣るというと言葉が悪いですが、実利を『鼻先のニンジン』として使うのは昔からの常じよう套とう手しゆ段だんだと思うのです。分かりやすい目標があると頑張りやすいんですよね。〟






「思った以上に大盛況ですね」

　大砂漠で都市核シテイ・コアと契約した翌日の午後、オレはギルドの訓練所で開催されている探索者を志願する者向けの講習会の様子を視察に来ていた。

「ええ、そうですね」

　案内してくれているのは、講習会の講師の手配や受講者の募集などを担当してくれているギルド職員の女性だ。

　彼女のお陰で、オレの役目は運営費を出す事と最初に授業方針を決める事くらいだった。

「最近はレシピ集めで一いつ攫かく千せん金きんを夢見た子達が多いのもありますけど、やっぱり講習会の最後に振る舞われる食事目当ての子が多いようですね」

　講習会を受ける人達の中には大人もいるが、圧倒的に中学生くらいの子が多いようだ。

　食事が楽しみな子は本当に多いようで、ギルドの厨ちゆう房ぼうからスープの香りが漂ってくると、途端にそわそわと落ち着きをなくしている。

「そろそろ終了ですね」

　講師が授業終了を宣言すると、子供達が慌てて訓練所の端に駆けていき、綺き麗れいに三列に並ぶ。

「あれは食事の配給を受ける列ですか？」

「ええ、そうです。士爵様の炊き出しで並ぶせいか、最近の子達は秩序立った整列が得意みたいです」

　炊き出しの最初の頃に、うちの子達が頑張った成果らしい。

「今日は肉だ！」

「大盤振る舞いだね」

「今日は絶対に正解しておまけを貰うんだ」

「さっきの講義は二回目だから、俺おれも自信ある」

　スープ鍋なべや焼いた塊肉をギルドの料理人達が運び込むのを見た子達が、そわそわと言葉を交わす。

　彼らが言っていたおまけというのは──。

「閃せん光こう弾を使う時の注意点は？」

「使う前、仲間に『閃光弾を使う』って伝える事！」

「正解だ。ちゃんと授業を聴いていたね。肉を一個おまけしてやるよ」

「やったー！」

　──こんな感じで、授業内容に関する質問に正解したら、食事が少し増える。

　授業中に居眠りする子が多かったので、その対策としてアリサが考案した仕組みだ。

「お陰で受講者達が真剣に授業を受けるので、講師達からの評判もいいんですよ」

「講師は年配の方が多いんですか？」

「ええ、探索者を引退した方の中から、面倒見の良い方を優先的に雇用しています」

「それだと人件費が足りないのでは？」

　二年目、三年目くらいの若手探索者を講師に雇うつもりだったので、ギルドに提示した人件費はあまり高くないのだ。

「いいえ、最初にご提示いただいた金額で大丈夫です。希望者の選別が大変なほどですから」

　職員の視線の先では、受講者達に囲まれて一緒に食事をする講師の笑顔があった。

　自分の持つ知見が、若い世代に継承されるのが嬉うれしいのかもしれない。

　そろそろ講習会の視察は十分なので、案内してくれた職員と一緒にギルド内へと戻る。




「気のせいか、いつもより活気がありませんか？」

　人が多いのは前からだが、明るい表情の探索者が多い。

　特に若手から中堅探索者が元気だ。

「ベリアの魔法薬のお陰ですよ」

　ギルド職員の言う「ベリアの魔法薬」というのは、迷宮都市のある盆地に繁茂する多肉植物を素材とする魔法薬の事だ。

　元々はエルフの賢者トラザユーヤ氏が迷宮都市に広めていた魔法薬だったのだが、現在では製法が失伝し、詐欺の常套手段に使われるような眉まゆ唾つばの存在になり果てていた。

「迷宮でレシピの断片が見つかった件ですか？」

「ええ、探索者ギルドと錬金術士ギルドの双方が懸賞金を出して集めているので、さっきの志願者達みたいに探索者達も一攫千金を狙ねらっている人が多いんです」

　ギルド内に活気があるのは、探索済みエリアなどの情報交換が盛んだからというのもあるらしい。

　ちなみに、このレシピ断片を迷宮内にバラ撒まいているのはオレだ。

　迷宮都市で安価な魔法薬を広める必要性を感じるでき事があったので、エルフの錬成板用の元レシピを人族が使う錬成板用に改編したレシピを作り、それを分割して迷宮内の宝箱に隠した。

　オレやクロの姿で探索者ギルドや錬金術士ギルドに伝授しても良かったのだが、探索者達が自分の力で迷宮都市にレシピをもたらす方が良いと思ってこのようにしたのだ。

　宝探しクエストにした方が楽しいし、なにより夢があるしね。

「宝箱からレシピと一緒に、ベリアの魔法薬の現物も見つかるので、売って新しい装備を調える子も多いですね」

　そのお陰で、職人街も少し景気が良いそうだ。

　確かに、ギルド内を見回してみると、新品の装備を身につけている子がいつもより多い。

　──紫？

　視界内に紫色が過った。

　一瞬、アリサかと思ったが、フードから覗のぞく顔を見る限り、犬人の子供のようだ。

　すぐに人ひと混ごみに隠れたので、転生者や魔族でマップ検索してみたがヒットしない。紫色の毛をしているからといって、全てが転生者ではないようだ。

　何か気になったので、「遠見クレアボヤンス」を発動してギルド内や周辺を捜してみたが発見できなかった。

「どうかされましたか？」

「いえ、紫色の毛をした犬人の子供を見かけたので、珍しい色だなと思いまして──」

「忌み色の毛ですか？　それは珍しいですね」

　口調から考えて、彼女も見た事がないようだ。

　見かけたら名前を尋ねておいてほしいとお願いしておく。名前さえ分かれば検索できるし、検索すれば警戒すべき対象かどうか分かるしね。




　一階のフロアで職員と別れ、オレはギルド長の執務室へと向かった。

「よう、サトゥー。『区画の主エリア・マスター』を倒したって？」

「耳が早いですね」

　執務室に入るなりギルド長がそう言った。

　既に仲間達だけで「区画の主」を二〇体以上倒しているのだが、ギルドに報告したのはそのうちの一体分だけだ。

　そのまま「区画の主」の魔核コアをギルドに提出するだけでも、かなり高額な報奨金と売却金が得られるのだが、今回は「階層の主フロア・マスター」を攻略すると宣言して、オレ達が自分で保持している。

「当たり前だろ？　あたしゃ、これでもギルドマスターだよ」

　仕事を投げ出して応接用のソファーでゴロゴロしながら言っても説得力がない。

　ギルド長のお目付役であるウシャナ秘書官は外出しているようだ。

「それにしても、二〇人に満たない少人数で『区画の主』を倒すなんざ、リーングランデの嬢ちゃん以来だね」

　ギルド長が懐かしそうに昔話を語ってくれた。

　勇者ハヤトの従者で「天破の魔女」リーングランデ嬢は、従者になる前に一パーティーで「区画の主」を撃破し、王都の聖騎士団の支援を受けて「階層の主」を討伐したらしい。

　そういえば以前、ムーノ城でオーユゴック公爵領の神殿騎士達から同じような話を教えてもらっていた気がする。

「でも、さすがに『階層の主』を一パーティーで討伐するのは無理だろ？　ザリゴンや有力な『赤鉄』のパーティーに声をかけるなら、あたしが手伝ってやるよ？」

「お気遣いありがとうございます。ですが、『階層の主』に挑むのはまだまだ先ですし、助力を乞こうパーティーにも心当たりがあるので大丈夫です」

　ギルド長の気遣いは嬉しいが、さすがに仲間達の超絶チート装備を公にするのは問題がある。

　仲間達の安全の為ために作った装備が原因で、邪よこしまな連中に目を付けられて仲間達が危険に晒さらされたら本末転倒だからね。

「そうかい……」

　ギルド長が何やら思案顔になった。

　親切心を断られたくらいでへそを曲げるような人じゃないから、きっと別件だろう。

「サトゥー、あたしにあんたの功績を奪う気はない。それを前提に聞いてくれ──」

　ギルド長の言葉に首肯する。

「あんたが主催している講習会をギルドで引き受けてもいい」

　先ほど視察した探索者を志願する者向けの講習会の事だろう。

　オレはギルド長に頷うなずいて話の先を促す。

「年内はあたしの裁量権で費用を捻ねん出しゆつし、来期からは国に金を出させる」

「それは素晴らしいですね」

「いいのかい？」

「はい、ちょっとしたお節介で始めた事ですから」

　オレがいなくても回るなら、それに越した事はない。

　国が必要とする魔核を採取する人員を育成するのは、国益にも適かなうだろうからね。

　ギルド長によると、元々そういう講習会を開いた事があったそうなのだが、木証から青銅証に昇格する人数が微増しかしなかった為に、経費削減の対象になって廃止されてしまったらしい。

　ギルド長の「ウシャナが帰ってきたら話を詰めよう」という言葉でその話は終わり、ジェリル氏の「階層の主」討伐の進しん捗ちよく情報に話が変わった。

　攻略を開始するジェリル氏の一行を見かけてから一ヶ月以上経たつのに、未いまだに「階層の主」との戦いが始まっていないらしい。

「『試練の間』の掃討中に、駐屯地をレイスやワイトに毎晩襲われたらしくてね」

　寝不足で士気が下がったり、作戦中にミスをしたり、といった事が頻発してなかなか進まなかったらしい。

「王都からレイス退治の専門家を招いて、ようやく掃討作戦が終わったって報告が来ていたよ」

「それは良かった」

　レイス退治を手伝おうかと思っていたけど、既に不要のようだ。

「本気で安あん堵どしているところが、サトゥーだねぇ」

　ギルド長が処置なしというジェスチャーをしつつも、笑みを漏らした。

「普通なら、ライバルが足踏みしているのは歓迎するもんだぞ？」

「別に先を競っているわけでもありませんし」

　オレ達が「階層の主」を狙っているのは、仲間達の手て頃ごろな目標だからだ。

「無欲って言うか、覇気がないって言うか……そのくせ、若手で一番なんだからたちが悪いよ」

　ずいぶんな言われようだが、ギルド長は悪い意味で言っていないようなので、そのまま適当に相づちを打っておく。

「そうだ、サトゥー。小国の姫さんや太守の三男が、貴族向けの講座や探索者学校の開設はまだかって聞きに来てたぜ？」

　雑談の話題でそんな話が出た。

　ノロォーク王国のミーティア王女と太守三男のゲリッツ君が西ギルドに来たようだ。

　たぶん、オレ達が迷宮に入っている間に、探索者学校の噂うわさを耳にしたのだろう。

「探索者の育成校を作ろうと考えた事はありますが、まだ構想段階で具体的な計画は立てていないんですよ」

「講習会の規模を大きくしたような感じだろ？　やればいいじゃないか。ギルドの許可はあたしが出してやるし、あんたなら太守の許可もすぐ貰もらえるさ。講師だって希望通りの連中を探してやるぜ？」

　ずいぶん親切だ。

「どうして、そこまで？」

「あんたに期待しているからさ」

　親切すぎるので端的に尋ねたら、同じように端的に返された。

「あんたが迷宮都市に来て、わずかな間にどれだけの事をしたか分かってるかい？」

「炊き出しを始めて、私立養護院を作ったくらいでしょう？」

「簡単に言うな。同じような事を考えていても、変えられなかった奴やつは多いんだよ。炊き出しにしたって、太守から許可を貰うのがどれだけ大変か──」

　さらにギルド長が水路の水質改善の件や迷賊の件を挙げていく。

「迷賊は私じゃなくて、勇者の従者クロ殿とギルド長でしょう？」

「始まりはあんたがルダマンを捕まえた一件からさ」

　そういえば、迷賊王ルダマンはサトゥーの時に捕まえたんだっけ。

　変装して暗躍していると、たまにごっちゃになるんだよね。

「まあ、考えておきな」

「はい」

　探索者学校か……志願者向けの講習会だと広く浅くという感じだから、武術の基礎や実技研修なんかも組み込んだトータルな教育をする場があると良さそうなんだよね。

　もし開校するにしても、最初は少人数──学費無料の特待生だけにして、学校の方向性を確立した方が良さそうだ。

　屋敷に戻ったら、アリサやリザの意見を聞いてみよう。




「大変です、ギルド長！」

　ギルド長と雑談していると、ギルド長秘書官のウシャナさんが飛び込んできた。

　いつもは落ち着いた人なだけに、何があったのか気になる。

「落ち着きな。何があった」

「魔王です！」

　──魔王？

　騒ぐギルド長やウシャナさんをスルーしてマップ検索する。

　うん、いないね。危機感知スキルも何も返してこないし、緊急性はなさそうだ。

「それだけじゃ分からないよ。どこかに魔王が顕現でもしたのか？」

「いいえ、預言です」

　腰を浮かせていたギルド長が、どさりとソファーに腰を落とす。

「なんだ、預言ならずいぶん前に出ていただろ？」

　ギルド長が言うように、公都のテニオン神殿で聞いた魔王復活の預言の中に、この迷宮都市セリビーラもあった。

「新しい預言です」

「今月の当番はどこだい？」

「カリオン神殿です」

「あー、あの新米巫女みこのトコか」

　毎月の当番制で、ザイクーオン神殿を除く六神殿の巫女達が、「神託」スキルで神殿に祀まつられた神から預言を受け取るそうだ。

「それで、内容は？」

「『砂の海を統べる強大なる王が現れる』です」

　──あ。

　それってオレの事じゃないか？

　時期的にタイムリーすぎるし、復活させた都市核もオレの事を「王」って言っていたしね。

「王か……『砂の海』は西の大砂漠だろ？　あんな不毛の砂漠に入植する物好きはいるはずないし、どこかの国が攻め入るわけがない。となると……」

「はい、大砂漠まで延びるセリビーラの迷宮に魔王が復活する、のではないかとカリオン神殿の神殿長がおっしゃっていました」

「ありえるね……」

「びびっているのか、リリアン？」

　ノックもなしに扉を開けて入ってきたのは、ギルド長の相談役でエルフのセベルケーア嬢だ。

　たおやかな美少女顔なのに口調は荒めだ。

「その名前で呼ぶのは止やめろ」

「なら、『紅ぐ蓮れん鬼』ゾナ。ギルドはどうする？」

「魔族のあぶり出しだね。魔王復活前には魔族が暗躍を始める。前に迷宮都市を魔族が襲う事件があった。あれだけ派手な事をやっておいて、まだ計画を続けるなんざ、あたしも嘗なめられたもんだよ」

　魔王が復活する前提で話が進んでいる。

　前に緑の上級魔族が迷宮都市で魔王復活を画策していたのは事実だけど、その計画は既にオレが頓とん挫ざさせた。

　今回の預言は十中八九、オレが大砂漠に眠っていた都市核を復活させた事だろう。

　正直に伝えるわけにもいかないし、どうしたものやら。

「かつて、迷宮都市に現れた魔王は四体──」

　ギルド長が語り出した。

「──狗く頭とう、蠍さそり王、蟲むし王、砕さい嵐らん王」

　ギルド長に続いて、ウシャナさんが続きを語る。

「最古の魔王にして邪神とも呼ばれる『狗頭の古王』。勇者にも七柱の神々にも敗北した事はなく、竜神や天竜に退治されたと太古の記録にあります」

　竜神以外の神様でも勝てなかったのか……。

　なんだろう、思い出せないけど何か引っかかる。

「そして無限の軍勢でオーク帝国を苦しめた『蠍人の魔王』。疫病と飢き饉きんで中央小国群を幾つも滅ぼし、サガ帝国の人口を半減させた『蠱こ毒どくの魔王』。竜巻を操りシガ王国の都市を幾つも破壊した『砕嵐の魔王』。いずれも当時の勇者を苦しめたろくでもない魔王ばかりですね」

　ウシャナさんが魔王の詳細を語り終え、青い顔で震える。

「おや？　セリビーラの迷宮には『骸むくろの王』『深しん淵えん血王』『鋼の王』『小鬼姫』なんかもいたろ？」

「それは創作です。記録に残った魔王じゃありません」

　セベルケーア嬢の疑問をウシャナさんが否定する。

　その創作話には興味があるのだが、この場で尋ねるのは少し空気が悪い。

「では、魔族を見かけたら、すぐにギルドに届けるようにします」

「頼むよ。ついでに魔王が出たら倒しておいてくれ」

「はい、分かりました」

　ギルド長の冗談に、オレも冗談を返す。

　セベルケーア嬢が満足そうな顔をしていたが、今回はオレが都市核と契約した件を勘違いして認識しているだけのはずなので、彼女の期待に添うような事態にはならないと思う。

　なお、神託の日は公示されており、太守の役人や迷宮方面軍の士官も同席していたそうなので、報告に走る必要はないらしい。

　とりあえず、仲間達には動揺しないように伝えておかないとね。





◆






「なーんだ、魔王復活の噂はガセかー」

「残念～？」

「なのです」

「むぅ」

　屋敷に戻り、仲間達に神託とオレの推測を伝えると、年少組に落胆された。

　もしかしたら、魔王と戦いたかったのだろうか？

　さすがに魔王は規格外すぎるから、仲間達と戦わせる気はない。

「ご主人様、お出かけの間にシーメン子爵様よりお届け物が届いておりました」

「ありがとう、ミテルナ」

　ミテルナさんから受け取った荷物を確認する。巻物だ。

　ナナの新理術「自在フレキシブル剣・ソード」を設計した時に、自分でも使ってみたくなってシーメン子爵の巻物工房に発注しておいた物が、早くも届いたらしい。

　理術と術理魔法は互換性が高いので、ちょっとした修正で済むのだ。

　ついでに一緒に頼んだ下級風魔法の「音響スピーカー」も来ていた。これは「録サウンド・音レコーダー」の魔法で記録した音声を再生する為ための魔法だ。

「あれ？　五本もあるぞ？」

　オレが発注した「自在剣」と「音響」の他ほかに、中級水魔法「津波タイダル・ウエーブ」、中級氷魔法「氷結空間アイス・フイールド」、中級雷魔法「落雷コール・サンダー」の巻物が入っていた。

　添えられた手紙によると、棚卸しで珍しい巻物が見つかったからプレゼントしてくれたらしい。

　前に提供したオリジナル光魔法「操蛍光ピクシー・ライト」の巻物が王都の門閥貴族にバカ売れしているお礼との事だ。

「ご主人様、講習会の視察はいかがでしたか？」

　オレが巻物の確認を終えるのを待って、リザが講習会の話題を振ってきた。

「ああ、そっちは順調だったよ。ギルド長が国から予算を取って、向こうで全部引き受けてくれるって話になった」

「えー、それじゃ功績も向こうにいっちゃうじゃん」

「いいじゃないか、面倒も全部引き受けてくれるんだし」

　アリサが不満そうだ。

「講習会の名前だけでもそのまま使ってもらいましょうよ」

「名前？」

「ギルドの書類には『ペンドラゴン志願者講習会』って名前で登録してあるわよ」

　なんだか、その名前だとオレの家やパーティーに入るのを志願しているみたいだ。

「そんな名前だったのか……」

「いい名前でしょ？」

　自慢げに胸を張るアリサの髪をぐしゃぐしゃと撫なでる。

「ちょっとー、髪が乱れるぅ」

　文句を言いつつも、アリサがちょっと嬉うれしそうだ。

「タマも～」

「ポチも撫でてほしいのです」

「ん、次」

　ねだってくる年少組の頭を撫でつつ、ギルド長から探索者学校の開設を勧められた事を伝える。

「いいんじゃない？　そこまでご主人様を買ってくれてるなら、開校しちゃえば。それにカジロっちに『麗しの翼』の二人を鍛え直させてるのって、探索者学校の為の布石じゃないの？」

　講習会の教師として雇った「麗しの翼」だったが、ギルド長が気を利かせて講師の手配まで命じてくれたお陰で手て空すきとなってしまった。

　遊ばせておくのもかわいそうなので、リハビリ中のカジロ氏に頼んで本格的な武術や魔物との立ち回りを、実地で教えてもらっている。

「資金に余裕があるんだし、ギルド長が人材面でサポートしてくれるっていうなら乗りましょうよ」

　確かに、オレ個人の資産もそうだけど、仲間達のレベル上昇について後で突っ込みを受けない程度に魔核や素材を売っているので、仲間達の稼ぎも相当な金額になっているのだ。

「稼ぐだけだとやっかみを受けるし、未来の人材育成に投資しようか」

「そうこなくっちゃ！」

　アリサ以外の子達も異論はないようなので、空いている時間に探索者学校の開設を進める事にした。

　特に急ぐ必要もないし、関係各所に根回ししてからかな。








王都







〝サトゥーです。お役所仕事というのは手続きが多いものです。一方で、有力者の口添えがあれば手続きがすぐに終わるという噂うわさは、やっかみが作り出した都市伝説かもしれません。〟






「あれが王都か──」

　オレは王都を遠くに望む山中に転移拠点を設置し、朝日で逆光となる王都を眺めていた。

　探索者学校設立関係は一朝一夕でどうなるものでもないので、王都に派遣していた金髪貴族娘ことエルテリーナ達のサポートを先に行う事にしたのだ。

　彼女達は迷宮都市の下町長屋で保護するメンバーの赤字を解消すべく、王都と交易する為の品目と拠点探しの為に派遣した。

　また、エルテリーナは反逆容疑をかけられた祖父ケルテン侯爵の様子を確認しているはずだ。彼女が主張するように反逆容疑が冤えん罪ざいなら、オレも手助けをしようと思う。

「さて、合流前にティファリーザも連れてくるか」

　オレは白髪軍服で外国人顔のクロの姿に変身してから帰還転移リターンで迷宮都市へと引き返し、「蔦つたの館やかた」に滞在するティファリーザを回収して再び戻ってきた。

「め、めまいがします。クロ様、あの都市はもしかして？」

　ティファリーザが肩で切り揃そろえた銀髪を揺らして振り返り、怜れい悧りな美び貌ぼうに軽い驚きを浮かべた。

「シガ王国の王都だ」

「お、王都？　迷宮都市からかなり離れていましたよね」

「そのようだな」

　少なくとも東京─大阪間よりは近い。

「そ、そうですか……」

　オレがあっさり答えた事で、ティファリーザもそういうものだと納得してくれたようだ。

「これを着ろ」

　都市核シテイ・コアの隔離空間庫で見つけた透明マントを手渡すと、ティファリーザは躊ちゆう躇ちよなく羽織った。

　確かに透明になったが、かつて幻影を見破ったのと同様に半透明のティファリーザが見える。

　やはり、オレにはこの手の魔法やアイテム類は効果がないようだ。

「見えるか？」

「ク、クロ様が透明に？　──私も身体からだが消えています」

「落ち着け」

　透明マントの説明を先にするべきだった。

　珍しく狼ろう狽ばいするクールビューティなティファリーザの意外な一面を堪たん能のうし、彼女を抱えて天駆で王都に向かう。

　王都には東西南北に大きな門があり、オレ達が向かうのは迷宮都市から一番近く、一番大きな西門だ。

　六車線道路並みの幅があり、王都への入場審査を受ける人達が長い列を作っている。

　オレ達は適当な場所で透明マントを取り、駅馬車から降りた人達が向かう列の最後尾に並んだ。

「正規の門からお入りになるんですね」

「当然だ」

　ティファリーザの問いに首肯する。

　本当は透明なまま外壁の上を越えようと思ったのだが、王都を半球状に覆う不可視の結界が「結界：王都＜警戒＞」とＡＲ表示されたので取りやめたのだ。

　念の為、身分証明書は偽造済みなので、それを使って王都に入る。

　商人や武装した男達以外はチェックも軽いので、問題なく通過できるだろう。

「待て、そこの白髪男」

　予想通り通過できそうだったのに、目つきの悪い騎士に呼び止められた。

「何か用か、騎士殿？」

「尋ねるのは私だ。仮面を外せ、王都での用向きを聞こう」

　そういえば顔の上半分を隠す仮面を付けたままだったっけ。

「ただの使いっ走りだ。これを依頼主のところに届ける途中だ」

　オレは仮面を外し、ティファリーザに持たせてあった布に巻いた剣を受け取り、それを騎士に差し出す。

「──こ、これはっ」

　布の中から出てきた古めかしい大剣を少し抜いた騎士が絶句した。

　これは「区画エリア・の主マスター」狂乱クレイジー・洋蘭デンドロビウムの宝箱で見つけた光属性の魔剣だ。

「これほどの名剣を徒歩で運搬だと？」

「徒歩は向こうの指定だ。詳しく知りたければリットン伯爵夫人に直接尋ねるといい」

　疑われ出したので王都の門閥貴族で知っている名前を出してみた。

　迷宮都市の太守夫人の友人らしいのだが、面識は一切ないし、当然ながら魔剣を運ぶ約束もしていない。単なる作り話だ。

「リットン伯爵夫人か……分かった、行け」

　オレは騎士から魔剣を受け取って、その場を立ち去った。

　詐術スキルは今日も絶好調らしい。





＞称号「運び屋」を得た。

＞称号「配送業者」を得た。

＞称号「密輸する者」を得た。
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「クロ様！　それにティファリーザまで！」

「お久しぶりです、エルテリーナ様」

　マップ情報を頼りに、エルテリーナ達が逗とう留りゆうする宿へとやってきた。わりと普通の宿だ。

　気のせいかエルテリーナの笑顔に力がない。

　祖父のケルテン侯爵の件で心を痛めているのだろう。

「息災か？」

「「「はい、クロ様」」」

　他の貴族娘達も、一緒に派遣した下町長屋の商人系三人娘も、元気良く応こたえてくれた。

　賑にぎやかな王都の暮らしは楽しいようで、みんな肌が艶つや々つやしている。

「クロ様、交易品目の選定はこちらに、また商会用の建物を三軒ほど見繕ってあります」

「うむ、素晴らしい」

　交易品目のサンプルを見せてもらったが、いかにも迷宮都市の派手好きな探索者達に受けそうな感じの品が並んでいた。

　輸送を依頼する商会にも幾つか渡りを付けてあるそうだ。

「あとは、その──商業許可証さえあれば問題なく進められます」

　エルテリーナが言いよどんだのは、オレに商業許可証を催促する形になるからだろう。

「悪いが商業許可証はまだだ。主あるじを急せかしておく。しばし待て」

　今日の晩に、勇者ナナシスタイルで国王におねだりしに行こうと思う。

　彼女達には飛空艇の空力機関や鋳造魔剣を国王や貴族達に販売する窓口になってもらおうと思っているんだよね。

　とりあえず、商売関係の方は順調らしい。

「それで、ケルテン侯爵は何か分かったか？」

　他ほかの娘達を下がらせた後、エルテリーナと話す。

「それが……私がお祖じ父い様さまを訪ねた時には既に──」

　意味深な所で口ごもるから、自殺でもしたのかと思ったけれど、軍務大臣の職を辞して自宅で謹慎していたそうだ。

「やはり、冤罪だったのか？」

「はい」

　オレの言葉にエルテリーナが首肯する。

　しかし、ケルテン侯爵以外に実行可能な者はいない状況だったらしい。

「彼が失脚して利益を得る者は？」

「軍関係の門閥貴族や軍事産業関係者なら過半数が……」

　なんでも、王国ラブなケルテン侯爵は賄わい賂ろで取り入ってくるような業者や貴族を全すべて排除していたそうだ。

「一番利益を得るのは、お祖父様の補佐をしていた軍務副大臣のボッパン伯爵なのですが……あの方は、その、直情的というか、直ちよく截せつ的というか、まっすぐすぎるくらいまっすぐな方なので、陰謀などを企たくらむとは……」

　なるほど、ナンバー２は脳筋と──。

「なら、ボッパン伯爵とやらを傀かい儡らいにしたい誰だれか、という事か」

「軍関係の門閥貴族で、そんな事を考えそうなのはナグア子爵かモス男爵あたりだと思います」

　すぐに候補が出てくるとは、エルテリーナは王都の貴族関係に詳しいようだ。

　公都で貴族関係に詳しかったシーメン子爵弟のトルマを思い出す。

「ナグア子爵とモス男爵か──」

　マップ検索したところ、ナグア子爵の家に両者がいる。

　彼らと同じ部屋に、他にも三人ほどの貴族と商人らしき男が一人いるようだ。

　気になったので、空間魔法の「遠見クレアボヤンス」と「遠耳クレアヒアリス」を発動して、その部屋を覗のぞいてみた。

『ケルテンを蹴け落おとすのはなかなか難しい』

　おっと、タイムリーな会話をしているらしい。

　オレは「録画」と「録音」を開始する。オレが見聞きした情報を記録する魔法なので、「遠見」や「遠耳」で見聞きした情報もちゃんと記録できるようだ。

　幸い、オレが空間魔法で覗いている事に気付く者はいないようなので、落ち着いて彼らの会話に集中する。

『国王陛下だけでなく、普段から角突き合わせる仲の宰相まで、ケルテンの辞職を止めるとは……』

『良いではありませんか。ケルテン派の目が届かないうちに、ノルン商会が不正をしていた証拠をでっち上げ、軍需品の御用商人の座から引き摺ずり下ろせば──』

『後あと釜がまにお前のゴドゾ商会が入り込むというわけか？』

『そうなれば、皆様にも十分満足していただけるだけの見返りをご用意いたしますとも』

　なるほど、軍需産業関係者が野心過多な貴族を煽あおって引き起こしたのか。





＞称号「覗き屋」を得た。

＞称号「真実を知る者」を得た。






『これも皆、殿下の采さい配はいあっての事。努ゆめ々ゆめ忠義を忘れるでないぞ』

『もちろん、承知しております』

　げっ、王族も関かかわっているみたいだ。

「お前の読みは当たったようだ」

「え？」

　戸惑うエルテリーナに先ほど見た内容を告げる。

「クロ様、このお話をお祖父様にしていただけないでしょうか？」

「──却下だ」

　エルテリーナの懇願を少し黙考してから否定した。

　ケルテン侯爵に伝えてもいいが、謹慎中の身で嵌はめた相手の屋敷に突撃されても困る。それに王族が関わっているなら、ややこしい事になりそうだ。

「ケルテン侯爵に伝えるのは数日待て。我が主に依頼して国王に先ほど見聞きした内容を伝えてもらう」

　国王や宰相はケルテン侯爵に軍務大臣を継続してほしいみたいだし、録画内容を見せて説明したら、唆した王族の件も含めて適切に処理してくれそうだ。

　──まったく。

　オレはレーダーに映る光点を見て溜ため息いきを一つ吐つく。

「そこで覗いている連中も、口外無用だ。いいな？」

「「「はい、クロ様」」」

　扉を開くと、扉の向こうから様子を覗っていた娘達が、どさどさと部屋に倒れ込んでくる。

　下世話な好奇心ではなく、エルテリーナに元気がなかったのを心配していたのだろう。




　国王を訪問するのは夜の予定なので、エルテリーナの案内で店舗候補を見て回る事にした。

「商会の名前はお決まりですか？」

「──商会名か」

　移動中にエルテリーナがそんな話題を振ってきた。

　ホーンリバーでもミジーフでもいいが、ここは和名にしようと思う。

　転生者やルモォーク王国で召喚されて行方不明の八人目の日本人が、それを見て接触してくれるのを期待したい。

　オレはティファリーザに命名してもらった偽名を一覧し、手て頃ごろなモノを選ぶ。

「エチゴヤ商会でどうだ？」

　この名前なら時代劇の商人の定番だし、誰でも分かりそうだ。

　それに、なんとなく清濁併せ吞のむような商いをしても許される気がする。もちろん、誠実な商売をする予定だけどさ。

「それはクロ様の御用商人のお名前ですね。その方の商業許可証をお使いになるのですか？」

　エルテリーナの言葉に眉まゆを顰ひそめる。

　少し考えて思い出した。

　彼女達を救出した直後に、そんな名前の商人として接触すると告げたっきり、完全に忘れていた存在だ。

「ああ、すまん。エチゴヤは我の数ある仮の姿の一つだ」

「そうだったのですね」

　オレの言い訳を、エルテリーナがあっさり信じた。

　彼女にとってのクロとはどういう人物なのか、少し問い詰めてみたい。

　まあ、それはともかくとして、通りを眺めていて気になったので、同行するエルテリーナに話を振ってみた。

「異国風の衣装を着た者が多いようだな」

「はい、私が王都に住んでいた頃と比べても、鼬いたち人の商人や大陸西方の者達が増えています」

　特に下町やスラム街には、怪しい外国人が急増しているらしい。

　不意に、ざわざわと人々が騒ぎ出し、彼らの視線が通りの向こうに集まる。

　人々の視線の先には、白く煌きらびやかな聖騎士の鎧よろいを着込んだ騎馬の男女三人がいた。

　二人の男性は剣と盾を装備しているが、女性はファンタジー感溢あふれる意匠の白いライフル銃を背負っていた。スコープは使わない主義らしい。

「珍しい……。銃使いか？」

「クロ様はご存じありませんか？　あの方はシガ八剣第五位のヘルミーナ様です」

　銃を背負った金髪ボブの綺き麗れい系女子がシガ八剣らしい。つり目気味にも拘かかわらず、キツい感じを受けない優しい瞳ひとみをしている。

　彼女は二七歳と若いのにレベル五〇近くあった。

　そういえば、前に会ったシガ八剣次席のシャロリック第三王子よりレベルが高いのに、彼女の方が席次が低い。

　シガ八剣だから、剣以外を使う人は席次が低めになるのかな？

　聞き耳スキルがシガ八剣達の会話を拾ってきた──。

「ゼッツ伯爵領の峠に現れたという竜の話はお聞きになりましたか？」

「ええ、聞いたわ。トレル卿きようが派遣されるそうね」

「竜が相手なら飛空艇を出すわけにもいかないですし、『飛竜ワイバーン騎士・ライダー』のトレル様が適任でしょう」

　黒竜ヘイロン以外にも生きている竜はいるらしい。

「羨うらやましい。私も竜と戦ってみたかったわ」

「さすがはヘルミーナ様──」

　脳筋なシガ八剣の言葉に、聖騎士が感極まった顔になる。

　なるほど、聖騎士達もバトルジャンキーの同類らしい。

　全員が脳筋ではないようで、同僚の姿に苦笑した聖騎士が別の話題をシガ八剣に振った。

「ヘルミーナ様は迷宮都市へ派遣されると伺いましたが？」

「ええ、迷宮都市のカリオン神殿で『砂漠に王が復活する』みたいな預言を受けたらしくって、その調査に行かされるのよ」

「砂漠の王──やはり魔王ですか？」

「それを調べるのが今度の任務よ。はあ……砂漠なんて、私よりヘイム卿やリュオナ向きの場所なのに──」

　嘆息したシガ八剣のヘルミーナ嬢が「ジュレバーグ様のいけず」と上司らしき人物の愚痴を言っていた。

　ごめんなさい。きっとオレが都市核と契約したせいです。

　シガ八剣一行の声が聞き耳スキルでも拾えなくなった頃、ようやく目的地に辿たどり着ついた。

「クロ様、あの赤い屋根の建物がそうです」

　先導していたエルテリーナが店舗候補の建物を指さす。

　思ったよりも大きい。迷宮都市の屋敷より敷地は狭いが、四階建ての建物なので延べ床面積は倍以上ありそうだ。

　下町と裕福な平民が暮らす区画の中間にあるので、立地的にも店舗候補として十分な感じだ。

　一階部分を店舗、二階部分を事務所兼倉庫、三階より上を住居にするのがいいだろう。

「裏手には駐車場や厩きゆう舎しやがあります。倉庫に使える空間が狭いので、商会の規模が大きくなったら、賃料の安い工場街あたりに倉庫を借りないといけませんね」

「そうだな」

　大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げるエルテリーナに首肯し、他二軒の店舗を巡った。

　結局、立地と建物の規模が丁度いい一軒目を仮押さえする事に決めた。賃料が迷宮都市より高いが、想定の範囲内なので問題ない。

　オレはエルテリーナに店舗の契約と仕入れに必要な資金を追加で渡しておいた。

　さて、次はお城で本物の王様と面会だ。





◆






「こんばんは、陛下へーか」

　久々に紫髪の勇者ナナシに変身して、シガ国王の私室を訪れていた。

　あらかじめ来訪する旨をしたためた手紙を、今日の昼頃に国王の執務室に置いておいたのだ。

　なのに、なぜかこの部屋には国王一人しかいない。

　公都で会った影武者を部屋に置いて、自分は別室から覗くか近この衛え騎士達を周りに侍はべらせておくと思ったんだけど、予想が外れた。

　一応、隣室に宰相とシガ八剣の筆頭さんがいるけど、ちょっと無用心すぎる気がする。

「久しいな、勇者ナナシ殿」

　私室の窓からお邪魔したオレを、彼は咎とがめる事なく部屋に招き入れてくれた。

　声も影武者と同じだ。どうやら、公都で国王の影武者と会った設定は有効らしい。

「ちょっと天の彼方かなたや南の海で用事があってね」

「ふむ、天界にまで招かれるとは、シガ王国の勇者にして救国の英雄だけはある」

　いや、天界じゃなくて宇宙だけど──別に訂正はしなくていいか、説明が面倒そうだしね。

　さりげにシガ王国の勇者に認定されてるけどスルーだ。

「ナナシ殿、貴公の話し方は以前と違うのではないか？」

　──しまった。

　そういえば、公都で公爵や影武者と話した時は、ミーアみたいな無口系の口調だったっけ。

　アリサの監修で、ナナシの口調をサトゥーが連想できないような「無礼な子供」風に変更したから、国王が影武者から聞いた情報と違うのだろう。

「あー、あの時は魔王や大怪魚との連戦で疲れてたから、しゃべるのが億おつ劫くうだったんだよー」

　詐術スキル先生の力に頼って、適当な理由をでっち上げる。

「そうであったか……済まぬが、今一度、聖剣クラウソラスの真の力を見せてくれぬか」

　おや？　疑われちゃったかな？

「いいよー」

　オレはアイテムボックスから聖剣クラウソラスを取り出し、十分な魔力を流してから聖句を唱える。

「《踊れ》」

　聖剣が一三枚の刃やいばに分かれて身体からだの周りに浮かぶ。

「おぉおおお……」

　国王が目が飛び出さんばかりに驚いている。

　怪け我がしたら危ないから、励起した聖剣に触れないでください。

　国王が十分堪たん能のうしたあたりで声をかける。

「もういい？」

「感謝する」

　そう言いつつも、国王はまだ何か言いたげだ。

「なに？」

「ナナシ殿、一度、仮面の下の素顔を見せてくれぬか」

　オレが水を向けると、国王が意を決したように懇願してきた。

「いいよ。でも、恥ずかしいから、ちょっとだけね」

　きっと要求されると思っていたので、仮面の下には変装マスクを付けている。

　今回の訪問に際して、変装マスクもバージョンを上げて特別製にしておいた。ボルエナンの森で学び直した技術を使って透視阻害や認識阻害の魔法回路サーキツトを組み込んでみたのだ。

　仮面にも同じ魔法回路を組み込んであるので、たいていの透視系や見破り系の魔法道具マジツク・アイテムをシャットアウトできる。

「これでいい？」

　もったいぶる気もないので、仮面をずらして変装マスクの顔を見せた。

　顔の造形は初代の変装マスクと同じく、オレの幼おさな馴な染じみが高校生くらいの頃の顔に似せてある。

「おおぉ、神よ！」

　あれ？　幼馴染みの顔がお気に召さなかったのか、国王が痙けい攣れんを起こしそうなくらいショックを受けている。

　でも、神様に祈るのはちょっと大げさだと思う。

「ヤ、いや、ナナシ様、そのお顔を宰相にも見せてやってくださらぬか」

　──様？

　それにオレに対する口調が、目上に対するような敬語に変わってないか？

「『様』なんて付けなくていいよ、陛下へーか。あまり人に顔を見せたくないけど、宰相だけならいーよ」

　宰相は鑑定アナライズ系や看破系のスキルを持ってないしね。

「寛大なお言葉感謝いたす。それでは呼ばせていただく」

　国王に呼ばれて隣室で待機していた宰相がやってきた。

　公都で貰もらった貴族情報──トルマメモによると、宰相はシガ王国に三家だけある公爵家の人で、ドゥクス前公爵さん。

　家督は息子に譲って、王の片腕として行政を担当しているらしい。

　──それにしても。

　この宰相はその職業名から来る印象を真っ向から裏切る容姿をしている。

　将軍と紹介された方がしっくり来そうな分厚い筋肉に守られた偉丈夫で、手に持った諸しよ葛かつ孔こう明めい風の羽扇が実に不似合いだ。

　戦闘系のスキルは「護身」しか持っていないのに、どうしてこんなマッチョになったのやら。

「お呼びですか、陛下」

　宰相はあらかじめナナシの事を聞いていたようで、オレの仮面を見ても特に驚きもなく一いち瞥べつをくれたあと、国王に用件を尋ねる。

　国王が両者を紹介してくれて、挨あい拶さつをすませた。

「ナナシ様、お願いいたす」

　敬語を使う国王に、宰相が一瞬だけ眉をぴくりと動かした。

「ほ～い」

　気にせず仮面をずらして宰相に顔を見せる。

「おぉおおおおおお」

　宰相は一度固まった後に、さっきの国王よりも激しい驚きの声を漏らしながら、滂ぼう沱だの涙を流し始める。

　国王といい宰相といい、どうしてこう過剰反応するのやら。

　幼馴染みの顔は身内贔びい屓きでわりと美形だと言えなくもないが普通に地味な顔なので、他人から感動されたりショックを受けられたりするような濃さはないはずなんだけど。

　案外、ルルみたいに、こちらの人の美的感覚だと変に感じるのかもしれない。

「もう、いいかな？」

　オレは仮面を片手に国王に問う。

「ご厚情感謝いたす」

　もらい泣きしていた国王に、「ボクに敬語けーごはいらないよ？」ともう一度言っておく。

「覚えておいでか分かりませぬが、このドゥクスの家は建国の前からヤマト様にお仕えさせていただいております」

　ふ～ん？

　そんな説明あったっけ？

　オレは首を傾かしげつつ、仮面を被かぶった。

「建国の折に『姿写しの秘宝』で撮影したヤマト様のお姿は、今もなおドゥクス家の『肖像の間』に保管されているのです」

　唐突な国王のセリフに内心で困惑してしまう。

　カメラみたいな魔法道具には興味があるが、先ほどの流れから王祖ヤマトの写真が保管されている話になるのがよく分からない。自慢かな？

「ヤ、ヤマト様ぁあああああああ！」

　滂沱の涙をぶっとい腕で拭ふいた宰相が、唐突に両手を広げて抱きついてきたのでスルリと避よける。

「落ち着け、ドゥクス」

　二度目は国王が止めてくれたので、避けるまでもなかった。

　それにしても、「ヤマト」様？

　もしかして、オレの幼馴染みの顔が王祖ヤマトに似てるって事？

　偶然の一致なんだろうけど、もの凄すごい確率だ。

「ボクはナナシだよ。王祖さんとは関係ないからね」

「相あい、分かり申した」

　いや、その顔は分かってない。

　ぜったい、ナナシの事を王祖ヤマトの転生した姿とか思っている顔だ。

　どうして──そうか、この髪だ。

　勇者ハヤトや「不死の王ノーライフキング」ゼンも言っていたが、転生者は「紫色の髪」で生まれてくるそうなのだ。

　それ故に、この髪の色からオレが転生者だと、国王が思ってもおかしくない。

　でも、転生したなら顔が変わるはずだし、顔と髪の二つの条件で短絡するようでは、大国の国王と宰相は務まらないと思うんだが……。

　まあ、いいや。思い込みの激しい相手が納得するまで訂正するのも面倒だし、適当に勘違いしていてもらおう。

　一応、王祖ヤマト扱いしないように念を押しておいた。




「それで本題の用事に入っていいかな？」

「申し訳ございません、お──ナナシ様」

　王祖と言いかけて国王が言い直した。

　ケルテン侯爵の件と商売の話とどっちを先にしよう──やっぱ、前者から行こうか。

「一つ目はね、ボクの家来に知人の冤えん罪ざいを晴らしてほしいって頼まれたんだ」

「冤罪とおっしゃいますと──」

　国王が途中で言葉を止めたが、ケルテン侯爵の件だと気が付いている感じだ。

「うん、ケルテン侯爵が反逆を企てたって話」

「やはり、冤罪でしたか」

　宰相がこくこくと頷うなずく。

　いくら王祖様と似ているからって、そんなに簡単に信じていいのだろうか？

「これが証拠──」

　オレは「録ピクチヤー・画レコーダー」の魔法で撮影した静止画と「録サウンド・音レコーダー」で記録した音声を「情報データ・出力アウトプツト」の魔法にリンクさせた「幻影イリユージヨン」や「音響スピーカー」の魔法で上映して二人に見せる。

　なお、静止画なのはデータの転送速度が足りないからだ。

「こ、これは神代の秘宝アーテイフアクト、『時溜ための水晶』でございますか？」

「違うよー、これは魔法」

　録画系の魔法道具もあるらしい。

「ドゥクス、こやつらの処分は任せる」

「承知いたしました。国法に則のつとり、厳正に処分いたします」

　なんとなくバイオレンスな気配を感じるけど、この国の法律に口を挟む気はないので後は二人に任せようと思う。

　貴族達を唆した王族が誰だれかまでは分からないけど、そのあたりの調査は国王達に任せておく。

　これ以上はオレが出しゃばる意味も必要もないからね。

「ありがとうございます、ナナシ様。お陰で忠臣を失わずに済みそうです」

「裁判の時にさっきの魔法は必要？」

「いいえ、王である私と宰相が見ております。ナナシ様にご足労をおかけするような事はございません」

　被疑者や他ほかの貴族達に見せる必要はないらしい。

　オレは余計な手間がなくて楽だけどさ。

「ケルテンに自分の冤罪を晴らしてくれたのが、お──ナナシ様だと聞かせたらきっと卒倒するぞ」

「ケルテン殿は王祖様の熱烈な信者ですから」

「ボクは王祖様じゃないよー。王祖様は『夢む晶しよう霊れい廟びよう』で眠ってるはずでしょ？」

「そうでしたな」

「忘れるところでございました」

　国王と宰相が大仰に深く頷く。

　うん、口では肯定してるけど、二人ともオレが王祖様だと信じ込んだままだ。

　徒労になりそうだし、これ以上の訂正は止やめておこう。




「用事の二個目なんだけどー、シガ王国で魔法の品を売りたいんだ。商業権とかがいるなら、くれない？」

「すぐに用意いたしましょう」

　国王が即答で許可してくれた。

　さらさらと公文書用の紙に一筆書いてくれ、玉ぎよく璽じをポンッと押してくれた。

　さすが王政。こういう所は話が早くていいよね。

「正式な書式の商業許可証は後日お渡しいたしますが、この許可証だけでも問題なく商業活動を行えます」

　国王がそう言って、直筆の許可証を手渡してくれた。

「ありがとー」

　素直にお礼を言ったら、なぜか二人が笑みを深くした。

　今の一言のどこが琴線に引っかかったのか謎なぞだが、別に気にしなくていいだろう。

「ナナシ様、どのような品をお売りになるのでしょう？」

「うん、魔法の武具とか道具、それから薬品関係を扱おうと思ってるんだ。目玉商品には、飛空艇を用意してるよー」

「飛空艇ですとっ?!」

　宰相の問いかけに大雑把な商品ジャンルを答えたんだけど、「飛空艇」という単語に国王が凄い勢いで食いついてきた。

「う、うん。大型の輸送用飛空艇と個人用の小型飛空艇の二種類を販売しようと思ってるんだ。見本用の輸送艦一隻以外は、空力機関しかないから注文を受けても納品は少し先になるけどねー」

　輸送艦は迷宮都市と王都間を航行する飛空艇と同じくらいの性能にしてある。巡航速度や最大高度は同じくらいで、大きさは四割増。積載量を多めに設計してみた。

　個人用の飛空艇を貴族達の間に広めるのは、オレがサトゥーの姿で都市間を自由に行き来してもおかしくない状況にしたいからだ。

「個人用?!　貴重な空力機関を個人の遊興に使うのですか？」

　──大げさな。

「地方の領主が気軽に王都と行き来できると便利でしょ？」

「確かに便利ですが、ナナシ様は空力機関をそれほど潤沢に持っておられるのですか？」

「うん、それなりにね」

　大怪魚のヒレを放出する気はないけど、砂糖航路を旅する間にかなりの量の空力機関用素材を手に入れたんだよね。

　空飛ぶサメ風な怪魚エア・フイツシユのヒレよりも、空飛ぶマグロな弾丸鮪まぐろやイッカクのヒレの方が多いのは食欲のなせる業だ。

　お陰で、空力機関に使う部位は余り気味だったりする。

　もっとも、弾丸鮪やイッカクの薄いヒレから作った空力機関は、怪魚の分厚いヒレで作った物ほど出力がなかった。

　おそらく、魔法道具作成スキルが低いと前者では十分な出力を持った空力機関が作れないんだと思う。

　それに沿岸の町を襲うのが怪魚だけらしいので、マグロやイッカクは空力機関の素材として知られていないのだろう。

「具体的にはどの程度の数が用意できるのでしょう？」

「大型飛空艇用のが五隻分、小型飛空艇用のが二〇隻分くらいかな」

　曖あい昧まいなオレの答えに、宰相がちょっと焦じれた口調で問いただしてきたので、具体的な数値を出した。

　ちなみに、小型のが三〇隻分くらいで大型一隻分くらいの出力になる。

　そんな事より、許可が下りるかが問題なんだけど、国王も宰相も思案顔だ。

　密売だと、まずいんだよね。

「ナナシ様、申し上げにくいのですが、国防の為ためにもそれほどの数の飛空艇を気軽に売買されては困ります」

「当面はシガ王国の貴族だけに売るつもりだけど、それでもダメ？」

　キモかわいく聞いてみた。

　気のせいか、心のライフが減っていく……。

「う、うむ、それなら──」

「王家に優先権を付けていただきたい」

　許可してくれそうだった国王に被せるように、宰相が条件を付けてくる。

　さっきまで王祖ラブな感じだったのに、急に政治家の顔になった。

「飛空艇を売る場合、まず王家あるいは王軍に対して、商談を持ちかけていただきたいのです」

「おっけー」

「おっけえ？　浅学ゆえどこの国の言葉か存じませぬが、肯定という意味でしょうか？」

「ああ、ゴメンね。肯こー定てーって事」

　そんなやり取りを経て、王国での飛空艇の売却許可が下りた。

　大型飛空艇五隻のうち見本の一隻を献上し、その功績で商業権とメダリオンを授けられたという事に取り決めた。

　勇者ナナシではなくエチゴヤ商会を前に出すので、そういう建前にしたのだ。

　授与予定のメダリオンは王家御ご用よう達たしの商人の証あかしで、実際に商売を行う者が貴族達と対等に取り引きできるというものらしい。

　玉璽を押した国王直筆の書類を軽々に掲示できない事を心配した宰相が用意してくれた。

　なお、大型飛空艇の値段は実物を見ないと値段が付けられないそうなので、後日、王都の空港に乗り付けた献上用の飛空艇を基準に査定するそうだ。

「──あ、そうだ」

　このままだと、サトゥーが飛空艇を使えない。

「な、何かございましたか？」

「うーん、ちょっとね。南洋の国で小型飛空艇用の空力機関を何隻分か売っちゃった」

　恐る恐る尋ねてくる宰相に、お気楽な感じでそう告げる。

「す、数隻分であれば……」

　一瞬だけ、宰相と国王の顔に複雑な色が過よぎったが、特に責められる事はなかった。

　これで、サトゥーが飛空艇を所持していても、南洋──砂糖航路で手に入れたという言い訳が立つ。




「先ほど魔法の武具とおっしゃっておられましたが、どのような物を？」

「そうだねー、そっちも見本を渡しておくよ」

　見本用として魔剣と魔ま槍そうを各五本、それから魔法薬を数種類ほど献上しておく。

　この魔剣や魔槍は量産が簡単な第一世代型の鋳造魔剣で、前に公都の闇やみオークションで売却し、シーメン子爵がエルタール将軍に見せびらかしていた魔剣アカツキと同種のヤツだ。

　魔槍は軸部分が山樹の枝を加工した物を用いている以外は魔剣と変わらない。

「こ、これはオーユゴック公爵領で出回ったという魔力効率特化型の魔剣！」

「これもナナシ様がお作りになった剣だったのですね」

　意匠が同じだったので国王と宰相はすぐに気付いたようだ。

「最近は魔族が多いみたいだしー、魔族から国を守る為に必要でしょ？」

「は、はい！　これほどの魔剣を腕利きの騎士達に持たせる事ができれば──」

　宰相が言葉の途中で口ごもる。

「──ま、まさか、この魔剣もたくさんお売りになるのでしょうか？」

「うん」

　たくさんといっても一〇〇本ずつくらいの予定だけどさ。

「これも陛下へーかや国軍に優先権を付ける？」

「ぜ、ぜひともお願い申し上げまするぅ」

　なんだか役者さんのような口調で宰相が頭を下げる。

「いーよ。大量に卸す時は陛下を優先するね。商会の目玉にしたいから、月に数本くらいはそっちに流していいかな？」

「は、はい。王そ──ナナシ様のお心のままに」

　相変わらず宰相はオレの事を王祖ヤマトと言いかける。

「死の商人になるつもりはないから、戦争に使える魔力砲や大型ゴーレムはなしね？」

「ご安心ください、王祖様の御み心こころは存じておりますれば」

　念の為に釘くぎを刺しておいたけど、国王や宰相の様子を見る限り大丈夫そうだ。

　思いっきり王祖呼びしているのはスルーしておこう。

「どのくらいの値段で卸そう？」

「ミスリルの魔剣ならば金貨三〇〇枚、いえ金貨五〇〇枚は必要となるでしょう」

「却下」

　それはぼったくりがすぎる。

「ですが、ナナシ様──」

「それミスリル合金なのは表面だけで、中は青銅だから。高くても金貨二〇〇枚くらいじゃないかな？」

「ナナシ様、オーユゴック公爵の所有する魔剣アカツキですが──」

　門閥貴族達が懸賞まで付けて血眼で捜しているらしく、懸賞の相場が金貨三〇〇枚から五〇〇枚の値段との事だった。

　迷宮産の魔剣が金貨二〇〇枚からとの事で、性能的に金貨三〇〇枚は妥当らしい。

「それじゃ、商会で売るのはその値段にするけど、陛下に売る分は一本二〇〇枚ね」

　生産原価が一本金貨五枚くらいで、一時間で一〇〇本くらい作れるから、あんまりぼったくりすぎるのは気が引けるんだよね。

「何本いる？　魔剣が一〇〇本、魔槍が二〇〇本くらいあるけど？」

　そんなにいらないだろ？　という言外に篭こめた意図は汲くみ取られず、国王が全すべて買い上げてくれた。金貨六万枚の大おお商あきないだ。

　ボロ儲もうけするのが目的じゃないし、この六万枚はシガ王国の産業にでも投資しようかな？

　続いて、話が献上した魔法薬に移る。

「変わった──いえ、珍しい魔法薬ですな」

　宰相が魔法薬のラインナップを眺めながら、物珍しそうにしている。

　魔法薬は戦闘に使う体力回復薬や魔力回復などはなしで、精力増強剤、滋養強壮剤、栄養剤、増毛剤なんかの王都で需要の多そうな物を選んだ。

　滋養強壮剤は見本という名目で、国王や宰相に多めにプレゼントしてある。

「まーね。平和的でしょ」

「まさに王祖様の慈悲深さの表れかと」

「だから、ボクは勇者ナナシだってば」

　国王が「分かっております」と言って頷うなずく。

　オレもそれ以上は訂正せずに、お暇いとまする事にした。

　なお、商品の受け渡しは大型飛空艇に載せて納品するので、代金の支払いもその時に行う事になった。

「それじゃ、ボクはもう行くよ。うちの商会の子達が頼りに来るかもしれないけど、その時は宜よろしくねー」

　オレのお願いを宰相と国王が快諾してくれた。

「ナナシ様……」

　何か言いたそうな国王に、首を傾かしげて「なに～？」とタマのように尋ねる。

「王国に魔王が顕現しおりには──」

「うん、気付いたら倒しておくよ」

　相手が友好的なら問答無用で戦う気はないけど、公都に現れた「黄金の猪王」やこれまで出会った上級魔族達を思い返すと、たぶん普通に戦いになりそうな気がする。

「どこか復活しそうな場所でもあるの？」

「数ヶ月前に迷宮都市セリビーラ、そして西の大砂漠にも預言が下されました」

　前者は暗躍していた緑の上級魔族の企たくらみを潰つぶしたし、後者は都市核と契約したオレの事を間違って解釈した預言みたいなんだよね。

「分かった。注意しておくよ。何か新しい情報が入ったら、うちの商会の子達に伝えておいてー」

　オレはそう一方的に告げて、国王の私室を後にした。

　国王や宰相からの情報を定期的にゲットできる環境ができたけど、王都と迷宮都市間の情報伝達手段を用意しないと、あんまり意味がないかもね。





◆






「エルテリーナ、我が主あるじから預かってきた」

　オレは金髪貴族娘ことエルテリーナに、メダリオンと国王直筆の商業許可証を手渡す。

「手書きの許可証ですか？」

「それは国王直筆らしい。正式な書式の商業許可証は後日、仮押さえした店舗に届く」

「「「へ、陛下の直筆ですか!!」」」

　貴族娘達が一斉に大声を上げて覗のぞき込む。

　彼女達の言葉によると、直筆の許可証はそれを所持するだけで商会に箔はくが付くそうだ。

「こちらのメダリオンは？」

「こ、これは！」

　商人娘が目玉が飛び出そうな顔でオレを見上げる。

「御用商人の証との事だ。王城に行く時は携行せよ」

「や、やっぱり！」

　メダリオンから不可視のオーラがでているかのように、商人娘が腕で顔の前を庇かばう。

　──大げさな奴やつだ。

　ついでなので、エチゴヤ商会始動にあたって、オレの代理人を任命しよう。

「エルテリーナ、お前にエチゴヤ商会の支配人を任せる」

「わ、私が支配人ですか？」

「そうだ」

　国王や貴族相手の商売も増えそうだし、彼女のように見識が広く貴族達の常識を知っている者が適任だと思う。

「やってくれるか？」

「はい、この身に代えましても、エチゴヤ商会をシガ王国随一の大商会に育ててみせます」

　エルテリーナ支配人は気合い十分だ。

　そこまでする必要はないんだが、やる気があるのはいい事だし、彼女の肩をポンと叩たたいて「期待している」と囁ささやいておく。

　人は環境が作るモノだし、これからは金髪貴族娘やエルテリーナではなく支配人と呼ぶようにしよう。

「ティファリーザ、書類関係や経理はお前に任せる。支配人を支えてやれ」

　ここにいる他ほかの子達はエチゴヤ商会の幹部候補にしよう。

　迷宮都市で留守番をしているポリナやスミナの姐あね御ごもね。

「はい、クロ様！」

　凜りんとした佇たたずまいのティファリーザに、先ほど国王や宰相と交わした取り引き関係の覚え書きを手渡す。

「クロ様、これは？」

「最初の仕事だ。我が主が国王や宰相に売りつけてきたと言っていた。納品は我が行うが事務手続きはお前に任せる」

　書類を目で追っていたティファリーザの白い顔が、蠟ろうのように真っ白になっていく。

「ク、クロ様？　ここに大型飛空艇五隻と小型飛空艇二〇隻、魔剣一〇〇本、魔槍二〇〇本となっておりますが？」

　ギギギッとさび付いた音を出しそうな動きでティファリーザが顔を向ける。

「ああ、すまん。間違いだ」

「──ですよね」

　ティファリーザがほっと安あん堵どの吐息を漏らす。

「大型飛空艇一隻は献上するので、売り上げからは減らしておいてくれ。それ以外の飛空艇の値段は献上する一隻を見せてから値段が付くとの事だ」

　オレが訂正すると、ティファリーザや後ろで聞いていた面々が動きを止めた。

　いきなり売り上げが大きすぎたかな？

「無理です！」

　珍しく感情的な声でティファリーザが叫んだ。

「別にこの売り上げを元にノルマを課すつもりはないぞ？」

「のるま？　いえ、そうではありません」

　ティファリーザの代わりに、支配人が前に出た。

「私どもでは飛空艇や魔剣を商う力がないと申しているのです」

「どういう事だ？」

　許可証はあるし、商品もある。何が問題なんだろう？

「私どもではそれらの品々を有力な門閥貴族や他国の間者から守り通す事ができません」

　──なるほど。

　それは想定外だった。

　国王がバックにいても、違法にならないギリギリを攻めるような不良貴族や、そもそも国王の威光が届かない間者だと意味がない。

「分かった。しばらくの間、飛空艇と魔剣は我が直接商おう」

　仲間達の「階層の主フロア・マスター」討伐が終わった頃ころにでも、エチゴヤ商会の幹部連中だけでも迷宮に連れていって、集中訓練でレベル三〇くらいに引き上げておいた方がいいかもしれない。

　とりあえず、正式な護衛を用意するまでは、「地クリエート従者・アース・作製サーバント」の土魔法で石ゴーレムや石馬を作って配備しておこう。

「支配人、悪いが王都内に大型飛空艇が造船できそうな場所を確保しておいてくれ」

　毎回、ボルエナンの森まで行って作るのは大変だし、王都内で作れる方がらくちんだ。

　それに、オレが一人で全部作るよりも、船体部分や艤ぎ装そうは造船関係の職人に作らせた方が良いと思う。雇用も増えるしね。
















「しょ、承知いたしました。造船設備はどのように？」

「広さが十分にあれば問題ない」

　建物は土魔法ですぐに作れるし。

「では後は任せた」

　オレは支配人達にそう告げて、彼女達に背を向けてメニューの魔法欄を開く。

「そうだ──」

　伝え忘れた事を言おうと振り返ったら、一様にびくっとされた。

「一月ほど後に、国王から貴族街に大きな屋敷を貰もらえる事になっている。店舗予定地はそのまま使え。新しい屋敷は貴族相手の商売をするようになったら使えばいい」

「承知いたしました」

　支配人が安堵した顔で首肯する。

　どうやら、屋敷の件は彼女達を驚かせるほどの内容ではなかったようだ。

　普通の反応にちょっと残念な気持ちになりながら、オレは帰還転移で迷宮都市へと戻った。





＞称号「武器商人」を得た。

＞称号「御用商人」を得た。










シガ八剣







〝サトゥーです。綺き麗れいなお姉さんは好きです。普段はキリリとした人がふとしたタイミングで見せる無防備な姿なんかはもっと好きです。ギャップ萌もえっていいですよね。〟






「若様～！」

　呼ばれた方を振り向くと、赤毛のネルがタンクトップ姿で汗を流してタコヤキを焼いていた。

　オレは手を振りながら、仲間達と一緒に彼女の屋台に足を向ける。

「こんにちはネルさん。今日は飛空艇乗り場で屋台ですか？」

「そうっす！　シガ八剣様が迷宮都市に来るなんて、絶好の稼ぎ時っすからね！」

　ネルが白い八重歯を煌きらめかせながら、迷宮都市の西にある飛空艇乗り場に集まった群衆を見回す。

　今日は王都から、シガ八剣達が例の「砂の海を統べる偉大なる王が現れる」っていう預言を調べに来るらしい。

　迷宮都市のある盆地を囲む山々の向こうに、大型飛空艇が見えてきた。

「ネルっち、タコヤキ一舟、マヨあり、青のり抜きで」

「マヨってなんすか？　ソースなしだと美味おいしくないっすよ？」

「そっか、マヨはまだだっけ。ソースはアリでよろ」

　アリサがさっそく買い食いをしている。

　きっとタマが描かいた看板「流転するタコヤキ」を見て食べたくなったに違いない。

「にゅ～？」

「どうかしましたか、タマ？」

「なんだか、微妙～？」

「肉にく串ぐし、美味しいのですよ？」

　獣娘達が肉串に舌鼓を打っている。

　ミーア、ナナ、ルルは一緒に買ったフライドポテトを摘つまんでいるようだ。

　屋台の食べ物って、お腹なかが減ってなくても手が出ちゃうんだよね。

「あれれ～？　ペンドラゴン士爵もお出迎え？」

　迷宮方面軍の狐きつね将校が隊長氏と一緒に、焼き鳥の串を片手に人ひと混ごみの向こうから現れた。

「こんにちは。私は単に見物ですよ」

「そっかー、おいらも見物に変更しようかな？」

「ダメに決まっているだろう、このバカ者が！」

　狐将校の頭に隊長氏の拳げん骨こつが落ちた。

　なんだか、このやり取りも久々に見る気がする。

「あいたた～？　ひどいよ、隊長。さっき隊長もそう言ってたじゃない」

「それはそれだ。キサマ一人逃げられると思うな」

　隊長氏は将軍閣下の名代として、シガ八剣のお出迎えに来ているそうだ。

「良かったらペンドラゴン士爵も一緒に行かない？　シガ八剣に紹介してあげるよー」

「うむ、それがいい。どうせ、迷宮都市に来るのは『雑草』のヘイム殿か『草刈り』のリュオナ殿であろう」

　残念ながら、来るのはその二人じゃないんだよね。

　というか、国を代表するシガ八剣なのに、二人とも酷ひどい二つ名を付けられているな……。

「ならばエルタール将軍と酒盛りになるのは必定。酒宴で会うか、ここで会うかの違いでしかない」

　オレは固辞したのだが、強引な隊長氏と狐将校に捕まり、そのままお出迎えの最前列へと連れ出された。

　一般の市民だけでなく、貴族でも仕事で来ている者以外は、柵さくで区切られた迎賓エリアに入れないようだ。

「サトゥー殿！」

　幼い声が人混みの向こうから聞こえてきた。

　巌いわおの騎士を連れたノロォーク王国のミーティア王女だ。

　その後ろには太守の護衛騎士一人を連れた太守三男のゲリッツ君やその取り巻きの少年少女達の姿もある。

「サトゥー殿もシガ八剣のお出迎えかや？」

「ええ、キンクリ殿達に誘われまして……」

　不本意な気持ちは無表情ポーカーフエイススキル先生に隠いん蔽ぺいしてもらい、笑顔のミーティア王女に負けない表情を返す。

「わらわ達は太守名代のゲリッツ殿に無理を言って同行させてもらったのじゃ」

　彼らの後ろには迷宮都市に来た時に会った中年官吏がいる。

　きっと本物の案内役は彼なのだろう。

「あー、ごほんごほん」

　ゲリッツ君の取り巻きで、トケ男爵次男のルラム君が下手くそな咳せき払ばらいでオレの注意を引く。

　彼はネル達が出している迷宮前屋台の常連なので、わりとよく見かける。

「ペンドラゴン卿きよう、探索者学校の開校はまだか？　ゲリッツ様が心配しておられるので、そこのところを聞かせてくれ」

「探索者学校、ですか？」

「うむ、貴族向けの講座でもいい」

　ルラム君の後ろにいるゲリッツ君達貴族子弟やミーティア王女も、目をキラキラさせてこちらを注目している。

　そういえばギルド長から「小国の姫さんや太守の三男が、貴族向けの講座や探索者学校の開設はまだかって聞きに来てたぜ？」って言われていたっけ。

「皆様なら、わざわざ貴族向けの講座開設を待たずとも、自宅に講師を呼んで講義させれば宜よろしいのではないでしょうか？」

　貴族向けの講座をするにしても、講師を呼べないような貧乏下級貴族を対象にすると思うんだよね。

「それでは意味がない」

　ゲリッツ君が即答する。

「──意味、ですか？」

「ええ、おべっかばかりで実戦に耐えないようなお座敷剣術を教えられるか、迷宮での冒険譚たんを聞かされるだけだわ」

　オレの問いに、デュケリ准男爵令嬢のメリーアンが吐き捨てるように答えた。

　迷宮都市を牛耳る貴族達の子弟相手だとそうなるよね。下手に迷宮に連れていって、怪け我がでもさせたら大変な責任問題になるだろうから。

「そうじゃ！　サトゥー殿に講師をしてもらえばいいのじゃ！」

「ミーティア様、名案です！　士爵様は迷宮の奥まで入れるような手て練だれですもの！」

　ミーティア王女が困った事を言い出し、頰ほおを赤らめたメリーアン嬢がそれに賛成した。

　一瞬だけ、ゲリッツ君が面白くなさそうな顔で、メリーアン嬢の方をチラ見する。

「た、確かにペンドラゴン卿なら赤鉄の探索者だ」

「適任かもしれん」

　ゲリッツ君の取り巻き達も同じように賛成の言葉を重ねる。まずい流れだ。

「──それはダメだ！」

　意外に強い語調で否定してくれたのはゲリッツ君だった。

　とっさに出た言葉だったらしく、ゲリッツ君がその一言で黙り込む。

「どうしてダメなのさ？」

「それは、それはだな──とにかくダメだ！」

　取り巻きの問いに、感情的な感じでゲリッツ君が否定する。

　きっと、意中の相手の関心がオレにあるのを許せなかったのだろう。

「宜しいですか？」

　仲間内で言い争う貴族子弟に声をかける。

「申し訳ございませんが、私もジェリル様を追って『階層の主フロア・マスター』に挑む修行中の身なのです。今は寸暇を惜しんで修行を重ねる時ですので、身に余る光栄ですが講師の件をお引き受けできません。ご寛かん恕じよくださいますようお願い申し上げます」

　いやー、残念だなー、という気持ちを篭こめて講師を断る。

　最後はちょっと言葉遣いが大仰になりすぎたけど、誰だれも気にしていなかったので問題ないだろう。

「ペンドラゴン卿、そろそろ降りてくるよー」

　横でニヤニヤと見ていた狐将校が、上空に到着した飛空艇を指さす。

　発着場に黒い影を落とした飛空艇が、ゆっくりと降下してきた。

　それを見守っていると、アリサがオレの袖そでを引いた。

『ご主人様、タマが怪しい連中を見つけたみたい』

　口元を隠したアリサが空間魔法の「戦術タクテイカル輪話・トーク」で話しかけてきた。

　レーダーに赤い光点は映っていないが、タマが見つめる方向にはフードを目深に被かぶった灰色のローブの男達がいる。

　ＡＲ表示によると、パリオン神国の商人らしい。称号に「商人」「影の導き手」「魔王信奉者」というのがあった。二番目以降の称号は認識阻害系アイテムで隠しているようだ。

　他ほかにも所属が「ケトトゥル商会」「自由の光」となっている。後者は称号二つと同様に隠されていた。おそらく、公都で魔王を復活させた魔王信奉集団「自由の翼」の同類だろう。

　一番警戒すべき「人を魔族に変える」短角シヨートホーンや長角ロングホーンは持っていないらしい。

　マップ検索した限り、貿易都市タルトゥミナに拠点がある他は、今ここにいる八人ほどの面子メンツだけのようだ。

　オレは魔王信奉者達をサクサクとマーキングしていく。

『タマ隊員、ポチ隊員、ミッションを告げる』

「あい！」

「なのです！」

　シュピッのポーズを取ったタマとポチが、元気良く答える。

　オレは二人に「お口チャック」のジェスチャーで沈黙を要請し、続きの指令を口にする。

『群衆の後ろに、灰色ローブの男達を投げ飛ばす。タマとポチは男達を気絶させた後に捕縛していく事。ルルとナナは貴族子弟の安全を気にしてやってくれ。アリサとミーアは周辺警戒。リザは不測の事態に対処してほしい』

　全員がこくりと頷うなずき、タマとポチが群衆の足下をチョロチョロと抜けて、広い場所で待機する。

『飛空艇が着陸して、タラップに重要人物が出てきたタイミングで始めるよ』

　たぶん、そのタイミングで奴やつらも行動を開始するだろう。

　オレは空間魔法の「遠見クレアボヤンス」を発動して俯ふ瞰かんで状況を確認し続ける。

「先頭は聖騎士だねー」

　狐将校が言うように四人の聖騎士がタラップを駆け下り、タラップの下に整列して彼らの主あるじを待つ。

　聖騎士達のうち半数は、オレが国王に見本として献上した鋳造魔剣を装備していた。

「むむむ、ヘイム殿でもリュオナ殿でもなく、堅物のヘルミーナ殿か……」

　隊長さんの呟つぶやきは、群衆が上げた歓声にかき消えた。

　それと同時に魔王信奉者達が目め配くばせをするのが見えた。

『始めるよ──』

　オレは「戦術輪話」で声をかけ、「理力の手マジツク・ハンド」で魔王信奉者達を次々に摑つかんで、タマとポチが待つ場所へ投げ飛ばしていく。

　男達が悲鳴を上げるが、周りの歓声にかき消えている。

　彼らが空中を舞ったのに気付いたのは、投げ飛ばされる姿を見た者達とシガ八剣のヘルミーナ嬢だけだ。

　アイテムボックス持ちが一人だけいたので、そいつだけは投げっぱなしではなく、気絶させる為ために受け身を取れない姿勢で地面に投げ落とした。

　そいつがアイテムボックス内に、人を魔族に変える「短角」や「長角」を隠し持っていたら危ないからね。

　──ん？

　微弱だが、「危機感知」スキルが飛空艇の方向に何かがあると警告している。

　視線を上げるのと、レーダーに赤い光点が忽こつ然ぜんと現れるのは同時だった。

　光点はヘルミーナ嬢のすぐ背後。

　視線の先、ヘルミーナ嬢が振り返る。

　剛毛に包まれた何かの腕がヘルミーナ嬢を殴り飛ばした。

　血を吐きながら宙を舞うヘルミーナ嬢に続いて、剛毛の主──レベル四五の中級魔族が飛空艇のハッチを砕いて飛び出した。

「リザ、来い」

　オレは返事も待たずに駆け出し、軽くジャンプしてヘルミーナ嬢を受け止める。

「承知」と叫んだリザが、ヘルミーナ嬢を追撃する剛毛魔族との間に割り込んだ。

　──ＧＷＯＯＯＯＯＲＬＹＥＥＥ。

　咆ほう哮こうを上げた六本腕の剛毛魔族が銀色に輝く。

　どうやら、防御力をアップする何かを使ったようだ。

「……くっ、何が」

　ヘルミーナ嬢がオレの腕の中で、軽いスタン状態から復活した。

　──ＧＷＯＯＯＯＯＲＬＹＥＥＥ。

　再び剛毛魔族が咆哮を上げる。

「敵です」

　足下の地面から生えた岩の槍やりを回避しながら答える。

　岩の槍は剛毛魔族の土魔法によって生み出されたモノらしい。

　避よけきったところで、ヘルミーナ嬢を地面に降ろす。

　リザが相手をする剛毛魔族の所に、聖騎士四人が駆けつけたので、ジェスチャーでリザを下がらせた。

「ヘルミーナ様を後ろから殴ったのはあれです」

「なるほど、あなたは恩人ってわけね──《開け》」

　ヘルミーナ嬢がアイテムボックスから、前に見かけた銃を取り出す。

「お礼代わりにシガ八剣の戦いを見せてあげるわ」

「では微力ながらお手伝いいたしましょう」

「手伝い？」

　オレの言葉にヘルミーナ嬢が微笑ほほえむ。

「──あなた、いいわね」

　いや、余裕なのはいいんですが、聖騎士達がピンチですよ。

　聖騎士達のミスリル剣や魔剣は中級魔族の銀色の毛皮を貫けないのに、向こうの豪ごう爪そうは聖騎士達の盾や鎧よろいを紙切れのように引き裂いている。

　どうやら、あの中級魔族は格闘戦が得意みたいだ。

「ペンドラゴン卿！　あいつは中級魔族だよ！　将軍とギルド長を呼んでくるまで逃げてて！」

　狐きつね将校が叫ぶのが聞こえた。

　彼の後ろでは隊長氏が貴族や市民達の避難を指示している。

「──なっ、中級ですって？　運がないわね」

　ヘルミーナ嬢が装そう塡てん済みの弾丸を抜き取り、アイテムボックスから取り出した別の弾丸を装塡し直す。赤い宝石の弾頭が付いていて綺き麗れいだ。

　構えた銃に彼女の魔力が流れ込む。

　その様子を眺めながら、たまに剛毛魔族から飛んでくる岩の砲弾を、リザと二人で迎撃する。

「本当に運がないわ──」

　銃に流れ込む魔力が増大した。

　いきなり何かの大技を使うつもりらしい。

「──私の前に現れるなんて」

　ヘルミーナ嬢が自信のありそうな顔で引き金に指をかける。

「《穿うがて》　──水すい蝶ちよう銃!!」

　ヘルミーナ嬢の合い言葉「《穿て》」を受け、彼女の銃の周りに水滴が浮かび渦となって銃身の周りを幾重にも旋回する。

　彼女が引き金を引くと、凄すさまじい速さの弾丸が放たれた。

　まるで、螺ら旋せん回転する水滴が弾丸の加速を促したかのようだ。

　水色の軌跡が剛毛魔族の額に吸い込まれ──。

　──避けた。

　剛毛魔族は命中寸前に超反応で身体からだをひねり、腕一本の犠牲で致命傷を避けてみせた。

　彼女の弾丸は剛毛魔族の銀色の毛を貫けるらしい。

　──ＧＷＯＯＬＹＥＬＹＥＬＹＥＥＥ。

「あれを避けるとはね──って、増えた？」

　ヘルミーナ嬢が柳りゆう眉びを逆立てて吐き捨てた直後、驚きよう愕がくの表情になった。

　剛毛魔族の周囲に同じ姿の魔族が五体現れたのだ。

　ＡＲ表示によると、増えたのは剛毛魔族の分体で、レベル三〇の近接戦専門のスキル構成をした奴らだ。

『ご主人様、魔族が増えたけど大丈夫？』

『大丈夫だよ。増えたのはレベル三〇ほどの下級魔族ばかりだ』

『なら、なんとかなるわね。当面は一般人の避難誘導主体のままでいい？』

『裏方で悪いけど頼むよ。リザはオレと一緒にシガ八剣のサポートだ』

『承知いたしました』

　オレ達は「戦術輪話」で素早く状況を共有する。

「おのれ、魔族め！」

「増えた奴らも強いぞ」

「幻影じゃないのか？」

「ぐぬぬ」

　剛毛魔族は分体達を包囲する聖騎士達に一体ずつけしかけ、自分は一体を引き連れてこちらに──というかヘルミーナ嬢めがけて突撃してきた。

「一体引き受けます」

「無理しないで」

　オレの提案に、ヘルミーナ嬢はこちらを振り向く事なく承諾してくれた。

　ヘルミーナ嬢が水蝶銃をアイテムボックスに投げ込み、二丁の拳けん銃じゆうを取り出す。

　拳銃と同サイズの銃剣が付いていて、なかなか格好いい。失われた中二心が蘇よみがえりそうだ。

「銃使いが接近戦をできないなんて言わせないわ」

　急接近する剛毛魔族達に向けて、二丁拳銃から交互に弾丸を叩たたき付ける。

　さすがに反動で殴ったりジャンプしたりはしないらしい。

　今回の弾丸はさほど威力がないらしく、剛毛魔族が盾代わりにした腕で全すべて止まってしまう。

「お前の相手はオレ達だ」

　続く分体の連打を妖よう精せい剣で受け流し、分体の剛毛を摑んでリザの前に投げ飛ばす。

　軽く聖騎士達の様子を確認したところ、魔剣装備の二人は分体相手なら有効打を与えられているようだ。「理力の手」によるサポートは残り二人を中心にしよう。

『リザ、魔族の動きを封じろ』

『承知』

　地面に転がった分体の身体をリザの魔ま槍そうが縫い止める。

　リザの向こうでヘルミーナ嬢が剛毛魔族の拳こぶしを、顎あごを反らしたスウェーバックで避けたのが見えた。

「《再装塡》、徹甲弾」

　ヘルミーナ嬢の合い言葉を受けて、二丁拳銃がキラリと光る。

　どうやら、ガンシューティングのゲームみたいにワンアクションで弾丸の再装塡ができるらしい。

　そこまでして実弾に固執しなくても、魔法銃にすればいいのに。

　ヘルミーナ嬢が身体をのけぞらせた姿勢のまま、自分の上を飛び越える剛毛魔族に下から弾丸を撃ち込んでいく。

　──うわっ。

　男として同情しそうなポイントに何発も着弾し、剛毛魔族が今までと違う悲痛な叫びを上げた。

　魔族でもあそこは弱点らしい。

「ご主人様っ」

　リザが叫ぶ。

　一人の聖騎士を撥はね飛とばし、剛毛魔族の分体が避難する群衆の方に突っ込んでいくのが見えた。

　魔族と戦えそうな巌いわおの騎士や太守の護衛騎士は、自分達の護衛対象を安全圏に護送するのに尽力しているので、分体の対処を任せられそうにない。

『こっそり、「次元デイメンジヨン足払い・スネア」』

　アリサが無詠唱で使った空間魔法が、分体の足をもつれさせる。

「えいっ！」

　ルルが火ひ杖づえ銃で分体の目を狙そ撃げきする。

　分体は先ほど剛毛魔族が見せた超反応で避けようとするが、アリサの魔法で足をもつれさせていたせいで、十全に回避能力を発揮できず、火弾に耳を焼かれた。

　さらに群衆の後ろから飛んできた魔刃を帯びたクナイが分体の目を貫き、残るもう片方の目にルルが放った二発目の火弾が命中した。前者はタマが投げた物だろう。

　──ＧＷＯＧＷＯＲＬＹＺＥＥＥＥ。

「シールドバッシュと告げます」

　悲鳴を上げる分体の胴を、ナナの丸盾が打ち付ける。

『そいつの相手は任せた。適当に相手をしてから倒してくれ』

『おっけー、「舐なめプ」は苦手だけど、ご主人様のオーダーなら応こたえてみせるわ』

　アリサが男前なセリフで承諾してくれた。

　あの一体は任せておけばいいだろう。

　視線の先で、別の一体が聖騎士を投げ飛ばして、駆け出すのが見えた。

　オレはリザが相手をしている分体を彼女に任せ、駆け出した分体の行動を阻止しに向かう。

　うっかり急ぐと縮地や瞬動になるので加減が難しい。

　人命がかかっていると、特にね。

「お前の相手はこっちだ」

　追いついた分体の背を妖精剣で斬きりつけ、振り向きざまに大振りの裏拳を叩き付けてくる分体の攻撃を避け、無防備な脇わき腹ばらを見せる分体をヘルミーナ嬢の前方へ蹴けり飛ばす。

　分体が地面を抉えぐりながら転がっていく。

「《穿て》　──水蝶銃!!」

　ライフルに持ち替えたヘルミーナ嬢が、分体の頭部を撃ち抜いた。

　オレの蹴りで残体力が一割を切っていた分体が、黒い靄もやとなって消えていく。

「さすがはヘルミーナ様」

「シガ八剣がともにある限り、魔族など何ほどのものか！」

　分体の消滅を目にした聖騎士が、士気高く気炎を上げた。

　血まみれ土まみれで満まん身しん創そう痍いだが、彼らの闘志は潰ついえていないらしい。

「きゃああああああああ」

　分体を攻撃した直後のヘルミーナ嬢が、剛毛魔族の攻撃を喰くらって地面を転がる。

　たった一撃なのに、ヘルミーナ嬢の体力ＨＰゲージが半分まで減っていた。

　そんな彼女に止とどめを刺そうと、剛毛魔族が鋭利な爪つめを赤く光らせて追撃に向かう。

　──させないよ？

　オレは瞬動にならないギリギリの加速で、剛毛魔族の側面に跳とび蹴げりを敢行する。

　一撃で倒さないように加減しすぎたせいか、先ほどの超反応を見せて剛毛魔族がクリーンヒットするのを避けてみせた。

　──ＧＷＯＬＹＥ。

　よろめいた剛毛魔族がオレを睨にらんで、油断なく構えを取った。

　剛毛魔族の片側三本の腕が力なく垂れ、体毛の銀色の輝きが消えている。

　先ほどの跳び蹴りで無傷とはいかなかったようだ。

　──ＧＷＯＯＯＯＯＲＬＹＥＥＥ。

　その横っ面にヘルミーナ嬢の銃弾が叩き付けられる。

　剛毛魔族は超反応で頭を守ったようだが、銀色の光が失われた腕はたやすく貫かれ、大きなダメージを受けている。

　紙装甲なヘルミーナ嬢だが、攻撃力はなかなか高いらしい。

「ここは俺おれ達に任せて、お前達はヘルミーナ様の盾になれ」

「分かった、死ぬなよ」

　死亡フラグなセリフを交わし、聖騎士の二人がヘルミーナ嬢のサポートにやってくる。

　実際、残った二人の聖騎士はこのままだと遠からず分体に殺されそうだ。

『ご主人様、すみません』

　リザの謝罪の声に振り向くと、彼女に任せていた分体が黒い靄となって消えていくのが見えた。

　手加減を失敗して、うっかり倒してしまったようだ。

『こっちも討伐しちゃったわよ』

　アリサ達が担当していた分体も、リザとほぼ同時に退治完了したらしい。

　──丁度いい。

『かまわないよ。それよりも聖騎士が担当している二体を引き受けよう。タマとポチもこっちに来られるかい？』

『だいじょび～』

『悪い人達はおまわりさんに渡したから平気なのです』

　マップ情報によると太守の衛兵達が魔族信奉者達の傍そばにいる。

　なら、任せていても大丈夫だろう。

『ルル、ナナの代わりにアリサ達の護衛を任せる。ナナもこっちに来て』

　仲間達が元気に了解の言葉を返してくれた。

「こいつらは引き受けます。皆さんはヘルミーナ様の援護を」

「無茶を言うな。こいつらは魔族だ」

「迷宮の魔物とは桁けたが違うぞ」

　聖騎士は高潔らしく、駆けつけたオレ達に分体を押しつけるのを良しとしないようだ。

「ゴリラは動物園にふさわしいと告げます」

　ナナが問答無用に挑発の乗った言葉を発し、聖騎士達の前にいる分体達を引き寄せる。

「ちょいや～」

「ちぇすとーなのです」

　魔剣を赤く光らせながら駆けてきたタマとポチが、砲弾のように二体の分体を吹き飛ばした。

　それを見た聖騎士達が啞あ然ぜんとした顔になる。

「こちらは大丈夫ですから」

「あ、ああ」

「分かった、任せる」

　先ほどの光景がショッキングだったのか、聖騎士達が素直に首肯してくれた。

　そこにミーアの回復魔法が届き、聖騎士達の傷が急速に癒いえていく。

「感謝する」

「死ぬなよ」

　二人の聖騎士がそう言い残して、ヘルミーナ嬢の方へ駆けていった。

　残る敵はヘルミーナ嬢が相手をする剛毛魔族とオレ達が相手をしている二体の分体だけだ。

『ナナ、一体を引きつけておいて、アリサの火魔法でナナが相手をしている一体を殲せん滅めつ。リザ達はもう一体を逃がさないように相手を』

　オレはそう指示を出して、ヘルミーナ嬢の状況に意識を向ける。

　聖騎士達が剛毛魔族を包囲して動きを妨げ、ヘルミーナ嬢が彼らの背後から銃で剛毛魔族の体力を削っているようだ。

　彼女達を覆うキラキラした光は「光盾レイ・シールド」や「光レイ・輪リング・鎧アーマー」という防御系の光魔法によるモノらしい。

　──ＧＷＯＯＯＯＯＲＬＹＥＥＥ。

　剛毛魔族が自分を中心に放った「石筍トス・ストーン」の魔法で、聖騎士達が血まみれになって吹き飛ばされた。

「まだまだぁああああ！」

「聖騎士の盾はこの程度で砕けん！」

　雄お叫たけびを上げて聖騎士が戦線に復帰する。凄すごい根性だ。

　ミーアが「無謀」と苦言を言いながら、回復魔法で彼らを癒やしている。

「「「■■　光盾レイ・シールド」」」

　聖騎士達が自分の盾に、光魔法の「光盾」を重ねがけする。

　彼らがレベル三二から三七くらいで盾役ができるのは、防御系の光魔法が優秀なだけではない。

　一級品の甲かつ冑ちゆうを装備し、さらに「金剛身」や「受け流し」といった防御系スキルを持つからだ。

「ヘフ、余計な功名心を捨てろ」

「ラカスこそ、ヘルミーナ様に見とれずに働け」

「ヘフ、ラカス、無駄口を叩くな」

　──ＧＷＯＯＯＯＯＲＬＹＥＥＥ。

「魔族の範囲攻撃が来るぞ、備えろ！」

　聖騎士達が光魔法やスキルで防御を固める。

　彼らはシガ王国制式剣術を使えるみたいだから、太守の護衛騎士が前に見せてくれた「桜花一いつ閃せん」を使ってくれるかと思ったんだけど、自分達の攻撃よりもヘルミーナ嬢が攻撃する隙すきを作るのに徹しているようだ。

　一応、見よう見まねで「桜花一閃」を再現できるようになったんだけど、花びらに相当する魔刃の薄片が大きく真紅になってしまって、桜というよりは薔ば薇らみたいな感じになっちゃったんだよね。

　だから、もう一回見て自分の技との差違を確認したかったのだ。

　後ろでゴウンと轟ごう音おんがして熱波が届く。振り向くと分体がアリサの炎に焼かれて黒い靄となって消えるところだった。

　残り一体の分体も、手加減の下手なポチの攻撃で瀕ひん死しだ。

「ご主人様！」

　聞き耳スキルが、アリサの叫びを轟音の中から拾う。

　目の前に片側三本の腕を振りかぶった剛毛魔族がいた。

　よそ見をした一瞬の間に距離を詰められたらしい。

「──桜花一閃」

　しまったっ。

　直前まで必殺技の「桜花一閃」の事を考えていたせいで、とっさに目コピー版の技を出してしまった。

　妖よう精せい剣から薔薇の花びらのような真っ赤な光の細片が散る。

　視界の隅で剛毛魔族の体力ゲージがぐぐぐっと凄い勢いで減っていく。

「《穿うがて》　──魔弾流殺」

　そこにヘルミーナ嬢の必殺技が届いた。

　二連続で放たれた光弾が螺ら旋せん状に輝く粒子をまき散らしながら迫り、剛毛魔族の後頭部を粉砕する。なかなか綺き麗れいな技だ。

　地に伏した頭のない剛毛魔族が黒い靄となって消えていく。

　仲間達が戦っていた分体も、本体消滅と同時に消えてしまったようだ。

　さて、「桜花一閃」はなんて言い訳しようかな？
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「ありがとう、助かったわ。私はヘルミーナ・キリク、シガ八剣をしているの」

　ヘルミーナ嬢が戦闘でボロボロになった服を隠すように、アイテムボックスから取り出した外がい套とうを羽織る。
















「お役に立てて光栄です。私はムーノ男爵家臣サトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します」

　滝のような汗をかきながらも、爽さわやかな挨あい拶さつをするヘルミーナ嬢に、オレも挨拶を返す。

　何が意外だったのか、ヘルミーナ嬢がパチクリと瞬まばたきをする。

　下手な事を尋ねてもやぶ蛇になりそうだったので、格納鞄ガレージ・バツグから取り出した吸湿性抜群のフェイスタオルを手渡して彼女の言葉を待った。

「ありがとう。ムーノって、あのムーノ領のムーノよね？」

　彼女は賢明にも「呪のろわれ領」というムーノ男爵領の蔑べつ称しようを避けて尋ねてくれたので、オレは素直に首肯しておく。

「はい、そうです。ムーノ男爵の勇気が、彼かの地の呪いを払ったのです」

　ついでに、「不死の王ノーライフキング」ゼンが前ムーノ侯爵への恨みで施したムーノ領への呪じゆ詛そが、既に払われている事も告知しておく。

　名前からして、彼女は王領の貿易都市タルトゥミナの南東にあるキリク伯爵領の一族だろうし、シガ八剣というシガ王国のカリスマの一人で影響力もあるはずだから、彼女からの情報拡散を期待してみたのだ。

「あなたはムーノ男爵領の騎士？　迷宮都市には魔核コアの買い付け？　それとも探索者になりに来たのかしら？」

「騎士ではありません。仲間達の修行の為ために滞在しています」

　なんだか職務質問みたいだけど、彼女には悪意がなさそうなので普通に答えた。

「聖騎士の皆さんは大丈夫ですか？」

「ええ、あなたの仲間が戦闘中に癒やしてくれたし、鍛えているから大丈夫よ」

　聖騎士達は戦闘終了時に満身創痍の状態だったので、彼女達に同行していた気弱そうなガルレオン神官が必死に治癒魔法を使っている。

「それにジェイダ神官の術は王都でも指折りだから、任せておけばいい──」

　急にふらついたヘルミーナ嬢を支える。

　手に湿った感触が伝わってきた。

　汗かと思ったが、支えた手のひらが真っ赤だ。

「けっこう深手ですね」

「たいした事ない。光魔法で傷口はほとんど塞ふさいであるわ」

　強がっているが、ＡＲ表示された体力ゲージは七割ほど減ったままだ。

　回復してこれという事は、戦闘中にそうとう血を流したのだろう。

「あの男達は何？」

　ヘルミーナ嬢が衛兵達に捕らえられた魔王信奉者達に気が付いたので、一緒に向かう。

「お疲れ様、ペンドラゴン卿きよう。お手柄だよー」

　衛兵達の傍に狐きつね将校がいた。

「何者か分かりましたか？」

「あれれ～？　魔王信奉者だって分かってて捕まえたんじゃ──」

「──魔王信奉者ですって？　知っていたの、ペンドラゴン士爵？」

　狐将校の言葉に、ヘルミーナ嬢が過敏な感じで割り込んだ。

　魔王関連の預言で訪れた迷宮都市に、魔王信奉者がいたんだから驚くのも無理はない。

「いえ、怪しげなので監視していたら、何かの薬を撒まこうとしていたので捕らえさせたんです」

「そう」

　オレの答えは彼女の期待に応こたえられなかったようだ。

　駆けつけたエルタール将軍やギルド長に状況を説明し、魔王信奉者達を太守公館へ連行するついでに、太守にも事件の説明をする事になった。




「──なるほど」

「さすがはペンドラゴン卿ね、私も鼻が高いわ」

　太守夫妻に説明を終えると、太守夫人が我が事のように喜んでくれた。

　一緒に太守公館に来たエルタール将軍やギルド長も満足そうに頷うなずく。歳としの離れた飲み友達であるオレが活躍したのを、誇らしく思ってくれているようだ。

「それで、その中級魔族はどこから現れたのだ？」

「目撃者の報告によると──」

　太守の質問にヘルミーナ嬢が答える。

　目撃者によると、飛空艇に乗せられていた奴隷の一人が、アイテムボックス内に隠し持っていた紫色の卵を投げ、その卵が割れた場所に発生した魔法陣から、魔族が出現したそうだ。

「奴隷なら主人がいるでしょう？　捕らえたの？」

「はい、奴隷共々捕縛してあります」

　例の魔王信奉者達と同様に太守公館の地下にある魔力を封じる牢ろう屋やに収監されているらしい。

「──太守閣下」

　太守の護衛騎士の一人が太守に駆け寄って何やら耳打ちしている。

「『宝物庫アイテムボツクス』を強制解錠させたところ、中から例の『角』が見つかりました」

　角──人を魔族に変える短角か長角の事だろう。

「短い方か？」

「いいえ、長い方も一本ありました。短いのは五本ほど」

　声をひそめる二人の会話を、聞き耳スキルが拾ってきた。

　──早めに対処しておいて良かった。

　あの状況で群衆の中に中級魔族一体と下級魔族が五体も現れていたら、力を隠したまま犠牲を出さずに倒すのは難しかったはずだ。

「賊の正体は分かったの？」

「太守様にお借りしたヤマト石で調査いたしましたところ、大陸西方に蔓延はびこる魔王信奉集団『自由の光』に属する者だと判明いたしました」

　大陸西方──勇者ハヤトが活動中のはずだから、魔王調査のついでに退治しておいてくれそうだ。

「そう……他国の賊に入り込まれるなんて」

「やはり、ポプテマの代わりはおらぬか……」

　太守夫妻が苦い顔で言葉を交わす。

　諜ちよう報ほう担当だった元緑貴族──ポプテマ前伯爵の抜けた穴は大きいようだ。

「何か新しい情報ですか？」

　太守夫婦の会話が途切れたタイミングでヘルミーナ嬢が声をかけた。

　太守夫人がヘルミーナ嬢、エルタール将軍、ギルド長の三者を招き寄せ、先ほどの情報を伝える。

「それは重畳ですね。あの状況で中級魔族や複数の下級魔族が増えていたら、相打ちでも倒せる自信がありません」

「うふふ、迷宮都市の危機を救った上に、間接的にシガ八剣のヘルミーナ殿まで救うなんて、さすがはペンドラゴン卿ね」

　太守夫人が嬉うれしそうに言う。

　きっと次のお茶会の話題はこの話になりそうだ。

「そうですね、彼ほどの実力があればシガ八剣に推挙する事も可能でしょう」

　ヘルミーナ嬢の言葉に、彼女の随員である聖騎士達や太守の護衛騎士達の間からざわめきが起こった。

　シガ八剣への推挙というのはなかなか大きな事らしい。

「あら」

「ふむ」

　オレの希望を知っている太守夫人とエルタール将軍が、「どうする？」と問いたげな視線を向けてきた。ギルド長は今晩の酒の肴さかなにしそうなニヤニヤ顔だ。

「──もしかして、推挙を望んでいないの？」

　どう断るか頭を悩ませていたオレの「無表情」スキルによる澄まし顔を、ヘルミーナ嬢が見破った。

「まさか」

「シガ王国の武人が断るはずがない」

「まったくだ」

「中級魔族の前に鎧よろいも着ずに飛び出すような戦闘狂だぞ？」

　聖騎士達が口々にヘルミーナ嬢の言葉を否定する。

　最後の一人にはちょっと言いたい事があったが、それより先に、ヘルミーナ嬢に首肯してみせる。

「……変わり者ね」

　ヘルミーナ嬢の失礼な言葉に、大人達が揃そろって頷いてみせた。

　いいじゃないですか、栄達を望まなくったって。
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「いい天気ですね」

　事件の三日後、オレ達は砂漠へ調査に出発するヘルミーナ嬢達を見送りにきていた。

　あの事件が起こった日のうちに王都のドビゥン男爵家──中級魔族召喚の紫卵を投げた奴隷や主人の属する門閥貴族が捕縛され、ドビゥン男爵に紫卵を預けたパリオン神国籍の商人が摘発されたそうだ。

　貿易都市タルトゥミナにあった魔王信奉集団「自由の光」の拠点は、オレが勇者の従者クロに変身して一網打尽にしておいた。

　彼らを捕縛する時に、「パリオン神国語」スキルを始めとした大陸西方四ヶ国語のスキルを覚えられたので、「自由の光」は大陸西方の広範囲に勢力を持つ可能性が高い。

　大陸西方を観光する時は、先に「自由の光」の連中を駆除した方が良さそうだ。

　ともあれ、魔王信奉者達が迷宮都市でしようとしていた何かは未然に防げたし、彼らが何をしようとしていたかは王都の専門家が調べてくれるのを待とうと思う。

　拷問なんて野蛮な事は、専門家に任せるのがいい。

「二日酔いに、この日差しは厳しいな」

　聖騎士の一人が手でひさしを作って、忌々しそうに太陽を睨にらんだ。

「ペンドラゴン卿、昨日は馳ち走そうになった」

「うむ、ラム酒は船乗りが飲む野蛮な酒だと思っていたが、あれほど美味うまいとは」

「イシュラリエのリキュールのカクテルも素晴らしかったぞ」

「……ペンドラゴン卿、次は負けぬ。それまで、シガ王国一の酒豪たる称号『酒仙』は貴君のものだ」

　エルタール将軍主催の飲み会で仲良くなった聖騎士達が好意的に話しかけてくる。

　一人頭痛を堪こらえてる人がいるが気にしてはいけない。

　それに「酒仙」の称号は既に持っているんだよね。

「恐縮です。調査から戻られたら、また酒宴をいたしましょう」

「それは今から楽しみだ」

　この世界の軍人さんは高貴な人も粗野な人も酒好きが多いので、ノミニケーションがすこぶる有効で助かっている。

　お陰で聖騎士団の事や彼らから見た他ほかの騎士団の話が色々と聞けて楽しかった。

「おい、向こうの話が終わったようだぞ」

　太守夫妻やエルタール将軍に出発の挨あい拶さつをしていたヘルミーナ嬢が聖騎士達の傍そばに戻ってきた。

「ペン──」

　オレを見つけたヘルミーナ嬢が、オレの名前を口にする途中で赤い顔を背けた。

　彼女は酒に弱い上に抱きつき癖があるらしく、昨晩の酒宴でギルド長のいたずらに嵌はまって度数の高い酒を一気飲みしてしまい、酒宴の間中オレに絡んできていたのだ。

　たぶん、それを恥じているのだろう。

　オレとしては綺き麗れいな女の人にベタベタされたくらいの感覚なので気にしていない。

　公都でも勇者の従者リーングランデ嬢に酔って絡まれたし、オレの顔は酔って絡みやすい何かがあるのではないかと思う。

「ヘルミーナ様、餞せん別べつです」

「これは水袋？」

　昨日の酒宴で、砂漠の調査は飛空艇ではなく、飛空艇で砂漠の入口まで運んだ砂船という、ヨットのようなモノで移動すると聞いたので、水分補給用のアイテムを用意してみた。

「うわー、『清泉ピュア・の水ウォーター・袋バッグ』なんて張り込んだねー」

　重装備の狐将校がそれを見て驚いてみせた。

　迷宮都市の魔法道具屋で売られている迷宮探索者用の魔法道具マジツク・アイテムだ。

　これは内部の水みず石いしを水晶珠に交換してあるので、市販品よりも長持ちする上に魔力変換効率が高い。

「しかも人数分あるよー、助かるー」

　狐将校が水袋を一つ取り上げて頰ほおずりする。

　彼は大砂漠の案内役として、シガ八剣一行の調査隊に同行するらしい。

　昨日の飲み会では「なんで軍の審議官のオイラが案内なんて！」と嘆く狐将校に、「やかましい！　お前が一番大砂漠に詳しいからだ」と隊長さんがにべもなく拳げん骨こつを落としていた。

　オレはご愁傷様な狐将校から視線をそらして、ヘルミーナ嬢の方を向く。

「大砂漠には水場がありませんから、万が一の保険にお持ちください」

「感謝する、ペンドラゴン卿きよう」

　清泉の水袋を受け取ったヘルミーナ嬢がオレの手を握る。

　ヘルミーナ嬢がオレの耳元に口を寄せた。

　後ろで見守る仲間達の間から、アリサとミーアの「浮うわ気き？」と確認し合う声が聞こえたが、オレは無実を主張したい。

　オレが恋する相手はボルエナンの森のハイエルフ、アーゼさんだけなのだから。

「ペンドラゴン卿、私は毎日正午に魔法道具で西の山にある物見塔に定時信号を送る。それが無い時は私が何か──おそらくは魔王と遭遇して倒されたという事だ。探索依頼が来ても断って逃げろ。王都のジュレバーグ様──シガ八剣筆頭殿を頼るのだ」

　一気にそう告げると、ヘルミーナ嬢が身を引いて飛空艇のタラップを上っていく。

　彼女は「炭鉱のカナリア」役をやるつもりのようだ。

「……まあ、魔王なんてどこにもいないんだけどさ」

　飛び立つ飛空艇を見送りながら、オレは小さく呟つぶやく。

　魔王や魔族関係はもうお腹なかいっぱいなので出てこないでほしい。

　でも、仲間達の安全の為ためにも、迷宮下層を確認しておいた方がいいかな？








選抜大会







〝サトゥーです。試験に合格するというのは、目的ではなく通過点だと思うのです。合格して燃え尽きている場合ではありません。そこからが本当の勝負なのです。〟






「俺おれ達『鷹たかの嘴くちばし』を連れていけば、『階層の主フロア・マスター』討伐だって余裕だぜ？」

「赤鉄の探索者『孤高』のガスト様が力を貸してやるって言ってるだろ！　何が不満だ！」

「ぜひ、某それがしをペンドラゴン士爵の討伐隊に参加させてくだされ」

　屋敷の外から大勢の人達の声が聞こえてくる。

　シガ八剣のヘルミーナ嬢を見送った翌日くらいから、オレ達が「区画の主エリア・マスター」を討伐した噂うわさを聞きつけた人達が、売り込みにやってくるようになった。

　赤鉄の探索者が多いが、「階層の主」と交戦中のジェリル氏や彼のライバルであるザリゴンの討伐隊に漏れた人達なので、あまり実力が高くない人がほとんどだ。

　たまに実力がある人も交ざっていたが、そういう人は概おおむね性格に問題があったので、他の人達と同様にお引き取り願っている。

　そんな事を思い返していると、言い争う声が聞こえた後に屋敷の外が静かになった。

　たぶん、太守夫人が巡回させてくれている衛兵達が、うるさい人達を排除してくれたのだろう。

「ご主人様」

　扉をノックして、アリサがオレの執務室に入ってきた。

「大工さんが探索者学校予定地に目隠しの布を張ってくれたわよ」

「ああ、ありがとう」

　探索者学校の校舎や寮はオレが深夜のうちに、「石製ストーン・構造物オブジエクト」の魔法で作る予定だ。

　元からあった屋敷は、土魔法で地面を掘り返した後、「空間デイメンジヨン切断・カツター」で切り離してストレージに格納しておこうと思う。

　訓練に使う校庭は「土壁」の魔法を使う事で簡単に均ならす事ができるので、校舎建築と一緒にやる予定だ。

「何を描かいてるの？」

「実習予定区画の地図だよ」

　探索者学校の実習で使う為に、迷宮内の入口から近い不人気な第一一区画を開拓する為の地図を作製しているのだ。

　なお、第一一区画はノロォーク王国のミーティア王女や太守三男のゲリッツ君達が、迷賊王ルダマンに襲われた場所でもある。

　そこに出没する騎士殺しと呼ばれる一角ホーン・飛蝗ホツパーと岩頭ロツクヘツド蜂・ビーが厄介で、さらに兵ソルジヤー蟷螂・マンテイスや戦ウオー蟷螂・マンテイスが徘はい徊かいする危険な区画なので、ここをホームグラウンドにしている探索者は少ない。

「うわっ、細かっ。一角飛蝗や岩頭蜂の分布図や巣の場所、それからカマキリーズの徘徊ルートまで描いてあるじゃない。こっちのマークは水場──げげっ、休憩場所や宿泊可能な安全地帯設置予定場所までピックアップしてあるの？」

　地図を流し読みしたアリサが驚きの声を上げた。

「まあね。日帰りでも狩りに行けるけど、どうしても移動時間の方が長くなるからね」

「ふーん、迷宮村の小規模版ってよりも、宿屋くらいの規模かしら？」

「無む闇やみに大きくする必要もないだろ？」

　管理人を置くのも危険だし、山小屋程度の設備しか置かない予定だ。

「でも、どうしてこんなに詳しい地図を描いてるの？」

「実習の担当教官に持たせる為もあるけど、アリサ達にこの狩り場の魔物をある程度間引きしてきてほしいんだよ」

「それは別にいいけど、ご主人様は？」

「オレは皆が開拓作業をしている間に、迷宮下層を調査してこようと思ってさ」

　オレの言葉に、アリサが心配そうな顔になった。

「また、一人で危ない事をするんじゃないでしょうね？」

「しないよ。迷宮下層に魔族や危険な生き物がいないか調査するだけさ」

「なら、いいけど……」

　不承不承頷うなずくアリサの頭を撫なで、もう一度、「危険な事はしない」と約束した。

　なんだかフラグくさいけど、オレも痛い思いはしたくないので、なるべく守りたいと思う。
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「それじゃ、行ってくるよ」

「気を付けてね」

　迷宮の第一区画の分かれ道で、仲間達にそう告げる。

　アリサに地図を見せた翌日、オレは仲間達やサガ帝国の侍カジロ氏とアヤゥメ嬢、そして探索者学校講師予定の「麗しの翼」の面々を引き連れて迷宮に来ていた。

　オレ以外のメンバーは探索者学校の実習に使う場所の開拓が目的だ。

　ついでに、カジロ氏のリハビリと「麗しの翼」の育成も兼ねている。

　昨日のうちに実習予定区画の地図をアリサに渡し、彼女の空間魔法「遠見クレアボヤンス」と「遠耳クレアヒアリス」で実際の地形や魔物の様子を確認させてあるので、オレがいなくても迷子にならないはずだ。

「──え？」

「若様はいらっしゃらないんですか？」

「士爵様、一人は危険だ。私も同行しよう」

「カジロ様が行くなら私も」

　事情を知らない四人が、口々にオレを心配してくれる。

「大丈夫ですよ。これでも普通の魔物くらいなら倒せますから」

「士爵様、いかにお強くても油断は大敵です。誰だれか一人だけでもお供に付けていただきたい」

　カジロ氏の言葉に、少し思案する。

　オレの用事はすぐに済むし、終わった後にギルドに寄って幾つか手続きを行いたい。

　できればアリサかリザを連れていきたいけど、アリサは地図係マツパーの仕事があるし、いざという時にリザが仲間達と一緒にいてくれると安心感が違う。

「それじゃ、ルルに護衛を頼もう」

「は、はい、頑張ります！」

　武装メイド姿のルルを見たカジロ氏達が、「なぜよりによってメイドに護衛を頼むんだ？」と言いたげな顔をしていたが、「ルルが一緒なら安心ですね」とリザが言った事で、納得してくれたようだ。

　他の子達と別れ、しばらく道なりにルルと散歩する。

「ルル、これを羽織って」

「これは──透明になるマントですね」

　ルルの言葉に首肯し、オレも前に都市核シテイ・コアの隔離空間庫で見つけた透明マントを着込む。

　姿の見えないルルと第一区画の入口側の大広間に向かう。幻影を見破れるオレはルルが見えるが、ルルはオレの姿が見えないのでルルと手をつないで移動する。

　迷宮方面軍の駐屯地を抜ける時は、ルルを抱き上げた状態で縮地を使ってタイミング良く扉をすり抜けた。

　そして、そのまま中層へと続く縦穴を天駆で下る。

「怖い？」

「だ、大丈夫です。ご主人様が一緒ですから」

　精一杯強がるルルに、透明マントをずらして微笑ほほえみかけ、そのままゆっくりと天駆で下降する。

　途中で必死に昇降機を操作する探索者達を見かけた。この縦穴は迷宮下層まで続いているが、あの昇降機は中層までだ。

　中層のフロアを通りすぎ、しばらく降下するとレーダーの表示が変わった。

「ここから下層らしい」

「ここが、迷宮下層……」

　オレの言葉に反応したルルが、震える声で呟いた。

　安心させるようにルルの頭を撫で、魔法欄から「全マップ探査」を選択して実行する。

　続いて、幾つかの条件でマップ検索を行い、結果を確認して安あん堵どの吐息を漏らした。

　──良かった。魔王も魔族もいないようだ。

　前回の魔王戦より遥はるかに攻撃手段が増えているから、万が一複数の魔王が出現しても後れは取らないと思うんだが、オレには痛い思いをしてまで死闘を繰り広げるような趣味はない。

　知人の命が危ないような状況じゃない限り、なるべく近寄りたくないね。

　──せっかくだし、もうちょい調べるかな？

　マップで強めの敵を調べてみた。

　上層や中層と違って「区画の主」はいないようだったが、強敵はそれなりにいる。

　なかでも、最大レベル八〇の邪竜エビル・ドラゴン一家やレベル九九もある「太古の根魂エルダー・ルート」という超巨大植物系の魔物なんかは、上層や中層では見かけないくらいの相手だ。下層はなかなか凶悪らしい。

　どちらも外に出られない地形になっていたし、湧わき穴あなの通路も通れないサイズだったので、迷宮を支配する「迷宮ダンジヨンの主・マスター」がその気にならない限り、気にしなくていいだろう。

　先ほど見つけた「太古の根魂」がいる迷宮下層の最深部で迷宮は終わりのようだ。

　その最深部は「試練の間」という名前だったので、ラスボスっぽい「太古の根魂」を倒すと「迷宮の主」あたりが登場する気がする。

　マップ検索では「迷宮の主」が見つからなかったので、さらに別空間があるのかもね。

　ついでに転生者や魔王信奉者なども調べたが、当然ながら見つかる事はなかった。

「よし、調査完了。ルル、地上に戻ろう」

「は、はい」

　狐きつねにつままれたような顔をするルルにそう告げ、縦穴を上昇する。

　迷宮下層に魔族や魔王が潜伏しているんじゃないかという懸念が晴れたし、あまり長居する意味もないので、オレ達は迷宮都市へと戻った。
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「選抜大会？」

「ええ、探索者学校の特待生を選抜する大会を開こうと思いまして」

　特待生は三ヶ月の育成期間中の学費だけでなく、寮を提供し、食費や雑費などの生活費も無料となる。

「サトゥー、あんた『階層の主』に挑戦する下準備中じゃないのかい？」

「ええ、準備中です。ですが、挑戦するには仲間達の力が不足しておりますので、もう少し修行をさせてからと思いまして」

　仲間達が全員レベル五〇くらいにならないと、「階層の主」と戦わせるわけにはいかない。

「そうかい。慎重なのは良い事だ。今までに『区画の主』討伐に成功して有頂天になったバカどもが、『階層の主』に全滅させられたのを何度も見てきたからね……」

　ギルド長に憂いの表情は似合わない。

「それで、選抜大会は開催して宜よろしいでしょうか？」

「あたしに許可を取る必要はないよ。あんたの事だから、太守達の許可は貰もらってあるんだろ？　特別にギルド前や訓練所で、選抜大会参加者募集の告知をさせてやる」

　おっと、頼む前に告知許可が貰えてしまった。

「ありがとうございます、ギルド長」

「おう。感謝は言葉じゃなく、美味うまい肴さかながいいねぇ」

「この間、迷宮兎うさぎを狩りましたから、兎肉料理尽くしといきましょうか？」

「そいつぁ、いいね。エールと安い赤ワインをたっぷり買い込んでおいてやるよ」

　今回の宴うたげはギルド長が酒代を持ってくれるらしい。

　静かに書類仕事をしていたギルド長秘書官のウシャナさんが、「私は兎肉の唐揚げが食べたいです」とにこやかにリクエストしてきた。

　真ま面じ目めそうな彼女も、ちゃんとギルド長の影響を受けているらしい。

　オレはその願いを快諾し、ギルドの掲示板に選抜大会開催の掲示を出す為ために受付へと向かう。

「──掲示内容は承りました。用紙は一番大きいので良いいですか？」

　オレは受付嬢の言葉に首肯する。

　用紙サイズや掲示期間によって料金が異なるらしい。

　講習会や巻物募集は報酬と包括で申し込んだから知らなかったよ。

「ほほう、ペンドラゴンの若様は探索者学校をお作りになるのですね」

　そう言って受付嬢の手元を覗のぞき込んだのは、褐色肌の艶つやっぽい男性だった。

「ちょ、ちょっと！　机の上に腰かけないでください」

「これは失礼──」

　受付嬢の抗議に軽く謝罪した男性がこちらを振り返り一礼する。

「──吟遊詩人のサリシューサスと申します。掲示内容の朗読や告知に吟遊詩人はいかがでしょう？」

　どうやら、彼は仕事の売り込みに来たらしい。

　ちらりと受付嬢に視線を送ってみると、軽く頷いてくれた。

　特に問題のある人物ではないようだ。

「では君に頼もう」

「ありがとうございます。期間は明後日あさつての深夜までで宜しいですか？」

「ああ、それで頼む」

　開催は三日後の早朝なので、それだけ告知すれば十分だろう。

「内容からすると、ギルド前と訓練所前、あとは露店街や迷宮門前を巡回告知すれば良さそうですね。お嬢さん、その告知内容を書いた紙を一枚貰えるかな？　あと掲示台も明後日まで貸し出してほしい」

　彼はテキパキと宣伝の段取りを決めて、「お代は銀貨二枚です」と言って、こちらを推し量るように見つめる。

「宜しく頼む」

「おおっ、値切りもしないとは、若様は吟遊詩人の価値を分かっておられる」

　銀貨二枚を手渡すと、大仰にそう言って笑顔になった。

　オレが女性なら、ころりと惚ほれそうだ。

「あとはお任せあれ。きっと選抜大会を人で溢あふれさせてごらんにいれましょう」

　いやいや、三〇人くらいでいいから。

　掲示台を抱えて意気揚々と出口に向かう吟遊詩人を見送る。

「そういえば──」

　一緒に見送っていた職員の女性が徐おもむろに口を開いた。

「──前に士爵様が気にしておられた子の名前が分かりました」

「紫色の毛をした犬人の子ですか？」

「ええ、クロウという名前だったんですが……」

　名前を告げた後、職員が少し口ごもった。

　何か言うべきか言わざるべきか迷っているようだ。

　その間に「クロウ」という名でマップ検索してみたのだが、全くヒットしなかった。

　なぜか、迷宮都市やセリビーラの迷宮どころか、国王直轄領全体や大砂漠を捜しても見つからない。

「……消えちゃったんです」

　困惑するオレの耳に職員の言葉が届いた。

「消えた？」

「はい、西門の近くで見かけて名前を尋ねたんですけど──」

　彼女の方を見もせずにぽそりと『クロウ』と告げた後、幻のように空気に溶けて消えてしまったらしい。

「幽霊ゴーストの類たぐいだったのかもしれませんね」

　それなら、オレのマップに映らないのも分かる。

　オレは職員に礼を告げて西ギルドを後にした。

　その後、ルルを連れて選抜大会開催に必要な幾つかの手続きや手配を行い、日が暮れる前に迷宮で頑張る仲間達と合流しに向かった。
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「サトゥー」

　合流したオレ達を暇そうなミーアが見つけ、ぽふんと抱きついてきた。

「おか～、開拓は順調よ」

　アリサも暇そうだ。

　前方ではポチとリザが弱らせた岩頭蜂に、「麗しの翼」のイルナとジェナが止とどめを刺している。

　カジロ氏とアヤゥメ嬢の二人はナナと一緒に、通路の奥でカマキリ狩りをしているようだ。

「次～？」

　タマが三匹ほどの一角飛蝗を連れて戻ってきた。

「マ、マジかっ」

「ちょ、まだ倒せてない」

「はりあ～？」

　イルナとジェナの泣き言に、タマは無情に急げと告げる。

　二人には特別にオレ手製のミスリル合金の長剣を貸してあるので、彼女達の技量でも硬い魔物の外皮を軽々と切り裂ける。

「ポチ、タマと一緒に次の魔物の体力を削ってきなさい」

「はいなのです」

　ポチが岩頭蜂の翅はねを縫い止めていた剣を抜き、タマと一緒に一角飛蝗の角や後脚を切断していく。

「お代わりいくよ～」

　イルナとジェナがようやく岩頭蜂を倒し終わったタイミングで、瀕ひん死しの一角飛蝗が二人の前に転がされる。

　それをリザが拘束し、二人が倒すのを促すのだ。

　予定では二人がレベル二〇くらいになるまでこれを続け、そこからは普通に魔物と戦って技量を上げる事になっている。

「レベルアップ酔いは何回か来たかい？」

「まだ二回よ。そろそろ三回目が来るから、今日はそこで終了かしらね」

　今朝レベル九だった二人が、早くもレベル一七になっている。

　探索者学校の実習で引率を担当するまでに、レベル二五くらいまでは上げてもらう予定だ。

　レベル三〇までは必要経験値も少ないし、余裕で上がるだろう。




「──あたし、つくづく自分が凡人だって思い知らされたよ」

「あたしも」

　イルナとジェナが憔しよう悴すいした顔で呟つぶやいた。

　既に本日のレベル上げを終了し、今はオレとルルが用意したキャンプ地で夕飯を食べているところだ。

　仲間達と一緒の怒ど濤とうの制圧コースでカルチャーショックを受けたらしい。

　今日は控えめだったのに、あれでもハイペースすぎたようだ。

「安心しろ、それは私も一緒だ」

「私もです」

　カジロ氏とアヤゥメ嬢も同意の言葉をかける。

　こっちの二人もお疲れモードだ。

「後でお湯を用意しますから、寝る前にさっぱりしてください」

　さすがにストレージから風ふ呂ろ桶おけを出したり、オレやアリサの魔法で風呂桶を作ったりするのは自重した。

「迷宮で湯ゆ浴あみ？」

「嬉うれしいですが、三日間も滞在するなら水と燃料を節約された方が宜しいですよ」

　カジロ氏が目を剝むいて驚き、アヤゥメ嬢が困り顔で助言をくれた。

「う、うん。温かいご飯だけで十分だ」

「美味おいしいし、贅ぜい沢たくだもん」

　イルナとジェナの二人も異論はないらしい。

　それもそうか、普通なら迷宮の奥まで水や燃料を大量に運び込んだりしないもんね。

「お風呂は気持ちいいのですよ」

「命の洗濯～？」

　よく分かっていないポチとタマが、湯浴みを勧める。

「ポチ、タマ。迷宮は何があるか分からんのだ。軽々に装備を脱ぐのは死につながる。湯浴みは地上に戻った時の楽しみにとっておくのだ」

　カジロ氏の言葉にタマとポチが首を傾かしげる。

　いつも迷宮での一日が終わったら、別荘でお風呂に入っているからね。

「警戒なら、ミーアの魔法があるから大丈夫ですよ。お湯も魔法道具マジツク・アイテムで用意するので、ご安心ください」

　オレはそう言って、格納鞄ガレージ・バツグから大きな樽たるを取り出して湯を張ってみせた。

　後で焚たき直さないといけないけど、それを見てカジロ氏達も納得してくれたようだ。

　なお、女性陣が湯浴み中に接近してきた魔物は、オレとカジロ氏で殲せん滅めつした。

「士爵様、私は『階層の主』討伐を手伝いたいと考えていた」

　カジロ氏が魔物から魔核コアを摘出しながら、ゆっくりと語り始めた。

　アヤゥメ嬢はともかく、レベル四〇もあるカジロ氏なら「階層の主」戦に参加してもらっても大丈夫だと思う。

　義理堅い彼なら、仲間達の実力を知ってもそれを外に漏らす事はないだろうしね。

「カジロ殿──」

「分かっている。いや、今日『麗しの翼』の二人の育成を見学し、ナナ殿に同行してカマキリどもを相手にして分かったと言うべきか」

　参加しますか？　というオレの言葉を遮り、カジロ氏が言葉を続ける。

「我らでは士爵様達についていく事はできぬ。口惜しいが、全盛期ならともかく、身体からだが鈍なまった今の体たらくでは、間違いなく足手まといになるだろう」

　カジロ氏が悔しそうだ。

　寄生のようになるのは彼のプライドが許さないのだろう。

「焦る事はありませんよ。カジロ殿なら、いつかシガ八剣にも並ぶ武芸者になれます」

「……ならば、いつか士爵様が誇れるような武芸者になってみせましょう」

　カジロ氏はそう宣言して、部屋の隅で型稽げい古こを始めた。なかなかの気迫だ。

　長なが風ぶ呂ろをする仲間達が戻ってくるまで、その稽古を眺めて過ごした。





◆






「探索者になりたいかぁ～!?」

「「「おーっ！」」」

　拡声の魔法道具を持ったアリサの声が、迷宮都市の外壁に木こ霊だまする。ここは、迷宮都市の北門を出たところにある仮設テントだ。

　アリサの目の前には、探索者学校の特待生志願の子達が三〇〇人以上集まっている。宣伝を頼んだ吟遊詩人はなかなか有能だったらしい。

　こうして見る限り、男女比は七対三で男性が多く、種族では亜人と人族が六対四くらいの割合で、人口比が多いはずの人族が少なめなのが少し意外だった。

　年齢は中学生くらいの子が圧倒的多数だが、中には小学生くらいの子や中年くらいの人達までいるようだ。

　探索者以外の運搬人や定職のない子達をターゲットにしていたんだけど、木証や青銅証の子達もいる。

　中には顔見知りもいた。

「若わー様さま！　俺おえ達らち、特ろく待らい生へいになってれみせへるう！」

　そうオレに向かって宣言したのは、兎人族の少年ウササと彼の仲間達だった。

　彼らは赤鉄の探索者「業火の牙きば」のザリゴン一行が「区画の主」討伐に向かった一件で知り合った子達で、不良探索者ベッソ達に騙だまされて死にかけていたところを助けた事があったのだ。

「──聞け！」

　アリサの横に立つ「麗しの翼」イルナが、魔法道具に頼らず地声だけで子供達に選抜について説明を始めた。

　オレの横にいたウササ少年達も、他ほかの子達と同様にそちらの方に顔を向けた。

「これから、ペンドラゴン士爵主催の探索者学校特待生選抜試験を行う！」

　この中から最初の教え子が決まるだけあって、イルナも気合い十分だ。

　その証拠に、戦闘をするわけでもないのに防具を着込んでいる。

　ちなみに「麗しの翼」の二人の現在の装備は、カマキリ系の素材を使用したもので、レベル二〇になった記念にプレゼントしたら、飛び上がって喜んでくれた。

　なんでも、迷宮都市では蟷螂マンテイス装備はベテランの証あかしなのだそうだ。

「中には勘違いしている者もいるようだから言っておく！　この特待生選抜試験合格者を、ペンドラゴン士爵様が『階層の主』討伐に連れていく事はない。そういう了見の者は立ち去れ」

　イルナの言葉に、何人かの探索者がバツの悪そうな顔をして去っていった。

　ここで才能を見せたらオレがスカウトするとでも思っていたらしい。

「この中から一八名を選抜する。まずは足の速い者を六名選ぶ。迷宮で足の速い者は、斥候として魔物を釣り出してくる重要な役割を担う。この笛の合図をしたら走り出せ。セリビーラの外壁を一周して先着六名を合格にする」

　アリサの吹くピーッという笛の音に合わせて、子供達が駆け出した。

　足を引っかけられて転こける者や、自分の足が絡まって転ぶ者など様々だ。共通しているのは、土つち埃ぼこりにまみれながらも泣き出さずに、誰だれもが自力で立ち上がって走り出すところだろう。実に逞たくましい。

　なぜかポチとタマも一緒に走り出していた。きっと子供達に釣られたのだろう。

「ご主人様、私達も行って参ります」

「マスター、ライダーモードだと告げます」

　騎馬のリザと荷馬車に乗ったナナが子供達に遅れて出発する。

　彼女達には途中で倒れた子供達の回収を担当してもらう予定だ。

　なお、南門からショートカットしようとする不正は、下町の顔役である泥どろ蠍さそりのスコピ達が取り締まってくれている。

　待っている間に暇だったので、「遠見」の魔法でマラソンする子供達を眺める。

　貧血で倒れた子が二人と途中でへばっていた年少者が何人もいたが、それらは既にナナの荷馬車で回収されていた。

「戻ってきたみたいです」

　銃のスコープを覗のぞいていたルルが報告してくれた。

「一番、なのです！」

　ポチがぶっちぎりの一位だ。タマが必死に追いすがっているが、長距離走はポチの方が速いらしい。

「にゅにゅ～、次は負けない～？」

「ポチはいつだって挑戦を受けるのですよ！」

　タマが珍しくムキになって再戦を挑んでいる。

　二人が走り終わって、かなり経たってから子供達の先頭が戻ってきた。

「くそう、犬いう耳や猫ねお耳の人族ろくに走りで負けるうなんてれ。兎人族の名折れだら」

「まさか、ウササ以外らいに負けえるうなあんて」

　一番目と二番目に帰ってきた二人が、ポチとタマを見て悔しがっている。

　開始前に特待生になってみせると宣言してたウササ少年と彼の仲間である兎人族の少女ラビビの二人だ。

「ゆーしゅーゆーしゅー、あの子達は順位に入らないから、あんたらが一位と二位よ」

　アリサがウササとラビビに一位と二位のメダルを手渡す。

　この子達も三位以下を大きく引き離していた。

　しばらくしてゴールした三人目が犬人族、四人目から六人目が人族の少年達だった。

「ゴールしたらしばらく休憩よ」

「汗をいっぱいかいてるから水をちゃんと飲みなさい」

　ジェナとイルナの二人がゴールした子供達に声をかけている。

　少しの休憩時間を挟んで、二つ目の試験だ。この休憩の間に水分補給と、塩分とカロリー補給に焼き菓子を食べさせておいた。

　走っている途中に、空腹で目を回されても困るからね。

　なお、最初の試練で脱落したのは、一〇名。この一〇名は仮設本部の傍そばで、体力作りのやり方や柔軟体操の仕方をルルに教わっている。

「次は耐久走よ。セリビーラの外壁沿いを五周して先着六名を合格にします。二周以上走った者には、お昼ご飯が待っているわよ。頑張りなさい」

「「「オウッ！」」」

　アリサの告知に、最初の時よりも力強い答えが返ってきた。

　今回の試験に参加した者には無条件でご飯を食べさせるつもりなんだけど、目の前のニンジンとして有効そうなので口を出さなかった。

　だが、選抜メンバーに選ばれる可能性の低い先頭集団以外は、二周走った時点で走るのを止やめる者が多かった。

「先頭は女の子だわ」

「本当だ。凄すごく安定した走りだね」

　褐色の肌の少女が僅きん差さで優勝し、同郷らしい少年少女二人が続いていた。続く三人は長距離走の得意そうな獣人達だった。

　負けた子達は悔しそうだったが、それ以上にお昼ご飯に興味が向いているようだ。

　今回の食事の準備には、ミテルナさんやうちの屋敷のメイド達だけでなく、料理をした事がある運搬人の女の子を一五人ほど雇ってある。一四歳から一八歳の地味な容姿の実直な子達だ。

　この一五人はミテルナさんに料理を仕込んでもらって、私立養護院の厨ちゆう房ぼうや炊き出し要員として追加雇用しようと企たくらんでいる。

「肉だぞ！」

「食べきれないくらいの肉にく串ぐしだ！」

「俺おれ、次の試験は絶対に勝つ」

「あたしも！」

　甘めの焼き肉のタレが受けたのか、子供達が荒ぶっている。

　やっぱり子供達は肉好きな子が多いね。

「うみゃ～」

「肉でわんなっぷるなのです」

　ポチは１ＵＰって言いたいのかな？

　残念だけど、焼き肉のタレを塗った肉串に残機を増やす効果はないんだ。

　そして、食事休憩の後に残りの六名を選ぶ。

「では、最後の試練よ。さっき配った小枝を、剣のつもりで構えなさい。そう、肘ひじを伸ばして。その姿勢のまま、最後まで腕を下げなかった者を合格にします」

　子供達から悲鳴が上がった。

　中には武術の試験じゃない事に文句を言う者もいたが、試験内容を変えるつもりはないので黙殺した。

「さあ、始めなさい。不服のある者は遠慮なく去りなさい」

　イルナの言葉に文句を言っていた者達も、不承不承ながら試験を始めた。

　なお、最後の六名は忍耐力や根性のある者が選抜対象だ。迷宮に入る前の事前訓練に耐えられないようでは話にならないからだ。

　一時間で大多数が脱落したが、残り八人になってからは長く、三時間後に最後の一人が脱落して合格者が決まった。

「みんな、今日はありがとう！　試験は来月もやるから、今回不合格になった子達も諦あきらめないで！」

　アリサの閉会の言葉で、不合格になった子供達が、三々五々に西門の方へ帰っていく。

　あの子達には参加賞代わりに、全員に焼き菓子を三枚ずつ配ってある。これは今回参加しなかった子達への呼び水なのだそうだ。

「選抜試験に合格した子達はこちらに集まりなさい」

　イルナが合格者達を集める。

　最終的に選抜されたのは、男の子が一二人と女の子が六人だ。

「それじゃ、説明するわ。聞き逃したら後で周りの子か私達に確認しなさい。うろ覚えのままにしない事、いいわね？」

　イルナとジェナがそう注意してから、合格者達に今後の予定を伝えている。

　二人が地上での基礎訓練を一〇日間指導した後に、六名ずつ三交代で迷宮に連れていき、それぞれ延べ五日、合計一五日で、七レベルくらいになるまで育てる予定だ。

「訓練中の武器防具などの装備品や衣類などは学校から貸与する。あくまで貸し出しなので、大切に使う事」

　ジェナの説明を子供達は神妙な顔で聞いている。

　選抜メンバーに与える防具は、お手て頃ごろな蟻アント装備にするつもりだったのだが、アリサからの強い反対で中止になった。

　家臣として抱え込むならともかく、育成後は一般探索者として独り立ちさせるなら、チート装備は止めた方がいいと止められたのだ。

　アリサだけでなく、イルナとジェナからも止められた。理由はアリサと少し違い、魔物の攻撃を受けても大丈夫な装備だと、攻撃を避よける事が疎おろそかになるのだそうだ。

　それに多少の怪け我がをするくらいでないと、止血の仕方を実戦で学んだり、そういった道具の重要性が身につかなかったりするからとの事だった。

　子供達に与える防具をイルナとジェナに相談したところ、彼女達が以前着用していたのと同じ骨装備と呼ばれる物を勧められた。

　草を編んだジャケットやズボンに、ゴブリンの骨を括くくり付けた装備だ。

　迷宮都市の探索者は骨装備や革装備から始まって、蟻装備、甲虫装備へと進むのが基本らしい。

　武器はゴブリンの大だい腿たい骨こつを素材に使った棍こん棒ぼうを最初に使わせ、二回目から蟻あり爪づめの短たん槍そうを使わせる予定だそうだ。盾役に育てる者には、革盾も与えるらしい。

　この辺の装備は職人街で見習い達が作ったものを、イルナとジェナ達が安く買い集めてきていた。作りの甘い所は、少し手を加えておいたので、低レベルな敵相手なら大怪我をする事もないだろう。

「また、訓練中は学校の寮に住めるので宿代は不要だ。寝具は用意してあるが、寝間着は各自で用意しろ」

　首を傾かしげる子供達がちらほらいた。

　寝間着の意味が分からない子達が少なくないようだ。

「なお、食事は三食で、お代わり自由だ。毎食肉が付くぞ」

「「「うぉおおおおおお」」」

　イルナが付け加えた「お代わり自由」と「毎食肉が付く」という所で、子供達の間から歓声が上がった。

　美味おいしい食事は厳しい訓練の癒いやしになるし、なにより高タンパク高カロリーな食事が丈夫な身体からだを作るから、コストパフォーマンスを気にしつつもルルと一緒に良いモノを選んだ。

　合格者への説明の間に、撤収準備が終わったようなので、血気溢あふれる子供達を探索者学校へ連れていった。

　この特待生達の育成を通してノウハウが溜たまったら、本格的に有料の探索者学校をスタートしようと思う。

　教官の育成もあるし、少なくとも年内は特待生だけで進めるのが良さそうだ。

　探索者学校のスタートを確認したら、オレは仲間達のレベル上げに出発しようと思っている。

　実習を始めるまでの探索者学校はカリキュラムも用意したし、カジロ氏やミテルナさん達にもフォローを頼んであるから、イルナとジェナの二人に任せても大丈夫だろう。

　一応、戦闘中の暇な時にでも、空間魔法の「遠見」で問題が起きていないか確認しようと思う。








迷宮中層へ







〝サトゥーです。バトル系の連載漫画にありがちなパワー・インフレの波は、異世界でも存在するようです。仲間達が強くなるのは良いのですが、鎧がい袖しゆう一いつ触しよくで薙なぎ払はらわれるかつての強敵の姿には悲哀を感じずにはいられません。〟






「魔刃砲、なのです！」

　ポチが「区画エリア・の主マスター」猛毒キング・蛾ポイズン王・モスの前で、魔剣を魔刃で赤く輝かせながら叫んだ。

　──ぷすん。

　そんな音が聞こえてきそうな感じで、彼女の魔剣から赤い光が散る。

「ポチ、溜めから発射のタイミングが違います──こうグググーッと溜めてドンッです」

　リザが猛毒蛾王の魔法攻撃を避けながら、魔刃砲の見本を放つ。

　覚えたての頃は安定していなかったリザの魔刃砲も、最近では射程も収束も命中率も格段に上がっている。

　それはともかく、さっきの説明だと感覚的すぎて相手に伝わらないと思う。

　──ＭＷＯＯＯＯＯＯＴＨＨＨＨＷ。

　魔刃砲の直撃を額に喰くらった猛毒蛾王が、高周波の悲鳴を上げた。

　どこに声帯があるのか気になる。

「手裏剣～？」

　タマが魔刃を帯びた棒手裏剣を猛毒蛾王に向けて投げる。

　棒手裏剣は猛毒蛾王の防御障壁を貫通し、六つある複眼の一つに根元まで刺さった。

「ググググーッと溜めてドンッなのです」

　ポチの魔剣の先から、小さな魔刃砲が出た。

　……どうやら、ポチにはさっきの説明で通じたようだ。

　魔刃砲は猛毒蛾王に届く前に、拡散して消えてしまったが、ポチは飛び上がって喜んでいる。

　後でたっぷり頭を撫なでてやろう。

「次元デイメンジヨン斬・スラツシヤー！」

　アリサが「空間デイメンジヨン切断・カツター」の上位にあたる空間魔法で、猛毒蛾王の翅はねを切り落とす。

　地に墜おちた猛毒蛾王は、もはや仲間達の敵ではなく、前衛陣の連携技で瞬く間に退治されてしまった。

「やっぱ、飛行系は柔やわいけど、前衛の近接攻撃が届かないから倒すのに時間がかかるわね」

「確かに後衛の負担が大きいですね」

　アリサとリザが休息を取りながら意見を交わしている。

「サトゥー」

　ミーアがくいくいと袖そでを引く。

　レベルが上がった報告かと思ったが、どうも違うらしい。

「どうかした？」

「瘴しよう気きが変」

　オレは瘴気視を発動して周囲を見回す。

　猛毒蛾王の死し骸がいに纏まとわり付く濃密な瘴気が、迷宮の床や通気孔に不自然な速さで吸い込まれていっている。

　ミーアの「精霊視」は瘴気を嫌う精霊が見えるので、異変に気が付いたのだろう。

　空間魔法の「遠見クレアボヤンス」を使って流れる先を調べてみたところ、湧わき穴あなに向かって流れている事が分かった。

　なんとなく、迷宮が瘴気の拡散前に回収しているかのような印象を受ける。

「ここ最近、迷宮の魔物を狩りすぎたのかもね」

　サクサクと敵を倒しすぎて上層の三分の二を蹂じゆう躙りんしてしまったせいか、探索者の多い区画以外の魔物補充速度が明らかに遅い。

　湧穴を往来する魔物の密度も減っている感じだ。

　特に、区画の主や眷けん属ぞく級の魔物はまったく補充されない。

　残り一〇区画くらいは仲間達の狩り場にしようかと思っていたけど、狩り場を中層に移した方がいいかもしれない。

「あー、確かにダンマスが怒っても不思議じゃないわ」

　アリサが肩をすくめて人ごとのように言う。

　──ダンマス？

　迷宮ダンジヨンの主・マスターの事かな？

　オレ達に向かって魔物の群れをぶつけてくれるなら、狩り場移動をする手間が省けるんだけど。

　そんな事を考えていると、魔刃砲を成功させたポチが走ってきた。

「ご主人様！　ポチはやったのです！」

「偉いぞ、ポチ」

　えっへんと胸を張るポチの頭を、ぐりぐりと撫でてやると、ポチの尻しつ尾ぽがちぎれそうなほど左右に揺れる。

「にへへ～、ポチはやる時はやる子なのです」

　有頂天なポチが可愛かわいい。

「タマも頑張って、魔刃砲覚える～」

　ポチに先を越されたタマが、ちょっと悔しそうだ。

「急がなくてもマイペースでやればいいよ」

　そう言って、空いている手でタマの頭を撫でた。

「タマ、こうグググーッと溜めてドンッです」

「こう～？」

「違うのです。こうググググーッと溜めてドンッなのです」

「にゅ～」

　リザとポチのアドバイスを受けて、タマが何度も魔刃砲にチャレンジする。

　すぐにタマの魔力が尽きた。

「魔力切れ～」

「使うかい？」

「あい～」

　新作の魔力回復薬を取り出して尋ねると、タマが即答で肯定した。

「びみ～」

　新作のビーフジャーキー味の魔力回復薬は、タマの舌に適かなう味だったらしい。

　二度目以降はオレの「魔力マナ・譲渡トランスフアー」を使ったが、何度か魔力回復を繰り返してタマは魔刃砲の特訓を続けた。

　そして、ついに──。

「ググーッと溜めてドン～？」

　タマの魔剣から、小さな魔刃砲が飛び出した。

　なぜかカーブの軌道だ。

「やった～？」

「タマ、見事です」

「お揃そろい、なのです」

「あい」

　頷うなずくリザとニパッと笑うポチに釣られて、タマも満点の笑顔を見せた。

「さっきの魔刃砲って、曲がってなかった？」

「ボールみたいに回転を付けたら曲げられるものでもないみたいだよ」

　タマの魔刃砲は特に回転がかかっていなかった。

「ご主人様は魔刃砲が撃てるの？」

「まあね」

　アリサの質問に首肯する。

　タマが練習している最中に、爪の先に出した魔刃で魔刃砲ができるか試したらできたのだ。

　前に炎の魔剣で火弾を撃ち出した時とは魔力操作のコツが違ったので、ちょっと時間がかかってしまった。

　魔刃砲は魔力が中級攻撃魔法くらい必要なのに、威力はその半分くらいしかないのでオレが使う事はなさそうだ。

　でも、何かの役に立つかもしれないので、さっき手に入った魔刃砲スキルはポイントを割り振って有効化アクテイベートしてある。

「マスター、宝箱探索タイムだと告げます」

　小休止の後、ナナが元気良く宣言した。

「うふふ、何か珍しい物や綺き麗れいな物が見つかるといいですね」

　ナナやルルも区画殲せん滅めつ後の宝箱探索が待ち遠しかったらしい。

　タマ以外は魔物の討伐キャンプでひたすら魔物の討伐を繰り返しているので、迷宮内のファンタジーな景色を堪たん能のうできる宝箱探索時が気分転換になるのだろう。

　鱗りん粉ぷんが堆たい積せきした不思議空間を歩き、樹氷のような美しい水晶風の枯れ木林に歓声を上げる。

　地面に堆積していた鱗粉は、そのままでも麻ま痺ひ薬として使え、加工すると麻酔系の魔法薬にも使えるのだが、凶悪な暗殺用の毒薬になるので回収しなかった。

「ねぇねぇ、ご主人様。探索者学校の様子はどんな感じ？」

「小さなトラブルが何度かあったみたいだけど、今は特に問題ない感じかな？」

　定期的に「遠見」で様子を見ているが、頑張りすぎてぶっ倒れる子達や訓練で寸止めを失敗して骨折する子が出ている以外は問題ない。

「なら、安心ね」

「マスター、宝箱を発見したと報告します」

「おっと、一個目ね。行きましょう、ご主人様」

　ナナの報告に顔を輝かせたアリサが、オレの手を引っ張って皆の方へと駆け出す。

　結局、見つかった宝箱からは特筆するような品は出なかったけれど、蝶ちようのような仮面やラメっぽい質感のボディコン・ワンピースなんかが仲間達に受けていた。

「今回は魔法の装備品が全然無かったわね」

「無い方が普通だよ」

　呪のろわれた装備品なら三割ほどの確率で出るが、ミスリル剣や魔剣の類たぐいは一割もない。魔法の盾類はそれなりに出ていたが、魔法の鎧よろいに至っては二回しかお目に掛かっていないほど希少だ。

　魔剣も鉄剣程度の性能から、オレの第一世代型鋳造魔剣程度の性能まで幅広いものの、オレ達が使うには属性付与されている以外の特徴がない為ため、単なるコレクションやトロフィーのような扱いでストレージに死蔵されている。

　どちらかというと、今回のような笑える品や魔法書の方が当たりと言えるだろう。
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「それじゃ、しばらく食休みしてて」

　宝探し後の昼食は迷宮別荘に帰還後、ナナのリクエストでエビフライとなった。

　猛毒蛾王の胴体がエビフライに見えたのではないかと思ったが、食欲が失うせそうだったので空気を読んで言及していない。

「ご主人様も一緒に休憩しましょうよ」

「オレは皆が戦っている間に休憩しているから大丈夫だよ」

　引き留めるアリサ達にそう言って、オレは立ち上がる。

　これから迷宮中層の狩り場探索に向かうのだ。

「違う」

　ミーアがふるふると首を横に振った。

「そうよ！　ぴょーんって中層に転移するんじゃなくて、一緒に難所を越えた方が楽しいじゃない」

　アリサの主張に年少組が元気良く頷き、他ほかの子達も控えめに頷いた。

　確かに、一緒の方が冒険している感がある。

「それもそうだね。休憩を終えたら、中層への回廊に一番近いポイントまで跳んで、そこから一緒に探索しよう」

「そうこなくっちゃ！」

「らりほ～？」

「ぐれいと、なのです」

　オレがそう方針を変更すると、子供達が飛び跳ねて喜んでくれた。

　こんなに喜んでくれるなら、多少遠回りでも普通に歩いて行けるコースを探そう。

　中層がどんな場所か想像する仲間達の声に癒いやされながら、オレはマップを開いて中層へのコースを選択し、空間魔法の「遠見」や「遠耳クレアヒアリス」でそのコースに問題がないか経路をトレースする。

　天駆や「理力の手マジツク・ハンド」を活用した場合と比べて一〇倍くらいの時間がかかりそうだけど、たまにはこんな物見遊山コースも楽しそうだ。




「ここはどのあたりなの？」

「セリビーラの迷宮の西端から一キロってトコかな？　地上で言うと、この前、砂漠で遊んだ後に作った石神社の真下あたりだよ」

　最寄りの転移ポイントから二時間ほどをかけて、中層へ続く縦坑のある大広間に辿たどり着ついた。

　ここは迷宮都市セリビーラのある盆地を越え、西にある山脈を越えたさらに西方だ。通気孔に砂が吹き込んだのか、部屋の一部に砂が溜たまっていて、中層へ降りる縦穴にわずかずつ砂が流れ込んでいた。

「マ、マジで？」

「マジだ」

　答えを聞いたアリサ達が絶句する。

　このセリビーラの迷宮がいかに馬ば鹿かげた広さをしているか実感できたのだろう。

「あびす～」

「真っ暗で下が見えないのです」

「あまり近付いたら危ないぞ」

　尻尾を丸めて縦穴を覗のぞいていた子達に注意する。

「あい」

「はいなのです」

　タマとポチが穴の奥に視線を据えたまま、にじにじと後ずさった。

「こっちには入口側の縦穴と違って、エレベーターが付いてないのね」

「あの昇降機は昔の探索者ギルドか国が作らせたんじゃないか？」

　空間魔法の「遠見」で暗くら闇やみに沈む縦坑の反対側までを確認していたアリサが呟つぶやいた。

「ご主人様、あそこから降りられるみたいです」

「マスター、階段がないと告げます」

「ん、下り坂」

　ルルが指さす方を眺めていたナナとミーアがそう口にした。

　縦坑の外周には、螺ら旋せん状の下り坂があり、坂の中央が凹へこんだ感じに緩く湾曲している。

「なんだか、いやーな凹みよね」

　アリサがその形状を見て顔をしかめた。

　きっと、洋画の探検映画の一作目にあった有名なシーン──巨石が転がって追いかけてくるのを思い出したのだろう。

　オレは周囲をぐるりと見回す。

「──アリサ」

　オレは暗闇で見えない天井に向けて術理魔法の「魔灯マナ・ライト」を発動し、そちらを指さす。

「げっ」

「げげげ～？」

「げろげろりん、なのです」

「ダンゴムシ？」

　蓑みの虫むしさながらに、丸まったダンゴムシが天井から細い糸で垂れ下がっていた。

　位置的に見て、一〇体ほどのダンゴムシが順番に凹みを転がっていくのだろう。

　試しに空間魔法の「空間切断」で一本糸を切ってみると、巨大なダンゴムシが通路の幅いっぱいに転がっていった。

　初めはゆっくりだったが、しだいに自動車並みの速度まで加速するようだ。

「全部落とす？」

「通路が崩れたら困るし、そっちは普通に排除するよ」

　オレは魔法欄から「誘導矢リモート・アロー」を選び、プチプチと天井のダンゴムシを始末する。

　もちろん、通路保護の観点から、落下するダンゴムシは「理力の手」で捕らえてストレージに収納しておいた。

「それじゃ、行こうか」

　雰囲気作りの為に灯ともした松たい明まつを持ったリザが先導し、オレのオリジナル光魔法「操蛍光ピクシー・ライト」による蛍のような淡い光が、フットライトのように足下や周囲をほんのりと照らす。

　なかなかいい感じだ。

「よこあな～？」

「いっぱいなのです」

「むぅ？」

　坂道をしばらく下ると、壁の途中に幾つもの横穴が不規則に開いているのを発見した。

「熊くまでも棲すんでそうな横穴だわ」

「魔物が潜んでいる穴もあるみたいだよ」

　マップ情報だと、ほとんどの穴は行き止まりになっており、最奥が湧わき穴あなの通路と接しているようだ。

　おそらく、湧穴が開いて前後から魔物が襲ってくるのだろう。

　探索者が横穴を調査した後に、油断した背後から攻めてきたり、横穴でキャンプをする探索者達を深夜に奇襲したり、と厭いやらしい使い方が予測できる。

「やもり～？」

「こんな時こそマジンホーなのです！」

　タマが見つけたヤモリ──迷宮家守メイズ・ゲツコーに、ポチがいそいそと魔剣を抜いて構える。

　ポチが「えいやー、なのです」と叫んで魔刃砲を放ち、見事に迷宮家守を倒してみせた。

　覚えてからさほど経たっていないのに、ずいぶん発動が速くなっている。ポチは魔刃砲と相性が良いのかもしれない。

　迷宮家守の死し骸がいをストレージに回収し、どんどん坂道を下っていく。

　たまに迷宮蝙蝠メイズ・バツトや迷宮家守が襲ってきたり、壁際に淡く光る苔こけが生えていたり、白骨化した探索者の死骸から「亡霊ワイト」が浮き上がって襲ってきたり、となかなかバリエーションに富んでいて飽きない。

「こんなトコまで探索に来ていた人達もいたのね」

　オレは探索者の死骸をストレージに収納し、彼が持っていた書物をストレージ内でＡＲ表示して読んでみる。

　書かれている文字はフルー帝国語のものだ。

「フルー帝国時代の探索者みたいだ」

　六〇〇年か七〇〇年くらい前の人らしく、戦争嫌いの研究家でもあったようで、「埋没」というマイナーなスキルを駆使して、魔物に紛れてここまで入り込んだらしい。

　最後は熱病に罹かかって亡くなったようだ。

「何しに来たのかしら？」

「彼の日記には『叡えい智ち溢あふれる古代の王とまみえ、永遠に続く生を得て、永えい劫ごうの研究を行うのだ』ってある」

　日記の記述を見る限り、彼は迷宮の最下層に「古代の王」とやらがいると考えていたようだ。

「へー、永遠に続く生かー。ご主人様は欲しい？」

「子供の頃ころは無邪気に欲しいと思ったけど、人間には無理じゃないかな？」

　長老エルフ達の深く澄んだ不動の瞳ひとみが脳裏を過よぎった。

　億万の年を生きるハイエルフのアーゼさんの隣に立てるのは魅力的だけど、人間の精神がそんな長い時間を耐えられるとは思えない。

　若返りの薬なんかで長生きするとしても、一〇〇〇年くらいで十分な気がする。

「まー、そうよねー」

　アリサがそう締めくくり、オレ達は坂道を進む。

　中盤を過ぎたあたりで、坂道の途中に白い湯気が上がっている場所があった。

「周りが苔でヌルヌルだと告げます」

「酸の罠わなではないようですね」

　妖よう精せい鞄かばんから取り出した棒で、湯気の出ている水たまりをチェックしていたナナとリザが報告してくれた。

　微かすかに腐った卵のような臭においがする。

「ねぇ、ご主人様」

　アリサも硫黄の臭いを感じたようだ。

「もしかしたら、迷宮のどこかに温泉が湧わいているかもね」

「本当?!　もしあったら、温泉の傍そばに別荘二号を造りましょうよ！」

　アリサがもの凄すごい食いつきを見せる。

「もちろん、温泉は混浴よ！」

「セクハラ禁止」

　荒い息で涎よだれを垂らすアリサのおでこをピコンと弾はじく。

「ぐあはあああ」

　オーバーリアクションなアリサを放置し、仲間達を「理力の手」で少し大きめの水たまりの向こう側へ運ぶ。

　獣娘達はジャンプで向こう側に移動していたのに、タマとポチの二人はわざわざ戻ってきて、運ばれるのをリクエストしてきた。

「あいたた。ご主人様のデコピンはぜったい何か怪しいスキルが宿って──」

　天井方向を見上げながらぼやくアリサが、途中で言葉を詰まらせた。

「ご主人様、あれ！」

　アリサが驚いた顔で真上方向を指さす。

「きんきら～」

「ごーるど、なのです？」

　側壁の窪くぼみに黄金色の鉱脈が露出していた。

「お宝じゃん、タマやポチならあそこまで登れる？」

「らくしょー、なのです」

　腕まくりして壁を登ろうとするポチを、タマが「ダメ～」と言って引き留めた。

「どうしてなのです？」

「罠いっぱい～？」

　こちらに確認の視線を向ける仲間達に首肯してやる。

「毒噴射に、飛び出るスパイク。さらに、壁が剝はがれる罠まであるよ」

「マジか……」

「それに、あれは黄金じゃなくて、黄鉄鉱の鉱脈だよ」

「よりによって、『愚者の金』か～」

　ＡＲ表示された情報を伝えると、アリサががっくりと項うな垂だれた。

　確か硫黄と鉄の化合物だったと思うけど、抽出が難しいか何かで使い道の少ない金属だったはず。

「くそう！　こうなったら何がなんでも温泉を見つけてやるわ！」

「お～」

「なのです！」

　やけくそ気味のアリサに引っ張られるように坂道を下りきり、オレ達はセリビーラの迷宮中層へとやってきた。

　迷宮入口側の縦坑と違って、こちらは迷宮下層までは通じていない。
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「ふははー、正義は我にアリ！」

　大きな岩の上でアリサが叫ぶ。

　その視線の先では、もうもうと白い湯気が上がっていた。

　なお、この温泉は縦坑から距離的には近いのだが、縦坑のあった区画ではなく、経路的には七つも離れた区画にある。

　魔物を倒しつつ探索したら時間がかかりすぎるので、魔物を倒す時に偶然の事故を装って、湧穴とつながる壁を砕いてショートカットしたのだ。

「さて、それじゃ、ここの温泉近辺の魔物を排除しようか」

　区画内に温泉は幾つかあるが、湧穴ができない場所はここだけなのだ。

「先住民を追い出しちゃうの？」

「魔物を排除するのは当然ではありませんか？」

　温泉につかる小スモール雷・サンダー猿・エイプを見たアリサの言葉に、リザが不思議そうな顔をした。

「友好的かもしれないじゃない」

「それはないみたいだよ」

　オレはアリサ達の幻影を作って、猿の方に歩かせてみた。

　幻影が口を開くよりも速く、小雷猿達が電撃を放って幻影を殲せん滅めつし、歯を剝むき出だしにしてこちらに向かって突撃してきた。

「所しよ詮せんは血塗られた道なのです」

「ばいおれんす～」

　仲間達が戦闘準備を始める。

　ポチに不似合いなセリフは、アリサに教えられた何かのアニメか時代劇のものだろう。

　オレは小雷猿の間を縮地ですり抜け、温泉内の魔物や危険生物を「理力の手」で摑つかんで広場の向こうへと投とう擲てきする。弱めの魔物ばかりなので、仲間達がすぐに始末してくれるだろう。

　オレは天駆で宙に浮かんで地形を確認し、温泉付き別荘を建築する為ための図面作りを始める。

「ご主人様、魔物の始末が終わったから、近場の魔物を掃除しに行ってくるわ。何か注意点はある？」

　中層の魔物は平均レベルが上層よりやや高めだが、「区画の主」や眷けん属ぞくは上層とさほど変わらない。

　むしろ、低レベルの魔物ほど悪質な奴やつが多いのだ。

　毒や麻ま痺ひ、呪のろい、疫病、魔眼、魔力吸収、魔法耐性持ち、物理耐性持ちなど、厄介な能力を持つ奴が多い。

　さらに、過半数がなんらかの魔法的な効果や魔法を使うようだ。

　したがって、レベルが同じでも、中層の方が難易度が高いと言えるだろう。

「毒粘液を出す汚泥マツド・大猿エイプと魔力を吸収しそうな魔喰マナ手長イーター・猿エイプは注意して。他ほかのも魔法を使う奴が多いから油断しないようにね」

「ほーい」

　仲間達を見送り、種類別に整理された魔物の死骸をストレージに回収していく。

　オレは空間魔法の「遠見」や「遠耳」を発動して、仲間達の様子を「並列思考」スキルで監視しつつ、図面作りの続きに戻った。
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「……素晴らしい」

　完成した温泉がよく見える岩場の上で、風ふ呂ろ好きのリザが拳こぶしを握りしめて感動している。

　これだけ喜んでくれたら頑張った甲か斐いがあったというものだ。

　なお、温泉を造っている間に、「温泉技師」や「温泉大将」といった称号が増えていた。

「あいっかわらず、チートな生産力よね」

「失礼な」

　確かに魔法やストレージなんかがあってこその成果だけど、万能というほどでもない。現に別荘の建物までは手が回りきらず、湯船と脱衣所やトイレなどしか造れていないのだ。

　湯船も普通のがほとんどで、ジェットバスやサウナまでは用意できていない。

　いずれ、それらの設備や流れるお風呂や空中チューブお風呂なんかも追加してみたいと考えている。

「でも凄いですよね、この数」

「ん、壮観」

　ルルとミーアが幾つもの露ろ天てん風ぶ呂ろを眺めて目を丸くする。

　元々はお風呂の温度を調整する為に湯船を増やしたのだが、途中から興が乗ってローマ風の風呂や噴水風の足湯なんかも追加してみた。

「檜ひのきのお風呂はないのかー」

「そっちは別荘の内湯に用意する予定だよ」

　檜もいいけど、香りのいい山樹にするのも捨てがたい。

「もう入っていいのですかと問います」

　気の早いナナが服を脱ぎながら尋ねてきた。

　うん、なかなか成長しているね。

「きゃー、ナナさん、隠して！」

「むぅ、禁止」

　ルルとミーアが布でナナの肢体を隠す。

「ごひゅ──」

　目隠しついでにセクハラを敢行してきたアリサを空中で捕まえ、仲間達に脱衣所のある場所を伝える。

　注意事項として、風呂は上流ほど熱湯で下に行くほどぬるくなっており、三段目以降が適温だと伝えておいた。

　一段目は火傷やけどをしそうな温度なので、蓋ふたをしてある。

「うう、いけず……」

「魔物退治で汗をかいただろ？　早く入っておいで」

「はーい」

　涙目のアリサを回れ右させて、他の子と一緒に脱衣所の方へと向かわせる。

　風呂好きのリザはよほど楽しみなのか、珍しく浮かれたステップで歩いている。彼女の尻しつ尾ぽも楽しそうだ。

「ご主人様も行きましょう」

「オレは造る時にたっぷり入ったからいいよ」

　アリサの事だから、「露天風呂に着衣は無粋よ」とでも言って全裸を推奨しそうだしね。

「えー、残念」

　オレの言葉を聞いたアリサが意気消沈したが、すぐに笑顔で顔を上げた。

「そーだ、ご主人様。倒してきた魔物はどうしよう？　わたしの『格納庫ガレージ』だと時間で劣化しちゃうわよ？」

「そうだね。汚れるし先に移そうか」

　何か悪巧みを思いついたのかと思ったけど、広場の隅まで行って普通に死し骸がいの山を受け取った。

　アリサが「格納庫」を開けた時に大量の血が噴き出したけど、とっさに縮地で後退したので浴びてはいない。

　アリサが「失敗した」という顔をしていたように見えたけど、きっと気のせいだろう。

「区画内の魔物は殲滅しきったわけじゃないんだな」

「ええ、雑魚ざこすぎるのや小猿は放置したわ。あと、これって食べられそう？」
















「──金色の柿かき？」

　アリサがアイテムボックスから取り出した大きめの柿を受け取る。

「ええ、なんだか椰や子し蟹がにみたいなのが育てていたのよ」

　アリサがアイテムボックスから続けて取り出した袋に、座布団サイズの椰子蟹が入っていた。

　もちろん既に死骸だ。ＡＲ表示によると迷宮光柿蟹という名前らしい。名称に「光」が入っているのは背甲に砂状の光ひかり石いしがくっついているからだろう。

「小部屋の天井に張り付いたそいつらが柿の木を照らしてたわ」

　蟹が柿の木を育て、実った柿を蟹が食べるわけか。

　なかなか面白い共生関係だ。

「蟹が育てる柿なんて、猿蟹合戦の昔話みたいだね」

「あー、わたしも同じ連想したから、倒した蟹はそいつだけで、取った柿もそれ一個だけ。ミーアの魔法で麻痺している間に、おにぎりをお供えして撤退したの」

　いや、そこまでしなくてもいいと思う。

「それで、その柿って食べられるの？」

　アリサには謎なぞ柿の生態より、柿が食べられるかどうかの方が重要らしい。

「毒はないみたいだけど、渋柿だから干し柿にするくらいしか使い道はないよ」

　いかにもレアな薬品の素材っぽい外見なので、迷宮光柿蟹とセットでストレージの書籍を検索してみたが、該当する資料はなかった。

「あら？　焼しよう酎ちゆうに漬けて渋抜きすればいいんじゃない？」

　アリサがお婆ばあちゃんの知恵袋みたいな事を言い出した。

　後でやり方を教えてもらおう。

「へー、渋抜きなんて初めて聞──」

　その時、背後から大きな水しぶきの音と悲鳴が聞こえてきた。

「じーざす」

「あうちっ」

　──タマ、ポチ！

　オレは縮地で悲鳴の方へと瞬間移動さながらの速度で移動する。

　そこにはタマとポチが下半身を真っ赤に染めて転がっていた。

　ＡＲ表示によると、二人は火傷を負っているらしい。

「すぐ治すぞ」

　オレは二人に魔法欄から水魔法の「治癒：水アクア・ヒール」を選択して発動する。

　ミーアが詠唱を始めていたが、対処は早い方がいいだろう。

「ポチ！　タマ！」

　リザが妖よう精せい鞄かばんを片手に走ってきた。

　魔法薬で癒いやそうと思っていたようだ。

「あい」

「もう大丈夫、なのです」

　傷は癒えても、二人の身体からだは熱を持っているようだったので、ストレージから取り出した氷を二人の傍そばに置いてやる。

「ひえひえ～？」

「冷ちべたくて気持ちいいのです」

　タマとポチが裸のまま氷に頰ほおずりする。

「何があったんだい？」

「申し訳ございません、ご主人様」

「熱湯風呂」

　ミーアが後ろを振り返って指さす。

　そこには蓋を外された熱湯風呂がある。

　たくさんのお風呂に舞い上がったリザが蓋を外して入り、タマとポチもつられて飛び込んでさっきの状態になったらしい。

　リザの肌も赤くなっているが、火傷のような状態にはなっていない。

「二人とも、あのお湯には入っちゃダメだよ」

「あい」

「はいなのです」

　念の為、タマとポチに釘くぎを刺しておく。

「ご主人様、水を持ってきました」

「マスター、早く二人を冷やすべきだと告げます」

　黒髪を振り乱したルルと無表情なナナが冷水を満たした桶おけを運んできた。

「ありがとう、二人とも。もう治療して冷やしたから大丈夫だよ」

「良かった～」

「マスターの迅速な対処を称賛すると告げます」

　安あん堵どしたルルが腰砕けな感じで床に座り込み、ナナが持っていた桶の水を自分で被かぶっていた。

　よく見るとナナの身体も、長時間お湯に浸つかったように真っ赤だ。

「もしかして、ナナも熱湯風呂に入ったのか？」

「イエス・マスター。肌がピリピリして楽しいと告げます」

「ええ、とても素敵なお湯でした」

　ナナに続いてリザがうっとりした顔で続ける。

　いやいや、あれだけの熱湯だと、普通は楽しめるはずはないんだけど？

「魔刃を使う時の要領で、全身に魔力を循環させれば問題ありません」

　視線でリザに問うと、そんな答えが返ってきた。

　対魔物戦闘で使いそうな奥義を必要とする風呂は、色々と間違っている気がする。

「身体強化を重ねると血行が良くなると報告します」

　ナナが魔力循環を実演しながら、身体強化を重ねてみせた。

　各種耐性や防御力がかなり高くなっている。オレが勇者ハヤトから教えてもらった魔力鎧よろいに似ている。後で前衛陣にも教えてあげよう。

　さて、事情は分かったし──。

　オレはストレージからタオルを取り出すと、全裸で談笑する仲間達にかけてやる。

「きゃ」

　恥ずかしがり屋のルルが悲鳴を上げてタオルで胸を隠す。

　ようやく全裸だと気付いたらしい。

「それじゃ、オレは向こうに行ってるから、皆はゆっくり浸かりなさい」

「待って」

　仲間達に背を向けてそう告げ、立ち去ろうとしたオレの腕をアリサが摑つかんだ。

　いつの間にか、全裸になっている。

「わたし達の裸を堪たん能のうしたんだから、ご主人様も裸になって一緒に入りましょう」

「ダメだよ。アリサと違って、肌を晒さらすのが恥ずかしい子もいるんだからね」

　煩悩全開のアリサを諭す。

「ぐぬぬ」

「分かってくれて良かったよ。じゃ、オレはすぐに退散するから、ゆっくり温まるんだよ」

「ま、待ってください」

　ルルがオレの服の裾すそを摑んで引き留めた。

「あ、あの、その……ご一緒に」

　──マジですか？

　ルルとは思えない発言だ。

「よくぞ言ったわ、ルル！　さあさあ男らしく脱いだんさい」

「ん、一緒」

　アリサに続いて、ミーアまで裸でオレの腕をホールドする。

「ご主人様のお背中をお流しさせてください」

　リザも奉仕すると宣言し、真ま面じ目めな顔でタオルを構える。

　そのまま温泉流タオル術でも繰り出しそうだ。

　ナナがリザに続いてタオル片手に前に出る。

「ならば、私はマスターのお腹なかを洗うと宣言します」

　いや、それは色々とダメだから。




「ふう、いいお湯だ」

　一ひと悶もん着ちやくあったものの、オレは仲間達と一緒に適温のお風ふ呂ろに入る事になった。

　さすがに思春期の娘さん達と混浴するのは抵抗があったので、湯着を身に着けるのは譲らずに押し通した。

　オレと同じ湯船に浸かっているのは、アリサ、ミーア、ルルの三人だけで、他ほかの子達は各々で好きなお風呂に散っている。

「ここって石床の上に水晶の玉砂利を敷いているのね」

「綺き麗れい」

　アリサが床に敷き詰めた玉砂利を、湯の中から拾い上げて光にかざし、それを見たミーアがうっとりと目を細めた。

　露ろ天てん風ぶ呂ろの石床や玉砂利は「石製ストーン・構造物オブジエクト」の魔法で造ったものだ。

　皆が怪け我がをしないように、玉砂利の加工は特に丁寧にしてある。

　なお、床の傾斜確認は前に別荘を造った時と同様に、マップの３Ｄ表示を使った。

「リザさんとナナってば、あの熱湯風呂が気に入ったのね」

　リザとナナが熱湯風呂を堪能している。

　よほど気に入ったのだろう。ふにゃりと溶けそうな顔だ。

「ご主人様～？」

「あっちに真っ白のお風呂があったのです」

　露天風呂を探検しに行っていたタマとポチが戻ってきた。

「ここって硫黄泉じゃないの？」

「そうだよ。乳白色のお風呂は、美肌効果のある入浴剤を入れてみたんだ」

　温泉に入浴剤なんて邪道なのは分かっているのだが、硫黄泉用の入浴剤レシピがあったので、つい試してしまったのだ。

「「──美肌」」

　アリサとルルが同時に反応した。

　特にルルは真っ赤な顔でオレの正面に陣取って、じっとオレの鎖骨のあたりを見つめていたので、久々のリアクションかもしれない。

「行ってくる。美肌の欲求には勝てないわ」

「くぅ、……私も行ってきます」

　アリサが先陣を切り、葛かつ藤とうを続けていたルルがその後に続いた。

　ルルは「断腸の思い」とでも言いたげな辛つらそうな表情だ。

「美肌～？」

「ぷるぷるぷるりん、なのです」

　タマとポチも変な振り付けで創作ダンスをしながら、アリサとルルの後を追った。

　今ひとつ元ネタが分からないが、楽しそうだったので追及しなくていいだろう。

「ミーアは行かないのか？」

「ん、独占」

　ミーアが年不相応──いや、外見不相応な大人っぽい笑みを浮かべて、オレの肩に頭を預けてきた。

　たまには、それもいいか。

　オレは「操蛍光」の魔法で作り出した蛍火を天井付近に舞わせて、温泉情緒を楽しんだ。




「うっはー、刺身の舟盛りに、伊い勢せエビのお吸い物？　それに茶ちや碗わん蒸むしまである」

「山菜の天ぷら」

　アリサとミーアが夕飯のメニューを見てテンションを上げる。

　今日のコンセプトは温泉旅館メニューなのだ。

　肉がない事に気が付いたタマとポチが萎しおれ、平静を装うリザの尻しつ尾ぽも力なく垂れているので、後で分厚いステーキを追加で出してあげよう。

「伊勢エビじゃなくて、ガニーカ湾で獲とれたエビだけどね」

　そこでオレは言葉を句切って、とっておきのメニューを取り出しながらニヤリと笑う。

「それから、これもあるぞ」

「待ってました！　ある意味、今日のメインディッシュよね！」

「ゆで卵ですか？」

「違うわ！　温泉のソウルフード『温泉卵』よ！」

　リザの問いにアリサが適当な発言をした。

　そんなに大げさな物じゃないだろう？

「それじゃ食べようか」

　仲間達のお腹の虫が合唱を始めたのでそう声をかけた。

　アリサの「いただきます」で夕食が始まる。

「うわー、とろっとろ！　まさか迷宮の中で温泉卵が食べられるとは思わなかったわ」

　アリサが感嘆の吐息と共に感想を言う。

「山菜天ぷら、美味」

　ミーアは温泉卵の鉢をアリサに押しつけ、マイタケ風キノコの天ぷらに舌鼓を打つ。

　固ゆで卵は食べるのに、半熟は嫌いみたいなんだよね。

「半熟卵みたいだけど、ちょっと違いますね」

「黄身は半熟卵とさほど変わりませんが、白身がほとんど固まっていない感じでしょうか？」

　料理好きのルルとリザは温泉卵の分析をしている。

　ポチ、タマ、ナナの三人は温泉卵をつるんと食べおわると、エビや天ぷらにターゲットを移していた。

「エビうみゃ～」

「サシミーも美味おいしいのですよ？」

「茶碗蒸しのヒヨコが可愛かわいいと告げます」

　皆それぞれに夕飯を楽しんでくれているようだ。

　オレも温泉卵を口に運ぶ。

　最初はそのままプレーンで食べよう。

　アリサじゃないけど、この白身の感じが独特で美味うまい。

　続いて、特製のダシに浸けて食べてみた。ちょっと甘いダシと温泉卵は良く合う。

　一人三個くらい用意しておいたんだけど、これならもっと作っておけば良かった。

　サラダに載せて食べるのも美味しいんだよね。

　次に作る時はミーアにも勧めてみよう。

「ご主人様、温泉卵を食べてたら、味玉が食べたくなってきたわ」

　アリサがそんな事を言い出した。

「なら、明日あしたのお昼はラーメンと味玉にしようか？」

「チャーシューメーンがいいのです」

「ニンニクネギラーメン」

　ポチとミーアからもリクエストが入った。他の子達も異論がないみたいだ。

　やっぱり、迷宮修行は充実した食事とお風呂が必要だよね。
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「あうち、なのです」

　戦闘の追い込みでポチの魔刃が朱金の輝きと共に弾はじけた。爆発したような感じだ。

　皆の視線がポチに向いたが、ポチから「大丈夫なのです」と自己申告があったので、そのまま戦闘を継続する。

　ミーアは精霊魔法の詠唱中なので、回復魔法の支援は期待できない。

　ポチが妖よう精せい鞄かばんを開くのが見えた。魔法薬で治療するのだろう。

「最期だ、と告げます」

　ナナがコールタール状の外皮を持つ虎とらの魔物に向かって挑発スキルを乗せた言葉を叫ぶ。

「魔刃砕壁ブラスト・アーマー」

　ナナが新たに覚えた必殺技が、粘液コールタール・虎タイガーを守る防御障壁を一撃で粉砕した。

「魔槍ドラグ竜退撃・バスター！」

　続いて眩まばゆい赤光を帯びたリザの魔ま槍そうドウマが、粘液虎を貫く。

　外皮を覆う粘液が弾け飛び、胴体に戦車砲でも喰くらったような大穴が開いた。

　リザの新必殺技はなかなか凶悪だ。

　でも、リザはまだまだ満足していないのか、赤く光る魔槍を見つめ、何かを思案している。

「やっぱ、中層は一癖ある魔物が多いわね」

　区画最後の魔物を倒し終わって休憩に入ったアリサが感想を呟つぶやく。

　迷宮温泉を拠点とした魔物討伐は上層ほど時間効率が良くなかったものの、魔物が倒し放題なほど潤沢な事もあって、安定してレベル上げの為ための経験値を得る事ができた。

　ミーア以外はそろそろレベル五〇になる。

「むぅ、ベヒモス」

　ミーアは精霊魔法を詠唱中に魔物が倒れた事にお冠らしい。

　ベヒモスは強いけど、魔力消費が多いから、ミーアでも一回召喚したら魔力が全部なくなってしまう。

　なので、回復や支援魔法を担当するミーアの場合、「区画の主」や区画最後の魔物くらいにしか使う機会がないのだ。

「疑似精霊創造系の精霊魔法は詠唱が長いから、雑魚ざこ相手だと戦闘終了までに終わらないもんね」

「ん、『詠唱短縮』必ひつ須す」

「あると便利そうよねー」

　アリサとミーアが詠唱系のスキルについて意見を交わしている。

「アリサは威力増幅系かい？」

「うん、わたしは無詠唱で使えるし、空間魔法もようやくスキルレベル最大まで上げられたから、火魔法のスキル上げは八で止やめておいて、威力増幅系か魔力回復補助の瞑めい想そう系を取ろうと思ってるわ」

　アリサの雑感だと、スキルレベル八と九、そして九と一〇の間には同じ上級魔法を使う時でも、歴然とした効果の違いがあるとの事だった。

「ご主人様、治してなのです」

　ポチの手が血まみれになっていた。

　さっき必殺技を使おうとした時に、魔刃が爆発して怪我をしたようだ。

　ポチは魔力操作があまり上手うまくないので、魔力を篭こめすぎて制御に失敗してしまったのだろう。

　遊びながら魔力の精密操作を鍛えられる玩具おもちやでも考案してみようかな？

「魔法薬は使わなかったのかい？」

　オレは魔法で治療しながら尋ねた。

「これくらいで使ったらもったいないのです」

「こういう時は我慢して戦闘終了まで待たずに魔法薬を使うんだよ」

「はい、なのです」

　困った発言をするポチを窘たしなめる。

　消耗品は消費してこそ、だからね。

　区画の魔物を倒し終わったオレ達は、恒例の宝箱探しに移る。

「けっこう遅い時間だし、宝箱探しの後に隣の区画に刻印板を設置したら、迷宮温泉に戻ろう」

　迷宮温泉の傍そばに、和風の温泉旅館を建てたので、ここで宿泊もできる。

　オレ達だけだと温泉旅館の一部しか使わないので、迷宮中層でのレベル上げが終わったら、エチゴヤ商会の保養施設に開放するのもアリかもしれない。

　肯定の返事をする仲間達に、夕飯のリクエストを聞きながら宝箱を探す。

「ポチ、あそこの崖がけの上になんかあるから見てきて」

「らじゃなのです」

　アリサが指さしたのは二〇メートルほどの崖の上だ。

　オーバーハングしている上に苔こけむした壁は上りにくいので、タマではなくポチに頼んだのだろう。

　ポチが二段ジャンプの時の要領で、空中に足場を作って崖の上に駆け上がる。

　これはポチが最近覚えた「空歩」という天駆の下位スキルの力を借りたモノで、今のポチの場合、空中で三歩から四歩ほどの足場を作る事ができるのだ。

「宝箱があったのです！」

　ポチが崖の上から笑顔で手を振る。

　オレは天駆で舞い上がり、仲間達を「理力の手」で崖の上に持ち上げてやる。

　宝箱は崖の岩の隙すき間まに隠されてあり、見落としかねない場所にあった。

「偉いぞ、ポチ」

「にへへ～、なのです」

　ポチの頭を撫なでてやると、尻尾がちぎれそうな勢いで左右に揺れた。

　ひとしきりポチの頭を撫でた後、宝箱の中身を確認する。

「かたな～？」

「侍ブレードなのです」

　中から出てきたのは日本刀風の片刃刀だった。

「普通の日本刀？」

「一応、ミスリル合金製の魔剣みたいだね。銘は──バン・ヘルシング？　迷宮産じゃないのかな？」

　アリサの質問に調べた内容を答える。

　ＡＲ表示によるとかなり昔に作られた刀らしい。

　刀本体には切れ味を増すルーンが刻まれているくらいで、特殊な魔法回路サーキツトは搭載されていないが、鞘さやには経年劣化を防ぐ為の固定化の魔法回路がついていた。

「あら？　本物は構えた時にチャキッって鳴らないのね？」

「あれは時代劇の効果音じゃないのか？」

「なーんだ。あのチャキッがいいのに」

　その感想には同意する。

　オレが日本刀を作る時は効果音発生回路を追加しよう。

「アリサ、ポチにカタナを貸してほしいのです」

「ほい」

　アリサが日本刀を鞘に収めてからポチに手渡す。

「居合いバットーなのです」

　ポチが居合いの真ま似ね事ごとをする。

　エルフの侍師匠かサガ帝国の侍カジロ氏に訓練してもらっていた頃ころに学んだのだろう。

「タマも～やる～」

　ポチから刀を受け取ったタマは居合いではなく、忍者刀のように背中に背負ったり、鍔つばを足場にしたジャンプをしたりして遊んでいる。

「タマは忍者が好きなのかい？」

「あい～」

　そういえば手裏剣やクナイの投げ方を、カジロ氏の弟子にして嫁のアヤゥメ嬢に教えてもらっていたっけ。

「タマ、忍者は初めこそ劣化シーフだけど、レベルが上がったら凄すごいのよ？」

「どんなふうに～？」

「空うつ蟬せみの術や分身の術なんかの忍術が使えるようになるし、はだ──」

　海外産の古典ＲＰＧのネタを教えようとしたアリサの後ろ頭をスパンッと叩たたいて中断させる。

　全裸忍者は教育に悪い。羞しゆう恥ち心しんの薄いタマが実行したらどうする。

「そもそも、リアルの忍者は直接戦闘向きじゃないだろ？」

　敵陣に潜入して情報収集したり攪かく乱らんしたりするのが主だったはずだ。

「まーね。でも、創作に出てくるニンジャの方が面白いじゃない」

「どんなの～？」

「ポチも興味があるのです」

　忍者じゃなくて、ニンジャやＮＩＮＪＡなら別にいいか。

　二人に忍者の説明をしていたアリサが、唐突に振り返った。

「そうだ、ご主人様。前に言ってた蛇腹剣や鎖くさり鎌がまは作った？」

　クロの衣装を相談した時に話題に出たヤツかな？

　忍者の武器から連想したのだろう。

「一応、あるよ」

　鎖鎌は普通の鋼鉄製だけど、蛇腹剣は鞭むちのように使うだけじゃなく、タマのクナイや棒手裏剣に使った技術を用いてトリッキーな動きができるようにしてある。

「まさか、本当に作っていたとは！」

　オレがストレージから取り出すとアリサが大げさに驚いてみせた。

　ついでなので、蛇腹剣に遊びで付けたドリルモードも実演してやる。

「おおっ、ネタ武器も目の前で見ると、けっこうな迫力ね」

「使ってみたい～」

「ポチも使ってみたいのです」

　オレは二人に「危ないから気をつけて使うんだよ」と注意してから鎖鎌と蛇腹剣を手渡す。

　案の定、ポチが鎖鎌でグルグル巻きになっていたが、タマは器用に扱ってみせた。

「やっぱりポチは、ニンジャよりもお侍さんの方が合ってるのです」

「ならば、アリサちゃんが本場ジャパンのサムライってもんを教えてあげようじゃない」

　すっぱい葡ぶ萄どう発言をするポチに、アリサがフィクションを吹き込み始めたので、「ほどほどにしておけよ」と軽く釘くぎを刺し、他ほかの子達の探索を手伝いに向かう。

「──この宝箱の中身はティーセットだね」

「変わった形ですね」

「丸くて可愛かわいいです」

　白磁のカップとお皿のセットが二〇組と同じ素材でできたスプーンが付属している。おしゃれで可愛いティーポット付きだ。いずれも魔法道具マジツク・アイテム的な機能はない。

　これらの入っていたケースに古代語の銘が刻まれていたので、迷宮が作った品ではなく、大昔に迷宮に持ち込まれた物だろう。

「マスター、茶色い残ざん骸がいの中からカップの幼生体を発見したと告げます」

「それはミルクピッチャーだよ」

　周りにあった茶色い残骸は茶葉のなれの果てらしい。

　他にも二つほど宝箱を見つけたが、いずれも金貨や宝石が入っているだけで、興味をそそるような品はなかった。





◆






「よっしゃー、レベル五〇到達！」

　少し長めの迷宮探索最終日に、ミーア以外のメンバーがレベル五〇に到達した。

「おめでとう、よく頑張ったね」

　必要経験値の多いミーアが少し拗すねた顔だったので、近いうちにミーアだけを連れてレベル調整しよう。

「羽音～？」

　タマが首を傾かしげた直後、小さな銃声が迷宮に響いた。
















「──空蟬蜂鳥ブリング・バードです」

　光線銃を構えたルルが、そう報告する。

　空蟬蜂鳥が遠くの岩に留まった瞬間を狙そ撃げきしたらしい。

　この空蟬蜂鳥は動きが異様に速い上に、身体からだの周りの空間を歪ゆがめて所在を惑わし、さらに短距離転移まで使う凶悪な魔物だ。

　オレでも遠距離で当てるのはけっこうめんどくさい。

「さすがは狙撃王です。私の魔刃砲ではとても当てる事ができません」

　リザが妹の成長に喜ぶ姉のような顔で、ルルを褒める。

　ルルの銃の腕が上がった頃から、ルルの称号に「魔弾の射手」や「狙撃王」といったモノが増えていた。

「──む、殺気」

「でやぁあああ」

　ミーアが気付いたのと同時に、アリサが無詠唱で火魔法を放つ。

　暗くら闇やみから接近していた小型の迷宮メイズ・油虫コツクローチが豪快に燃え上がった。

「それにしても、中層は迷宮油虫や迷宮メイズ・鼠ラツトが多いわね」

「魔物達の餌えさに丁度いいんじゃないか？」

　増えるのが速いし、過酷な環境でも生存できる。小型の迷宮油虫を食べて迷宮鼠が育ち、その迷宮鼠を食べて他の魔物が育っていくのだろう。

　エチゴヤ商会勢の育成用のターゲットに丁度いいかもしれない。

　一応、メモ帳の備考に記入しておこう。

「マスター、何かスキルは増えましたかと問います」

「ナナは特に増えてないけど、理術のスロットが増えた感じだね」

「帰還後に追加を希望すると懇願します」

　ナナが抱きつくような勢いで迫ってきた。

　分かったから、おっぱいを押しつけるのは止やめなさい。

「他は──アリサ」

「わたし？」

　アリサに視線でタマとポチのステータスを見るように促す。

「うげっ、居合いに忍術？」

　アリサの教えた創作のサムライやニンジャの話を気に入ったポチとタマが、前に見つけた刀で暇を見つけては遊んでいたせいだろう。

　好きこそものの上手なれ、とはよく言ったモノだ。





◆






「ここが『階層の主フロア・マスター』と戦う『試練の間』ですか、と問います」

「そうだよ」

　ナナの質問に首肯する。仲間達がレベル五〇になった記念に、迷宮上層にある「試練の間」を見学に来たのだ。

「それにしても、かなり広いね」

　オレ達がいる第六六区画は、この「試練の間」ただ一部屋しかない。

　大怪魚を五匹同時に解体できるほどの広さがあり、高さも五〇メートル近いので天井が遠い。

　中央に祭壇のような場所があり、そこに「区画の主」の魔核コアを置いて召喚句を唱えると、「階層の主」が現れるらしい。

　広場の大部分は平へい坦たんな更地で、外縁部が闘技場の観客席のようなすり鉢状の石段になっている。

　いや、広いので一見平らに見えるが、中央付近以外の床には二メートルから三メートルの大きさの岩が砂利のように転がっているので、遮しや蔽へい物には困らないだろう。もっとも、「階層の主」の攻撃に対する壁になってくれるのは期待できそうにない。

　それらの岩の間には少なくない数の魔物が徘はい徊かいしているので、「階層の主」と戦う前に掃除が必要だ。

「そろそろ『階層の主』に挑めるかしら？」

「相性のいい奴やつならいけそうだね」

　ギルドの資料だと、迷宮上層に出る「階層の主」はレベル五五前後なので、よほど相性が悪くない限り仲間達が負けるとは思えない。

　敵の種類は毎回違うみたいなので予測不能だが、過去の記録の中でレベル六〇を超えた例は数えるほどのようだ。

「ちょっと見学してみるかい？」

「えっ？　今、『階層の主』を召喚するの？」

　焦るアリサに「違うよ」と微笑ほほえむ。

「中層のジェリル達が『階層の主』と戦闘中みたいだから、観戦しに行かないか聞いたんだよ」

「見たい～？」

「ポチも興味あるのです」

「後学の為ためにぜひ」

「イエス・マスター、観戦を希望すると告げます」

　前衛陣は喰くい気味に観戦を希望した。

「──どうする？」

「行くに決まってるじゃない！」

「ん、同意」

「私も行きます」

　後衛チームも賛成なようなので、仲間達を連れて第一区画経由で迷宮中層へ向かう。

　今回はお忍びなので、前に都市核シテイ・コアの隔離空間庫で見つけた透明マントをメンバー全員に配り、姿を隠して移動だ。




「お、やってるやってる」

　オレ達は少し迂う回かいして、ジェリル氏達が迷宮中層の「階層の主」と戦っている「試練の間」にやってきた。

　視線の先では雪の結晶を纏まとった蔦つたの魔物『氷雪アイス・蔦アイビー・帝エンペラー』が暴れている。

　レベルが五五しかないので、中層に出る「階層の主」としては一番低い感じだ。

「自分達が有利になるように、『試練の間』の地形を改変したのですね」

「長細い落とし穴ですね？」

「あれは塹ざん壕ごうよ。わたし達も、陣地を造る時に掘るじゃない」

「巧み」

「ミーアの意見に賛同すると告げます」

　地形を利用した持久戦のやり方に感心している。

「透けてる～？」

「なんだか薄いのです」

　タマとポチが蔦の半透明な身体に首を傾げている。

「物質透過系の特殊能力みたいだね」

　魔法や魔刃は通じるみたいだけど、カタパルトや大弩バリスタなんかはほとんど効果がないらしい。

　広場の端の方にある破城槌づちや鉄球付きクレーンなんかの攻城兵器類も出番がなさそうだ。

「ジェリルっち、凄すごいわね」

「獅し子し奮ふん迅じん」

　アリサの言葉にミーアが頷うなずく。

　オレが貸し出した「炎の魔剣」を持ったジェリル氏が最前線で縦横無尽に戦っている。

　どうも、氷雪蔦帝は炎属性の魔力が苦手らしく、ジェリル氏の剣が近付くだけで怯おびえたように蔦を引っ込めてしまうようだ。

　しかも、上手うまく怯ひるませた状態に追い込むと、厄介な物質透過系の特殊能力が維持できなくなり、ジェリル氏や後衛の魔法攻撃以外も通じるようになるらしい。

　ＡＲ表示される氷雪蔦帝の体力ＨＰゲージはかなり減っているので、この調子で戦えばジェリル氏達の勝利は揺るがないだろう。

「皆、スタミナがカツカツね。どのくらい戦っているのかしら？」

「少なくとも迷宮温泉を造った時には、氷雪蔦帝が出現していたぞ」

　安全安心な睡眠の為に、毎晩寝る前に魔族や魔王、それから強めの魔物をマップ検索でチェックしているのだ。

　──ＨＹＷＯＯＯＯＨＺＥ。

　氷雪蔦帝が笛のような咆ほう哮こうを上げる。

　ちょうど体力が残り三〇パーセントを割り込んだあたりだ。

「魔法消えた」

「げげっ、魔法消去系のスキルかしら？」

　ミーアの発見にアリサが驚きの声を上げた。

「いや、魔法ニユートラル中和・マジツク系の種族固有能力みたいだね」

　オレは後退したジェリル氏の魔剣に炎が復活するのを指さしながら指摘する。

「なかなか、厄介な技ね。空を飛ぶ奴にあれをされたら、戦えるのがルルだけになっちゃうわ」

「ええ、対策は必要そうですね」

　アリサとリザがさっそく攻略法を考え出した。

　なかなか熱心だ。

　──ＨＹＷＯＯＯＯＨＺＥ。

　戦場で氷雪蔦帝が咆哮を上げた。

　狼ろう狽ばいするジェリル氏達をあざ笑うかのような印象を受ける。

「反対側の根っこが変なのです」

「ずずずん～？」

「何かしら、この震動？」

「むぅ？」

　子供達が異変に気付いた。

　オレ達の視線の先で、ジェリル氏達の足下から地面を突き破って幾本もの蔦が現れた。

　後衛や中衛がいる場所に現れた蔦が、氷の棘とげをまき散らしながら紙装甲の人達を薙なぎ払はらう。

「──ああっ！」

「危険が危ないと告げます」

「このままでは犠牲が増えそうですね」

　ナナやリザが言うように、ジェリル一行の後衛や中衛が危ない。

　ジェリル氏は大丈夫そうだが、重装備の前衛は滅め茶ちや苦く茶ちゃに暴れ回る蔦に挟まれて身動きが取れないようだ。

　ＡＲ表示によると氷雪蔦帝は暴走スタンピード状態になっているらしい。

　まさに「暴走」の名にふさわしいなりふりかまわない戦い方だ。

「ご主人様、助ける？」

「ちょっとだけ、助けてくるよ」

　立て直す時間だけ稼げばいいだろう。

　オレはクロの姿になって、大広場の天井付近から氷雪蔦帝の上に着地する。

　轟ごう音おんを上げて氷雪蔦帝が地べたにめり込んだ。

　土つち埃ぼこりが邪魔なので、風魔法の「風圧ブロウ」で吹き飛ばした。

　地面から生えた蔦が、滅茶苦茶に暴れ出すのが見えたので、「理力の手」を束ねて動きを制限する。

　このあたりは魔法中和状態じゃないみたいだ。

「何者だ?!」

「──そんな事よりも、早く仲間達を立ち直らせろ」

　反射的に誰すい何かしてきたジェリル氏に、優先すべき事を指摘する。

　激怒する氷雪蔦帝の攻撃をのらりくらりと避よけながら、重傷を負ったまま孤立しているジェリル氏の仲間を「理力の手」で保護して、後方の安全地帯へと送る。

「避難完了だ！　貴公も逃げてくれ」

　たった一〇分ほどしか経たっていないのに、半壊状態から避難を完了させたらしい。

　──凄すさまじい統率力だ。

　オレは彼らの手際に感心しつつ、氷雪蔦帝に手持ちの閃せん光こう玉と煙玉を投げて、後方へ退避する。

「助力感謝する。私は『赤竜の咆哮』のジェリルだ。恩人の名を教えてほしい」

「勇者の従者クロだ」

　お礼がしたいと言うジェリル氏に偶然居合わせただけだと主張し、「帰還転移リターン」で、その場を去った。

　仲間達と合流後、しばらくして仕切り直すのを見届ける。

　今度は後衛を安全圏に置き、外周に数人の斥候を配置して警戒を強めるようだ。慎重で驕おごりのないスタンスは好感が持てる。

　オレ達は上層の転移ポイントへ移動後、透明マントを脱いで出口へと向かう。

「わたし達なら勝てるかしら？」

「よゆ～？」

「楽勝なのです」

「油断は禁物ですよ」

　慢心はダメだけど、今の仲間達の装備なら、犠牲を出さずに戦えると思う。

「ミーアがレベル五〇になって、準備を整えたら、やってみるかい？」

　オレの問いかけに仲間達がお互いの顔を見る。

　示し合わせたように、仲間達が一つ頷き、オレの方を見上げた。

「やるわ、わたし達は勝ってみせる」

「ええ、もちろんです」

　アリサの言葉にリザが同意する。

「ふぁいと～？」

「おー、なのです！」

　タマとポチが気合いを入れると、仲間達も一緒に声を揃そろえた。

　さて、オレも色々と下準備を進めよう。








準備







〝サトゥーです。準備は大切ですが、気合いを入れすぎると使わないような物が大量に増えて荷物が肥大化します。大切なのは具体的なイメージのシミュレートによる取捨選択だと思うのです。〟






「お帰りなさい、若様」

　迷宮を出ると、探索者学校の特待生を連れた「麗しの翼」の美人さん──ジェナと遭遇した。

「やあ、ジェナ。これから探索者学校の実習かい？」

「はい、初実習です」

　後ろの特待生だけじゃなく、ジェナも緊張気味だ。

　最初の引率が一人なのも心配だし、誰だれかうちの子達を付けようかな？

「ウササとラビビ～？」

「ガウガルもいるのです」

　タマとポチが特待生の中に顔見知りを見つけて声をかけている。

　特待生側は緊張気味で短く挨あい拶さつを返すだけだ。

「タマとポチも一緒に行ってくるか？」

「いいの～？」

「行きたいのです」

　第一区画に「帰還転移リターン」する前に、普段着に近い簡易装備に戻しているから大丈夫だと思うけど、「誰かの命に危険がない限り戦闘に参加しないように」と言い含めておく。

「ジェナ、悪いけどこの二人も連れていってくれるかい？」

「それは心強いですけど、長期間の迷宮探索後なのに休息を取らなくて大丈夫ですか？」

「だいじょび～？」

「ポチは迷宮なら何ヶ月だって平気なのです」

　タマとポチが口元を拭ぬぐいながら胸を張る。

　きっと迷宮なら毎日が焼き肉祭りだからに違いない。

「特待生でもない奴やつを連れていくなんて……」

「遊びと勘違いしてるんじゃないか？」

　特待生の中から不満そうなひそひそ声がする。

「ばわーか、そんなら事ころを言ってえると後あろで恥ずうかしくうなるうぞお」

「こいつらあはタらマさんとポチひさはんの凄すおさを知らあないからあ」

　タマとポチの実力を知る子達が悪戯いたずらっ子の笑顔で言葉を交わしている。

「いってきま～」

「頑張ってくるのです」

　そんな特待生達の言葉を気にした様子もなく、二人は元気に手を振ってジェナ達と一緒に迷宮に入っていった。

　帰りに探索者学校でイルナや他ほかの特待生の様子を確認し、養護院に土産の虎とら肉にくを届ける。

　屋敷には「階層の主フロア・マスター」戦への売り込みや夜盗が襲来していたらしいが、前者は太守の衛兵が追い払い、後者は野営訓練中の特待生達に捕らえられたらしい。




　翌日の昼休みの時間に、「麗しの翼」の愛あい嬌きようさんことイルナが獣人──兎人二人と鼠人一人を連れて現れた。

「若様、こいつらが前に言っていた『逃げ矢』の連中です」

「こいつら、言うな」

　彼らは探索者学校の教師候補だ。

「いいじゃん、こいつらで。若様、こいつらもあの時の連鎖暴走トレインで借金を抱えて首が回らなくなった奴らなんです」

　イルナによると、彼女達と出会った迷宮蟻メイズ・アントの連鎖暴走の時に一緒にいたらしい。

　顔や名前は覚えていなかったが、一緒に逃げていた不良探索者のベッソ達と違って、オレ達に「逃げろ」と警告してくれたのを覚えている。

「雇用条件などはお聞きで──」

　──なんだ？

　会話の途中で、周りの空気にわずかな違和感を覚えた。

　周囲を見回したその時、付近の木々から鳥が一斉に飛び立つ。

「おわっ」

「なんだ？」

「鳥が──」

　イルナの言葉の途中で地面が揺れた。震度三くらいだ。

　危機感知は働いていないが、少し気になったのでマップを開いて異変を確認する。

　迷宮中層の「階層の主」がいなくなっていた以外に変化はない。

　たぶん、ジェリル氏に討伐されたのだろう。

　──あれ？

　ジェリル氏達のピンチ時にクロとして加勢したせいか、ログに「階層の主殺し／セリビーラの迷宮、中層」や「階層の主『氷雪アイス・蔦アイビー・帝エンペラー』殺し」という称号を得たと出ていた。

「すげぇ揺れたな」

「このあたりは地震が珍しくないのですか？」

「地震？　地揺れなら十数年に一回くらいだぜ」

　なら、さっきの揺れは何だったんだろう？

　魔王顕現の予兆っぽいので、念の為ために瘴しよう気き視しを発動してみたが特に異変はない。

　異変というか瘴気の欠片かけらもない綺き麗れいな状態──いや、おかしい。綺麗すぎる。

　まるで、迷宮内で足りない瘴気を迷宮が外からも集めているかのようだ。

　不意に紫毛の犬人少年クロウの事が脳裏を過よぎった。

　亡霊ワイトのように消えた彼も、迷宮が吸い込む瘴気に乗って迷宮都市に呼び寄せられたのかもしれない。

　特に根拠はなかったが、なぜかこの時のオレにはそう思えたのだ。

「──若様？」

「ああ、すまない。少し考え事をしていた」

　オレは頭を振って、答えの出ない考えを打ち切り、元の話題の続きに戻る。

「イルナから聞いていると思いますが、最初の一週間は研修期間です。その研修期間に問題がなければ教師として雇用します。退職を希望する場合は二週間前に伝えてください」

　オレの言葉に「逃げ矢」の三人が頷うなずいた。

　彼らの借金残高からして三ヶ月くらいは教師をしてくれるだろう。

　教師も増えてきたし、本格運用までに事務職や校長を雇った方が良さそうだ。

　そっちはギルド長に頼んで手配してもらおうかな？





◆






「『赤竜の咆ほう哮こう』達が『階層の主』を倒したぞ！」

　地上に戻った三日後、ギルド長の部屋で探索者学校の校長候補と面談していると、窓の外からそんな叫びが聞こえてきた。

　昨日の今日で、もう討伐の報が迷宮都市に届いたようだ。

「先を越されたね、サトゥー」

　窓から外を眺めていたギルド長が、振り向きざまにそう言った。

「さすがはジェリル様達ですね」

　なんとなく挑発してくるギルド長を、柳に風とばかりに受け流す。

「相変わらず張り合いのない奴だね」

「競争しているわけではありませんから」

　先ほど叫んでいた奴はジェリル氏達に先行して戻ってきた者らしい。

　ジェリル氏達の本隊はまだ迷宮中層にいるので、戻ってくるのは明日あしたか明後日あさつてくらいになるようだ。

「さて、何人無事に帰ってくるかねぇ……」

　そう口にするギルド長の顔に憂いがある。

　彼女にとっては皆自分の孫のような感じなのだろう。

　憂うギルド長のもとを去ったオレは、昼間は迷宮でミーアのレベルを他の子達と同じレベル五〇まで揃え、夜中は王都で納品する為の飛空艇や魔剣類を徹夜で量産したり、仲間達の装備の補修改良をしたりする日々を送った。




　この翌々日、ジェリル氏が迷宮都市に凱がい旋せんした。

　迷宮門前のすり鉢広場には、彼の凱旋を一目見ようとする人達でいっぱいだ。

　広場に入りきらなかった人達が露店広場やギルド前広場にまで溢あふれている。

　人垣の向こうで歓声が上がった。

　マップ情報によると、ジェリル氏達が迷宮門から姿を現したようだ。

「若様、前においでよ」

「そこからじゃ、チビちゃん達が見れないだろ」

　見覚えのある探索者達が、近くの商店の屋根の上から呼んでくれた。

　せっかくなのでご厚意に甘えて、そちらにお邪魔する。

「ありがとうございます、ここからだとよく見えますね」

「声は聞こえないけどな」

　ひげ面の探索者がそう言って笑う。

　いつの間にか設営されていたお立ち台の上に、ジェリル氏達が上がるのが見えた。

　彼はピカピカに輝く新品の鎧よろいと真紅のマントというドレスアップした姿だ。わざわざ着替えてから帰還したらしい。

　お立ち台の前には彼らを後援していた人達の貴賓席が用意されている。

　太守夫人も後援していたようだが、彼女の場合はジェリル氏の方から挨拶に来るので、あの貴賓席にはいないようだ。

「諸君、今日は、私達の凱旋を祝いに集まってくれてありがとう！」

　ジェリル氏の声を「聞き耳」スキルが拾ってきた。

　彼の後ろには七人ほどの高レベル探索者達が誇らしげに立っている。「階層の主」を討伐した中核メンバーのようだ。

　お立ち台の後ろには討伐隊に参加したメンバーが並んでいる。

　出発の時に見かけた隊列から考えると、かなり人数が減っていた。

「私達は無事、迷宮中層で『階層の主』氷雪蔦帝の討伐を果たした」

　ジェリル氏の言葉に合わせて、中核メンバーの一人が紅色をしたビーチボールサイズの魔核コアを掲げた。

「見ろ！　これが『階層の主』氷雪蔦帝の魔核だ」

　群衆が一斉にヒートアップし、続くジェリル氏の言葉がかき消える。

　ざわざわしすぎて、オレの「聞き耳」スキルでも聞こえないので、アリサに空間魔法の「遠耳クレアヒアリス」とオリジナル新魔法の「情報共有シエアリング」を使ってもらい、仲間達にジェリル氏達の声を届けてもらう。

　後者の魔法は「戦術タクテイカル輪話・トーク」の魔法を参考に作ったモノだ。

　討伐に参加したパーティーの紹介や彼らの働きを紹介した後、戦死者達の名を一人一人読み上げ、彼らがいかに勇敢に戦ったかを語り、最後に死者を弔う祈りが討伐に参加していた神官によって行われた。

「では、私達の詳しい戦いの勇姿は、後で吟遊詩人達に語ってもらうとして、お待ちかねの『階層の主』から勝ち取った戦利品の紹介を行おう」

　ジェリル氏が最初に取り出したのは一振りの瀟しよう洒しやな片手剣。

　オレが貸し出している炎属性の第三世代型魔剣は、彼の腰に下げられている。

「これが、氷の魔剣『氷樹の牙きば』だ」

　彼が魔剣に魔力を篭こめると、白銀の片手剣から白い靄もやが吹き上がり、氷の結晶が刃やいばの周りに浮かぶ。

　その様子を見た群衆の間から、歓声とも怒声とも取れる熱狂的な叫び声が上がる。

　でも、氷の剣なんて、長く使っていると手に凍傷を負いそうだ。

　分厚い耐寒手袋とセットで使うといいかな？

「次は大物だ──」

　ジェリル氏に代わって別の探索者が戦利品の紹介を行う。

　電撃の追加効果を持つ斧槍ハルバードを始めとした装備品や大小様々な魔法の品々が紹介された。

　巨大なエメラルドが飾られたティアラや鶏卵サイズのルビーなどが紹介されると、貴賓席の女性達から黄色い悲鳴が上がり、アダマンタイトやダマスカス鋼のインゴットが披露された時には職人のヒゲオヤジ達から怒声が響き渡った。

　ボルエナンの森を訪れる前なら、オレも一緒に歓声を上げていた自信がある。

　わりと冷静に戦利品の紹介を眺めていたオレだったが、その次の品には声を上げずにはいられなかった。

「──おおっ」

「次は三本の巻物、召喚魔法の『伝書鳩サモン・召喚ピジヨン』、死霊魔法の『下級不死クリエート・生物レツサー・創造アンデツド』、そして空間魔法の『物質マテリアル・転送トランスフアー』だ！」

　群衆の反応はイマイチだったが、オレとしては三本とも入手したい。特に最後の「物質転送」が欲しい。

　魔法の道具作製には使えないと思うが、クロなどで暗躍する時に、手紙や証拠品の転送、それから捕縛した悪者の投獄にも便利そうなんだよね。

「ご主人様、次は『祝福の宝珠ギフト・オーブ』みたいよ」

「何か良さそうなのが出るかな？」

　アリサの言葉にそう返す。三つくらいあるようだし、ひょっとしたらオレ達が必要とするような「祝福の宝珠」があるかもしれない。

「一つ目は健康に関心の高い方垂すい涎ぜんの『毒耐性』の宝珠」

　健康に関心というか毒殺が心配な貴族用かな？

「二つ目は聖騎士御用達の『光魔法』の宝珠」

　探索者、商人、貴族を問わずに大きな歓声が上がった。

　この前、シガ八剣のヘルミーナ嬢や聖騎士達と宴会をした時に教えてもらったのだが、聖騎士になるには光魔法が必ひつ須すらしいので、「光魔法」の宝珠は非常に高価で取り引きされる貴重品らしい。

「そして最後の三つ目は──」

　紹介していた司会役の探索者が言葉を溜ためる。

　なにか凄すごい品なのだろう。

「──な、ななんとぉおおお！」

　引っ張りすぎ。

「達人の証あかし、『魔刃』の宝珠だぁああああ！」

「「「うぉおおおおおおおおおおおおおおお！」」」

　司会に釣られた探索者や武人達が地面が揺れそうなほど大きな歓声を上げた。

　木々から鳥が飛び立つほどの大音量だ。

　ちょいちょい、とアリサがオレの袖そでを引っ張り、何か書いた紙をオレに掲げた。

『１．そう？　かんけいないね

　２．ゆずってくれ、たのむ！

＞３．殺してでも、うばいとる』

　何かの家庭用ゲームの有名な選択肢だ。

　いくらなんでも、宝珠一個の為にそこまでする奴やつはいないだろう。

　それが「詠唱」の宝珠なら分かるけどさ。





◆






「来たわ！」

　戦利品の紹介に続いて凱旋パレードをすると聞いたので、仲間達と一緒に見物する。

　着飾った美少女達がパレードの先頭で花びらを撒まいていて華やかだ。

　続くジェリル氏達は新品の衣装や装備を着込んでいて実に煌きらびやかで、年若い探索者達が羨せん望ぼうの眼まな差ざしでパレードに声援を送っている。

「凄い歓声ね」

「そうね。でも、ルル。人ごとみたいに言ってちゃダメよ？」

「──え？」

　アリサの言葉に、ルルが首を傾かしげた。

「わたし達が上層の『階層の主』を討伐したら、わたし達があの歓声に晒さらされるんだからね」

　今から晴れ着の準備をしないと間に合わないわ、とアリサが微笑ほほえむ。

「にゅ？」

「ポチ達が、ああなるのです？」

　タマとポチがきょとんとした顔で、アリサに尋ねた。

「あたりきよ！」

　アリサが古い言葉で肯定する。

「ぐれいと～？」

「すごく凄いのです！」

　タマとポチが全身をピンッと伸ばして驚いた。

「その為ためにはもっと頑張らねばなりませんね」

「あい！」

「はいなのです！」

　リザがそう告げるとタマとポチがシュタッのポーズで同意した。

「絶対に討伐を果たすと宣言します」

「ん、同意」

「はい、頑張りましょう！」

　獣娘達に続いて、他ほかの子達も決意表明をする。

「それじゃ、気合いを入れていくわよ！」

「「「おー！」」」

　ムードメーカーのアリサが腕を突き上げて宣言すると、他の子達も異口同音に腕を上げて気炎を上げる。

　オレは仲間達を連れて迷宮へと足を向けた。





◆






「それじゃ、ちょっと出かけてくるよ」

　迷宮に到着後、最終調整した武装の慣熟訓練をする為に、比較的強めの魔物がいる区画へやってきていた。

　ナナ、タマ、ポチの剣は最終調整を経て、オリハルコン多めの合金となり、鎧と同様に金ぴかになってしまった。伸縮に必要な魔力が増えたものの、強度が三割増しになっている。

　また、魔法回路サーキツトに青液ブルーを使用し、リザの竜りゆう爪そう槍やりと同様に聖剣仕様にしてみた。

　リザの竜爪槍は軸をオリハルコンに変更しただけだ。リザは魔ま槍そうドウマを使い続けたいようなので、そちらの強化方法を早めに探したいと思う。

「師匠達に招待状を届けるついでに、ちょっと王都に寄ってくる」

　仲間達が「階層の主」を倒す勇姿を、エルフ師匠達に観戦してもらう為に招待しに行くのだ。

「ダミー軍団の手配もするんだっけ？　長くかかりそう？」

「いや、夕方には帰ってくるよ」

　アリサが言うダミー軍団というのは、仲間達と一緒に「階層の主」と戦うという事にするメンバーの事である。

　さすがに一パーティー八人で「階層の主」を討伐するのは有り体に言って異常なので、そのカモフラージュの為にボルエナンの森に住むエルフ達が使役するリビングドール達を傭よう兵へいに雇おうと考えている。

　もちろん、実際に戦うのは仲間達だけなんだけどさ。

「そうだ──魅了攻撃する『魔導多頭蛇マギ・ヒユドラ』には手を出さないようにね」

　オレは転移前に仲間達に一つ釘くぎを刺す。

　魔法中和の種族固有能力を持つので仮想「階層の主」に適しているのだが、魅了攻撃を受けた仲間達が同士討ちをしたら、大変な事になりかねないので禁止した。

「えー、このベールがあれば魅了攻撃なんて防げるじゃない？」

　アリサが新装備に追加したベールを摘つまんで問いかけてきた。

　後衛の頭部が無防備すぎたので、「階層の主」戦用に頭部を保護するサークレット付きのロング・ベールを用意したのだ。

　花嫁さんが被かぶるウェディング・ベールと違って華きや奢しやなレースではなく、黄金色に輝くオリハルコン繊維製なので非常に美麗な上に、物理防御力と魔法防御力の双方に優れる。

「完かん璧ぺきかどうか分からないから、試すのはオレが戻るまで待って」

「はーい」

　一応、仲間達の装備には魅了や邪眼対策を施してあるけど、完璧じゃないからさ。




　オレはボルエナンの森を訪問する途中で、南洋のラクエン島へ寄ってみた。

　最近、魔王復活を危ぶむ噂うわさが多いので、その候補の一つである「狗く頭とうの魔王」の話を聞く為だ。

　ラクエン島に住むレイは、ララキエ王朝最後の生き残りであり、「狗頭の魔王」が活動していた二万年前の生き証人でもある。

「『狗頭の魔王』ですか？」

　レイが憂ゆう鬱うつそうに目を伏せる。

「うん、どんな魔王だったのか知りたくてさ」

「私は戦場に出た事がないので具体的な強さは分かりません。でも、天てん護ご光こう蓋がいに守られ魔砲や天罰砲を持つ浮き城さえ、たやすく沈められてしまうほどだったそうです」

　天護光蓋はオレの集束レーザーでも破れるくらいだけど、狗頭の眷けん属ぞくである「海王」の触腕連打や魔法攻撃を防いでいたから、それなりに強度が高かったはずだ。

「ごめんなさい、役に立たなくて……」

「いや、さっきの話だけでも十分役に立つよ」

　俯うつむくレイにお礼の言葉を告げる。

「……ロウは今も、自由を求めて苦しんでいるのかしら」

　声にならない小さな呟つぶやきを、聞き耳スキルが拾ってきた。

　名前の部分は最後しか聞き取れなかったが、話の流れから狗頭の件で思い出した昔の知り合いの事ではないかと思う。

　オレは魔王によって非業の死を遂げたであろう某なにがしロウさんに黙もく禱とうを捧ささげる。

「姉様？」

「ううん、なんでもないの」

　ラクエン島で一緒に暮らす妹のユーネイアの問いに、レイは作り笑いで首を横に振った。

　それ以降はレイも話したくない様子だったので、オレはラクエン島をお暇いとまし、ボルエナンの森へと向かった。




「──もう『階層の主』と戦うのか？」

「無謀」

「さすがにレベル五〇くらいないと危なすぎるぞ」

　討伐観戦の話を切り出すと、師匠達から待ったがかかった。

「大丈夫ですよ。仲間達は既にレベル五〇になりましたから」

　オレがそう請け合うと、師匠達から驚きの声が上がった。

「パワーレベリングはしていないんだろうね？」

「はい、ミーアの経験値調整以外ではしていません」

　高性能装備や潤沢な薬品、それから戦闘後の体力回復や魔力回復を行ったが、それは彼らの懸念する「強者が瀕死にしたパワー魔物を弱者が狩ってレベ不当に経験値を得るリング」ではないはずだ。

「分かった。招待に応じよう」

　エルフ師匠のヒシロトーヤ氏が代表してそう言ってくれた。

「何か手伝える事はあるか？」

「はい、実はちょうどお願いしたい事が──」

　オレがダミー軍団の協力をお願いすると、彼らは快く協力すると言ってくれた。

　三日後に「階層の主」と戦うので、エルフ達が労働力に使っているリビングドール達を借りるだけのつもりだったのだが、ボルエナンの森に住むスプリガン、レプラコーン、トロルなんかの妖よう精せい族や森の外縁部に暮らす獣人達の戦士達が来てくれる事になった。

「迎えに来なくて大丈夫よ。レリリルにこのメダルを渡しておいて。それを目印に私がドライアドと世界樹の力を借りて『森の道アルフ・ロード』を開くわ」

　そう言ってくれたのは、ハイエルフのアーゼさんだ。

　ドヤ顔のアーゼさんも頰ほおずりしたいくらい可愛かわいい。

「それは凄いですね」

「今は世界樹の魔力が潤沢にあるからできるの。サトゥーが世界樹を汚していた邪海月エビル・ジエリーを駆除してくれたお陰よ」

　褒められると照れるのか、アーゼさんが古い話を持ち出して謙けん遜そんする。

　迷宮都市へ直接『森の道』を開かれると色々まずい事になりそうなので、迷宮都市のある盆地を囲む山々の一つに開いてもらう事にした。

「そうだ、アーゼさん──」

　迷宮都市に過去に現れた魔王について知らないかアーゼさんに尋ねてみた。

「んー、私達はあまり外の世界に干渉しないから……」

　それに魔王や魔族はエルフの森へ襲撃しに来た事はないそうだ。

　ついでに迷宮都市に来た事があるエルフ師匠達にも尋ねてみたが、時期が違ったらしく特に情報は得られなかった。

　準備を始めるというアーゼさんと別れ、オレは王都へと向かう。

　王都で飛空艇や魔剣類を納品する為だ。

　飛空艇を王都へ運ぶ途中で、牧場を襲う魔物を駆除したり、貴族の馬車を襲う盗賊を退治したり、といったアリサが喜びそうなシチュエーションに遭遇したが、たいした事じゃないので割愛する。

　納品ついでに王都のエチゴヤ商会の面々にも会ってきたが、店舗のオープンや迷宮都市と王都を結ぶ運送業者との契約など色々と忙しそうだったので、長居はしていない。

　あっちは支配人やティファリーザに任せておけば大丈夫そうだ。

　迷宮都市の下町長屋も、エチゴヤ商会セリビーラ支店として活動を始め、元運搬人のポリナを支店長として登録を済ませてある。





◆






「サトゥー！」

　王都からお土産を持って帰ってきたオレを最初に見つけたのは、やはりミーアだった。転移魔法を使うと精霊が慌てるそうで、数瞬だが事前に分かるらしい。

　オレが迷宮を出た時は狩り場にいたのに、既に本日の戦闘を終了してアリサの空間魔法で迷宮別荘に帰還していたようだ。

「やっぱり！　ご主人様なのです！」

「おかり～」

　ミーアに遅れてポチとタマが別荘の方から駆けてきた。

　この二人は空間か魔力の揺らぎを察知して、オレの転移が分かるそうだ。「なんとなく」分かるだけらしいので、何を察知しているのかは二人も良く理解していないみたいだ。

　到着は三人同時だ。

　ミーアはぽふんと正面から。

　タマはぴょんと跳んで首投げでもしそうな勢いで、オレの首に着地して肩車スタイルになる。着地の時に「ぱおだる～いん」と微妙に間違ったセリフを言っていたのはアリサのせいだろう。

　ポチはヒグマ相手でも一撃で倒せそうな勢いで頭からぶつかってきた。ミーアの後頭部に膝ひざが命中しないように、「理力の手マジツク・ハンド」も使って優しく受け止める。

　涙目のポチが下から「アリサが～」と訴えている。

「──どうしたんだい？」

　理由を聞いてみても、あうあう言うか、「アリサが」と繰り返すばかりで、言葉が続かない。人の悪口を言ってはダメとリザに躾しつけられたせいか、人を罵ば倒とうする言葉が上手うまく出てこないようだ。

「情緒不安定」

　ミーアが横抱きにしたポチの横から顔を出して教えてくれるが、ポチの事なのかアリサの事なのかよく分からない。もう少し、言葉を増やしてほしいものだ。

「けんげんがくかう～？」

　喧けん喧けん囂ごう囂ごうか侃かん侃かん諤がく諤がくかな？

　肩車したタマが、オレの髪の毛をモシャモシャとかき混ぜながら、覗のぞき込んでくる。

　よく分からないから、アリサ達に直接聞こう。

「お土産もあるから、食べながら話そうか」

「にく～？」

「甘味？」

「両方だよ」

　オレの言葉にテンションの上がる三人。

　ポチと目が合うと、ちょっと気まずそうにして「肉はベツバラなのです！」とそっぽを向いて口笛のマネをしている。

　肉が別腹なら、本腹？　には何が入るのか小一時間問い詰めたい。

「おかえりなさい、ご主人様」

「ただいま、ルル」

　入口で出迎えてくれたルルに食材の入った格納鞄ガレージ・バツグを渡し、食材の調理法やサイドメニューについて指示しておく。

　別荘の扉を開けると、アリサ達の論争する声が聞こえてくる。

「だから！　さっきから言ってるじゃん！　最初の一撃は、遠距離から最大威力の魔法を叩たたき込こんで、相手の武器や機動力を奪うべきなんだってば！」

「否定します。その一撃で敵対心ヘイトを稼ぎすぎると、アリサ達後衛の命が危険で危ないのです」

「タゲなんて短シヨート距離レンジ・転移リープで切るわよ」

「切れなかったら危険すぎます。それに一いち番ばん槍やりは武人の誉れといいます。我々前衛陣が突撃して敵を削り、相手が暴走スタンピード状態になってから、アリサ達後衛が威力の大きな魔法で追い込むのが常道でしょう」

「でも、それじゃ、リザさんやポチが大おお怪け我がするかもしれないじゃない！」

「アリサ、私の心配もするべきだと進言します」

「ナナは鉄壁でしょ？　『魔導多頭蛇』のブレスと魔法と嚙かみ付きの三重攻撃喰くらって無傷とか、中級魔族相手でもタイマンできそうじゃない」

「装備と新魔術のお陰です。称賛はマスターにこそ言うべきだと推奨します」

　なかなか白熱しているみたいだ。

　というか、「魔導多頭蛇」は魅了攻撃があるから手を出すな、って言っておいたのに戦ったのか。

　不可抗力じゃなかったら、食事の後にでもお仕置きと説教をしないとね。

「あっ、ご主人様！」

「お帰りなさいませ、ご主人様」

「マスターの帰還を歓迎すると告げます」

　オレに気付いたアリサ達が議論を中断して、オレに挨あい拶さつしてきたので「ただいま」と返しておく。

　さて、それはともかく、事情は分かった。

「つまり、アリサ、リザ、ナナの三人が、戦術について議論しているのを、ケンカしていると勘違いしたのか？」

「そうだけど、違うのです」

　難しい。

「アリサが無茶言うのです」

「え～、ちょっとルルの対物ライフルを使って空蟬蜂鳥ブリング・バードに攻撃を命中させろって言っただけじゃない」

「アリサ、空蟬蜂鳥は光線銃でも命中させるのが難しいんだから、速度の遅い弾丸を撃ち出すライフルで当てるなんて、けっこう無茶よ？」

　ルルがテーブルの上を片付けながら、アリサを窘たしなめる。

「だって、ルルも前に命中させてたじゃない」

「岩の上で休憩している空蟬蜂鳥を遠くから狙そ撃げきで、だけどね。ポチちゃんみたいに動いている空蟬蜂鳥相手だと、さすがに当てる自信はないかな」

　ルルが可愛く顎あごに指を当てて「ん～」と考えて、アリサの言葉を訂正している。

　オレから食材を受け取ったルルが厨ちゆう房ぼうへと向かう。

「それで、ポチは命中させたのか？」

「ちゃんと当てたのです……魔刃砲で」

　ポチの言葉は最後の方が尻しりすぼみにボリュームが下がっていった。なるほど、弾丸が命中しなくてヤケになって、対物ライフルの銃身を剣に見立てて魔刃砲を使ったのか。

「ポチはすごい～？　まじんほー曲げて当ててた～」

　膝の上に収まったタマが、こちらを見上げながらポチの偉業を報告してくれた。

　前に偶然タマがカーブの軌道で撃っていたように、今度はポチが発射後に任意の軌道へ曲げる事に成功したらしい。まるで、どこかの最強宇宙海賊みたいだ。今度、オレも練習してみよう。

「でも、どうして対物ライフルの練習なんて？」

「接近するのが危ない敵だった時の為ためよ」

「それなら魔刃砲でいいんじゃない？」

「前に見た『魔法中和』対策よ。それに『階層の主』なんて、空を飛びそうだし、絶対に魔法抵抗が強そうじゃない。遠隔物理攻撃手段を増やしたかったのよ」

　なるほど、それでか。

「そういう目的なら、対物ライフル用の散弾もあるぞ？」

「散弾なんてダメよ。フレンドリーファイヤーが怖いし、威力も弱いじゃない」

「加速砲を使えば、散弾でもシャレにならない威力になるはずだよ」

　それこそ命中すれば、ジェット戦闘機だって落とせそうだからね。

「はい！　難しい話はそこまで！　続きは食後にしてくださいね」

　食事の準備を完了させたルルが、手をパンパンと叩いて注目を集め、会議の終了を宣言する。こうやって強制終了させてもらわないと、議論に夢中になりすぎて食事が冷めてしまうんだよね。




「うっはあ～！　これは霜降り？　どこで手に入れたの？」

「うん、王都から帰る途中で、巨大な魔物に襲われている牧場を見つけてね。その魔物を退治したお礼に貰もらったんだよ」

　御用牧場だったらしくて、魔物に内臓を喰われていたオーミィ牛の肉を謝礼代わりに貰った。

　牧場主に言わせると「傷物」の肉らしいが、この赤身と脂身の織り成す素敵な牛肉様の前では戯たわ言ごとと断じるしかない。

　もっとも、そのお陰で魔物退治の謝礼に現金ではなく現物が貰えたんだから、牧場主の見解には感謝している。

　オレ達の眼前には、薄切りにスライスされた肉を綺き麗れいに盛り付けた大皿が一〇枚。そして、その横には、湯気を上げる独特の形状の鍋なべがある。

「くぅ～。こっちに来て、しゃぶしゃぶが食べられるなんて思わなかったわ！」

「肉の人がぺったんこなのです?!」

「だいえっと～？」

　ポチとタマが目線をテーブルの高さに下げて横から肉の薄さを確認し、そんな感想を口にする。二人にとって、肉とは分厚くあるべきものなのだろう。

　ふふふ、その幻想をぶちやぶってあげよう。

「これはね、しゃぶしゃぶと言って──」

「そんな事より早く食べましょう！」

　オレの説明を遮ってアリサが催促してきたので、食事を始める。

　大皿の周りには、ゴマダレやポン酢の入った瓶や、薬味の入った小皿が並んでいる。

　薬味には、おろした大根、人にん参じん、生しよう姜が、それに刻んだネギ、青じそ、タマネギが続き、ゴマダレを作った時に余ったゴマや、クラッシュナッツとかワサビも、それぞれ器に盛ってある。色々あった方が楽しいよね。

　牛肉の他ほかに蟹かにや刺身も並べようか迷ったが、今日は、初しゃぶしゃぶという事もあって、牛肉オンリーにしてみた。

「こうやって肉を一切れ摘つまんで、湯にさっと潜くぐらせて、タレを付けて食べるんだ」

　オレが説明しながら実演する。

　まずは、プレーンなポン酢に軽く付けて食べる。さすがは、シガ王家御ご用よう達たしのオーミィ牛だけはある。

　昔、社長に奢おごってもらった神戸牛や松まつ阪さか牛にも匹敵する美味うまさだ。とろけ具合は南洋で食べたマグロも良かったが、やはり牛肉ならではの旨うま味みがある。

「薬味は自分の好みで入れればいいからね。初めは薬味なしのタレで食べてごらん」

　オレの勧めに、リザが真剣な顔で肉を一切れ摘まんで湯に潜らせる。

　でも、そんなに真剣な顔で食べなくていいからね。

　ポチやタマは箸はしが上手く使えないので、細いトングを用意してそれを使わせた。

　フォークだと湯を潜らせる時に落ちそうだからね。トングの折り返しの所には、犬猫ヒヨコ兎うさぎの四種類の押し印を付けてある。ヒヨコ印のトングは、ナナが真っ先に搔かっ攫さらっていった。

「んまい。Ａ５ランクはあるわね！　これなら幾らでも食べれそうだわ」

「美味おいしいのです！　エーゴの肉はクジラやマグロくらい強いのです！」

「びみびみ～？」

「ゴマダレが最強無敵だと告げます」

「ナナさん、ポン酢に大根おろしを入れたのも美味しいですよ」

「ん、おいし」

　皆が口々に称賛の声を上げながら舌鼓を打っている。あっさり味のお陰か、ミーアの口にも合ったようだ。

　一人、黙々と咀そ嚼しやくするリザが気になったが、目じりが幸せそうだから、味に没頭しているのだろう。心の赴くまま堪たん能のうしてほしい。

　アリサ、ポチ、タマは飲み込むような速さでバクバクと口に詰め込んでいる。一〇〇キロ以上あるから好きなだけお食べ。でも、アリサは食べすぎに注意だ。

「くぅ、ゴマダレ至上主義だったけど、ポン酢もいいわね！　薬味でこんなに味のバリエーションがでるとは！」

「アリサ、そんな事を言ってワサビの小皿を押してきても、騙だまされないのです。ポチも学習したのです」

　ポチはアリサの企たくらみを華麗にスルーしつつも、サイドメニューの肉巻きシシトウを囓かじって悲鳴を上げていた。

　きっとハズレの辛いヤツを食べてしまったのだろう。

「ゴマダレ好き」

「どれも美味～？」

「うう、美味しすぎて食べすぎちゃいそうです」

　みんなそれぞれに付けダレを選んでいて面白い。

　ルルは体重を気にして食事をセーブしていたが、オーミィ牛の魅力に敗北しそうな感じだ。

「美味です」

　リザが、湯を潜らせた肉にワサビをちょっと載せて醬しよう油ゆをかけた珍しい食べ方をしていたのでマネしてみた。

　刺身っぽい食べ方だが、なかなかイケる。

「にゅあ！」

「かりゃいのれふ」

「罠わな」

　ただ、それを見て興味を持ったタマ、ポチ、ミーアの三人がマネをして食べて、口と鼻を押さえて苦しんでいた。

　その様子に噴き出してしまって、三人にポカポカと叩たたかれてしまう。

「ごめんごめん、これでも飲みなさい」

　ワサビを紛らわす為に、涙目の年少組にミルクたっぷりのホットチョコレートを配る。

「う～ん、まんぷく満腹。ホットチョコか～、今度はチョコフォンデュとかチーズフォンデュとかもいいわね」

　アリサがホットチョコレートを飲むポチ達を見て、そんなリクエストをしてくる。チーズフォンデュはよく食べたけど、チョコフォンデュは食べた事がない。一度作ってみるか。

「どんな料理なのです？」

「フォンデュの肉にチョコをかけたり、チーズをかけたりするの。フォンデュ鳥は山奥の綺麗な水のあるところにしか棲すんでいないから、幻の料理と言われているのよ」

「フォンデュ狩り～？」

「狩りに行きたいのです！」

「だうと」

　アリサの噓うそ話にポチとタマが乗っかるが、ミーアがすかさず見破ってしまった。

　ボルエナンの里にも勇者ダイサクが伝えたチーズフォンデュが存在しているそうだ。




　しゃぶしゃぶ祭りの翌日は、お腹なかに優しい薬やく膳ぜん料理を作ってみたのだが、なぜか大不評だった。

「にくない～」

「ポチは反省しているのです。だから、ちょびっとだけでも肉が欲しいのです」

　タマとポチの二人は懲罰とでも思ったのか、青菜に塩な感じで情けない表情をしてオレを見上げてくる。

　ポチが指をちょっとだけ開いて「ちょびっと」を表現するのが可愛かわいかった。

　きっと、あれは肉の厚みを表現しているに違いない。

「タマ、ポチ。ご主人様の与えてくださる食事に注文を付けるなど一〇〇年早いですよ」

　リザは、そんな二人を窘めているが、声に全然力がない。

　きっとリザも肉がないのがショックなんだろう。

　ちゃんとダシには鳥ガラを使ったから、味は悪くないはずなんだけど。

「ダイエットでもないのに、こんな精進料理みたいな食事はイヤー！　もっとタンパク質を！　ぎぶみー、みーと、ぷりーず！」

　アリサまで嫌がるとは意外だ。

　それにタンパク質なら、ちゃんと煮豆や豆腐料理も付けてあるのに。

　他の三人は、元々野菜が嫌いじゃないので、文句なく食べてくれた。

　なお、タンパク質を欲しがる肉好きの四人にはクジラのステーキを追加して、好きなだけ食べさせてあげた。

　ただし、基礎代謝の低い後衛のアリサは、食べすぎる前に途中で止めてある。

　ダイエットに付き合うのは嫌だからね。





◆






「サトゥー君、出迎えご苦労様」

　迷宮都市の南門で待っていると、街道から離れた南方のベリアの間を抜けて、トロルの戦士達を連れたエルフ師匠がやってきた。

　トロルは肥満気味の小リトル・巨人ジヤイアントで、やや緑がかった肌をした温和な妖よう精せい族だ。

　全員、外がい套とうを着込み、目深にフードを下ろしているので、外側から容姿はほとんど見えない。

「ヒシロトーヤ師匠が一番手ですか？」

「ああ、皆は山の上で待機しているよ。一度に入ると騒がせそうだから、シガ国語が分かる私達が引率して五つほどの集団で入る予定さ」

　なるほど、それは考えていなかったので、エルフ師匠達の気遣いに感謝する。

　オレは光魔法でフードの下に隠れているトロル達の外見を、比較的メジャーな小巨人に見えるように幻覚の魔法を重ねた。

　ヒーヤ氏はナナが装備しているのと同じ「人アミユレツト成りの・オブ・護符ヒユーマン」というアイテムで人族に化けてもらっている。

　南門の衛兵にはオレの客が来る事は伝えてあったので、人数と種族の確認だけですぐに通してもらえた。

　もちろん、種族は偽装済みの種族にしてある。

「なんだ、あれ？」

「東の方にいる小巨人じゃないのか？」

「すげーデカイな。北の小国で見かけた大鬼オーガよりでけぇぜ」

　オレがヒーヤ氏と共に西ギルドに向かっていると、街の人達がガヤガヤと好き勝手な事を言っているのを聞き耳スキルが拾ってきた。きっとトロル達が珍しいのだろう。

「おい、先頭にいるのって、ペンドラゴンの若様じゃないのか？」

「何してるんだ、あの人？　いつものチビっ子達や巨乳美人がいないじゃないか」

「黒こく槍そうのリザさんやメイド王のルルさんなら、何日か前に迷宮に入っていったぞ」

　炊き出しをしたりしているせいか、知らないうちに若い探索者達の間で、ずいぶん顔が売れていたようだ。

「あの小巨人みたいな奴やつらを引き連れて、『階層の主』の討伐に行くのかな？」

「金の力にものを言わせての討伐か……俺おれ達も雇ってくれないかな」

「やめとけ、やめとけ。『区画の主エリア・マスター』みたいな化け物を無傷で倒すような連中が、助っ人を雇ってまで挑むような相手だぞ。俺達なんて肉の壁にも使えねぇよ」

　よしよし、予定通り外部戦力を引き連れているのを、大勢に目撃される目的は達成できた。

　目撃者を増やしつつオレ達は西ギルドへと到着する。

「トロル達も入れそうだね」

　西ギルドの入口は大きいので、身長三メートル級のトロル達も通る事ができる。

「青銅の探索者ヒシロトーヤだ。仲間達の登録をお願いしたい」

　ヒーヤ氏が古びた青銅証を見せながら受付嬢に話しかけた。

「は、はい。木証で宜よろしいですか？」

「それでいい。私が代筆するがかまわないね？」

　受付嬢が頷うなずくのを確認して、ヒーヤ氏がトロル達の登録を終えた。

　迷宮に入ってしばらくのところで、連れていた面々を「帰還転移」で迷宮温泉のパーティー会場に連れていく。

　彼らの役目はこれで完了なのだが、そのまま送り返すのも悪いので、ここで温泉と料理と酒を楽しんでもらう予定だ。

「サトゥー様、最初はトロル達ですか！　これは腕の振るい甲が斐いがあるってもんです！」

　誰だれかを歓待するのが楽しいのか、「蔦つたの館やかた」からヘルプに来てもらったレリリルのテンションが高い。

「食材や酒が足りなくなりそうなら言ってくれ」

「ワインも蜂蜜酒ミードもたっぷりです！」

「じゃあ、歓待は任せたよ」

「はいです！　お任せくださいませです！」

　張り切るレリリルと手伝いのリビングドール達に後を任せ、ヒーヤ氏を仲間達が待機する別荘へと「帰還転移」で連れていく。

　ヒーヤ氏に続いて、師匠達が連れてきたスプリガン、レプラコーン、色々な種類の獣人達を迷宮温泉に連れていく。総計一〇〇人近い。

　それらの人員と一緒にレリリルの祖父のギリルを始めとしたブラウニー達が援軍に来てくれたので、迷宮温泉の配はい膳ぜんや調理要員が破は綻たんせずにすんだ。

　オレはギリル達に礼を言い、最終組のエルフ師匠二人を連れて最初に造った別荘へと「帰還転移」した。




「わ～い、ポーア師匠ししよーなのです！」

「シーヤ師匠ししよー、おひさ～？」

　オレ達を見つけたポチとタマが諸もろ手てを挙げて歓迎する。

「おう、ポチ！　達者にしてたか?!　後で稽けい古こをつけてやる！　木ぼッ剣の用意をしておけよ！」

「はいなのです！」

　ポチの師匠のポルトメーア嬢が、前に贈った青あお薔ば薇らの魔剣を片手にニヤリと微笑ほほえむ。

　転がるように部屋へ駆け戻ったポチが、木もく魔ま剣けん二本を頭上に掲げて嬉うれしそうに戻ってきた。さっそく稽古を始めるつもりみたいだ。

「タマは、息災か」

「さくさくでゴザル～？　ニンニン」

　タマの師匠のシシトウーヤ氏は、着流しの侍エルフさんだ。落ち着いた物言いはツワモノといった風情だが、見た目が若いので背伸びした中学生に見えて、どこか微笑ましい。

　こっちの二人はのんびりとしていて訓練を始める様子もないので、別荘の中で待っているリザの師匠のグルガポーヤ氏とユセク氏、それからナナの師匠のケリウル氏とギマサルーア嬢やルルの射撃の師匠であるヒシロトーヤ氏がいる所へ連れていく。

「おう！　シーヤ。ポーアは一緒じゃなかったのかよ？」

「ポーアなら、ポチと手合わせをすると申して、庭に行ってしまった」

「まったく、あの戦闘狂にも困ったものだ」

「然しかり然り」

　オレみたいな温和な人間から言わせると、ここにいる六人の師匠達も同類だ。

「やはり、リザ殿には敵かなわぬな」

「いえ、ケリウル殿ほど手ごわい方は初めてです」

「それは、サトゥーを除いてか？」

「ご主人様は別格ですから」

　真剣勝負を終えたリザとドワーフのケリウル氏が、そんな発言をしている。

　もっとも、真剣勝負といっても剣を交えていたわけではない。

　先ほどから、この二人は、リビングの一角で利き酒ならぬ、利き肉をしていたのだ。

　リザが持ち上げてくれたが、オレには別に絶対味覚とかはない。調理スキルを上げてから、味の違いが鋭敏に感じられるようになったけど、食べただけで産地や雄雌まで見分ける二人には及ばない。

　単に、鑑定アナライズスキルやＡＲ表示で分かってしまうだけだ。

　二人の世界を作っていたのは、リザ達だけではない。

「なるほど、やっぱ気を付けるべきは『魔法ニユートラル中和・マジツク』と体力を削った後の暴走スタンピード状態なのね」

「うむ、そうだ。我が主あるじも、その二点に悩まされたものだ」

　アリサに、「階層の主」と戦った時の注意点をレクチャーしてくれているのは、影人シヤドウ族のセオル氏だ。

　エルフの賢者トラザユーヤ氏が迷宮都市にいた頃ころに、彼のパーティーで斥候を担当していたらしい。

「階層の主」の討伐にも参加した事があると聞いたので、ご足労願ったわけだ。

「アリサ殿、貴殿らは強い。だが、『階層の主』とは、さらに別次元の相手なのだ。竜を退けた事のある我らが主でさえ、三度挑んで二度は敗退しているのだ。勝てぬと判断したら、速やかに退き、次の機会に賭かけるのが宜しかろう」

「ありがとう、セオルさん！　大丈夫よ！　わたし達には奥の手が売るほどあるんだから！　明日あしたはズパーンとぶちかましてやるわ！　明日の晩は、食べた事のないようなご馳ち走そうで宴会よ！」

　セオル氏の忠告を聞いて、アリサのやる気は、なおいっそう熱く燃え上がったようだ。

　それはいいが、宴会料理を作るのってオレだよな？

　変にハードルを上げるのは止やめてほしい。そろそろ、レパートリーが尽きてきたんだよね。

　エルフの料理研究家グループの人達から教えてもらった妖精料理ならたくさんあるんだけど、エルフ達に出しても食べ飽きてそうだし。

　ここしばらく洋食や日本食ばっかりだったから、中華料理や創作料理に走るのもいいかもね。




「みんな、準備はいいかい？」

　翌朝、装備を調えた仲間達に声をかける。

　前衛陣は最近の正装になったオリハルコン合金の金ぴかの全身鎧よろいを着込み、後衛達も魔力ブースト機能を中心にしたオリハルコン繊維製の金ぴかで派手なドレスアーマーを装備している。

　ルルの武装メイド服もオリハルコン繊維を使用しているが、金ぴかのメイド服には違和感が凄すごすぎるので、表面はダミー用の黒い生地を使ってみた。なお、インナーのボディスーツは銀皮繊維製だ。

　また、ルルは緊急時にアリサとミーアを守る役目もあるので、後衛でありながらナナに次ぐ重装備となっている。

「は、はい！　ご主人様」

　オレの言葉にリザが硬い声で答えた。

　皆、「階層の主」戦を前にして緊張した顔をしているが、中でも戦闘リーダーのリザと後方指揮のアリサは、責任感でテンパり気味だ。

「はいなのです！　お弁当もオヤツもバッチリなのです！」

「バナナもちゃんとある～？」

「もちろんなのです！　バナナはオヤツに入らないのですよ！」

　ポチとタマが両手にバナナを握ってポーズを付ける。

　くるりとアリサの方に視線を向けたが、容疑者はテンパっていてオレの非難の視線に気が付いていない。

「装備の点検も完了していると告げます。ルルの作ってくれたキャラ弁はヒヨコ柄なのです」

　フル装備のナナが、巾きん着ちやくに入った弁当箱を妖よう精せい鞄かばんから取り出して見せてくる。

　三人とも装備と弁当を同列に置きすぎだ。

「ご主人様、わたしが『試練の間』へのゲートを開きたい」

「分かった。それなら、『試練の間』を『見る』手伝いをするよ」

　オレは「階層の主」と戦う「試練の間」を中空に映し出す。

　それを見て目標地を視認したアリサが、「空間連結扉ポータル・ドア」の魔法でそこに通じる道を作り出した。

　空間魔法の「空間連結扉」や「転移テレポート」は刻印板を必要としない代わりに、その場所をよく知っているか、目視する必要があるのだ。

「それじゃ、『試練の間』へ行こうか──」

　オレ達は「試練の間」へと通じるゲートに踏み込んだ。

　だだっ広い「試練の間」にいた魔物は、昨日のうちに仲間達の手によって掃討済みなので、オレのレーダーに魔物を示す赤い光点は映っていない。

　仲間達が支援魔法で準備を終えるのを待つ。

「どうする？　『階層の主』を召喚する役はオレがやろうか？」

「大丈夫！　わたしがやる！」

　一番危ない役なので申し出たのだが、眼めを爛らん々らんと輝かせたアリサに断られた。

「昨日セオルさんに確認したけど、召喚後は必ず一〇秒くらい動かないらしいから」

「そうか、それでも油断せずに、防御魔法は展開してから行けよ？」

「うん、分かってる。まったく、心配性なんだから」

　魔力マナ・譲渡トランスフアーで減った魔力を充じゆう塡てんしてやりながら、アリサに忠告する。

　更地になっている中央広場の外縁に少しずつ距離を置いて皆が布陣している。出てくる「階層の主」のタイプによって使う魔法が変わるので、ミーアもナナとルルに守られるような場所にいる。

　陣地や塹ざん壕ごう、落とし穴なんかは昨日のうちに敷設済みだ。

「みんな！　位置についたわね！　始めるわよっ！」

　アリサの声をオレの風魔法で皆に伝達してやる。

　この部屋は広すぎて音が反響しにくいからね。

　アリサが召喚のトリガーになる魔核を祭壇にある不思議な文様の甕かめに入れる。

「我は不可能に挑む者！　定命の者にして、神と魔と世界の法則に抗あらがう者なり！」

　アリサの中二病っぽい召喚句に応こたえて、広場に赤い光が溢あふれ出して召喚陣のような模様を描き出した。

「今ここにその証あかしを立てるべく『階層の主』との対戦を求む！」

　光の召喚陣が鼓動のように、ゆっくりと明滅を始める。

「いずれ三つの証を携えて、汝なんじのもとに至ろう！」

　光の脈動に合わせて地鳴りのような低い音と、耳鳴りのような高い音が聞こえてきた。

「我は挑戦者！　試練よ、今この場に現れ出でよ！」

　目を開けるのも辛つらいほどの激しい光が召喚陣の上を走る。




　そして──。




　そいつは召喚陣の上に湧わき上がるように現れた。








狗く頭とうの古王







〝サトゥーです。若い頃と違って、予想外のシチュエーションに出くわすと、思考が空回りして行動に移るまでに時間がかかります。若い人から見ると大人の余裕に見られる事があるのが救いです。〟






「ああ、失礼。諸君の召喚陣に便乗させてもらった」

　召喚陣の上に現れたのは、一八〇センチほどの背丈の紳士だ。

　仕立ての良いスリーピースの白スーツに白いコートを着て、お揃そろいの白手袋を着けた手には一メートル強のステッキを持っている。

「階層の主フロア・マスターなら、もうすぐ来るはずだから、僕にかまわず挑戦してやってくれたまえ」

　シルクハットを小こ脇わきに抱えて、アリサに気安い感じで言う。

「うそ……」

　横にいるアリサが、震える手でオレの腕を摑つかんだ。

「……ま、まおう」

　アリサが掠かすれる声で呟つぶやく。




　その瞬間──。




　紳士の視線がこちらを捉とらえた。

　先ほどまでの淡々とした雰囲気が消え、空気さえ凍り付くような殺気を帯びている。

　紫色の瞳ひとみには冷たい吹雪のような、酷ひどく冷たい色を感じる。

　その瞳を見ただけで、肌が粟あわ立だつ。

　恐怖耐性がなかったら、みっともなく悲鳴を上げていたかもしれない。

「ふむ、視みえるのか？」

　彼はアリサを見下ろし、紫色の体毛に覆われた狗の顔に路傍の石を見るような色を浮かべた。

　オレはアリサを背後に庇かばいつつ、ＡＲ表示される彼の情報に素早く目を通す。

　──まずい。

　ＡＲ表示された情報にオレは焦燥感に駆られる。

「君が看破した通り、僕は魔王だ」

　狗頭の魔王が見下す瞳で、アリサの言葉を肯定した。

　ＡＲ表示で表示される名前は「狗頭の古王」となっており、称号に「真の魔王」「魔王」「解放者」「虐殺者」「救世主」「神を騙かたる者」「神敵」など矛盾するモノが幾つも並んでいる。

　オレの半分もないが、オレを除けばレベルは過去最高だし、困った事にスキルが不明だ。このクラスの奴やつはオレの防御魔法を突破する攻撃をしてくるから慎重に対応しないと仲間達が怪け我がをしてしまう。

　できれば仲間達を安全圏に避難させてから仕切り直したい。

　恐怖に身をすくませるアリサに声をかけ、いつでもアリサを連れて離れられるように軽く抱き寄せる。

「だが、安心したまえ、君達を処分する気はない」

　髭ひげをしごくような動きで、濃い紫色の体毛に包まれた口先を撫なで、絶対強者の余裕を持ってオレ達に告げる。

「僕が倒したいのは神々とその狂信者だけなのだ。有象無象を相手に無双して悦に入る趣味はないから、僕に挑むのは遠慮してくれよ？」

　不思議と危機感知が反応しない。

　手出しをする気がないというのは本気なのだろう。

「ご主人様、わたしが時間を稼ぐわ──」

　アリサの身体からだを紫色の光が走り、その余波で彼女の髪を隠していたオリハルコン繊維製のベールが捲まくれて、淡い紫色をした髪が外気に晒さらされた。

　ララキエ事件の時に出した許可を、停止し忘れていたらしい。

「アリサ、待て」

　オレは小声でアリサを止める。

「ほぅ、視えるはずだ」

　立ち去ろうとしていた魔王が、アリサの髪に目を留めて振り向く。
















「『神の欠片かけら』を内に秘めた種子の娘よ、一つ忠告と行こうか」

　──神の欠片？

　オレの脳裏に「不死の王ノーライフキング」ゼンや魔王「黄金の猪王」を倒した時に現れた紫色の小さな光玉が過よぎった。

　幼い声で邪よこしまな言葉を囁ささやく謎なぞの光。

　神剣以外では触れる事すらできない謎の存在。

　あの光玉が確か、そんな名前だった。

　──まさか、あれがアリサの中にもいるって言うのか?!

　いい加減な事を言うな──そう言いたかったが、オレの脳裏に思い出したくない記憶ばかりがフラッシュバックする。

　アリサがユニークスキルを使った時に、彼女の身体を流れる淡い紫色の光の波紋。

　そして、アリサと同じ転生者である「不死の王」ゼンがユニークスキルを使った時の紫色のエフェクト。

　最後に、公都の地下遺跡で倒した魔王「黄金の猪王」がユニークスキルを使った時に出した暗紫色のオーラ。

　その三つの光景が重なる。

　──待てよ。

　ゼンが最後に気になる事を言っていた。

「せめて心まで魔王となる前に我を滅ぼしてくれ」と。

　そして、魔王「黄金の猪王」との符合。

　もしかして、「神の欠片」とは超常的なユニークスキルの根源であり、同時に──。

「いずれ君は真実に辿たどり着つくだろう」

　オレが思い悩む間にも、魔王の言葉は続いていた。

「だが、決して絶望をするな、種子の娘よ。感情に流されて人の枠をはみ出し、狂える魔王となり果てて勇者に討伐されるか、僕のような理性ある魔王となって世界と戦う道を選ぶか、それは君の心の強さで決まる」

　──マジか。

　今の魔王の言葉が正しいなら、先ほどのオレの想像が概おおむね正しい事になる。

　なにせ、「短角シヨートホーン」や「長角ロングホーン」のような、人を魔族に変えるアイテムだってある世界だ。

　それと同じように、「神の欠片」は人を魔王に変じるモノなのではないだろうか？

「もっとも、魔王となるか真実から目を逸そらし人としての生を歩むかは、君の選択しだいだ」

　魔王なのに親切というか、お節介と言ってもいいくらいの助言をしてくれる。

　でも、できればアリサにはこういう話は聞かせたくなかった。

「勇者に気をつけたまえ。奴らはパリオンの走そう狗くだ。クックックッ、走狗か。狗頭の僕が言うとギャグにもならない」

　狗頭の魔王がクククと嗤わらう。

　その姿を視線に捉えつつ、後ろのナナ達に手信号を出す。

　手信号を受けて、ナナとルルが物理防御と魔法防御を重ねがけする。

　内容は「強敵出現、命を大事に」だ。

　オレは幾つかの確認をする為ため、魔王に話しかけた。

「聞いていいかな？」

「荷物持ちの下男の戯たわ言ごとに耳を貸す気はない。話をしたくば、この娘くらいまでレベルを上げてから来るのだな」

　そこで初めて、魔王の視線がオレの方を向く。そういえば交流欄のレベルが三〇のままだった。後で仲間達と同じくらいまで上げておこう。

「ふむ？」

　オレを見て訝いぶかしげにしていた魔王が、何かに気が付いたように思案する。

　指を伸ばした掌てのひらを額にあて、ナルシストのように斜め四五度の角度でスラリと天を仰ぐ。

「こんな場所で『ニンゲン』の真ま似ね事ごととは、酔狂がすぎるのでは？」

　彼は疲れた声でそんな言葉を吐き捨てる。

　まさか、レベル三一〇なのが見破られたのかな？

　だとしても『人間』の真似事ってのは酷い。

「遊びはほどほどに。僕はこれから世界中の神殿を焼き払う大事な仕事が──」

　──神殿を？

　フラッシュバックするように脳裏に浮かんだのは「黄金の猪王」が復活する時に見たセーラの遺体。

　そして、巫女みこ長を始めとしたテニオン神殿の人達の楽しそうな姿だった。

　──それを焼き払う、だと?!

　縮地でアリサを後方のナナに押しつけ、再び縮地で魔王に肉迫し聖剣を喉のど元もとに突きつける。

　その切っ先は、魔王の眼前に現れた薄い板を少し貫いた所で止まっている。

　我ながら短気な事だ。ちょっと迷宮都市の空気に毒されてしまったのかもしれない。

「──相変わらず、無茶苦茶な方だ。物理攻撃を完全に無効化する『絶対物理防御アンチ・フイジカル』の盾を貫くとは」

「悪いが、さっきの発言は容認できない」

　まったく、共存できそうな魔王だと思ったのに。語尾が普通だから油断した。

　というか、知り合いみたいに言うのは止やめてほしい。オレの知り合いに「狗頭の魔王」なんて奴はいないのだから。

「神殿を焼かれるのを忌避されるのか？」

「そうだ」

　オレは魔王を倒す算段を考える──ダメだ、ここだと狭すぎて皆を巻き込んでしまう。全力の魔法を使ったら、今の皆の装備とレベルじゃ無事で済みそうにない。

「ちょっと、出ようか」

　魔王のコートを摑んで、大砂漠の石神社に設置した刻印板へと「帰還転移リターン」する。

　転移に抵抗するかと思ったが、魔王は思いの外、素直についてきた。

　砂混じりの熱く乾いた空気が頰ほおを撫でる。

「な、何者だ！」

　魔王の背後から、聞き覚えのある声が発せられた。

　──ヤバい。

　オレは早着替えスキルの助けを借りて、瞬間的に勇者ナナシの姿に変身する。もちろん、名前と称号もセットでだ。

　魔王の身体がブラインドになっていたので、身体はともかく顔は見られていないと思う。

　大砂漠に来ていたシガ八剣のヘルミーナ嬢達が、石神社の調査をしているところに偶然転移してしまったらしい。

「うげげ、魔王だ！　に、逃げないと！」

「ま、魔王？」

「「「狗頭の魔王」」」

「狗頭の邪神か──」

　狐きつね将校の報告を聞いて、聖騎士達、ヘルミーナ嬢が揃って恐怖の声を上げた。

「姦かしましい。道化は退場したまえ──」

　魔王が指をパチリと鳴らすと同時に発生した魔法の衝撃波がヘルミーナ嬢達を薙なぎ払はらう。

　聖騎士達はとっさに大盾で防ごうとしたみたいだが、衝撃波で石神社の外まで吹き飛ばされて砂漠へと落下していく。

　オレはストレージに収納してあった都市核シテイ・コアの端末を手の中に出す。

「対象者、排除」

『指示受託、排除を実行します』

　口の中でヘルミーナ嬢達を領地の外に排除する指示を行うと、脳内に都市核からの応答が届いた。

　レーダーに映っていた光点が消えたので、マップを開いて確認したところ、ヘルミーナ嬢達を示す光点はシガ王国と大砂漠の境にある山脈へと移動していた。

「あのような者達に情けをかけるとは、寛大な事だ」

　オレがヘルミーナ嬢達を転移させた事に気が付いた魔王が、肩をすくめて呆あきれたような口調でそう言った。

　魔王にとって彼女達の生死など興味の埒らち外がいなのだろう。

　オレはダメ元で、さっきの神殿関係者虐殺発言の翻意を促してみる。

「先ほどの発言を撤回する気はないか？」

「ありませんな。それは僕の存在意義と言ってもいい。僕は神と神殿の木偶でくどもを滅ぼす為に魔王になったのだから」

　──やはり、ダメか。

　さっきは熱くなって斬きりつけてしまったが、できれば話し合いで妥協点を模索したかった。

　だけど、魔王の口調や態度を見る限りじゃ、無理っぽい。

　かつて魔導王国ララギの王が語ってくれた伝承でも、「邪悪なる狗頭の魔王、敬けい虔けんなる神官巫女を執しつ拗ように狙ねらい、世界の神殿全すべてを焼き払う」とあった。

「ならば、戦うしかないか……」

「ふむ、あなたに殺されるのは、これで何度目かな？　だが、たまには一矢報いてみせましょう。これでも二万年前に世界中の神殿を滅ぼした原初の魔王としての誇りがあるのでね」

　初めから負けるのが前提なのか？

　それよりも重要なのは「何度も殺されている」という点だ。殺しても、こいつは時間経過で復活してしまうのだろう。お陰で気兼ねなく戦える。

　戦いが避けられないなら、全力で行こう。

　前に戦った「黄金の猪王」と同クラスなら、一筋縄ではいかないはずだ。

　悠長に開始の合図を待ったりせずに、最速の光魔法「光線レーザー」で先制する。今回は「集光コンデンス」で束ねるのを止めておいた。余計な魔法を使うと奇襲にならないからね。

　かつて大怪魚トヴケゼェーラを焼き切った必中の魔法を放つ。

　──何？

　光線が自ら魔王の身体を避よけるように軌跡を歪ゆがめて砂漠の上に空洞を穿うがち、虚むなしく爆炎と砂すな埃ぼこりを巻き上げた。

　──なぜ、外れた？

「お忘れかな？　僕のユニークスキル『確率変動トリックスター』の前では精密射撃系の魔法や武器は通用しない」

　このチート野郎め。

　アリサの気持ちが少し理解できた。

　ユニークスキルじゃなくチートスキルと改名するべきじゃないだろうか。

　だが、魔王の勘違いはまだまだ続いているようで、自分のユニークスキルの種明かしをしてくれるのは正直助かる。

　なかなかズルいスキルだが、直接殴るか広範囲魔法を使えば関係なさそうだ。レーザーの軌道が逸れたのに驚いてしまったけど、レーザーで薙げば良かったのか。

「では、胸を貸していただきますよ。『眷属コール・召喚フアミリーア』」

　瞳ひとみに紫の光を点ともした魔王の前に、巨大な魔法陣が現れた。

　公都で黄肌魔族が出した魔法陣に似ていたので、クジラでも現れないかと待ってみたが、何も現れない。

　拍子抜けもいいところだ。

「どうした？」

「失礼。炎王、空王、海王、陸王の全ての眷属が封印されてしまっていたようです」

　狗頭の四天王って奴やつか。

　悪いけど、陸王以外は既に討伐済みだ。

「即製では物足りないかもしれませんが、お許しを──」

　魔王はそう断って耳元の毛を摘つまむと、ふぅと一息吹きかけて毛を散らす。

「眷属よ」

　その毛が紫色の狗いぬとなって、一斉に襲いかかってくる。

　──孫悟空か！

　空を駆ける紫色の狗は幽狗ゴースト・ハウンドとＡＲ表示されている。レベル五〇で「分解」のブレスを使うらしい。

　厄介そうな攻撃方法を持っているみたいなので、幽狗達が広がる前に、一網打尽にするべく中級攻撃魔法の「火炎嵐フアイア・ストーム」で焼き尽くす。「火炎炉フオージ」と違って効果範囲が広いから楽だ。

「相変わらずふざけた威力だ。とても『火輪フアイア・サークル』のような下級魔法には見えない。それでこそ、戦う価値があるというものだ」

　いやいや、「火炎嵐」は中級ですから！




　──ん？




　魔王の言葉に心の中で突っ込みを入れた後に、少し嫌な事に気が付いた。

　下級の「火輪」をオレの「火炎嵐」と同等の威力にするような奴がいるのか？

　ありそうな存在としては魔神あたりだろう……。

　オレはげんなりとしながら、方針を「魔王討伐」から「情報収集」に変更する。

　皆の安全と、今後の観光ライフの為にも、こいつから情報を集めないとね。

　手加減できない相手から情報収集とか、なかなかに無理ゲーだけど、こいつなら勝手に喋しやべってくれそうだ。

　魔王に問いただすべき事柄は二つ。

　一番重要なのは、「神の欠片かけら」の事だ。

　絶望などのマイナス方向の強い感情の発露が、魔王化のトリガーになるとあいつは言っていた。

　アリサは感情の起伏が激しい奴だから、「神の欠片」を除去する事が可能なら、その方法を聞き出したい。

「では次の一手といきましょう」

　──魔王が呼び出した獅し子しの体に老人顔が生えた巨大な魔物が襲いかかってきたので、空間デイメンジヨン切断・カツターの魔法で適当に斬り刻んで始末する。レベル七〇とかなり高めだった。

「やはり、マンティコア程度では瞬殺ですか……」

　二つ目はあいつの言う存在の正体だ。

　だいたいの目星は付くが、どんな性格なのか、どんな技や道具を使うのかを知っておきたい。

　できれば敵対したくないが、可能な限り対策をしておかないと、いざという時に皆を守れなくては困る。

「ならば、これはどうですか？」

　今度は炎でできた巨人と竜巻でできた巨人が左右から襲ってきたので、「爆縮インプロージヨン」の魔法で圧殺した。レベル六〇と低めだったが、どちらも耐性系に優れる相手だったらしい。

「さすがは我が君。今のジンとイフリートはハイエルフ達から奪った僕のとっておきだったのですよ？」

　さっきから魔王が何か言っているが、特に重要な話ではなさそうなのでスルーする。

　とりあえずフルボッコにしてから、聖職者に手を出さないように約束させられないか試してみるかな。

　悪魔なんかだと誓約を違たがえられないものだけど、魔王はどうなんだろう？

　それか、少年漫画の敵役みたいに、対戦後に友情が芽生えたら楽なんだけどさ。危なくなったら「お前を倒すのは俺おれ様だ！」みたいな感じで加勢に来てくれたりとか。

「ならば、次は趣向を変えてみましょう」

　単体で強い魔物では意味がないと思ったのか、数百体もの真紅色のサソリを砂漠に召喚したようだ。次々と赤い点がレーダーに増えていく。

　驚くべき事に、それらのいずれもが「区画の主エリア・マスター」やその眷属並みのレベルだ。

　オレを囲むように召喚していたので毒針でも飛ばしてくるのかと予想していたのだが、ハサミからマシンガンのように火弾を撃ち出し始めた。

「このままではあなたにとっては単なる雑魚ざこだ。だが──」

　魔王の身体からだを紫色の光が流れた。

「──こうすれば違います。『滅心狂乱バーサーカー』」

　撃ち出してくる火弾のサイズが大きくなり、連射速度が一ひと桁けた変わる。

　中には一回り大きい朱色のサソリに変へん化げするモノもおり、それらは背中の甲殻が潜水艦のＳＬＢＭの発射口のように開いて、誘導型の火球を打ち出してきた。まるでミサイルみたいだ。

　オレは魔法欄の「誘導気絶弾リモート・スタン」を選択する。

　視界の中で飛来する火球や火弾に、ターゲットマークのＡＲ表示が重なり、次々とロックオンされていく。

　一瞬のうちにロックオンが完了した対象を、「誘導気絶弾」で迎撃する。

　サソリ本体は「集光」と「光線」の合わせ技で始末しておこう。

　それらの間を抜けてきた少数の火球は、「自在フレキシブル盾・シールド」と新しく覚えた「自在フレキシブル剣・ソード」で受け流した。

　それにしても、こうもホイホイ召喚するなら、巨大牛とか巨大豚の魔物なんかがいい。クジラを召喚してみせた黄肌魔族のセンスを見習ってほしい。ああ、ミノタウロスとかを出すのはなしで。

　しかし、これだけ召喚しておいて魔王の魔力消費が総量の三割っていうのは、どういう事だろう。

　魔力ＭＰ量一〇万とか、シャレにならない容量があったりするのかな？

「まったく、『軍団召喚レギオン』で呼び出し『滅心狂乱』で強化した無敵の軍勢も、あなたの前ではゴブリンにも等しいのですな」

　魔王が渋面になりながら、オレの魔法で倒された死し骸がいの山を睥へい睨げいする。

　考え事をしながらだったせいで、適当な力押しだったのがお気に召さなかったようだ。

　うん、真ま面じ目めにやろう。




「少し考え事をしていた。許せ」

　魔王の勘違いを維持する為ためにも少し横柄な感じにしてみた。

「許せとは、また珍しい。あなたは幼い娘以外にどう思われようと意に介さない方だと思っていたのだが？」

　──げっ、まさかのロリコンか！

　そういえば、魔王や魔族がエルフの森を襲ってきた事はないとアーゼさんが言っていた。

　てっきり、エルフの戦力が怖いのかと思っていたけど、黒幕的なポジションの奴がロリコンだったからというのは予想の斜め上すぎる。

　おっと、オレが攪かく乱らんされてどうする。話をアリサの事に持っていかないと。

「先ほどの紫髪の娘に、ずいぶん親身に助言していたのが意外だったのだ」

「転生者など珍しくもありませんが、あなたの玩具おもちやにされる娘が不ふ憫びんでね」

「不憫に思うなら欠片を取り出してやればいい」

「あの娘を殺せと？　神の座に片足を踏み入れた程度では、欠片を取り出せない事など先刻ご承知のはずだ」

　──ちっ、取り出すのは無理か。

　オレは当てが外れて小さく舌打ちする。テニオン神殿の巫女みこ長にギアスの相談をした時に神への祈願魔法の話が出たから、それで「神の欠片」が除去可能か聞いてみよう。

「では、第二ラウンドと参りましょうか？　魔力が完全回復するまで待っていただいた甲か斐いがあったと言わせてみせましょう」

　魔王はステッキをくるりと回すと三メートルほどのグレイブのようなポールアームに変形させた。オレの知っているグレイブと少し違い、長柄の先に大剣ほどもある片刃の穂先が付いている。

　オレもストレージから聖剣を取り出す。

　聖剣クラウソラスは壊れたら困るので、安定の前座──聖剣デュランダルを取り出す。

　切れ味では聖剣エクスカリバーに劣るけど、なんだかんだ言ってもバランスがいいので使いやすいんだよね。それに刃が欠けても鞘さやに戻して《永遠たれ》という聖句を唱えれば復活するので、手入れが楽だったりする。

　自前の聖剣はオリハルコンなんかの素材やエルフの里で学んだ技術のお陰で「神授の聖剣」まであと一歩の所まで来たんだけど、まだまだ魔王との戦いに使うには心こころ許もとない。

「どうなされた？　先ほどといい勇者の武器を使うなど、遊びがすぎるというもの。僕が相手では、ご自慢の次元刀と虚無刀を振るうには値しないと？」

　すっごい危なそうな名前の武器だ。

　魔王が勘違いしている黒幕氏とは、絶対に会いたくない。対戦するなら一〇〇〇年後にしてほしい。

　いや、一〇〇〇年なんて誤差だとか言われそうだから、ビッグクランチの後がいいかな。

「では、使いたくなるような技をごらんに入れましょう」

　魔王が自身の周辺に八色の光る玉を生み出した。

　危機感知スキルが警告を伝えてくる。前に勇者の仲間達が、禁きん呪じゆを使おうとした時と反応が似ている。

　危なそうだし、撃ち出す前に「魔法破壊ブレイク・マジツク」で潰つぶすかな？

　そう考えてメニューの魔法欄をスクロールする。

「まずは、炎の剣」

　赤い玉にグレイブを突っ込むと、グレイブの刃やいばが燃え溶け一メートルくらいの揺らめく炎の刃が形成された。

　──そういう使い方なのか？

　意外な使い方に思わず心の中で突っ込みを入れてしまう。

　その隙すきを突くかのように、魔王が急接近してくる。

　──速い。

　瞬動よりも速い動きだ。

　魔王の空気分子をも両断しそうな鋭い一撃を、魔力を通し聖刃を発生させたデュランダルで受け止めようと動かす。

　その刹せつ那な、危機感知スキルから強い警告が届いた。

　──ヤバイ。

　オレは受け止める寸前に剣を引いて回避を選ぶ。

　それでも避よけきれない炎の刃を、「自在剣」と「自在盾」で受け流した。

「──燃えた？」

　術理魔法の疑似物質で作られた「自在剣」と「自在盾」が燃えるのを初めて見た。

　少なくともオレの火魔法で壊れる事はあっても、燃えるのは見た事がない。

「『燃焼』という概念を編みあげて刃に変えたモノですが、まさかあなたの神舞装甲や竜りゆう破は斬ざんを燃やせるとは！」

　黒幕氏は「自在盾」やオレの「自在剣」の上位互換みたいな技を使うらしい。

　オレと発想が似ているんだったら嫌な感じだ。オレが創つくろうとして構想で止まっている魔法まで、もう完成しているのかもしれない。

　──おっと、疑心暗鬼は止やめておこう。

「トロールの魔王から奪った『森羅万象ライブラリ』のユニークスキルが、こんなにも素晴らしいものだったとは、嬉うれしい誤算だ」

　他ほかの魔王からユニークスキルを奪えるのか？

　さっきのアリサの話から考えると殺した魔王から奪ったに違いない。

　あれ？　アリサのユニークスキルを奪わなかったのはどうしてだ？

　ちょっと挑発気味に尋ねてみよう。

「ふん、他の魔王からの借り物か。先ほどの娘からも奪えば良かったのではないか？」

「僕は自分の器を熟知しているのですよ」

　魔王はオレの質問に答えながら「燃焼」の効果が切れたグレイブを白い玉に突き刺す。

　ＡＲ表示によると、白い玉の効果は「消滅」らしい。

「今ある九つのユニークスキルが、この身に宿せる限界でしょう。これ以上手に入れようとすれば、『欠片』の力に自我を喰くわれて狂える魔王に堕してしまう」

　なるほど、宿し放題ってわけじゃないのか。

　しかし、九つもユニークスキルがあるのは凄すごい。猪王が三つ、アリサが二つ、ゼンは直接確認したのは一つだが会話の内容からして二つから三つはあるような口ぶりだった。オレの四つと比べても、こいつだけ飛び抜けて多い。

　魔王のグレイブを「自在剣」と「自在盾」で防ぎ、その隙に「爆裂エクスプロージヨン」の魔法で玉を全すべて破壊する事にした。

「自在剣」と「自在盾」を重ねて、オレに迫る白い刃を受け流そうと構える。

　──いや、ダメだ。

「自在剣」や「自在盾」が白い光に触れた瞬間に消えていく。

　黒竜ヘイロンのブレスを受けた時でさえ、「自在盾」は一瞬の抵抗ができていたのに、それさえできない。

　とっさに、「爆裂」の魔法の対象を魔王に変えて炸さく裂れつさせる。

　読まれていたのか、魔王が作り出した漆黒のカーテンで「爆裂」は防がれてしまった。

　漆黒のカーテンは「絶対魔法防御アンチ・マジツク」とＡＲ表示されている。

　さっきの「絶対物理防御」と合わせたら無敵じゃないか？

　黄金の猪王でも「物理ダメージ九九％カット」と「魔法ダメージ九〇％カット」しかなかったのに、それ以上なんて、チートにもほどがある。

「──ちっ」

　オレは一つ舌打ちし、次の手を考える。

　二つの効果が同時に使えないのを期待して、ストレージからショットガンを取り出した。

　ショットガンに使う散弾は、猪王戦で大活躍した聖矢と同じ作りの物だ。聖散弾とでも命名しよう。

　オレは「爆裂」の煙が消える前に、ショットガンを魔王に撃ち込んだ。

　ついでに「加速アクセラレーシヨン門・ゲート」の魔法を併用して威力をアップしてみる。

　轟ごう音おんより速く、魔力過剰充じゆう塡てん済みの聖散弾が魔王に届く。

　それを阻まんと、魔王の前に鱗うろこ状の小盾群が現れた。

　だが、聖散弾は一瞬でそれを蹴け散ちらし、その向こうにあった魔王の身体へと吸い込まれる。

　青い小弾の雨が魔王の下半身に風穴を穿うがっていく。

　幸いな事に、「絶対魔法防御」と「絶対物理防御」は同時には使えないようだ。

「さすが──我が君」

　魔王は聖散弾の直撃を受けて下半身を失いながらも、白く発光するグレイブをオレに振り下ろす。

　オレは聖剣デュランダルでグレイブの軸を打ち据えて難を逃れた。

　聖剣デュランダルでさえ、白光に触れた部分が綺き麗れいに消滅している。

　この光を撃ち出す技があったら、ちょっと危なかったかもしれない。軸部分まで効果が及んでいなくて良かったよ。

　オレは剣先が消失した聖剣デュランダルをストレージへと収納し、前に作ったオリハルコン製の自作聖剣を取り出す。

　聖剣デュランダルは聖句で修繕できると思うけど、余計な隙を見せたくないので修繕を後回しにした。

「ふふふ、まさか銃のような骨こつ董とう品をそのように使うなんて！　実に酔狂なあなたらしい」

　ふむ、ラスボス氏は酔狂な趣味人と。

　厄介なので、残りの「森羅万象」で生み出された玉を、聖散弾で破壊しておく。

「だが、僕の本気はこんなモノではありませんよ？」

　魔王は下半身を失った状態で、宙に浮かんでいる。

「『軍団召喚』と『森羅万象』、そして『滅心狂乱』を合わせると、こんな事もできるのですよ」

　魔王の身体を三み度たび紫色の光が流れる。

　それと同時に、凄い勢いで砂漠の砂が奇妙な形状の魔族へと変わっていく。

　砂を「森羅万象」で魔族の苗床にでも変化させたのか？

　いくらなんでも、チートすぎる。

　生み出された砂の魔族達は、それぞれ中級魔族クラスのレベルと狂乱状態による攻撃力三〇〇％アップのおまけが付いているようだ。

　奴やつらの近くにガラスのように煌きらめく砂が浮遊している。おそらく、オレのレーザー対策だろう。

　向こうの準備を待つと面倒な事になりそうだし、砂魔族から素材がとれるわけでもなさそうなので一気に殲せん滅めつする事にした。

　少し上空に移動する。地上から砂魔族達が渦巻く砂で創った槍やりを打ち上げてくるが、問題なく自在盾で防ぐ。

　五発くらいで自在盾が一枚なくなるから、数が増えたら厄介そうだ。

　──さて、観察はこのくらいでいいだろう。

　オレは空中でストレージから海水を出す。

　校舎一〇〇個分以上の大量の海水を材料に、巻物から覚えたばかりの水魔法「津タイダル・波ウエーブ」を使う。上級水魔法の「津サモン・波タイダル召喚・ウエーブ」は場所を選ばずに使える魔法なんだけど、中級の方は海や湖のような水源の近くでしか使えないのだ。

　熱砂に触れて一部が蒸発するが、その圧倒的な質量が砂魔族を突き崩していく。

　もっとも、ダメージを与えただけで倒せてはいないようだ。

「おお、さすがは魔を司つかさどる者！　砂漠でわざわざ津波とは！　僕にはない発想をされる！」

　魔王が感嘆の言葉を口にして、大仰に驚いてみせた。微妙に馬ば鹿かにされた気がする。

　オレは続けて、津波に飲まれる砂魔族に対して「氷結空間アイス・フイールド」を使って凍結させ、さらに「爆裂」の魔法を重ねて氷もろとも砂魔族を粉々にする。

　元が砂だから効果がないかと思ったが、問題なく倒せたようだ。

「実に涼やかだ。砂漠とはとても思えない」

　下半身を再生させた魔王が、キザな仕草で息を吸い込む。

　どうやら、先ほどの砂魔族達は魔王が下半身を再生する時間を稼ぐ為ためのモノだったらしい。




　次の呪文の為にも火炎嵐で氷を蒸発させておこう。

　蒸発した水が空に分厚い雲を作る。天空で渦を巻く暗い雲の間から稲光が漏れて、天魔の最終決戦みたいな雰囲気になってきた。

　そろそろ情報は十分だけど、もう一度くらい変節する気がないか確認してみよう。

「最後にもう一度聞くけど、聖職者に手を出すのを止める気はないか？」

「ありませんな。あなたには釈しや迦かに説法かもしれませんが、神殿を打ち壊し、神官や巫女みこを殺し、信者を奪うのは、神々の力を削そぐ為に必要不可欠なのですよ。神々と戦うには、神力の元になる信仰心や祈り、そして神々を形作る『神は絶対的な善』であるという誤認識を砕く必要があるのですよ」

　こっちの神様も、ギリシャや北欧の神様とかみたいに浮うわ気きや理不尽な行いをしているのかな？

「どうして、そこまで神を嫌悪するんだ？」

「それこそ今更でしょう。彼らはこの星の人々を、己の力を増幅させ神の階かい梯ていを上げる為だけの家畜──いえ、肥やし程度としか考えておりません」

　魔王が組んだ腕を指で叩たたきながら語り始めた。

「自分達に都合の悪い文明が発展しようとすれば、内憂や外患を煽あおって潰し、人々が神を求めるように過酷な災害を起こす」

　憎悪の光を瞳ひとみに宿し、魔王が昏くらい笑みを浮かべて言葉を続ける。

「神託で災害が来る事を教えながらも、自ら災害を治める事はせずに人々が祈るのを眺めるだけ。そして、人々が絶望する瞬間を見計らって手を差し伸べる」

　魔王が深い溜ため息いきを吐つきつつ、首を横に振った。

「そんな自作自演もここに極まれりといった無能な全能者達を排除したいと思うのは当然でしょう？」

　魔王の言葉を鵜う吞のみにするのは危険だが、確かに符合事が多い。

　過去に勇者や転生者達がいたなら、もっと科学が発展していてもいいはずだ。

　少なくとも紙があれだけ普及しているのに活版印刷がないのは不自然すぎる。飛空艇の数が作れないなら、気球や飛行船くらい作れるだろうし、熱気球なんて火魔法使いが一人いれば飛ばせそうだ。

「僕は愚神どもの軛くびきから人々を解き放ち、彼らに本当の自由を──」

　オレが思考する間も、魔王は語り続ける。

　だが、突然の乱入者によって、狗頭の魔王との会話はそこで終わってしまった。





◆






「──何者だ！」

　魔王が叫んで無詠唱の火魔法を放った。

　オレの火炎嵐に匹敵するほどの業火の嵐あらしが、空中の一角で不自然に消滅している。

　──歪ゆがみ？

　空に人型の輪郭が浮かび、一つの像を結んでいく。

　現れたのは、こんな場所に不似合いな五、六歳の童女だ。

　──違う。

　決して、ただの童女ではない。

　なぜなら、彼女から感じる存在感は、魔王さえ軽々と凌りよう駕がする。

　その姿を見ていると、心の奥底から震えが上がってくる。

　威圧感や畏い怖ふとも違う。

　──歓喜。

　懐かしい相手との再会にも似た不思議な喜びが溢あふれてくる。

　ＡＲ表示では童女の横に「正体不明ＵＮＫＮＯＷＮ」とだけ出ていた。

　会った事はないはずだが、どこかで見た事がある顔だ。

「まさか、我が君の前に自ら現れるとは！　臆おく病びようなキサマらしくないな──パリオン！」

　再び魔王から電柱サイズの炎の槍が幾本も飛んでいったが、童女が軽く手を一振りすると消えてしまう。

　この童女が勇者を召喚するっていうパリオン神なのか？

「魔王の戯たわ言ごとに耳を貸してはいけませんわよ？」

　童女は魔王の攻撃を意に介する事なく、オレを見下ろしてにこりと微笑ほほえんだ。

「おのれ、パリオン！」

　魔王が先ほどの「燃焼」の玉を生み出し、グレイブの刃やいばに変えて童女を切り裂く。

　童女はペーパークラフトの模型のように一瞬で燃え尽きた。

　──あれ？　神様って弱い？

「失礼ですよ？　私の勇者。この姿は魔王に籠ろう絡らくされそうなあなたを救う為に生み出した仮初めの影です」

　そう訂正しながら、いつの間にか姿を再生させた童女が窘たしなめる。

　ひょっとして心を読まれてないか？

「我が君が勇者だと？」

「あなたは少し黙ってらっしゃい」

　魔王が空中に現れた一枚の絵の中に閉じ込められる。

　それを見て思い出した。

　どこかで見た顔だと思ったら、公都にある博物館の絵画の中から手を振っていた童女だ。

　ファンタジーな絵だと思っていたら、本物の超常現象だったのか！

　──というか、神様だったとは。

「ようやく思い出したようね」

　待てよ、あの時点でオレに接触してきたって事は、サトゥーがナナシの正体だと知っているって事か？

「そうよ、だって私はずっとあなたの傍そばにいたのだから」

　まさか、神様がストーカーだったのか。

「ひどいわ、せめて守護霊とか守護神とか言ってほしいモノね」

　心の声と会話するのは止やめてください。

　おっと、そんな事より問いたい事がある。

「神よ、あなたは魔王の言うように、文明を抑制していたのですか？」

「少なくとも私は人の営みには興味はないわね。私が興味を持つのはいつだってあなただけよ」

　何か煙けむに巻かれている気分だ。

　ここは、もっと問い詰めよう。

「活版印刷や熱気球なんかを伝でん播ぱしないように、人心を操ったりはしていないと？」

「していた神もいたみたいよ？　でも、活版印刷を阻害するのはどうしてかしら？　地球で最大のベストセラーは何？　思い出してごらんなさい」

　ベストセラーって言うとアレか。

　だとすると、阻害した神の狙ねらいは何だ。

「では、災害を起こしたり、自作自演で信仰心を集めたりはしていないのですか？」

「私はしていないけど、他ほかの神々はやっていたみたいね。天変地異の加減が難しかったらしくて、途中からはお互いの使徒や信徒に代理戦争をさせたり、浮遊島を信徒に与えて支配を代行させたりして楽しんでいたみたいよ」

　彼女は、どこか他人ひと事ごとのように言って小さな肩をすくめてみせる。

　確かに神様のしそうな行いだが……先ほど戯言と断じていた割りに、魔王の言う事を肯定していないか？

「それも魔神が『魔王』という仕組みを創つくってからは希まれね。だって、自分達がしなくても、魔神が代わりに『魔王』や『魔族』という適度な災害を引き起こしてくれるのだもの。神々は何もせず左ひだり団扇うちわで、流れ込んでくる信仰を浴びて悠々自適な生活を送っているわ」

　何か違和感がある。

　子供向けの絵本で読んだ神話に出てくるパリオン神は、魔王や魔族の脅威に怯おびえる人達の為に王達を説得して回ったり、竜神に願って勇者召喚の魔法を教えてもらったりしていた幼い女神だったはず。

　魔王を軽々と封じる強さや人々の営みに興味がないという超然とした態度とオレの知る神話に、大きな隔たりを感じるのだ。

　絵本と現実の違いなのだろうけど、その違いがひどく気になった。

「いいこと？　私の勇者。あなたはいつまでもあなたでいいの。私の隣に並べるくらい、いつも強くありなさい」

　彼女はそれだけ告げると、空に溶けるように消えてしまった。





＞称号「女神の寵ちよう児じ」を得た。
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「ぬぉおおおおおおお！」

　空中に浮かぶ絵を突き破って、狗頭の魔王が復活してきた。

「まんまと騙だまされたぞ、神の番犬よ！」

「そっちが勝手に勘違いしただけだろう？」

　絵の中は大変だったようで、紳士然とした先ほどまでの姿とは違い満まん身しん創そう痍いだ。

　一八〇センチほどだった身体からだも、二段階変化でもしたように身長五メートルの巨大な狼おおかみ男おとこじみた姿に変わっている。

　剝むき出だしの牙きばで今にも嚙かみついてきそうだ。

「なあ、魔王」

「うるさい！　黙れ、番犬！」

　魔王が叫びと共に「分解」のブレスを吐き出す。

　致死のブレスを自在盾で防ぐが、ほんの一瞬耐えるだけで破壊されてしまう。閃せん駆くでブレスの圏外に避けるまでの時間稼ぎにしかならない。

　やはり、詠唱スキルを学んで上級魔法が使えないと、本当に強力な攻撃は防げないようだ。

「地球で一番売れたベストセラーって知っているか？」

「ふん、聖書だろう？　それとも毛主席語録やコーランを挙げてほしいのか？」

　邪険な態度の魔王に問いかけると、意外な事に答えがあった。

　そう、活版印刷の一番の恩恵を受けたのは、聖書なんかの思想を広める為の本なんだよね。

　魔王は両手の爪つめを刃のように伸ばし、その爪に「森羅万象」の「消滅」を宿らせる。

「だからさ──」

　凄すごい迫力で迫る魔王の攻撃を回避しながら、狂気と憎悪に染まった彼の顔を見上げて語る。

「どうしてこの世界の神殿は、地球ほどの権力を持っていないんだろうね」

「それが何のっ」

　オレの言葉を否定しようと吠ほえ立てる魔王が、途中で言葉を詰まらせた。

　どうやら言いたい事が伝わったようだ。

　そう、神々の目的が信仰心を集める事なら、神権国家や宗教国家が蔓延はびこっていないとおかしい。

　シガ王国もサガ帝国も、日本人が建国しただけあって信仰の自由がある。

　神が実在する世界なら、神がバックにいる国があってもおかしくないはずだ。

　だが、オレが知る限りパリオン神国やガルレオン同盟、テニオン共和国の三国を除いて宗教国家は存在しないはずだ。そして、それらの国々はどれも中堅国家ではあるが、大国とはとても呼べない。

　神がバックにいるなら、かつて世界を統治していたララキエ王朝のように、もっと強大な国家になっていてもおかしくない。

　少なくとも魔王を簡単に絵に閉じ込められるような神がいれば、シガ王国を侵略するのはわけないはずだ。

　そして、話が戻るが、布教に一番便利な経典を量産する為ための活版印刷が普及するのを妨げる理由は、神にはないと思うんだよね。

　もし妨げる理由がある者がいるとすれば、それは──。

「つまり、キサマは、文明進歩を妨げていたのが、我が君だというのか！」

「他の第三者の可能性も少しあるけどね。神々に敵対する者が、普及を邪魔していたと考えた方が分かりやすいんじゃない？」

「ばかな……」

　これは説得できそうかな。

「では、本当に倒すべき相手は──」

　魔王の言葉の途中で、彼の身体から紫色の光が溢れ出し、暗紫色の首輪が狗頭の首に現れた。

「なんだ、この首輪は！」

　魔王が首輪に手を伸ばすが、その手は首輪をすり抜けてしまう。

　あの鎖は「神の欠片かけら」と同質の存在のようで、「森羅万象」の消滅の力を宿した魔王の爪でもすり抜けてしまって、引き裂く事ができないようだ。

「思い出した……。思い出したぞ！　僕はあいつの──」

　魔王の叫びと同時に、暗紫色の首輪から同色の鎖が伸び、彼を雁がん字じ搦がらめにしていく。

「──ぐぉおおおおおおおおおおお」

　暗紫色の鎖が彼を締め上げ、鎖の上を文字通りの色をした紫電が駆け巡る。

　ＡＲ表示される魔王の体力ＨＰゲージが、すさまじい速度で減っていく。

　もしかしたら、魔王は黒幕氏に操られていただけなのか？

「ダったラ、僕がシていたのは？　……この長い闘争の日々は間違ってイタと言うのカ?!」

　鎖の締め付けや紫電に耐えながら魔王が叫ぶ。

　気のせいか、言葉遣いがおかしくなってきている。

　そう言えば戦いに入る前に、魔王が何度も魔神に殺された事があると言っていたっけ。

「クルルルォウ、なんノ為に、泣き叫ぶ巫女みこ達をこの手にかけたノダ？　神への信仰を捨てぬ木ぼく訥とつな農民ヲ手にカケタのはァァあァ」

　魔王が血の涙を流しながら、絶望の叫びを上げる。

「ボ、僕は塗炭の苦しミを続けル人達に、自由を与えタかっただけなんダ。レイアー……」

　魔王の目や口から暗紫色のオーラが溢あふれ、奴やつの表皮がボコボコと波打つ。

　もしかして、まずい感じじゃないだろうか？

　真実に気付いてしまったせいで、「感情に流されて狂える魔王となり果て」そうな状況に違いない。

　とりあえず、理性を取り戻させなければ。

「落ち着け、魔王！」

　ああ、そんな言葉で落ち着くわけないじゃないか。

　どうやら、オレも少し焦っているみたいだ。

「僕は、レいセイだ。そうとも沈着冷静ナ、原初の魔王ナノダ！」

　叫びと同時に、魔王が巨大化していく。

　巨大化と同時に、狼男スタイルから四足歩行の獣そのものの姿へと変わった。

　──ＷＺＺＺＡＯＯＯＯＯＯＯＯＨＹＮ。

　昼の空に浮かぶ月に向けて、憎悪と狂気が篭こもった咆ほう哮こうを上げる。

　聞いているだけで、こちらまで不安定になりそうな声だ。

「落ち着け！　心を惑わすな！」

　何度か声をかけたが、オレに対する反応はない。

　もう、何を言ってもオレの言葉は届かないようだ。

　──仕方ない。

　フルボッコにして正気を取り戻してもらおう。

　閃駆で二五六方向からの「爆裂」乱れ撃ちと、一六方向からの聖散弾での射撃を混ぜて叩たたき込こむ。

　地形が凄い事になっているが、砂だし風が吹けば元に戻るだろう。

　さらに暗雲から呼び出した一二八本の「落雷コール・サンダー」の魔法を叩き付ける。





＞称号「暴虐なる破壊者」を得た。

＞称号「閃せん光こうの射手」を得た。

＞称号「暗雲の雷使い」を得た。

＞称号「嵐あらしの魔術師」を得た。






　なんだか、中二病くさい称号が色々と手に入っていたが、気にしている暇はないのでスルーしておく。

　どうやら魔王の脅威度評価は、魔法より聖散弾の方が上みたいだ。「絶対物理防御」を張って聖散弾を受け止め、他の魔法攻撃は鱗うろこ状の小盾群と無数の眷けん属ぞく達に受け止めさせるつもりらしい。

　理性を失って、「狂える魔王となり果て」ても、本能で戦闘はできるようだ。

　──ＷＺＺＺＡＯＯＯＯＯＯＯＯＨＹＮ。

　魔王の咆哮と同時に、白銀のブレスが飛んできた。

　氷雪の属性を付与されていたらしく、砂丘や砂上の大岩を一瞬で凍り付かせる。そして、ブレスが作り出した氷のオブジェ達は、風と共に分解して消えていく。

　どうやら、絶対零度的な超低温ブレスのようだ。

「──危ない危ない」

　オレは閃駆で回避できたが、予備動作なしで危ない攻撃をされると肝が冷えるよ。

　──ＡＷＯＯＯＯＯＯＯＯＷＮＮ。

　魔剣を咥くわえた眷属達が襲いかかってくるが、魔王本人でないなら余裕でいなせる。

　たとえ、その魔剣が「森羅万象」の「消滅」の効果を帯びたものであっても当たらなければ問題ない。

「燃えろ」

　最初の時と同じように、「火炎嵐」の魔法で眷属達を焼き払う。

　もっとも、今回は焼き払っても薙なぎ払はらっても、魔王が「眷属生成」や「軍団召喚」でお代わりを追加してくる。問答無用のお代わりは、わんこ蕎そ麦ばだけにしてほしい。

「喰くらえ」

　爆裂の炎や煙に紛れて、魔力過剰充じゆう塡てん済みの聖散弾の雨を叩き付ける。

　魔王を正気に戻らせるべくフルボッコを続けているのだが、状況は芳しくない。

「──あっ、やばっ」

　聖散弾の加速用に「加速門」を一二〇個使ってみたところ、威力が上がりすぎて青いレーザーの雨のようになって魔王の身体を蒸発させてしまった。

「やりすぎたか？」

　思わずそう呟つぶやいて頭を搔かく。

　だが、視線の先で、砂漠を赤く染めた血から紫色の影が湧わき上がり、元の四足獣スタイルで復活してしまった。

「うげげ、さすが魔王……」

　前に倒した「黄金の猪王」と同様に、一回倒したくらいじゃ意味がないようだ。

　やっぱり、魔王は一筋縄ではいかないね。

「クハ、クハフハハハハ、こんナ世界など、滅びてしまえば良いノダ」

　おっ、言葉が復活した。

　どうやら、フルボッコにするのは意味があったらしい。

「カミもヒトもマもセカイも、等しく滅ベバ良いノダ！　『神喰魔狼フエンリル』」

　ちょっと待て魔王、玉砕や無理心中は止やめてくれ。それに、いつ狗いぬから狼になった。

「──なんだ？」

　魔王を中心に、暗紫色をしたドーム状の光が生まれた。

　半透明のドームは瞬く間に魔王を包み込み、そこで止とどまる事なく、ゆっくりと砂漠や空へと広がていく。

　風がドームに向かって吹き始めた。

　よく見ると、ドームに触れた砂や岩が水に溶ける砂糖のように消えている。

「もしかして？」

　ストレージから出した鉄てつ槍やりを投げてみたが、ドームに触れた箇所から蒸発するように消えてしまった。

「これは……」

　どうやら、見えなくなっているのではなく、本当に消滅しているようだ。

「森羅万象」の「消滅」と同種の効果があるなら対処が難しい。

　さっきから吹く風も、ドームに触れた空気が消滅した事による気圧低下が原因だろう。

「ちょっとヤバイかもしれない」

　あいつが言っていたみたいに、本当に世界をまるごと滅ぼす事ができそうな感じだ。

　ドームが広がる動きは遅いが、砂漠が球状に消滅していっている。

　──ＷＺＺＺＡＯＯＯＯＯＯＯＯＨＹＮ。

　半透明のドームの向こうで、魔王が天に向かって吼ほえる。

　魔王が見つめる先には、昼の空に浮かぶ白い満月が見えた。

　もしかしたら、あいつは月に向かって吼えているのだろうか？

「さて、と。見物してたら手遅れになりそうだし、オレにできる事をしてみよう」

　オレはそう呟きながら、メニューの魔法欄を開いて手て頃ごろな魔法を探す。

　試しに「魔法破壊」をかけてみたが、魔法とは違う仕組みなのか「魔法破壊」自体が消滅してしまった。

　続けて「魔力強奪マナドレイン」で魔力を奪おうと試みたものの、その先触れとなる魔素マナが消滅してしまって上手うまくいかない。

　聖散弾や集束レーザーも飲み込まれるだけで、効果がなかった。

　神剣なら対抗できそうだけど、刀身の長さ的にオレの身体からだが先に分解されて終わりそうだ。

「特攻は趣味じゃないし、どうしたものやら──」

　オレは「神喰魔狼」を発動した魔王を観察する。

　魔王を包む半透明のドームは等速で広がるのではなく、暗紫色の波紋が表面に流れる時に広がっているようだ。

　──ん？

　ドームが砂上の大岩を吞のみ込んだ時に、ドームが広がる速度が鈍化した。

「試して、みるか」

　ストレージに大量にある瓦が礫れきや海水を叩き込んだら、さっきの岩よりも拡大速度が落ちる。

　大質量の物をぶつけると、ドームによる物質の消滅処理が追いつかずに、一時的にドームが狭まるようだ。

「これなら行けるか？」

　マップ内に誰だれかいないか再チェックしておく。

　あれだけ長時間、天変地異が続いたせいか、誰もマップ内にはいないようだ。地虫や砂丘蠍さそりのような魔物はいるが、人的被害がなければ別にいいだろう。

「まずは周辺被害の抑制から──」

　オレはストレージに収納してあった都市核の端末を手の中に出し、都市核本体にオレの目もく論ろ見みが実行可能な事を確認し、実行する。

「よし、後は──」

　オレはメニューの魔法欄を開き、ロックしてあった魔法を選択する。

　仕込みを終えたオレは滅びを望む悲しい魔王を見上げた。




「──チェックメイトだ。次の人生は平和に生きてくれ」




　言葉が届かない事を承知でそう告げ、選択していた魔法を発動した。

　オレは全すべてを終え、大砂漠との境界へ「帰還転移」する。

「ここからでも見えるのか……」

　遥はるか彼方かなたに離れたここからでも、魔王が作り出した暗紫色のドームが微かすかに見える。

　空間魔法の「遠見クレアボヤンス」で確認したところ、わずかな間に範囲を広げ、すでに半径一キロメートル近いサイズに広がっていた。

　このまま放置すれば、魔王が言っていたように世界の全てを飲み込むのだろう。

　だが──。

　それは実現しない。

　オレは空の彼方を見上げる。

　そして、しばしの時を経て、虚空の彼方よりソレはやってきた。




　暗雲を引き裂き。




　光の尾を靡なびかせて。




　轟ごう音おんと共に星が降ってくる。




　流星雨──かつて竜の谷を滅ぼし、最強の竜神をも殺した最強の魔法だ。

　地平の彼方で、大質量隕いん石せきが暗紫色のドームに命中する。

　だが、岩山のような巨大隕石を受けてなお、ドームの光は消えない。

　──うん、想定の範囲内だ。

　暗紫色のドームに向けて、星が降る。

　消えようが砕けようが、星は降り続ける。

　総計一〇〇〇個を超える巨大隕石が砂漠に降り注ぎ、やがて暗紫色の光がクレーターの底に消えていく。





＞称号「魔王殺し『狗頭の古王』」を得た。

＞称号「地裂の魔術師」を得た。

＞称号「天崩の魔術師」を得た。






「……ふう、上手くいって良かった」

　あらゆる物質を消滅させる暗紫色のドームも、これだけの大質量の連打を受けては耐えきれず、その内に隠した魔王を露出させざるを得なかったようだ。

　視界の隅でログが凄すごい速度で流れている。

　マップ内の敵を全て殲せん滅めつしたから、「戦利品のオートマチツク自動回収・ルート」の発動条件を満たしたのだろう。

　オレはログの確認を後回しにし、黄土色に染まった空を見上げる。

　大質量隕石の雨によって巻き上がった砂さ塵じんが、周辺の国に悪影響を及ぼす心配は無用だ。

　オレの支配下にある都市核達に、砂塵を押さえ込む結界を砂漠中で展開させてある。

　都市核の数に対して大砂漠があまりに広いから、少しは砂が漏れるかもしれないけど、少しくらいなら、それぞれの国がなんとかしてくれるだろう。

　魔王が暴れるよりはマシなはずだ。




















◆






「負けたよ？」

「あいつがじゃまするから」

「ひどいよねー」

「あぅ、苦しい？」

「へんだね、ふらふらする」

「ふらふら～」

「へろへろ～」

「よろめくよ～」

「帰れる？　かえろー」




　──帰さないよ？




　流星雨の穿うがったクレーターの底に現れた暗紫色の光──「神の欠片かけら」を、黒いオーラを纏まとった神剣であっさりと始末する。

　今度は砕いた光を監視していたから、紫色の光が神剣に吸い込まれるのが確認できた。

　やっぱり、神剣は封印具の類たぐいも兼ねてるのかな？

　そんな事を考えている間にも神剣の黒いオーラが生き物のように蠢うごめき、オレの魔力を吸い始めたので素早くストレージへと戻す。

　この黒いオーラをなんとかする方法を探さないと、神剣での長時間戦闘ができない。

　それにしても──。

　あの邪気を感じる「神の欠片」は、人の身に宿り、ユニークスキルという超常の力を餌えさに、人を魔王化させる何者かの罠わななのか。

　あるいはそこに邪悪な意図などなく、大きすぎる力に溺おぼれた者が勝手に破滅して、魔王という存在に堕おちてしまうだけなのか。

　いずれにせよ、軽々に使うと身の破滅を呼ぶのは間違いなさそうだ。

　アリサには今後も、ユニークスキルを使わないように言い含めないとね。

「──ん？」

　いつの間にか、オレの前に一人の子供がいた。

　レーダーに映る光点は白い色をしており、ＡＲ表示される彼の名前は「クロウ」というようだ。

　──この名前には聞き覚えがある。

　探索者ギルドに現れた紫毛の犬人少年のものだ。

　いや、彼が着るダボダボのポンチョの下から覗のぞく手は、人族のモノだ。

　つまり、犬人族ではなく狗頭。

　それが意味するのは──。

『──ぁあぁ』

　クロウ少年がこちらを見上げる。

　よく見ると、彼の身体の向こうに砂漠が透けて見えている。

　そういえば探索者ギルドで、彼が幽霊ゴーストのように消えてしまったって言っていたっけ。

『ありガ、とう』

　クロウ少年がノイズ混じりのざらついた声で言う。

　これは神代語のようだ。

『後は任せた──』

　そう意味深な言葉を残して、クロウ少年の身体は砂漠に吹く風に溶けるように消えてしまった。

　今の発言から考えて、彼は「狗頭の古王」に変じる前の姿なのかもしれない。

　もしかしたら、蜃しん気き楼ろうの中に現れた紫色の人影もまた、魔王として復活する前に彷徨さまよっていたクロウ少年の魂だったのかもね。

　そう考えると、迷宮都市の瘴しよう気きがなかったのも、「区画の主」を討伐した時に瘴気が妙な動きをしていたのも、どちらも魔王復活の予兆だったと考えられる。

　まあ、今頃分かっても意味ないけどさ。

「それにしても……あんなに清すが々すがしい顔で後を任されても困るよ」

　まあ、オレが背負う義理はないか。

　魔王だし、そのうち勝手に蘇よみがえるだろう。

　成仏してそうな気もするけど、魔王がそこまで殊勝なはずがない。

　さっきの感じだと、「神の欠片」が抜けて正気に戻ってそうだし、自分の後始末は自分でやってもらおう。

　さて、魔王も片付いたし、だいたいの情報も回収できた。

　あとは、魔王が言っていたオレの上位互換らしき、黒幕っぽい存在についての対応だが……。

　正直なところ、可能な限り近付きたくない。

　でも、ゲームだったら狗頭を倒した事が黒幕イベントの開始フラグになっているのが定石だ。

　この世界はゲームっぽいだけでゲームじゃないけど、いつか現れるかもしれない相手用に対抗手段を用意するくらいの用心深さは必要だろう。

　最強の神である竜神を倒した「流星雨」の連打を使えば勝てそうな気もするけど、それをしたらオレが世界の敵になっちゃいそうだし、ジョーカー的な神剣は長時間戦闘に向かない。

　何か単体相手に威力が高い魔法か武具を開発するべきだろう。

　まあ、それは今すぐじゃない。

　心配してるだろうし、皆の所に戻ろう。

　ひょっとしたら、もう「階層の主」を倒しちゃったのかもしれないね。

　念の為ため、流星雨の痕こん跡せきが「戦利品の自動回収」でストレージに収納されているのを確認してから、迷宮へと帰還した。








『階層の主フロア・マスター』戦







〝アリサです。いくらなんでも、中ボスと対決しようとしてラスボスが出てくるのはクソゲーだと思うの。運命を司つかさどる神様に声を大にして言いたいわ！　難易度調整は超重要よ！〟






「ま、まおう……」

　れべる一四〇？

　待って、狗いぬの頭の魔王？

　──違う。

　目の前にいるこいつは魔王なんて生易しい相手じゃない。

　こいつは神話に記されていた奴やつだ。

　世界中の神殿を焼き、地上に降臨していた神の御み使つかい達を喰くらい尽くした邪神。

　神の軍団と戦い、竜を蹴け散ちらした魔神の使徒。

　それが、どうしてこんな場所に？

　もしかして、わたしがいたから？

　わたしの故郷で、この紫色の髪は不幸を呼ぶ忌み色だと言われていた。

　そんな不吉な忌み色を持つ、わたしがいたから、こんな所に魔王が現れたの？

　わたしが、いなかったら……。

　悪い方向にループしようとしたわたしの頭を、ご主人様が優しく抱き寄せてくれる。

「アリサ、大丈夫だ」

　ご主人様が小声で励ましてくれる。

　その声には微み塵じんも恐れはない。

「……うん」

　なんとか声が出せた。

　そうだ！　怯おびえてる場合じゃない！

　わたしがご主人様や皆を守らないと！

　ユニークスキルの「不撓不屈ネバー・ギブアツプ」と「全力全開オーバー・ブースト」を併用して次元の彼方かなたに放逐してやる。

　一回で無理なら──何度でも。

　この力をくれた神様が言っていた。

　使用回数の制限は、魂のリミッターだって。

　だったら、わたしの魂を全部使ってもいい。もっとイチャラブしたかったけど、皆や愛いとしい相手を救えるなら安いものよ。

　今世は悪くなかった。今なら笑って死ねる。

　できれば来世でも、この楽天的なご主人様の傍そばに転生したいわね。

　深呼吸して、ユニークスキルを発動──え？

　急に目の前の光景が変わる。ご主人様の縮地だ。

　一瞬で、わたしはナナ達のいる場所まで移動させられていた。

　わたしの無謀なご主人様は、一人で戦う気に違いない。





◆






「は、早く見つけないと！」

　魔王と一緒に転移してしまったご主人様を、空間魔法で捜してみたけど見つからない。

　うそ、よく知ってる人ならすぐに見つけられるはずなのに！

「アリサ、『階層の主』です。一いつ旦たん、後方に下がります」

　リザさんの指令で、みんなが後方の安全圏に避難する。

　わたしは、リザさんの小こ脇わきに荷物のように抱えられて運ばれた。

　そんな待遇に文句を言う時間も惜しい。

　わたしは何度も探索魔法を使って、ご主人様を捜し続ける。

　一度だけ、「全力全開」を使って探索したけど見つからなかった。

　まるで、この世界から「サトゥー」が消えてしまったみたいだ。

「ダメっ、見つからない」

　わたしは自分の力の足りなさに歯は嚙がみする。

「さっきのは～？」

「魔族みたいにゾワゾワしたのです！」

「違う。きっと魔王」

「そんなっ?!」

「本当ですか？　ミーア」

　ミーアにも分かったみたい。

「しんぱいむよ～？」

「でも、心配なのです！」

　心配していないのはタマだけみたい。

　どうしてこの子はここまで信じられるんだろう。

　ルルも真っ青な顔をしているし、リザさんやナナだって相手が魔王だと聞いて、落ち着きをなくしている。

「まったく、落ち着いてるのはタマだけか。深呼吸だ！」

　いつの間にか近くに来ていた師匠連中にどやされた。

「吸ってー吐いてー吸ってー吸ってー吸ってー」

　吸いきれなくて、ぶはっと吐き出してしまった。

　でも、少し落ち着いたかな。

「まったく、盾役はいつも沈着冷静でいろって言っただろうが」

「申し訳ないと謝罪します。マスターの危機に何もできない自分をもてあましていましたと自己分析しました」

「まったく、サトゥーは勝てない相手に玉砕を選ぶような奴じゃないだろう？　あいつは勝てない相手なら何の躊躇ためらいもなく逃げられる男だ。あんた達を置いていったのは、まだ魔王と戦うには足りないと思ったのか、あんた達の力を借りるまでもなく楽勝で倒せると踏んだんじゃないか？」

　うう、理屈じゃないのよ。感情が追いかけたがってるの！

「口止めされてるが、あんた達ならいいだろう。サトゥーは虚空で万単位の巨大なクラゲの魔物を一瞬で倒してみせたぞ？　あの冗談みたいな光景を見たらサトゥーの心配なんてするだけ馬ば鹿か馬ば鹿かしいと分かるんだけどねぇ」

　──万単位？

　害獣駆除ってそんな無茶な規模だったのか……。

　師匠達の話に耳を傾けながらやきもきとしていると、震度三くらいの揺れが断続的に襲ってきた。

「ゆれ～？」

「ぐらぐらなのです！」

「きゃっ、だ、大丈夫かしら？」

「迷宮は頑丈です。この程度の揺れでは崩落しないと断言します」

「この揺れは、ご主人様と魔王が戦っているのでしょうか？」

　わたしの空間魔法の探知圏外から、ここまでの地震を起こそうと思ったら、巨大隕いん石せきの雨でも降らさないと無理だ。

　わたしがセーリュー市に着く前に見かけた流星群が脳裏を過よぎったけど、いくらご主人様でも、そこまで規格外じゃないと思う。

「たぶん地震じゃないかな。大砂漠との境界あたりに休火山があったから、あれが噴火したのかも」

　てか、この地震長い。

　震源地とか想像するのが怖いレベルね。





◆






「ただいま。心配かけてごめんね」

　ちょっと買い物に行ってましたみたいな態度であいつは帰ってきた。

「おかり～」

「お帰りなさいなのです！」

「「ご主人様！」」

「サトゥー」

「マスター、無事の帰還を祝福します」

　皆に囲まれるご主人様の笑顔が普段通りすぎて、一歩出遅れた。

　魔王はどうしたのか聞いたら、あっさりと「倒した」とだけ答えが返ってきた。

　倒したって、あんた、そんな簡単に。

　そりゃ、怪け我がどころか服も破れてないけどさ。

　あれって、神話に出てくるような奴よ？

　魔王って枠の外側にはみ出てるような規格外な存在なのに……。

「お～、あれが『階層の主』か」

　ご主人様が視線を巡らせ、試練の間の中央に悠然と佇たたずむ「階層の主」に目を留めた。

　ご主人様と入れ替わりに出現した「階層の主」は、真っ赤な稲妻を体表に纏まとわせた「赤雷サンダー・烏賊スキツド・帝エンペラー」だ。

　体高五〇メートルを超える巨体で、地面でうねる触腕も同じかそれ以上の長さがある。

「どうする？　日を改めて挑戦するかい？」

　ご主人様がわたし達を気遣うように問いかけてくる。

　やきもきして精神的に消耗したわたし達のコンディションから考えたら、日を改めて仕切り直すのがセオリーかもしれない。

　でも、最強の魔王と戦ってきてなお涼やかなご主人様の顔を見ていると、とてもそんな気にはなれなかった。

　いつかご主人様の隣に立ちたいなら、この程度の事は軽々と乗り越えなきゃダメだわ。

「やるっ！　皆、行けるわね？」

　良かった、皆も頷うなずいてくれた。

　暢のん気きに「階層の主」を眺めるご主人様に鼻息荒く宣言して、皆に対戦相手の情報を説明する。

「敵の名前は赤雷烏賊帝。レベルは五九──想定より少し高めだけど、決して届かない相手じゃないわ」

　仲間達が神妙な顔で頷く。

　イカと聞いて食べ物を連想しそうなタマとポチも、お口チャックのポーズで黙って聞いている。

「特殊攻撃は水魔法と電撃。どっちも厄介だけど、一番ヤバそうなのは、あの目玉ね。魅了の邪眼みたいだから、早めに潰つぶしましょう」

　幸い、前に倒した「区画エリア・の主マスター」の招雷ライトニング牡・エルダー・鹿スタツグで、雷撃持ちの強敵との戦い方は経験した。

　こいつは水魔法を併用してくるから、水を浴びて感電しないようにしないとね。

「ルル、任せていいですか？」

「は、はい！　頑張ります」

　リザさんがルルを指名する。うん、わたしも賛成。

「でも、幾つか想定していたケースの中では、楽勝な部類に入るわね。ジェリルっちが中層で戦ってた『氷雪アイス・蔦アイビー・帝エンペラー』みたいな『物質透過系』の特殊能力持ちじゃないのはラッキーだったわ」

「ええ、私達前衛の攻撃が効くなら、昨日の打ち合わせ通りの戦い方ができそうです」

　リザさんに頷いてから、戦いの手順と注意点を伝え、ミーアと二人で仲間達に支援バフ魔法をかけていき、最後に空間魔法の「戦術タクテイカル輪話・トーク」を使って戦闘中も会話ができるようにする。

「よし、準備完了」

　わたしが宣言すると過保護なご主人様が、術理魔法の「魔力マナ・譲渡トランスフアー」でわたしとミーアの魔力を全回復させてくれた。

　いつもの事だけど、すさまじい魔力量よね。

　さっき歴代最強の魔王と戦ってきたくせに、こんなに魔力の余裕があるんだから。

「ありがと、ご主人様」

　でも、いつまでも守られてばかりじゃないわ。

　わたし達だって一流の探索者だって教えてあげるんだから！

『アリサ、全員配置につきました』

「おっけー」

　戦術輪話を通してリザさんからの報告が入る。

　戦闘を開始する前に、赤雷烏賊帝の様子を再確認しておこう。

　わたし達が配置につくまでの間に、赤雷烏賊帝は自分の周りに綿菓子のようなピンク色の靄もやを浮かべていた。

　どうやら帯電しているらしく、パチパチと弾はじける音がしている。

　下手に接近戦を挑んだら、感電死して終了だったわけか。

　上層でも「階層の主」だけあって生半可な敵じゃないわね。

　三方に散ったタマ、ポチ、リザさんの三人が、こっちに手を振っている。まったく、「階層の主」に見つかったらどうすんのよ。

「ミーア、砂巨人の準備を始めて」

「ん」

　わたしは隣にいるミーアにそう告げ、空間魔法の「格納庫ガレージ」で作った亜空間に収納してあった大量の砂を地面に放出する。

　この砂を材料に、ミーアが精霊魔法の疑似精霊創造で「流砂のサンド・巨人ジヤイアント」を創つくりだす。

　砂はなくても作れるんだけど、材料を用意しておくと必要魔力が激減するのよね。

　砂巨人は巨従グリーン・緑精サーバントよりも電撃や打撃に強いので、序盤の盾役をやってもらおうと思っている。

　ミーアの魔力に反応して、赤雷烏賊帝が動き出した。

「リザさん達も準備始めて」

『承知』

　リザさんが竜りゆう爪そう槍やりに魔力を流し、他ほかの前衛達もオリハルコン合金製の聖剣に魔力を流した。

　聖剣用の青液ブルーが魔力フィルターになるのか、皆の剣が青く光り、現れる魔刃もご主人様の聖刃みたいに青い光を放っている。

　ご主人様の聖刃スキルは、青液の魔力フィルター機能を代替するモノみたい。

『行きます』

　大広間の反対側に待機していたリザさんが、馬鹿げた大きさの魔刃砲を赤雷烏賊帝の後頭部に叩たたき付ける。

　赤雷烏賊帝がひときわ激しく放電しながらターゲットをミーアからリザさんに変えて振り向く。

　いやさー、確かに作戦通りなんだけど、リザさんってば気合い入れすぎ。

「ナナ、ちょっと早いけど、参戦よろ」

『承知と告げます』

　わたし達後衛の前に陣取っていたナナが大広間に足を踏み出す。

　挑発は、まだ早い。

『理槍ジヤベリン、全力発射と宣言します』

　ナナが五発の「理槍」を赤雷烏賊帝に叩き込んでターゲットを奪う。

　さらに、タマとポチが左右から交互に魔刃砲を叩き付ける。こっちはリザさんと違って常識的な威力だ。

　そう、それでいいのよ！

　四人で順番に攻撃する事で、赤雷烏賊帝を右往左往させる作戦は上手うまくいきそう。

　ゲームでもレイド・ボスのタゲ回しのピンポンってよくやったものよ。

「……■■■■■■　砂クリエート精霊・サンド・創造ジヤイアント」

　わたしの横でミーアの精霊魔法詠唱が完了する。

　砂山が変形して現れた砂巨人が、のっそりと赤雷烏賊帝に向かっていく。

　赤雷烏賊帝の周囲に防壁のように浮かぶ帯電靄を吸収しながら、平気な顔で接近してる。

　まあ、砂巨人に顔なんてないけどさ。




　──ＩＫＷＡＡＡＡＷＨ。

　一定の距離まで近付いた砂巨人を、赤雷烏賊帝が触腕を持ち上げた威圧のポーズで迎え、重低音の咆ほう哮こうを上げる。

　触腕の間に雷光が閃ひらめいた次の瞬間、耳が痛くなるような強力な雷撃を砂巨人に浴びせてきた。

　うっは、耳が痛い。

　目は手で庇かばったけど、耳がキーンとして聞こえないや。

　今度、防具に一定水準以上の音を遮断する機能を付けてもらおう。

　砂巨人はあれだけの電撃を浴びてなお、平然と赤雷烏賊帝に向かって歩みを進める。

　それでも、三割くらい体力を持っていかれてるみたいね。耐雷タイプの疑似精霊じゃなかったら、さっきの一撃で沈んでたかも。

『目が目が～なのです』

　あちゃ、ポチはマトモに見ちゃったのか目を押さえて蹲うずくまってる。

　他のみんなもポチほどじゃないものの、目や耳がやられたみたいだから、しばらくは時間を稼がないとね。

『皆、落ち着いて！　時間を稼ぐから、視力が回復するまでイカから距離を取って！』

　わたしの声かけで、皆がイカとの距離を開ける。

「ミーアは大丈夫？」

　耳は聞こえていないみたいだけど戦術輪話で通じたみたいで、ミーアがこくりと頷く。

　大丈夫みたいね。

「砂巨人を突撃させて、イカを組み伏せて」

「ん」

　ミーアの指示を受けて、砂巨人が赤雷烏賊帝に組み付く。

　赤雷烏賊帝がそれを嫌がるように触腕を砂巨人に叩き付けるけど、砂巨人の身体からだを構成する砂にめり込むばかりで有効打は与えられないようだ。

　打撃が効かないのに焦った赤雷烏賊帝が、苦し紛れにイカ墨みたいな毒霧を吐き出すけど、呼吸をしていない上に光学的な視界を持たない砂巨人には何の効果もない。

　よっし、思った以上に相性が良いいみたいね。

「今のうちにイカの魅了眼を潰すわ」

　そう言ってルルを見上げる。

「ルル、狙そ撃げきできる？」

「片方ならなんとか」

「じゃ、もう片方はわたしの魔法でやるわ」

　わたしの傍そばでルルが光線銃を構える。

　わたしは遠距離狙撃が苦手なのでホーミング機能がある「追尾フアイヤーボール火球・チエイサー」を使う事にした。

　ダメだわ。わたしの魔法は赤雷烏賊帝にレジストされちゃってダメージが通らない。

　ルルの光線銃は片方の目に命中したけど、目を保護する膜に反射させられて眩げん惑わくさせる程度のダメージしか与えられなかったみたい。

「ルル、対物ライフルか加速砲でイカの目を狙ねらえない？」

「無理みたい」

　ほら、とルルが指さす先では、こちらを警戒した赤雷烏賊帝が触腕で目をガードしていた。

　さっきの光線銃がよほど嫌だったようだ。

「困ったわね。射線が通る場所まで移動するしかないかしら？」

『ポチがやるのです！』

『タマもやるる～？』

　つなぎっぱなしにしている空間魔法の「戦術輪話」から、ポチとタマの元気な声が入ってきた。

　──へ？　ポチ？

「ポチ、目は大丈夫？」

『魔法薬を顔にかけたら治ったのです！』

　いや、普通は治らないわよ？

　まあ、いいや。

「いける？」

『任せてなのです！』

『あい～？』

　う～ん、赤雷烏賊帝の脅威評価値ヘイトが上がりすぎて、盾役の砂巨人からポチやタマにターゲットが移りそうで怖いけど。

　魅了眼を潰すのは最優先だし、砂巨人が組み付いている限り帯電靄は出せないみたいだし、なんとかなる、か。

　よし、女は度胸って言うしね！

「じゃ、お願い」

『うけたまわり～』

『なのです！』

　タマとポチがシュピッとシュタッのポーズをそれぞれ取って、全力で聖剣に魔力を集める。

　二人の聖剣が青い輝きを放ち、蒼あおい粒子が聖剣の周りを漂う。

　良かった。今回はポチも制御に成功したようだ。

『いちご味～？』

『ここはとっておきのジャーキー味なのです！』

　二人が腰の魔法薬ホルダーから取り出した魔力回復薬を飲み下す。

　うげっ、ビーフジャーキー味の魔法薬なんてよく飲むわね。

　赤雷烏賊帝が何度目かの放電を終えたタイミングで、ポチとタマが突撃する。

　迫り来る赤雷烏賊帝の触腕を、ポチは瞬動で回避しつつ、その懐に急接近した。そして、そのまま刃やいばを伸ばした聖剣を赤雷烏賊帝の片目に突き立てる。

　痛みに赤雷烏賊帝が目を閉じた。

『まだまだ～、なのです！』

　おお！　突き立てた状態から魔刃砲を打ち出して、片目を爆破か……可愛かわいい顔してなかなかエグイ技を使うわね。

『じゃばらそ～ん、あんど～、どりる～』

　反対側から接近したタマが、魔刃でコーティングした蛇腹剣を伸ばして、赤雷烏賊帝の目玉に突き刺す。

　そのまま蛇腹剣を短くする力に乗って、自分を持ち上げてる。よく抜けないもんだと思ったけど、確か先端から棘とげがでるんだっけ。エグさではタマも一緒ね。

　接近したタマが、もう片手に持ったオリハルコン合金製の回転刃聖剣を突き立てる。

　あんなネタ武器を本当に使いこなすなんて、ちみっ子は凄すごいわ。

　おっと、範囲攻撃が来そう。

「ナナっ」

『ダイオウイカよ！　偉いと思うならホタルイカのように輝いてみせろ、と道破します！』

　ああ、そんな挑発したら。

　赤雷烏賊帝の表面がチカチカと瞬き、怪獣でも倒せそうに強烈な雷撃がナナを襲う。

「──凄いっ」

　ルルが息を吞のむ。

　ナナを中心に十と重え二は十た重えの魔法の盾や魔法障壁が浮かんで、ナナを無傷で守っている。

　──城砦防御フオートレス。

　発動したのを見るのは二回目だけど、ふざけた防御力だわ。





◆






「けっこうイカの体力も削れてきたわね」

　ここまでの戦いで何度かナナ以外も攻撃を受けていたけど、ご主人様が作ってくれたチート防具と潤沢な魔法薬のお陰で戦線が崩れずに済んだ。

『そうですね、アリサ。そろそろ打って出ましょう』

　ちまちまと敵の体力を半分ほど削ったところで、リザさんが追い込みに入る決断を下した。

『ナナ、タマ、ポチ、連携を行きますよ』

『承諾』

『あいあい～』

『らじゃなのです！』

　おお！　コンボ技ね！

『零ゼロの太刀、「魔刃砕壁ブラスト・アーマー」と告げます』

　青い光を帯びたナナの黄金の聖剣が、赤雷烏賊帝の防御障壁に激突する。

　拮きつ抗こうしたように見えた次の瞬間、ナナの聖剣が閃せん光こうを放ち赤雷烏賊帝の防御障壁を無残に破壊してみせた。

　防御障壁を粉砕する事に特化した必殺技だけはある。

『一の太刀～？　「魔刃双牙ボーパル・フアング」』

　タマが両手に持った聖剣から巨大な牙きばのような刃を生み出す。

　コマのように身体を回転させながら突撃し、防御障壁を失った赤雷烏賊帝の身体に嚙かみ跡のような傷を穿うがっていく。

　そんなタマに赤雷烏賊帝が苦し紛れの触腕を叩たたき付けてきた。

『よゆ～？』

　轟ごう音おんを上げて襲ってくる触腕を、タマが華麗に避よけていく。

　そんな紙一重でアクロバティックに避けなくていいから！　そういうのは仮面のアサシンにでも任せておきなさい。あと、セリフは「たわいなし」よ。

『二の太刀なのです！　「魔刃ヴアンキツシユ突貫・ストライク」！』

　続いて、真っ青に全身を輝かせたポチが瞬動付きで突撃してきた。

　防御障壁を失い、頑丈な外皮を傷だらけにした赤雷烏賊帝の身体に、聖剣ごとポチが突き刺さる。

　昔見たミステリー邦画のラストシーンのようだ。

　──ＢＵＩＧＷＡＡＡＢＢＷＨ。

　暴れる赤雷烏賊帝の勢いを利用して、ポチが巨大な傷口から脱出した。

　タマ、ポチ、ナナの連続攻撃で大ダメージを負った赤雷烏賊帝に、青い光を靡なびかせたリザさんが迫る。

　竜りゆう爪そう槍やりの延長線上に魔刃が伸びる。いつもの三倍近い長さだ。

『三の技。「魔槍竜退撃ドラグ・バスター」！』

　リザさんが青く輝く竜爪槍の連撃を叩き込み、最後にくるりと身体を回転させて、そのベクトルを乗せた一撃を突き立てた。

　今の攻撃はポチの突撃でズタズタになっていた皮下脂肪の鎧よろいを突き抜け、内臓深くに抉えぐり込まれたみたいだ。

　──ＢＵＩＧＷＡＡＡＢＢＷＨ。

　赤雷烏賊帝がひときわ大きな悲鳴を上げた。

　それを横目にリザさんが口に咥くわえていた魔力回復薬の瓶を嚙み砕き、飲み干す。

　枯渇寸前だったリザさんの魔力がみるみる回復していく。中級のくせに上級魔法薬並みの回復量よね。

『絶の技。「魔刃マナブレード爆裂・ブラスター」』

　リザさんが竜爪槍を突き刺した姿勢のままで、追撃の必殺技を放つ。

　赤雷烏賊帝の体の奥で、青い輝きが幾つも瞬くのが見えた。

　次の瞬間、赤雷烏賊帝の内側から、表皮を突き破って青い刃がそこかしこから顔を見せる。

　──ＢＵＩＧＷＡＡＡＢＢＷＨ。

　瞳ひとみに憎悪の炎を燃やした赤雷烏賊帝が、リザさんに報復しようと触腕と稲妻の多重攻撃を放った。

『させないと告げます』

　挑発スキルを込めた叫びを上げ、身体強化と瞬動を重ねたナナが、人外じみた速さでリザさんと赤雷烏賊帝の間に割り込んだ。

　片方の触腕を大盾で防ぎ、残る触腕と稲妻を空中に浮かぶ魔法の盾で受け止める。

　みんな、凄い。

　赤雷烏賊帝の残体力は三割近くまで減っている。

　これ以上削ると、赤雷烏賊帝が暴走スタンピードモードに移行しちゃう。

　ここからは一いつ気き呵か成せいに削りきらないとダメだ。




「アリサ、そろそろ」

「おっけー」

　ミーアの操る砂巨人の体力が尽きて崩壊する。

　そこに空間魔法「迷路ラビリンス」の呪じゆ文もんを使って時間を稼ぐ。せいぜい三〇秒も保もてばいい方だけど、それで十分なのよね。

　横でコクコクと魔力回復薬を飲むミーアから桃の香りがする。

　この子は桃味か。みんな好き放題に改良してもらってるわね。

　ミーアが砂巨人の残ざん骸がいを材料に、精霊魔法で「流砂の蛇」を生み出して赤雷烏賊帝を拘束させる。

　赤雷烏賊帝が砂蛇を剝はがそうと暴れるけど、さっきの砂巨人以上に剝がしにくいようだ。

「ルル、準備して」

「うん、分かった」

　光線銃や対物ライフルで皆のサポートをしていたルルに加速砲の準備を促す。

　わたしも、空間魔法で赤雷烏賊帝が動かないように固定しよう。

　ただし、狙いは赤雷烏賊帝じゃない。

　直接狙ったらレジストされちゃうもんね。

　狙うのは、赤雷烏賊帝に絡みつく流砂の蛇の方だ。流砂の蛇を空間に固定し、間接的に赤雷烏賊帝を拘束する。

　腰の魔法薬ホルダーから魔力回復薬を取り出して一気に呷あおる。

　──にがっ。

　苦い魔法薬の方が回復量が多いから使ってみたけど、やっぱいつもの甘いヤツの方が飲みやすいわ。

　ルルの加速弾が当たったら、赤雷烏賊帝の体力が残り三割を切るはず。

　赤雷烏賊帝が暴走モードに入る前に、ユニークスキル全開で上級空間魔法の「空間デイス消滅インテグレイト」を叩き込んで一気に止とどめを刺してやる。

　ルルが妖よう精せい鞄かばんから加速砲を取り出して構えた。

　目で問うてくるルルに頷うなずいて、ＧＯサインを出す。

「照準完了。固定」

『イエスマイレディー。ディメンジョン・パイル、スタンバイ』

　ルルの指令に、加速砲のサポート音声が応こたえる。

　やっぱ、ピポパポ音よりはご主人様のショタ・ボイスの方が萌もえるわ。

　不可視の次元デイメンジヨン杭・パイルが加速砲の重たく長い砲身を空中に固定する。

「仮想砲身展開」

『オーケー、ヴァーチャルバレル、スプレッド』

　加速砲の前方に二〇メートルほどの術理魔法系の疑似物質砲身が展開される。

　くぅ、燃えるわ！

「加速魔法陣、制限解除」

『アイアイマム、バッテリー、フルチャージ』

　加速砲の横に付いていた魔力筒から、魔法陣を生み出す為ための魔力が充じゆう塡てんされる。

　──あれ？

　前は三目盛り分だったのに、予備筒も含めて全部空っぽになってない？

『アクセラレーション、オーバードライブ』

　仮想砲身に沿って赤く光る魔法陣が展開されていく──って、何枚出す気だ！

　あれれ？　加速魔法陣って三枚じゃなかった？

　一〇〇枚くらい出てない？

「準備完了！　アリサ？」

　準備が完了したルルが、タイミングを問うてきた。

　──もちろん、ＧＯよ。

　赤雷烏賊帝を指さして発射を指令する。

「撃てぇええええええええ！」

『イグニッション！』

　ルルの細い指が引き金を絞り込み、砲弾が発射される。

　バンだかドンだか聞き取れない程の爆音を残して、青い軌跡がルルの加速砲から撃ち出された。

　え？　実体弾よね？

　どうしてレーザーみたいなの？

　うっは、一撃で赤雷烏賊帝の胴体に大穴が開いてる。

　大穴の周りが内側に抉り込むように陥没して、赤雷烏賊帝の体が後ろに引っ張られていく。

　そして終ついには、固まった砂蛇に裂かれるように赤雷烏賊帝がズタズタの輪切りになってしまった。

　げげげっ、延長線上の迷宮の壁面まで抉れてるじゃない！

　そこに、我らがご主人様の暢のん気きな声が耳に入ってきた。

「やっぱ、マッハ二〇は凄いね」

　マッハ？　二〇って、音速の二〇倍って事?!

　ちょっとは自重しなさいよ！
















　でも、驚きすぎて口からはあうあうとバカみたいな声しかでない。

「前にアリサがレールガンはマッハ二〇って言っていたからさ、ちょっとチャレンジしてみたんだ」

　──いや、確かに言ったけど！

　凝った料理なんかと同レベルで語らないでよ。

　どうりで一発撃っただけで、仮想砲身を構成していた疑似物質が薄氷のように弾はじけて消えちゃうわけだわ。

　脱力するわたしの所に、タマとポチが駆けてきた。

「ありさ～」

「勝利のポーズするですよ！」

　え？　今ので終わり？

　うそっ？　わたしの出番が。

　あのっ、ユニークスキル、まだ使ってないんですけどっ。

　心の中で思考が空転するわたしの手を、タマとポチが引っ張る。

　そして、召喚の儀式をした祭壇の真ん中に出現した巨大宝箱の前で、ご主人様や皆と一緒に勝利のポーズで記念撮影をした。二枚目は師匠達も集めて撮影する。




　こうして……。




　わたし達はミスリル証を手に入れた。








エピローグ







〝サトゥーです。社会人になってから田舎に帰るたびに、従姉妹いとこの子供達の成長に驚かされたものです。本当に子供の成長って速いですよね。〟






「皆、よく頑張ったね」

　オレが声をかけると、「階層の主フロア・マスター」を討伐した仲間達が駆け寄ってきた。

　オレは誇らしげな気持ちで仲間達を褒める。

「にへへ～？」

「頑張ったのです！」

　石を投げる人々の前で、弱々しく震えるだけだったタマとポチはもういない。

　今の二人なら、あの時のような事に出くわしたら、自ら理不尽を打開する事ができるだろう。

「うん、ちゃんと見てたよ」

　やりとげた顔のタマや尻しつ尾ぽをぶんぶん振るポチの頭を撫なでる。

　撫で方が足りないのか、タマが撫でる手を頭で押し上げてきた。

「ぶい」

　小さな手でアリサに教わったＶサインをするミーアの頭をぽんぽんと叩たたき、軽く髪を撫でて祝福する。

「ミーアも縁の下の力持ちをありがとう」

　強力なベヒモスで無双するのではなく、地味な砂巨人で敵の攻撃を受け止め、仲間達が攻撃しやすいように支援してくれていたのだ。

「ん」

　オレの言葉に、ミーアがこくりと満足そうに頷いた。

「──リザ、指先から血が出てるよ」

　最後の必殺技で加減を間違えたらしく、リザの小手から血が滴っていた。

　オレは素早く水魔法で彼女の怪け我がを癒いやしてやる。

「ありがとうございます、ご主人様」

　礼を言いつつもリザの尻尾が誇らしげに揺れている。

　セクハラにならないように軽く彼女の肩に手を置き、「強くなったね」と彼女の頑張りを褒めた。

　こんなタイミングじゃないと、なかなか言えないからね。

「はい……はい、ご主人様……ご主人様のお陰です」

　声の震えに視線を向けると、リザの頰ほおを止めどなく涙が流れていた。

　一瞬だけ、褒め言葉を間違えたかと思ったが、表情からして感涙のようだ。

「リザがいてくれるから、安心して任せられるんだ。これからも宜よろしくね」

「……はい。微力を尽くします」

　なおも涙を流すリザにハンカチを手渡す。

「マスター、私にも称賛を希望します」

　そこにナナがずいっと迫ってきた。

　今は頑丈な金属鎧よろいを着ているので、胸を押しつけられてもあまり嬉うれしくない。

「ナナ、皆を良く守ったね」

「イエス・マスター」

　ナナは無表情ながらも、微かすかに口元が綻ほころんでいる気がする。

「ルル」

「は、はい！」

　オレが声をかけると、焦ったように答えたルルが直立不動になった。緊張しているのか、しきりに前髪を触っている。

　ここで「綺き麗れいになったね」と冗談を言ってみたい稚気が心を過よぎったが、そんなタイミングでもないので自重しておく。

「素晴らしい照準速度と命中率だったよ」

　アリサ相手なら「ラストアタックおめでとう」と言うところだが、奥ゆかしいルルだと喜ばないと思ったので言葉を変えた。

「それから、扱いの難しい加速砲や魔法銃を、上手うまく使いこなしてくれてありがとう」

「いえ、みんなご主人様のお陰です！」

　ルルが顔の前で必死に掌てのひらを振って恐縮している。

　もう少し普段からルルを褒めて、褒め慣れさせた方が良いいかもしれない。

「アリサ──」

　アリサが納得がいかなそうな顔をこちらに向ける。

　落ち込んでいるアリサ相手だと、最後の出番がなくて残念だったね、とは言いにくい。

「──作戦立案と指揮をよく頑張ったね。雷撃の閃せん光こうの後に皆が動揺しなかったのは、アリサの魔法と声かけのお陰だよ」

　オレの言葉に仲間達もこくこくと頷うなずいた。

「えー、そう？　でへへ、なんだか真ま面じ目めに褒められると照れますな～」

　アリサが照れ隠しで変な反応をする。

　姉のルル以上に、褒められ慣れていないようだ。




「さあ！　戦利品の確認といきましょう！」

「あい！」「なのです！」

　アリサが照れ隠しにそう宣言し、タマやポチ以外の仲間達も次々に肯定の言葉を返した。

　せっかくなので、観戦していたエルフ師匠達も呼んで、一緒に戦利品の鑑賞会をしよう。

「罠わな々わな～」

　召喚の儀式をした祭壇に巨大な宝箱が現れていたのだが、タマが言うように幾つもの罠が仕掛けられていた。

「麻ま痺ひ毒に神経毒に、普通の猛毒、さらに魔法的な金縛りの罠スタナーに魔物を引き寄せるアラーム、さらには爆弾まで付いているみたいだ」

　なかなか嫌らしい罠だ。

　しかも、宝箱を動かすだけで、全すべての罠が発動するトリガーまで付いている。

「うげげ、なんだか昔の試練場なダンジョンＲＰＧみたいな罠ね」

　アリサが古典ＲＰＧを思い出しながら辟へき易えきした顔を見せた。

「そうだね。これを真面目に外すのは大変そうだ」

「真面目に？　もしかしていつもみたいに裏技でやれるの？」

「もちろんさ」

　オレは宝箱ごとストレージへと回収し、中の宝物だけを地面に敷いた絨じゆう毯たんの上に並べてやる。金貨や宝石、普通の宝飾品は、見栄えが良い宝箱に入れて飾り付けてみた。呪のろわれた武具がそれなりにあったので、それらは別の箱に分けてある。

　なぜか、影人シヤドウ族のセオル氏が七つ道具を手に黄昏たそがれていた。

　もしかしたら、オレ達の代わりに、宝箱の罠を除去してくれるつもりだったのかもしれない。

「わおおう、びゅりほ～？」

「すごく凄すごいのです！　リザ見て見て、とってもとっても綺麗なのです！」

「ええ、見ていますよ」

　キラキラと輝く宝物を見たタマとポチが、宝物に負けないくらい目を輝かせた。

　そんな二人を見るリザはお母さんのような優しい表情をしている。

「へー、魔剣や魔法の鎧も幾つかあるわね」

「ん、魔法の杖つえ、服も」

　アリサとミーアが絨毯の上に並べられた装備品を確認している。

　いわゆる魔法の武具は大小様々な物が一〇個以上あり、装身具系の魔法の品も同じくらいある。

　魔法道具マジツク・アイテムもあるが、回数制限付きのものが多く、効果が永続する類たぐいの品は少なめのようだ。

「こっちの品も魔法道具なのかしら？」

　ルルが大きな水晶球の嵌はまった像を眺めながら首を傾かしげる。

「魔力を感じるから間違いないと告げます」

　ナナが言うように、ルルが持っていた像は二個一組の通話装置らしい。

　他ほかにも使い捨ての物品鑑定紙や呪われた品を封印する呪じゆ符ふのような珍しい物もあった。




「ねぇねぇ、ご主人様」

　鑑定係をしているとアリサが声をかけてきた。

「ここまで震動が届いてたんだけど、魔王とどんな風に戦ったの？」

「ほとんど魔法だね。最後はメテオみたいな魔法で倒したから、その時の衝撃がここまで届いたんじゃないかな？」

「へー、メテオ──」

　オレの簡単な説明を聞いていたアリサが、感心したように呟つぶやいた後、表情を凍らせた。

「ごしゅじんさま？」

　棒読みのアリサが声を震わせながら、オレの襟首を摑つかんで引っ張る。

　何か内緒話がしたいようなので、アリサの口元に耳を持っていく。

「メ、メテオって──もしかしなくても、あの『星降り』じゃないの？」

「そうだよ。アリサも見たんだっけ？」

「うん、セーリュー伯爵領に入る前日に、山の中で見たわ──じゃなくって！」

　アリサがウガーッと吼ほえた。

「ご主人様って、あんな超常魔法まで使えるの？」

「普段は危ないから封印しているけどね」

　アリサの質問に首肯し、少しだけ補足する事にした。

「でも、あそこまで威力のある魔法はあれだけだよ。他は巻物から覚えた中級魔法くらいかな」

　早く詠唱をマスターして、自分で開発した魔法や上級魔法を使えるようになりたいよ。

　毎朝毎晩の詠唱トレーニングは続けているんだけど、これからは暇な時にもトレーニングを追加した方がいいかもしれない。




「ご主人様……地上の人達は大丈夫でしょうか？」

「幼生体が心配だと告げます」

　ルルとナナは迷宮都市の皆が心配のようだ。

　もちろん、二人以外の子達も同じ気持ちらしい。

「──都市核シテイ・コアの結界で余波や砂さ塵じんは抑えたから、迷宮都市に被害はないはずだ。一応、空間魔法で様子を見てみるよ」

　オレは皆にそう告げながら、空間魔法の「遠見クレアボヤンス」と「遠耳クレアヒアリス」を発動する。

　屋敷の幼女メイド達は不安そうな顔をしていたが、ミテルナさんや年長メイド達が普通にしているので問題なさそうだ。

　養護院は先生達や幼い子達が不安そうにしているものの、年長の子達は砂漠に落ちた流星を拾いに行こうと計画していた。

　なかなかファンタジーで楽しそうだが、砂漠に行く途中には魔物が出る魔覇王樹イビル・ベリアの林や国境の山々があるので、実行前に止やめさせないとね。

　探索者学校は平常運転だった。

　遠くの流星雨よりも、目の前の訓練の方が大事らしい。

「迷宮都市にいる身内は大丈夫そうだよ」

「良かった」

「マスターに感謝と告げます」

　オレは仲間達にそう報告してから、さらに知人の様子を確認していく。

　探索者ギルドでは一部の探索者達が「魔王が現れたんだ！」と騒いでいたが、居合わせたドゾン氏やジェリル氏達が収めていた。

　都市核で転移させたシガ八剣の「銃使い」ヘルミーナ嬢達は、迷宮都市へ向かって移動中のようだ。

　国境の山頂にある物見塔の前を通りすぎているから、国への報告を発した後のようだ。

　そのせいか、市井の人達よりも、魔王出現の報を受けた為政者や神官達の方が喧けん々けん囂ごう々ごうの大騒ぎをしている。

　とりあえず、トップには魔王出現と討伐の報告はしておいた方が良さそうだ。

「──陛下へーか、今良いい？」

　オレは空間魔法の「遠話テレフオン」をシガ国王につなぎ、ナナシ口調で話しかけた。

『王祖──ナ、ナナシ様！』

　相変わらず国王は、ナナシと王祖ヤマトを同一視しているらしい。

「その様子よーすだと大砂漠に魔王『狗く頭とうの古王』が出現したのは知ってた？」

『く、狗頭！　現れたのは邪神とも呼ばれる大魔王なのですかっ！』

　シガ国王が卒倒しそうな声で叫ぶ。

「うん」

『せ、世界の終わりを告げるモノがついに……』

　オレの返事に、シガ国王が絶望の嗚お咽えつを漏らす。

　しまった。先に倒した事を伝えるべきだった。

「心配いらないよー、もう倒しちゃったからさ」

『──は？』

「だから、魔王が現れたから約束通り倒しておいたんだってば」

　前に国王とそういう約束をしたのだ。

『それほどの偉業をなさるとは！　さすがは王祖──ナナシ様。この謝意をどのように表せば良いか……』

「別に『ありがとー』の一言で十分だよ」

　金銭や爵位なんかの恩賞は必要ない。

「また、今度顔出すねー」

　話が長くなりそうだったので、国王の言葉を待たずに「遠話」の魔法を解除する。

　不敬もいいところだが、勇者ナナシはそういうキャラ付けなので、特に問題ないだろう。

　さて、為政者達はこれで良しっと。




「皆、戦勝祝いは何がいい？」

　地上へ凱がい旋せんするのは、転移によるショートカット分などを誤ご魔ま化かす必要がある。最短でも五日後なので、その前に迷宮温泉で内輪のメンバーだけの戦勝祝いをしようと思う。

「肉～？」

「肉がいいのです！」

　オレがそう尋ねると、タマとポチが元気良く答えた。

「むぅ、キノコステーキ」

「オムライスが良いと告げます」

「ここは焼き鳥や唐揚げが良いのではないでしょうか？」

「すき焼きと大トロやフグの刺身、あと松まつ茸たけご飯がいい！」

「タマはえびふりゃ～とハンバーグ～？」

「ポチもハンバーグ先生と分厚～いステーキさんがいいのです！」

　ミーア、ナナ、リザ、アリサが具体的な料理名を出すと、タマとポチも焦ったように付け加えた。

　うちの子達はブレないね。

「ルルは何が食べたい？」

「わ、私はご主人様が作ってくださるご飯がいいです！」

　後ろで控えめに微笑ほほえんでいたルルに水を向けると、少し躊躇ためらった後にそうリクエストした。

「もちろん、皆の戦勝祝いだからね。全部、オレが作ってあげるよ」

　オレがそう言うと、ルルだけでなく、他の子達も一斉に喜びの声を上げた。

　ここまで喜ばれると悪い気はしない。

　今ではルルの料理もオレと大差ない美味おいしさなんだけれど、ここは一つ気合いを入れてご馳ち走そうを作ろう。

「私もお手伝いします！」

「タマも～」

「ポチもお手伝い頑張るのです！」

　ルルがそう言うと、タマやポチがシュピッのポーズで手伝いを宣言した。

「皿洗いや野菜の皮むきはお任せください」

「星形に飾り切りをすると告げます」

　リザはともかく、ナナの言葉は手伝いなのか、趣味なのか微妙だ。

「わたしはミーアと一緒に応援してるわ」

「ん、演奏」

「ミーアの生演奏なんて贅ぜい沢たくだね」

「じゃ、わたしは歌おうかしら？」

　動画サイトの作業用ＢＧＭは作業ができなくなると評判だけど、ミーアの曲とアリサの歌ならきっと楽しく調理ができると思う。

「お祝いは別荘でやるの？」

「ああ、内輪の戦勝祝いは迷宮温泉でやるよ」

　アリサの質問に答える。

「マスター、幼生体も一緒に祝いたいと告げます」

「地上に凱旋したら、また祝賀会をするから大丈夫だよ」

　凱旋は五日後だから、しばらくは迷宮温泉でお祝いをして、修行の疲れを癒いやしてもらおう。

「さあ、それじゃ行こうか──」

　オレは仲間達と手に手を取って、戦場から日常へと「帰還転移リターン」した。

　やっぱり、ほのぼのとのんびりした日々が一番だよね。

















EX：ゼナ隊の旅路







〝幸運から危機を脱する事ができた私達だけど、まだまだ運命は私達に試練を課すつもりみたいです。でも、信頼できる仲間達と一緒なら、どんな試練だって乗り越えてみせます！〟






「リリオ！　生存者を見つけた！　人足さん達を呼んできて！」

「さっすがゼナっち！　待ってて、すぐ呼んでくる！」

　軽い受け答えとは裏腹に疲労の溜たまった身体からだに鞭むちを打ってリリオが駆けていく。

　それを見送る事もせず、私は急いで次の魔法を唱える。

「ゼナさん、魔法の使いすぎです。もう少し休憩を挟んでください」

　せっかくのイオナさんの気遣いだけど、首を横に振って拒否する。

　今は生き埋めになっている人達に、助けが来る事を伝える方が先だから。

　さすがに詠唱のしすぎで顎あごが痛くなってきた。「風の囁きウイスパー」の詠唱を嚙かまないように注意しないと。

「イオナ、向こうの救助は順調みたいだから任せてきたぞ」

「ゼナさんの魔法が発動したら、要救助者に話しかける相手はルウに任せます。宜よろしいかしら？」

「はいはい、宜しいですとも」

　ルウが叫びすぎて男の人みたいな低い声になりながらも、快く引き受けてくれた。

　ルウの声は頼れるお姉さんみたいで、助けを待つ人が安心できるみたい。

　魔法の発動を確認して、あとはルウに任せて瞑めい想そうに移行する。次の生存者を探す魔法を使う為ためにも、少しでも魔力を回復しておかないと。

　馬の足音がして、近くで警戒していたイオナさんが「次期様が来ましたわ」と瞑想中で目を閉じたままの私に、情報を伝えてくれる。

　もう少し魔力を回復したいところだけど、上級貴族の前で瞑想を続けるのは非礼すぎるので諦あきらめて立ち上がった。

「マリエンテール卿きよう、今日も多くの兵を助け出してくれたそうではないか！　貴殿の働きは私のもとにまで聞こえてきているぞ」

「はっ、恐縮です」

　わざわざ次期伯爵様が一介の兵士の所に、労ねぎらいの言葉をかけに来たのでしょうか？

「マリエンテール家の家督は弟君が継ぐと聞いた。貴殿にその気があるなら、私の家臣にしてやろう。初めは名誉士爵程度の身分しか与えられんが、働きしだいでは永代貴族に取り立てると約束しようではないか」

「身に余るお誘いですが、私は既にセーリュー伯に忠誠を誓っております。なにとぞ、ご容赦を」

　ずいぶん破格のお誘いだけど、代々セーリュー伯に仕えてきたマリエンテール家の人間としては、今更、他家に仕官する気にはなれない。

　お若い次期伯爵様は、断られるとは思っていなかったのか、不快そうな表情に怒気を浮かべた。

　でも、さすがにそれを感情のままに解放しない分別はあったらしい。

「そうか……気が変わったらいつでも来るといい。貴殿の席は空けておこう」

　そう告げ、お供の騎士を引き連れて去っていった。

「ゼナ、良かったのか？　来年、弟が家督を継いだら、身分が準貴族扱いまで下がるんだろう？」

「かまいません。軍にいる間は貴族も平民も扱いは一緒ですから」

「そうだよね～、ゼナっちには少年が待ってるもんね」

　いつの間にか戻ってきていたリリオが混ぜっ返す。

　もう、リリオったら！

　サトゥーさんの事は関係ありません……ちょっとだけ、です。

「それに、彼が伯爵領を継げるか分かりませんからね」

「そうなの？」

「被害が大きすぎる上に、魔族討伐を正体不明の魔法使いに頼ってしまいましたからね」

「なるほど、失策に加えて手柄なし。おまけに、無茶な野戦で働き手の多くを死なせて、若様の評判は地に落ちちゃったわけか」

「ちょっと、ルウ」

　歯に衣きぬを着せないにもほどがあります。レッセウ伯爵家の人が聞いてたらどうするんですか！





◆






　魔族との戦いが終わって、もう一〇日も経たつ。

　セーリュー市の迷宮選抜隊のうち、最前線で戦っていた騎士は半数が戦死。私達とノリナ隊の二つは奇跡的に軽傷程度だけど、ロドリル魔法分隊と混成部隊の二つは、ほぼ壊滅状態になってしまった。

　魔族との戦いの翌日には、片腕を失ったデリオ隊長と正騎士一名が、伯爵様に報告する為にセーリュー市へと帰還の途についた。

　同時に伝でん書しよ鳩ばとで報告を送ったので、そろそろセーリュー市から返信が来る頃ころだ。

　返信が届かない場合、私達は迷宮選抜隊の生存者と戦死者の確認を済ませてから、セーリュー市に帰還する事になっている。

　一時は戦死したと思われていたリーロ副隊長も、無事瓦が礫れきの下から救出されたけど、命の代価として片足をなくしてしまった。

「みんな、聞いてくれ。伯爵様より命令書が届いた──選抜隊の任務は続行だそうだ」

　リーロ副隊長が読み上げた命令書に、気合いを入れる者、落胆する者、苦笑いをする者、みんな様々な反応だ。

「副隊長、頼む、俺おれをセーリュー市に帰らせてくれ。臆おく病びよう風かぜに吹かれたと後ろ指をさされてもいい。女房や子供達の傍そばにいてやりたいんだ」

「リーロ副隊長、俺もセーリュー市に戻るよ。この手じゃ剣も満足に振れないからな」

　大柄な兵士に続いて、魔族の戦術魔法で片腕を失った従士の男性も脱落を宣言した。他ほかにも数人がそれに同調するようにリーロ副隊長に詰め寄る。

　リーロ副隊長は、苦笑しながら両手でそれを制した。

「慌てるな。命令には続きがある──」

　身体に障害を受けた者や、迷宮都市に向かう意志を失った者は、セーリュー市に帰還するようにとの事だった。

　意外な事にロドリルもセーリュー市に帰るらしい。

　やはり、自分を残して魔法分隊の護衛兵達が全滅したのが堪こたえているのだろう。





◆






「騎士ヘンス、皆の事は任せたぞ」

「はい、セーリュー市に戻る時は、シガ八剣に求められる程の腕になっていますよ」

「ははは、その意気だ」

　気のせいか、新隊長の騎士ヘンスを激励するリーロ殿の笑いが乾いている気がする。

　結局、迷宮都市セリビーラに向かうのは、騎士ヘンスとその従者、私とノリナの隊と文官達、あとは混成部隊の生き残りのガヤナともう一人の兵士で、合計一八名だけとなった。

　セーリュー市に戻る人達を見送り、私達もレッセウ領を出る準備を急ぐ。

「ゼナってば、本当に未練はないの？」

「何の事ですか？」

「次期様から熱烈な勧誘を受けていたじゃない」

　準備を終えたノリナが、茶化すように話を振ってきた。

　私は首を横に振りつつ問い返す。

「ノリナも次期伯爵様から勧誘を受けていませんでしたか？」

「ほら、私は普通に魔法兵としての勧誘だから」

　ノリナの言葉に首を傾かしげる。

　私への勧誘も、魔法兵が手元に欲しいからだと思うのですけど？

「ダメだって。ゼナっちには次期様の想おもいなんてまったく届いていないんだから」

「そうよね～。だって、私の所に勧誘に来ていたのは家来の人だけど、ゼナの所には次期様本人が直々に足を運んでいたもんね」

「だよね～」

　困った事に、リリオとガヤナまでノリナと一緒に、変な事を言い出した。

　普通に考えて上級貴族、それも領主の嫡子が、私みたいな下級の貴族の娘なんて相手にするわけがないのに。

　騎士ヘンスが出発の号令をしてくれなかったら、ルウとイオナさんまで荒こう唐とう無む稽けいな恋の話に参加して収拾がつかなくなるところだった。

　こうして私達は空を舞い始めた粉雪に背中を押されるように、レッセウ伯爵領を旅立ったのだ。




　レッセウ伯爵領からゼッツ伯爵領へは、なかなか困難な道程だった。

　中級魔族が集めた魔物達の生き残りが、そこかしこに巣を作っていたからだ。

　街道の安全はその土地の領主の仕事なのに、兵士が巡回に来ないらしく、多くの魔物達が放置されている。

　そして、それを嘆く村人に同情した新隊長の騎士ヘンスが魔物狩りを引き受けてしまう為、私達の旅路はなかなか前に進まなかった。

　もっとも、私も困っている人達の力になりたいと思っていたので、騎士ヘンスの行動を責める気はない。

「まーた魔物なの？」

「今度は村落の近くに大ラージ・牙フアング蟻・アントが巣を作ったそうです」

　嘆くリリオに騎士ヘンスから聞いた情報を伝える。

「ゼッツ伯爵領に入ったら、楽に進めると思ったのに甘かったぜ」

　ルウが嘆いたように、領軍がほぼ壊滅状態のレッセウ伯だけでなく、ゼッツ伯もろくに領土の巡回をさせていないようだ。

　道すがら聞いたゼッツ伯の噂うわさを信じるならば、魔族の奇襲を警戒して領軍を都市の守りに集めてしまっているせいらしい。

　南北に長いゼッツ伯の領地を旅し、ようやく最南端の街が見える丘まで辿たどり着ついた。あの街を抜けたら、数日で国王直轄領に入る。

　迷宮都市まで、あとわずか──待っててくださいサトゥーさん！

「なあ、ゼナの様子が変じゃないか？」

「あ～、あれは少年の事を考えて気合いを入れている顔だから、見ない振りをして生暖かく見守ってあげてよ」

「そうですわよ、ルウ。愛の力って素晴らしいですわね」

　もう！　みんな好き勝手言うんだから！

　特にイオナさん！　口元が笑ってますよっ。

「あははは──ん？」

　笑顔のリリオの目が急に真剣なものに変わった。

「直上の雲間に敵影あり！」

「魔物か?!」

「おそらくワイバーン！」

　リリオの警告に、皆がすぐさま自分のするべき行動の準備を始める。

　セーリュー伯爵領以来の遭遇とはいえ慣れ親しんだ強敵の出現だけに、誰だれもが自分の役割を把握しているようだ。

「総員、対空戦準備！」

　騎士ヘンスが、勇ましい号令をかけた。

　──え？

　皆がギョッとした顔で騎士ヘンスの顔を見る。

　彼の従士が慌てて助言を耳打ちした。

「命令を変更する！　あの丘の向こうに見える林に退避だ！　ワイバーンが接近するようなら、ゼナとノリナの魔法でたたき落として時間を稼ぐ」

　皆が、ほっとした顔で命令通りに行動を始めた。

「うちの新隊長（仮）は自分の部隊の戦力をちゃんと把握しててほしいよね。実働一〇人でワイバーンに勝てるわけないじゃん」

「リリオさん、（仮）はお止やめなさい。あれでも突然の重責に堪えて頑張っているのですから」

「イオナはヘタレ好きだからな。泣き言を言ってくる男を──いや、なんでもない。だから、その大剣を抜こうとするな！　なっ！」

　イオナさんがにこやかな笑顔で大剣を抜こうとする。

　仲が良いのはいいんですけど、今はそんな時じゃないと思うんです。

「リリオ！　あのワイバーンの尻しつ尾ぽと右の翼を見て！」

　ノリナ隊の斥候がワイバーンに感じた違和感をリリオに確認する。

　高度がある為ため、私には小さな黒い塊にしか見えない。

「うーん？　どれどれ～、あっ！　皆、撤退中止！　あれって、王国の飛竜ワイバーン騎士・ライダーだわ」

「上に乗ってるのって──白い鎧よろいを着てるよ！　ひょっとしてシガ八剣のトレル卿じゃない？　確か、飛竜に乗ってたよね?!」

　白い鎧の老騎士は旋回しながら手を振り、そのまま領都の方へ去っていった。

　シガ八剣──それはシガ王国最強の戦士達だ。

　きっと何かの重要任務の最中だったに違いない。

　私達はそれが何かを当て合いながら、領境の街ファウに入った。

　そして、そこで私達は予想だにしない話を聞かされる事になる。

「──竜ドラゴンだと？」

「ああ、お陰で王都へ向かう隊商が全部足止めだよ」

　なんと、領境の山脈に下級竜が陣取ってしまったらしい。

　さすがに、下級とはいえ本物の竜を人の手でどうにかできるわけもなく。

　私達はこのファウの街で足止めを余儀なくされてしまった。
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　ファウの街で足止めをされて、もう一ヶ月が経つ。

　竜の占拠している峠を迂う回かいするには、鳥のように空を飛ぶのでもない限り、険しいフジサン山脈を越えてムーノ男爵領を経由する進路を行くか、レッセウ伯爵領まで戻ってエルエット侯爵領を通る街道を進むしかない。

　ムーノ男爵領方面だと何ヶ月もかかるので論外としても、エルエット侯爵領方面でもかなりの迂回になる為、こちらも一ヶ月以上かかってしまう。

「ゼナさん、そちらはいかがでした？」

「残念ながら、どの店も昨日より値上がりしています。やはり、無理をしても街に来た初日に買っておくべきでした」

　エルエット侯爵領方面を選ぶにせよ、王国軍が竜を撃退するまで待つにせよ、旅を再開する為の糧食が必要だけど、値上がりが酷ひどくて私達は十分な量を入手できないでいる。

　周辺の農村に直接買い付けにも行ったけれど、すでに利に聡さとい商人達に買い占められた後だった。

「ゼナっち～」

　人ひと混ごみの向こうから手を振る小さい影があった。

　姿は見えないけれど、この呼び方をするのは一人だけ。

「リリオ！」

　私が答えると人垣の向こうで小さな手がぴょんと跳ねるのが見えた。リリオの後ろにはルウの姿もある。

　間道の調査に出かけていたリリオとルウが、一小月ぶりに帰ってきてくれた。

「ただいま、ゼナっち」

「おかえり、リリオ」

　再会が嬉うれしくて、私達は堪こらえきれずに抱き合って無事の帰還を祝う。

　こんな通りの真ん中では、さぞかし邪魔だったろうけど、周りの人達は優しい笑顔で許してくれた。

「おかえり、リリオ。間道は使えそうだった？」

　私は往来の邪魔にならない路肩に寄り、リリオに問いかける。

「微妙ね。馬車は通れないし、荷物を担いで行くにしても、文官達や侍女っ子達は無理だわ」

「兵士だってキツイぞ？　あたしだっていつもの甲かつ冑ちゆうを着たままだったら、途中で音を上げていたぜ」

　体力自慢のルウでも無理となると、確かに文官には酷な話だ。

「あと、峠の竜も見てきたよ」

「やっぱり、下級竜だった？」

　私の問いにリリオとルウが顔を見合わせる。

「いや、それがさ──頭に極彩色の襟巻きを付けた変なトカゲだった」

「前に見たヒュドラよりでかかったけど、翼もなかったぜ？」

　リリオとルウが目撃情報を教えてくれたけど、そんな下級竜なんて聞いた事もない。

「それは下級竜じゃなさそうですね。たぶん、ワイバーンやヒュドラのような亜竜系の魔物でしょう」

　イオナさんの見解に私達は頷うなずいて同意を示す。

「それでは、それを排除すれば峠を通れそうですね」

「あんだけでっかい亜竜だぜ？　そう簡単に排除できねぇよ」

「おまけに口から黄色い靄もやみたいなものを吐き出して岩を溶かしてたんだよね～」

　本物の竜じゃないと聞いてホッとしたのもつかの間、ルウとリリオの言葉にがっくりとしてしまう。

「どうして峠に陣取っているかは分かりましたか？」

「どうも、峠に生える蜜み柑かんの木が好きらしくて、蜜柑を樹木ごと囓かじっては昼寝していたぜ？」

　ルウの答えを聞いて、その亜竜が少し可愛かわいく思えた。

「草食の魔物なのでしょうか？」

「ドロドロに溶かした岩を飲んだりもしてたから、雑食じゃね？」

「魔物の食性を考えても無意味でしょう」

　なかなか想像しにくい光景だ。

「そんな事よりも隊長の所に報告に行きましょう」

　雑談が盛り上がる仲間達にそう提案して、私達は重い足取りで仮の住すみ処かへと向かった。




　──あっ。

　人混みの中で黒髪の若い男の人を見かけると、思わず目で追ってしまう。

　出発した時期から考えて、サトゥーさんがこのあたりにいるはずなんてないのに。

　──あら？　あの黒髪の人には見覚えがあります。

　私の視線を追いかけたリリオが「あー！　見つけた！」と言って駆け出した。

「リリオの奴やつは、どうしたってんだ？」

「ほら、前にセーリュー市でリリオを振った子ですよ」

　イオナさんがルウの疑問に答える。

　顔は今一つ覚えていないけれど、リリオの元恋人で、セーリュー市でコロッケや水みず飴あめの作り方を教えていたジョンという名前の隻腕の人だ。

　でも、私達はもっと別の事で彼の事を覚えている。

「え、それって──」

　振り返るルウに頷く。

「はい、レッセウ伯爵領で魔物の大群から私達を救ってくれた人です」

　七人の魔法剣士達と一緒に、輝く剣で魔物達を一刀両断にしていた。

　魔族を倒してくれた魔法使いの女性を追って姿を消して以来、これまで彼の行方は杳ようとして知れなかったのだ。

「一年近くも前にセーリュー市を出発したあんたが、どうしてまだこんなトコにいるのよ？　迷宮都市で一山当てるって言ってなかった？」

　リリオったら、お礼もそこそこにケンカを始めてしまった。

「予定は未定って言うだろ？　レッセウ伯爵領の外れに遺跡があるって聞いてさ、探索に行ってたんだよ」

「何か出たの？」

「出たとも言えるし、出なかったとも言える」

「何よそれー！」

　リリオとジョンさんの会話は、途切れる事なく続く。

　リリオも調査で疲れているはずなのに、実に活いき活いきとした笑顔で会話を楽しんでいる。

「夫ふう婦ふ喧げん嘩かはゴブリンも喰くわないと言いますから、お若い二人は放置して間道の報告をしにヘンス新隊長の所に行きましょうか」

「だな。このままだと胸焼けしそうだ」

　私達はリリオに手を振って、先に報告を伝える為に兵舎に戻る事にした。
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「もう一つの間道？　そんなのがあるのか？」

　夜も更けた頃ころに戻ってきたリリオがもたらした情報に、皆が色めき立つ。

　ひょっとしたら、現状を打破できるかもしれないのだから。

「うん、あいつの話だとあるらしいのよ」

　リリオの言う「あいつ」は、さっき会ったジョンさんの事でしょう。

「でも、リリオ。街の衛兵さん達に聞いても、間道は一つしかないって言ってたじゃない？」

「それがさー、例の竜モドキが住んでいた谷間を通る道があるんだってさ。馬車は無理だけど、勾こう配ばいも緩やからしいから例の間道よりはマシじゃないかって」

　リリオの話を聞いた騎士ヘンスは、そのまま全員を率いて谷に突撃しそうな勢いだったけど、彼の従士が上手うまく取りなしてくれて、まずは偵察部隊を送り込んで調査しようという事で話がまとまった。

　なぜか、皆の視線がこちらを向いている。

　──嫌な予感がします。

「では、谷間の調査はゼナ隊に任せる」

　騎士ヘンスが一つ咳せき払ばらいをしてから命令を下す。

　もちろん、私達に拒否権なんてない。私は直ちに任務を拝命し、調査の準備に取りかかった。




　翌日、私達はリリオの元彼氏であるジョンさんから間道の話を聞く為に、下町にある大きな飯店にやってきた。

「ジョン！」

「──昨日の件だろ？　こっちに来い」

　私達はジョンさんに案内されて、飯店の奥にある個室で間道について詳細を教えてもらった。

「では、行程で問題のある場所は、ハーピーが住み着く枯れ谷とスライムの湧わく岩場なんですね？」

「ああ、他ほかにも魔物の出る場所は多いが、リリオから聞いたあんたらの戦力なら、その二ヶ所を上手く捌さばけば主ぬしが棲すんでいた谷間まで行けるはずだ」

　セーリュー市から持ってきたゼッツ伯爵領の地図を広げながら、ジョンさんの話を確認する。

　大雑把な地図だけど、向かうべき方向や目印について書き込んでいく。

「うわー、ジョン君がハーレムしてる」

「げっ、ミト」

　個室に飲み物を運んできた黒髪の女給さんが、気安い感じにジョンさんを茶化した。

　ミトと呼ばれた女性が喜色を浮かべた顔で、ジョンさんの頰ほおを指でつつく。

　ジョンさんと同じ黒髪だし、顔つきからして同郷の方みたい。

「何？　知り合い？」

　その姿を見たリリオが不機嫌な感じになる。

　ひょっとして修羅場というモノなのでしょうか？

「おー、修羅場だぜ」

「ちょ、ちょっと、ルウったら」

「そうですよ、あれは男女の関係というよりは姉弟きようだいといった感じですわね」

　男女の機微に聡いイオナさんが、そう言うなら、きっとそうなのだろう。

　本当に修羅場かと思ってドキドキしてしまった。

「これは、ミトって言って、若作りの婆ばばあだ」

「ひっどーい、永遠の二〇歳はたちだって言ったでしょ？　聞き分けのない子はお仕置きしちゃうぞ？」

「そのしゃべり方が、婆ばば臭いってんだよ」

「がーん」

「口で言うな」

　でも、私には二人がイチャイチャしているように見える。

　リリオも同じ風に思うのか、ご機嫌斜めな感じだ。

　私はどうしていいか分からず、助けを求めてイオナさんの方を向いたのだけど、彼女は状況を楽しんでいるようで当てにならない。

　ルウは最初っから野次馬になる気満々だし……。

「どういう知り合いなの？」

「遺跡で拾った」

「遺跡？　探索者なの？」

「むか～しね。探索者をしていた時期もあったわよ」

　ただ者ではない感じはするけれど、粗野な探索者には見えない。

「ひょっとして新しい彼女？」

「そんなわけないだろ。俺おれに婆趣味はねぇ」

「ひっどーい。私だって、こんなクソ生意気なおガキ様に恋心を抱くほど男に飢えてないもの」

「ふ、ふーん。なら、信じてあげる」

　お互いに恋愛感情はないと二人に断言されて、リリオの態度が軟化していた。

　──良かった。

　安あん堵どした私は部屋の扉が開いて、金髪の綺き麗れいな少女が覗のぞいているのに気が付いた。

「ジョンのモトカノがいると報告します」

「あ、ハチ子ちゃんだ」

　少女を見つけたミトさんが声をかける。

「げっ、№８。サボってないで仕事に戻れ！」

「サボっているのはジョンとミトも同じだと告げます」

　変わった話し方の少女──思い出した！

　レッセウ伯爵領で魔族が操る魔物の群れから助けてもらった時に、ジョンさんと一緒にいた少女だ。

　顔は見ていないけれど、彼女達の綺麗な金髪と変わった話し方には覚えがある。

　ならば──。

「どうかした？」

　私の視線に気が付いたミトさんが、愉快そうな瞳ひとみをこちらに向けた。

　──彼女の正体は中級魔族を一人で倒した黒髪の魔法使いなのではないだろうか。
















　でも、リリオやジョンさんと会話する普通すぎる様子と、王祖様と見まがうほどの魔法を行使する超然とした姿が上手く一致しない。

　そこに三つ編みをポニーテールのようにした金髪女性がやってきた。

　さきほどハチ子と呼ばれた女性と同じ顔をしている。

「ミト、№８！　さっさと仕事に戻れ！　店長がカンカンだぞ！」

「時給カットは嫌だと懇願します」

「うわー、やっばーい」

　猫のように少女の首根っこを摑つかんだ金髪の女性が、少女とミトさんをお店に連行していく。

「まったく。それじゃ経路の続きを詰めるぞ」

「は、はい、お願いします」

　ミトさんの事を尋ねたかったけれど、ここに来た本題をそっちのけにして尋ねる事もできない。

　私達はジョンさんから聞いた情報を地図に書き込む。

「できればジョンさんに道案内をお願いしたいのですが──」

「俺一人ならどんな場所でも潜入してみせるが、他の奴と一緒じゃ本領を発揮できないんだよ。戦闘力はあんたらの足下にも及ばないからな。足手まといにしかならないから、付いていく気はない」

「え？　あんた凄すごい強かったじゃない」

「あー、あれはあの時限りの強化魔法のお陰だ。本来はハーピー一匹に逃げ回るような弱兵なんだよ、俺は」

　強化魔法の件をリリオが尋ねたけれど、彼はその話やミトさんについて詳しい話をしたくないようだ。

　ジョンさん達は当分路銀稼ぎの為ために、この飯店で働くそうなので、後日改めてミトさん達が暇な時間にお邪魔する事にして、私達は引き上げた。





◆






「凄い場所ですね」

　私達は地面から変な蒸気がでる谷を進む。

　枯れ谷という通称が示すように木々が枯れていて、不気味な雰囲気を作り出している。

　蒸気による霧のせいで、遠くの景色が霞かすんでいて視界が悪い。注意を怠ると魔物に奇襲されそうだ。

　ここの蒸気は短時間ならともかく、長時間吸っていたら身体からだに悪いらしい。

　イオナさんが油断なく霧の向こうを見回す。

「そろそろハーピーが出そうですわね」

「うん、偵察に行ってこようか？」

　リリオを一人先行させるか、しばし黙考する。

　でも、思案するのが少しばかり遅かったらしい。

　一つの影が頭上を通り過ぎた。

　姿は見えなかったけれど、ジョンさんの情報だとハーピーの可能性が高い。

「対空防御陣形を取れ！　リリオは周辺索敵。イオナさん、後の指揮は任せます」

　私は対音防御の呪じゆ文もんを唱え始める。

　ハーピーで怖いのは、魅了や眠りを誘う歌声。

　それさえ防げば、あとはリリオが撃ち落としてくれるはずだ。

「指揮を引き継ぎます」

　イオナさんが大剣を抜く。

「さっきの影はハーピーの可能性が高いですね。リリオ、弩いしゆみの短矢はあとどのくらいありますか？」

「ごめん、ここまでの魔物で使い過ぎたから、残り七本だけ」

「敵はおそらく一体だけです。それだけあれば十分でしょう」

　私もイオナさんの予想に小さく首肯する。確かにリリオの腕なら七本もあれば余裕だ。

　でも、さっきの影がハーピーなら、飛び方が少し変だった。

　まるで何かに追われているかのよう。

　それがちょっと気になる。

「……■■■■　防音サウンド・膜プロテクシヨン」

　これで万全かな？

　私は今のうちに瞑めい想そうに入って、魔力回復に努める。

　もし私の想像通りなら、魔力を最大まで回復しておいた方がいい。

　防音膜に防がれて聞こえないけれど、ハーピーが何かを叫びながら林の上から襲ってきた。

「はっはー！　これだけ大きい的なら目を瞑つぶっても当てられるよ！」

　リリオの短矢がハーピーの翼の付け根に命中し、飛行できなくなったハーピーが地面へと墜落した。

「ルウはゼナさんのガードを！」

「おう！　任せとけ」

　イオナさんの大剣が地面に落ちたハーピーの頭を容赦なく叩たたき割る。

　リリオも小剣を抜いていたけど、出番はなかったみたい。

　私達が肩の力を抜いたその時、霧に沈む枯れ木の木々が揺れた。

「何か──来る」

　真っ先にリリオが警告を発する。

　私達の視線の先で、枯れ木を薙なぎ倒たおし、ハーピーを追いかけていた生き物が、枯れ谷の木々の間から顔を覗かせた。

　角が生えた細身のトカゲのような姿に、ワイバーンのような翼。

　私達、セーリュー市に暮らす者が最も恐れる存在。




　最強の生き物──竜ドラゴン。




　竜、それは人には決して勝てない相手だ。

　王都の聖騎士団を動員しても追い払うのがやっと。

　身体の大きさからして下級竜だろうけど、そんな分類なんて何の意味もない。

　戦えば必ず負ける──いいえ、それどころか戦いにさえならず一方的に蹂じゆう躙りんされてしまうだろう。

　それが霧の中から悠然と姿を現し、私達を睥へい睨げいする。

　ただそれだけで、私達は息をするのも忘れて身をすくませてしまい、行動を起こす事ができない。

　時間にすればわずかだったのだろうけど、私には今までの人生よりも長く感じられた。

　私達に興味を失ったのか、竜が視線を屍しかばねになったハーピーをつまらなそうに見た後、再び霧の方へ首を巡らせる。

　安堵に腰が抜けそうになったけど、わずかな物音で竜の注意を引いてしまうかもしれない。私は歯を食いしばって耐える。

　竜が身体の方向を変えようとした、その時──。

　新たな乱入者が現れた。

『やあ、やあ！　我こそはっ！　シガ王国にその人ありと謳うたわれた、シガ八剣が第四席「疾風」のトレル！　今ここに、竜殿に尋常なる勝負を挑もう！』

　彼はワイバーンに乗って上空を旋回しながら、竜に名乗りを上げ始めた。

　ワイバーンに騎乗するトレル卿きようの手には、馬上槍ランスよりも長い魔法の武器が握られている。

　いかにシガ王国最強の剣士集団であるシガ八剣でも、相手が悪すぎる。

　それこそ、セーリュー市の迷宮に現れた上級魔族と一人で戦うようなモノだ。あの時も銀仮面の勇者様が現れなかったら、私達は誰だれ一人生き延びられなかったに違いないのだから。

　──ＧＲＯＲＯＵ。

　竜は一瞬だけ力を溜ためて、助走もなしに空へと飛び上がった。

　飛び上がる時に見えた竜の目が、いたずら小僧のように輝いて見えたのは、きっと気のせいだと思う。

「おい、リリオ！　今のうちに逃げるぞ。そっちの分隊長さん達もだ」

　後ろから二の腕を摑まれて引っ張られる。

　驚いて振り返ると、そこには革かわ鎧よろい姿のジョンさんがいた。

　後ろにはミトと呼ばれていた女性が、「ちょっと買い物に出ました」と言わんばかりの普段着でそこにいた。

　目が合った私に、ミトさんが小さく手を振る。

　さすがに足下は旅用のブーツだけど、こんな場所まであんな格好でよく来れたものだ。

「おい、分隊長さん?!」

「そうでした、総員転進！　岩陰へ！」

　怪け訝げんそうに聞いてくるジョンさんの言葉で我に返り、皆に指示を出す。

　上空では竜がトレル卿を弄もてあそぶように戦っていた。まるで、鼠ねずみで遊ぶ猫みたいに。

　その隙すきに私達はジョンさんに先導されて、枯れ谷の岩壁にできた亀裂へと避難する事ができた。

「まったく、前に来た時は竜なんていなかったぞ？」

「あら？　ドラゴンがいるって噂うわさなら街中に流れてたじゃない」

「それは、峠の上にいた蜜み柑かん好きの亜竜の方だ」

「だからー、峠の上に亜竜を追い出した存在を想定しなきゃ」

　目の前でジョンさんとミトさんが軽快におしゃべりしているけど、それに参加できるほど心が回復していない。

　現にリリオも不快そうに二人のやり取りを眺めるだけで、参加する様子もないくらいだ。

「ああっ！」

　外を覗っていたルウが、空を指さして叫んだ。

　指さす先では追いかけっこに飽きた竜が、ワイバーンを地面に叩き落とすところだった。

　墜落したワイバーンが、枯れ木を薙ぎ倒しながらこちらに向かって地面を転がってくる。

「おいおい、こっち来んなよ」

「あらら、かわいそう。あのワイバーン、もう飛べないんじゃないかな？」

　ミトさんの言葉通り、ワイバーンは片翼を支える腕が中程で折れて酷ひどい状態になっている。

　高位の治癒魔法でもかけない限り、もう飛べないだろう。

「おお、あのオッサン生きてるぜ」

　ジョンさんがワイバーンの方を見ながら言う。

　ワイバーンが墜落の衝撃を吸収してくれたようで、その背から投げ出されたトレル卿は、血を流しているもののしっかりとした足取りで長なが槍やりを構えた。

『竜よ！　我が人生の全すべてをこの槍に懸けん！　戦士達よ、我が勲を語り継ぐが良い！』

　トレル卿の長槍が赤い光を帯び、先端に光でできた切っ先が生まれる。

　あれは、もしかして──。

「魔刃ね」

「あれが……」

　ミトさんの見立てを聞いて、ジョンさんが息を吞のんで沈黙した。

　魔刃といえば、セーリュー伯爵領でも三人しか使い手がいない秘奥の技だ。

『いざ！　参る！　魔刃穿せん孔こう撃！』

　大砲の弾のように飛び出したトレル卿が、長槍を構えて竜に突撃する。

　彼の踏み出した地面が抉えぐれ、土つち埃ぼこりが後ろに蹴けり上げられた。

　赤い残光を白い霧に残しながら、長槍が竜へと吸い込まれるように突き出される。

　これならば竜の鱗うろこだって貫くに違いない。

　槍の穂先が竜の表面で激しく火花を上げる。

　──うそっ。

　槍の穂先は鱗にすら届いていない。

　いつの間にか竜の鱗の手前に生まれた、鎖くさり帷かた子びらのような光の防御膜に阻まれてしまっている。

『まだまだぁー！』

　トレル卿の裂れつ帛ぱくの気合いに呼応して、長槍の表面を覆っていた魔刃の赤い光が捻ねじり込まれるように先端に集まり、竜の防御膜にわずかばかりの亀裂をいれた。

「オッサン、すげぇ」

「お爺じいちゃん、やるじゃん」

　ジョンさんの横で、ミトさんが小さくパチパチと拍手している。

　どうして、この人はこんなに暢のん気きなのだろう？

　彼女があの時の魔法使いだったとしても、中級魔族と下級竜じゃ後者の方が明らかに強い。

　しかも、今ここには彼女を守る魔法戦士達がいないのだから。

　──ＧＲＯＵＵＵ？

　竜が小首を傾かしげて、自身の鱗で止まった長槍を、羽虫でも払うように排除してしまった。

　突然自分の手から消えた長槍に一瞬気を逸そらしてしまったトレル卿を、竜の手が弾はじき飛ばす。トレル卿は先ほどのワイバーンと同じように地面を転がって、目を回してしまったようだ。

　彼はレベル五〇近い超常の騎士のはずなのに、その彼をここまで子供扱いするなんて……。

　竜はトレル卿に歩み寄って、指でつついて反応を見ている。

「ゼナたんは治癒魔法使える？」

「は、はい、簡単なものなら」

　ミトさんの変わった呼び方が気になるけれど、今はそんな事を問いかける場合ではない。

「上級の『治癒の凱風キュア・ストリーム』とかは？」

「すみません、中級の下位までしか……」

「そう、なら複雑骨折の治療は無理だね」

　ミトさんは私の言葉に落胆する様子もなく、しばし黙考してから、明るい笑顔で予想外の言葉を告げて歩み出した。

「なら、しゃーないか。皆はここに隠れててね」

「おい、ミト婆ばあ。年寄りの冷や水は──」

「悪い口は、これかな～？」

「──若く麗しいお姉さん、失言でした」

　隠れ場所から気楽に出ていくミトさんの後をジョンさんがついていこうとしたが、リリオが慌てて彼の腕を胸に抱き込んで止めている。

　私も小声でミトさんを止めたけれど、彼女は笑顔で「大丈夫だから、見てなさい」と告げていってしまった。

「そこのドラゴンくーん。試合終了ですよ～。お爺さんはもう戦えないから、フジサン山脈に帰ってくれないかな？」

　──ＺＵＧＯＯＯＵＮ。

「あら、やっぱダメ？」

　彼女は傍そばに現れた「宝物庫アイテムボツクス」スキルらしき黒い穴から、一本の棒みたいな杖つえを取り出した。

　あの杖には見覚えがある。

　間違いない。やはり彼女は中級魔族を滅ぼしたあの魔法使いだった。

「仕方ないな。それじゃ、第二ラウンドの相手をしてあげる」

　彼女の周りに、術理魔法で作られるような透明の刃やいばや板のようなモノが現れた。

　それらは彼女を守る盾のように、そして外敵を排除する矛のように周囲に浮かび、生き物のように彼女の動きに追従している。

　まるで、王祖様の伝説にあるような、攻防一体の上級魔法みたい──魔法？　そういえば、呪じゆ文もんはいつ唱えたのだろう？

「少し離れるわよ！」

　ミトさんから放たれた術理魔法系の透明な砲弾の雨が、竜の表面に当たって弾ける。

　先ほどのトレル卿との戦いでは棒立ちだった竜も、この攻撃は痛かったのか、慌てて空に逃げだした。

　──竜が逃げる？

　ありえない状況に驚きを隠せない。

「じゃ、ちょっと行ってくるわね」

　彼女は見えない足場でもあるように、空中を跳躍して上空の竜に戦いを挑みに行く。サトゥーさんよりも身軽な人は初めてだ。

　ミトさんと竜の戦いは、枯れ谷の霧の向こうで繰り広げられたので詳細は分からない。

　でも、時折聞こえてくる竜の悲鳴や、楽しそうな笑い声を聞く限りでは一方的な戦いだったに違いない。

　もし、人からこの話を聞かされたら、きっとホラ話だと思って信じなかっただろう。




　トレル卿の応急処置が終わる頃ころには、枯れ谷の向こうに戦場が移ったようで、このあたりは静かになった。

「ねえ、本当にあのヒトって、何者なのよ？」

「だから、知らねえって。遺跡の地下にあった隠し扉の奥で眠ってたんだよ」

「遺跡の奥で暮らしてたんでしょうか？」

「さすがにないだろ」

「そんな事より、少し静かにしてくださいませんか？」

　イオナさんの言葉に口を閉じ、耳を澄ませると、霧の向こうから羽ばたく音が聞こえてきた。

　やはり、最後は竜が勝ってしまったのだろうか？

「おーい、終わったよー」

　それは竜の背中から手を振るミトさんの姿だった。反対側の手には淡く光る魔法で作られた鎖を摑つかんでいる。

　そして、その鎖は馬の手綱のように竜の口から伸びていた。

「私はこの子をフジサン山脈のテンちゃんの所に返しに行ってくるから、ここでお別れだね。ジョン君、短い間だったけど楽しかったよ！　もし、私が恋しくなったら王都の下町を捜したらたぶんいるからさー」

「恋しくなんてならねぇよ！　それよりも、俺も連れていけ！」

「ごめんねー、天竜の聖域に他ほかの人を連れていくわけにはいかないのよ。私の分のお給料はハチ子ちゃん達と一緒にパーッと使っちゃって。それじゃ、またねー」

　ミトさんはそう告げて大きく手を振ると、竜を駆って空の彼方かなたに飛び去っていく。

　その姿は建国の物語に出てくる王祖様のようだった。





◆






　私達は探索を中断して、ジョンさんと一緒にトレル卿きようをファウの街まで運ぶ事になった。

　マントと枯れ木で作った担架に乗せて運ぶのは、五人がかりでもなかなか大変だ。

「すまんな、セーリュー伯爵領の若者達よ」

「意識が戻られましたか？」

　街道へと抜けた頃、トレル卿が意識を取り戻した。

　怪け我がが原因の熱が残っているようで、その熱に浮かされるようにポツポツと竜に挑んだ理由を教えてくれた。

　彼は高齢を理由にシガ八剣を退こうとしていて、勇退にふさわしい相手を探していたらしい。そんな時に竜の噂を聞き、これこそ引退前の最後の戦いにふさわしいと思ったそうだ。

　もっとも、峠にいたのは地に潜る亜竜だった為ため、ゼッツ伯爵に報告後、王都に援軍を頼み、そのまま上空から亜竜の動向を監視していたらしい。

　そして、その監視中にふらふら飛んでいる竜を見つけて、戦いを挑みにやってきたそうだ。

「爺さん、本当に竜に勝てると思ったのか？」

「そこまで自うぬ惚ぼれてはおらぬよ」

　ジョンさんの不ぶ躾しつけな質問に、トレル卿は気分を害した風もなく答える。

「──死に損なってしまったな」

　トレル卿はそう呟つぶやいて空の向こうを見つめて黄昏たそがれていた。

　きっと、死なせてしまったワイバーンの冥めい福ふくを祈っているのだろう。

　それ以後は会話もなく、ファウの街の守護に彼の身柄を預けた。




　中断してしまった間道の探索は、再開する事なく終わった。

　この数日後に、亜竜が討伐されたからだ。

「街道が開通した？」

「ああ、亜竜は王国騎士団とシガ八剣のヘイム殿が倒したそうだ」

　こうして竜騒動も終わり、前に助けた村に縁のある商人さんの手配で糧食の調達ができた私達は、再び迷宮都市への旅路に戻る事ができた。

　リリオとジョンさんの間に何があったかは聞いていない。

　ただ、一度だけ、リリオのやけ酒に付き合っただけだ。

　そして──。

「でっかい石像だな」

「ルウ、あれはゴーレムですわよ」

　目の前では正門の左右に立つ二体の巨大なゴーレムが、門番のように睨にらみを利かせている。

　ここが、迷宮都市セリビーラ。

　万感の思いを込めて迷宮都市を見つめる。

　私達はついに辿たどり着ついたのだ。




　すぐに会いに行きますからね、サトゥーさん！








あとがき






　こんにちは、愛あい七ななひろです。

　この度は「デスマーチからはじまる異世界狂想曲」の第一三巻をお手に取っていただき、ありがとうございます！

　放映中のアニメ版デスマもお楽しみ頂いているでしょうか？

　今回もまたページが少ないので、本作の見所を手短に語りましょう。

　前巻で再修行を終えた仲間達は、ついに当面の目標である「階層の主フロア・マスター」へと駒を進めます。そして、そこで彼らは予想もしなかった相手と遭遇する事になるのです。

　かつてない強敵を相手に、サトゥーは封印していた最強魔法を解放し……。

　もちろん、バトルだけでなく、温泉や宴会を楽しむほのぼのシーンもたっぷり加筆してありますので、お楽しみに！

　では恒例の謝辞を！　担当のＡさんとＩ氏、そしてＳｈｒｉさん、その他この本の出版や流通、販売、メディアミックスに関わる全すべての方に感謝を！

　そして読者の皆様。本作品を最後まで読んで下さって、ありがとうございます！

　では次巻、再会編でお会いしましょう！


愛七ひろ


















　魔王になったので、ダンジョン造って人外娘とほのぼのする　電子特別お試し版　（著：流優　イラスト：だぶ竜）
















　異世界転生したユキは、気付くとダンジョンの魔王になっていた。「今度は自由に生きる！」と決意した直後、覇龍と遭遇！

　戦闘……にはならず、何故かユキの出すお菓子の虜になりそのまま居候に!?　さらに、次々と人外娘を拾い……。

　チートな強さで人外娘達を助けたり、便利なカタログ通販（？）でダンジョンに凶悪な罠を仕掛けたり、日本の玩具で遊んでみたりとやりたい放題！

　自分の自由と人外娘達の平和のために、快適＆最凶ダンジョン造りを目指す!!








プロローグ　なんか翼が生えてる









「あー……」

　手鏡に映る自分の顔や姿を、色んな角度からまじまじと見詰める。

　黒髪黒眼の、今まで何度も見てきたその容よう貌ぼう。言う程特徴も無い普通の顔立ちで、若干眼めつきが鋭いのが特徴と言えばそうかもしれない。

　背丈も大して高くも無ければ低くも無く、身体からだ付きもゴツくも無ければヒョロくもない。

　まあ、ここまではいい。

　ここまでは。

　こんなじっくり自分を見ているのは、別に俺がナルシストだからという訳じゃない。とある確認を行っているのだ。

　俺は、手鏡の角度を変えて背中を確認する。

　そこに映っているのは──翼。

　俺の背中の肩甲骨辺りから、コウモリだかドラゴンだかわからない真っ黒い翼が生えている。

　慣れない感覚だったのでちょっと大変だったが、意識を集中させるとしっかりパタパタと動いたのを見るに、これはやはり俺の身体の一部ではあるらしい。

　そして──眼。

　黒眼と言ったが、実際は片方だけで、もう片方の眼は紅あかく染まっている。真っ赤っ赤である。

　どうやらこれは種族が持つ固有ユニークスキルの、いわゆる魔眼というものらしいんだが……これなんて中二よ。自分にも漏れなく訪れた黒歴史を思い出すようで、すげー恥ずかしいんだけども。

　しかも、そんなナリをしているくせに、今身に着けているのがジーパンとＴシャツというラフな恰かつ好こうをしているせいで、酷ひどくチグハグな印象を受ける。ヘタなコスプレのようだ。

　つかこれ……もしかして翼の付け根の部分のＴシャツ、破けてないか？　見えてないけど、絶対破けてるよな？

「………………ハァ、寝よ」

　もうなんか色々疲れてしまった俺は、そこで思考を放棄し、ＤＰ──ダンジョンポイントで布団を出現させ、それを玉座の間に敷いて、寝た。





◇　　　◇　　　◇






　──時間は、少々遡さかのぼる。

　何が起こったのかと言うと、話は簡単だ。

　輪りん廻ね転生である。

　何の面白みも無く事故死して、もう一度生まれ変わったらしい。

　それは、意識が戻った瞬間に理解した。自分が一度、確実に死んだ感触がまだ残っていたからだ。

　事故で撥はね飛とばされ、骨がバキバキになり、身体中が悲鳴を上げて潰つぶれていく感触。全身から力が抜け、自分の血がどんどん体内から外へと溢あふれ出していくのがわかるのに、痛みも何も感じず、目の前が徐々に真っ暗になっていく悍おぞましい感覚──。

　ぶるりと身震いし、大きく深呼吸して、嫌な記憶を頭の中から追いやる。

　とにかく、一度死んだはずが気が付くと俺はここ──『玉座の間』っぽい場所で倒れていた。

　品の良いシャンデリアに、柱と壁。窓は無く、奥行きはそこまで広くない。

　そして俺の背後に鎮座しているのは、飾りは少ないが荘厳さを十分に感じさせる、造りの良い玉座。そこから真っすぐレッドカーペットならぬブルーカーペットが対面の壁まで敷かれ、そちらにはこれまた装飾は少なめだが、一目見ただけで重厚さを感じさせる扉がある。

　何と言うか……あれだ。全体的に悪役っぽさの漂う趣の部屋だ。ゲームのラストダンジョンに出て来る魔王のいる玉座の間を、幾分と縮小した部屋、といった感じか。

　しばらく呆ほうけてから俺は、とりあえず現状を把握しようと立ち上がり──そして、目線が高くなったことにより、玉座の裏にソレがあることに気が付いた。

「何だ、これ……？」

　そこにあったのは、丸い、バスケットボールを一回り小さくしたぐらいの、虹にじ色いろに光る宝玉。

　俺は、何とはなしにそれに向かって手を伸ばし──。

「ッ!?　がああアああアアアッッ──!?」

　宝玉を触れた瞬間、突如襲い掛かる、強烈な頭痛。

　まるで脳みそを直接弄いじられるかのような、不快な感覚が全身を襲う。

　思わず膝ひざから崩れ落ち、床に両手を突く。

　眼の端から涙が滲にじみ、あまりの痛みから視界がぐらつき、吐き気がこみ上げる。

　そのまま俺は、絶叫を迸ほとばしらせ、床の上をのたうち回り続けた。




「──ハァ……ハァ……なるほどな……」

　その地獄のような頭痛が、やがて波が引くようにして消えていった後。

　荒く息を吐き出しながら、俺は──その語句を、唱えた。

「……メニュー」

　すると同時、目の前に透明なガラス板のような──要するにゲームのメニュー画面のようなものが、突如として目の前に出現する。

　これは、唱えた者が一番使いやすい形で現れる。

　例えばこの世界にもいるゴブリンなどの原始的な種族が『メニュー』を唱えると石版が出て来るし、他の人間に近い生態の種族の場合は、大抵が本の形で出現する。

　俺の場合は、ゲームをよくしていたせいか、この形が一番使いやすいと判断されたようだ。

　そんな知識が、まるで脳内に辞書があるかのように、俺の頭にポンと浮かぶ。

　……いや、本当に脳みそに直接知識を植え付けられたんだろうな。

　ふらつく頭を押さえながらメニューへと視線を向けると、そこに表示されているのは、上から順に『ステータス』、『ＤＰカタログ』、『ダンジョン』、『ガチャ』の四つの項目。

『ガチャ』の項目がすんげー気になるところだが……とりあえず上から見ていくことにして、スマートフォンを操作するのと同じような感覚で『ステータス』の項目をタッチしてみると、俺のステータスらしい数値が表示される。

「へぇ……って、種族がアークデーモンて」

　あの、いつの間にか俺、人間じゃなくなってるんすけど……。


名：ユキ

種族：アークデーモン　クラス：魔王　レベル：１

ＨＰ：２１００／２１００　ＭＰ：６７００／６７００

筋力：６５１　耐久：６８５　敏びん捷しよう：５５０　魔力：８９７　器用：１２５０　幸運：70

スキルポイント：５　固有ユニークスキル：魔力眼、言語翻訳

スキル：アイテムボックス、分析アナライズ[image: ]１

称号：異世界の魔王　ＤＰ：１０００



　つか、よく見たら俺、人間やめてる上に、クラスが『魔王』じゃねーか。字面が物騒だなオイ。

　……いや、どうやらここ──ダンジョンを管理するダンジョンマスターのことは、総じて魔王と呼ぶらしい。脳内ウィキ〇ディアに載ってた。

　名前も苗みよう字じが無くなり、カタカナでユキとなっている。自分でも女っぽい名前だと思っていたが、ますますそうなったな。

　ステータスは比較するものがないからよくわからんが、とりあえず幸運値の圧倒的低さよ。

　……まあ、事故死するぐらいだから、そんなもんなのかもしれんが。

　器用値が頭一つ抜けてるのはよくわからない。趣味が手芸とか、そんなことはないのだが。

　次に、表示されているスキルへと指を滑らすと、その詳細が表示される。

　分析アナライズやアイテムボックス、言語翻訳はよくある感じのヤツだ。分析アナライズは、スキルレベルの上昇に伴い表示される内容が増え、アイテムボックスは保有する魔力によって収納出来る量が増える。言語翻訳は言わずもがな。

　魔力眼は……どうやら種族特性のスキルらしい。相手の放つ魔力を可視化出来るようだが、有用性はまだようわからんな。

　スキルポイントは、スキルの横にある数字、スキルレベルを上げることが出来るようだ。スキルレベルの最大値は10で、それが上がるのに比例して必要ポイントが多くなっていく仕様らしい。

　スキルの下の称号はと言うと……。


異世界の魔王：異世界から現れた者。固有ユニークスキル『言語翻訳』を取得。



　あ、うん、やっぱり異世界なんすね、ここ。まあそうだろうとは思っていたけど。

　とりあえず一通り確認したステータス画面を閉じ、次にメニューの『ＤＰカタログ』を押す。

　どうやらこれはそのまま、ステータスに載っていたＤＰ──ダンジョンポイントで交換出来るものを表示する機能のようだ。

　剣や盾、防具、杖つえなどのファンタジー的なものから、歯ブラシやコップ、食料品、果ては必要ＤＰがクソ高いがテレビゲームなども交換出来るようだ。通販かよ。いや、便利でいいですけども。

　もしかするとこのＤＰカタログってのは、ダンジョン自体に元から備わっている物と、俺の認識によってゲット出来る物の二種類があるのかもしれない。そうでなければ、この異世界感ぶち壊しの品々はカタログに載らないだろう。

　ただ、地球産の品々はこの世界の品に比べて軒並み高い。入手するのはもう少し先になるか。

　気になっていた項目である『ガチャ』は、そのままガチャだ。一回１００ＤＰ、１０００ＤＰ、１００００ＤＰ、１０００００ＤＰの四つがある。何が出るかは回すまでわからない仕様らしい。

　残りの『ダンジョン』は、ここのダンジョンの階層を増やしたり、拡張したり、モンスターを召喚したりなど、ダンジョンを造る上での主要な機能が詰まっているようだ。

　まあ、細かい検証は、後ほど行うことにしよう。




　──ダンジョンとは、生物だ。




　この世界特有の、『魔素』のある場所で生まれる。

　生まれたばかりのダンジョンは、他の生まれたての生物同様に力が弱く、簡単に潰されてしまう。

　特に潰しに来るのは、人間らしい。ダンジョンの心臓であるダンジョンコア──先程の虹色の宝玉を狙いに、よく襲撃に来るらしい。

　確かに、見るからにレア度高そうだからな、アレ。

　また、この世界の野生生物である『魔物』なんかも、ダンジョンコアに込められた莫ばく大だいな魔力に吸い寄せられ襲いに来るようだ。

　──要するに、周り全てが敵なのだ。ダンジョンは。

　そこでダンジョンは、自身の身を守るために管理者を召喚し、自身の生存率の向上を試みることにした。共生することに、生き残る道を見出した訳だ。

　魔王とはそうして召喚された、ダンジョンを守護し、管理する存在である。

　大抵の場合は、近場に棲せい息そくする魔物を呼び込んで、魔王として生まれ変わらせるようだ。

　が、しかし。このダンジョンの生まれたのが魔素濃度の濃い場所だったため、他のダンジョンよりも力を持つことが可能だったらしく、その力の大半を用い、より魔王として適した存在を、と召喚した結果が、どういう訳か異世界で死んで魂だけになっていた俺だったと。

　俺、どうやら人より魔王に適しているらしい。非常に心外である。

　俺が人間からアークデーモンに転生したのも、ダンジョンの自己防衛機能の一つだ。人間に転生させるよりは、人外に転生させた方がより生存率が上がると判断されたのだ。

　ダンジョンに植え付けられた知識によると、これは適性のある魂でなければ出来ないことだそうだが……まあ、うん、あれかな。俺がメッチャやり込んでたゲームのキャラの種族が『上位魔族アークデーモン』だったから、ってのが反映されたのかもしれない。んな訳ねーか。

　……ただ、力があるのは悪くない。知識を植え付けられたから理解したが、こっちの世界は前世よりも大分物騒だ。魔物いっぱい戦乱いっぱい。おまけに知能の低いバカな魔王があちこちで人間とか殺しまくってるから、魔王に対するヘイトも高い。

　そんな世界に魔王として生まれてしまったからには、俺自身の生存率を上げるために、少しでも力があった方がいいだろう。

「…………」

　俺は、あの強烈な痛みを与えてくれたクソ忌々しい宝玉──ダンジョンコアを睨にらみ付ける。

　魔王の器生成にはダンジョンの力が多大に影響しており、ダンジョンが死ねば魔王は死ぬ。

　魔王にリソースの大部分を割いているため、魔王が死ねばダンジョンの力が大きく弱まり、結果的にダンジョンもまた滅ぶ。

　──つまり、一いち蓮れん托たく生しようなわけだ。

「……ったく、厄介な世界に呼びやがって」

　だが──コイツがいなければ、俺が意識を取り戻すことは二度と無かったことも、確かな事実だ。

　虹色の宝玉へそっと腕を伸ばし表面に触れる。もう、痛みを伝えて来ることはない。

　これは、俺のもう一つの心臓だ。

　……せっかく得ることになった、二度目の生だしな。

　今度こそ好きに生きられるように……コイツを守るのもまあ、悪くはないだろう。

　そんなことを考えながら、とりあえずアークデーモンとなってしまってからの自身の姿を確認してないなと思い、ＤＰカタログで一覧を開き手鏡を出現させた──。





◇　　　◇　　　◇






　翌日。

　とりあえず寝て頭をすっきりさせた俺は、布団一式をアイテムボックスにしまってから、ＤＰカタログを表示させ朝食となる食料品を探す。

　アイテムボックスは、発動すると虚空に亀裂が生まれ、そこに物を突っ込むという仕様だ。

　これ取り出す時どうすんの、と思ったら脳内にリストのようなものが浮かび、それを念じながら虚空の裂け目に手を入れると物を取り出せるようだ。便利だなオイ。

　ちなみに、何故窓が無い部屋で翌日とか朝食とか時間がわかるのかと言うと、メニュー画面の右上に現在時刻と日付が表示されているためだ。

　ゲームか！　とツッコミそうになったが、よく考えてみたら俺の知っているゲーム画面が元になっているんだった。

　そんなこんなで朝飯の食パンとベーコンを出現させた俺は、普通の椅子はなかったので玉座に腰を下ろし、もそもそとそれを食べ始める。

　ＤＰの確保も考えなきゃいけんな。初期ポイントらしく１０００ＤＰあるが、これは今の俺の生命線だ。消えていくばかりというのは少々心もとない。

　このＤＰの確保の方法には、

　・ダンジョン内に、自身が出現させた配下以外の魔物がいる状態（強さにより取得ＤＰ上昇）

　・ダンジョン内で侵入者を殺す（強さにより取得ＤＰ上昇）

　・ダンジョン内で魔物の死し骸がいや糧となる何かを吸収する（物により取得ＤＰ上昇）

　・自然回復（ダンジョンの範囲により取得ＤＰ上昇）

　の四つがある。

　これを見ればわかるように、ＤＰ収入はかなり侵入者頼りのところがある。

　侵入者に殺されないよう管理者を生むくせに、侵入者がいなければ飯の確保が出来ないとは、ままならないもんだ。

　まあ、それが弱肉強食か。ダンジョンも生物だしな。その頸くび木きを逃れることは出来ないのだろう。

　自然回復はあるものの、これは三時間で１ＤＰ回復とかなり微々たるものなので、今後どうなるかわからないが、今はまだあまり当てには出来ない。

　早急にダンジョンとして体裁を整える必要があるが、そのためにはダンジョンや魔王がどんな存在でどういう認識をされているのか。後は周辺の地理か。その辺りを早めに知らなければならない。

　あれだ、需要を知らなければ供給は生まれないとか、そんな感じ。前世のうろ覚え知識。

　というのも、ダンジョンに強制的に植え付けられた脳内ウィキ〇ディアさんの情報では、あくまでダンジョン側の視点としての侵入者の記述しかなかったので、よくわからなかったのである。

　曰いわく、「我々を殺しに来る悪魔のような者達」とのこと。

　まあ、うん、そうね。自分を殺しに来る存在は悪魔に見えるだろうね。

「さて、と……」

　朝飯を食い終わった俺は、ぱんぱんと手のパン屑くずを払い、視線をこの部屋唯一の扉へと向ける。

　とりあえず今、俺が喫緊でしなければならないことは、この先を確かめることだろう。

　何が広がっているのか確認するのは、興味半分恐ろしさ半分といったところだが……まずはここからやらないと、何も始まらない。

　少々ＤＰカタログで準備を整えてから立ち上がった俺は、部屋の対面へと向かうと、恐る恐るといった様子で美麗な扉を開いていき──。

「……洞どう窟くつ、か？」

　扉の外に広がっていたのは、一つのでっかい空洞。

　何年物なのか気になる水晶のような鍾しよう乳にゆう石せきがぶら下がり、そして洞窟天井部の小さな裂け目から差し込む光を反射して、周囲をほんのりと照らしている。

　少し窪くぼんだ場所には水が溜たまっており、不純物が少ないのかかなり透明で奥まで透き通っている。

　なかなか、幻想的な光景だ。

　どうやらこの扉は、洞窟の中に生成されたものだったようだ。

　まだダンジョン領域はあの玉座の間だけのはずなので、この洞窟はダンジョンによって造られたものではなく自然物なのだろう。

　周囲に別の生物がいないことを確認した俺は、少し先に見える洞窟の出口らしい──いや、入口らしい場所から差し込む陽の光を目指して歩を進める。

　カツン、カツンと反響する俺の足音。

　空気がひんやりとしていて、肌に心地良い。夏場は冷房いらずだ。

　やがて、入口まで辿たどり着ついた俺の視界は、一気に開け──。

　──澄み渡る、無限の蒼そう穹きゆう。

　一面を埋め尽くす緑の大森林。風が木々を揺らし、耳を澄ませば木の葉の擦れる音まで聞こえる。

　陽ひの光に照らされ、キラキラと輝くのは、長く長く続いている大河。

　どこまでも広がる地平線と、雲を突き抜け、見る者全てを圧倒する雄大な山脈。

　地平線の果てに見える広大な青は、海だろうか。

　また、彼方かなたの空には島のようなものが浮かんでおり、そこから流れている滝が空から大地へと降り注ぎ、虹にじが掛かっている。

「うおぉ……」

　あまりの景色の美しさに、思わず目頭が熱くなる。

　そこに広がっていたのは、俺の貧弱な語ご彙いでは決して表現がままならない、神秘的なまでに壮大な、世界の姿だった。

　……俺も、人間やめて翼生えてる訳だし、その内この空、飛べるようになったりしねーかな。さぞかし気持ちが良いことだろう。

　ちなみに、今俺の背中に翼は生えていない。

　寝る時になんか邪魔だったので、どうにか小さく出来ないかとか、もっと綺き麗れいに折り畳めないかとか色々やってたら、フッと消えた。

　この翼、どうやら俺のまだよくわかってない力、魔力で構成されているらしく、任意で出したり消したり出来るみたいだったので、それ以来消しっぱなしなのだ。便利な身体なこって。

　しばしそうして景色に魅入っていた俺は、ふと我に返り、本来の目的、周辺の地理確認に戻る。

　どうやらここは、山の中腹のようだ。中腹と言っても、こんな景色が見られるぐらいだから、標高はそこそこ高いのかもしれない。人里らしきものは……近くには無さそうだな。

　振り返った俺の視界に映るのは、切り立った崖がけ。

　今出て来た洞窟は、この崖に出来たものだったらしい。

　あー……こっちは進めなさそうだな。とりあえず、上に行ってみたいんだが。

　そう考えた俺は、どこか登れるような場所がないかと、山の中を歩き始めたのだった。













　この続きは現在配信中の『魔王になったので、ダンジョン造って人外娘とほのぼのする』にてお楽しみください


(C)Ryuyu, Daburyu 2017
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